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京都精華大学構内図 
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大会スケジュール 
 

5 月 18 日（土） 

 

9:00~   ण開࢟ 

10:00~11:00  口頭発表・ポスター発表 

11:00~11:05  ʤؔ࣎ʥ 

11:05~12:05  口頭発表・ポスター発表 

12:05~13:30  ৱ 

ʤ12:15~13:15ʥ  ٠ҽ会ʤC 会場: L102ʥ 

13:30~14:45  口頭発表・ポスター発表 

15:00~16:00  ポスター発表・αΠタムʶʰ࠹༑ऴポスター発表ৈʱदৈࣞ 

16:15~17:30  ૱会ʶڂݜওྯৈदৈࣞʤB 会場: L101ʥ 

ʤ17:15~ʥ  ૱会ܿੰの๏ͺ京都ۂࢊ大学へのୁώスͶऄʤご案内͢Ήͤʥ 

17:30   έローέถ࠱ 

ʤ17:30~ʥ  ୁώスΕ場へɼୁώスͲ京都ۂࢊ大学へ 

18:15~20:15  ࠛ会ʤ京都ۂࢊ大学ดֺؙ 2 ʥ 

 

20:15~   京都ۂࢊ大学発ࡏࠅ会ؙ͘ߨのୁώス発ऄ 
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京都精華大学構内図 
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5 月 19 日（日） 

 

8:30~   ण開࢟ 

9:00~10:45  口頭発表・ポスター発表 

10:45~10:50  ʤؔ࣎ʥ 

10:50~12:20  口頭発表・ポスター発表 

12:20~13:35  ৱ 

13:00   έローέถ࠱ 

13:35~ 17:00  公開シンポジウムʤ༓Ѭؙଡ目దϙール Agoraʥ 
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大会参加者へのご案内 
 

 

 発表Ͷͯ͏ͱڂݜ ˙

 

のプログラムͺ࠹ 56 յ大会のウΥϔγφ͖Δごལ͚ͫ͠͏ɽ 

  56 յ大会のウΥϔγφʁhttp://www.kyoto-seika.ac.jp/african-studies-56/index.html 

 

 

  

ͺؔ࣎ಆනの 15 ʤ発表 12 ʶ࣯ٛԢ 3 ʥͲͤɽ発表開ޛ࢟ 10 Ͳϗル͗ 1 յ

໒ΕΉͤɽ12 ܨգͤΖͳ 2 յϗル͗໒ΕΉͤɽͨのޛの 3 ؔͲ࣯ٛԢΝ͏ߨΉͤɽ15

ܨգͤΖͳϗル͗ 3 յ໒Εɼ発表͗श྅͢Ήͤɽؔ࣎௪ΕのߨͶごྙڢΝ͕͢͏بΉͤɽ 

発表会場の PC ͺɼOS ͗ Windows10ɼλϓφͺ PowerPoint 2016 Ͳͤɽ発表者ͺɼԾىの

ͳ͕Ε会場Ͷ͕ӿ͢͏ͪͫ͘ɼ発表༽ϓΟルʤ֨͗ࢢ ppt ͖ pptx ののʥΝ USB ϟϠϨ

͵ʹͲ会場ඍ͓͜の Windows PC のυスέφρプͶαϒー͢ͱ͚ͫ͠͏ɽࠒͬ࣍ΉΗͪϏλ

αンへのͯ͵͙͓ΌΉͤ͗ɼ会場のプロジΥέタͺ VGA ࣍ͳ͵ͮͱ͕ΕΉͤのͲɼ֪و

ͺචགྷͶԢͣͱ֦ࣙΉΗΖ場ࠒͬ VGA ΠξプタΝご६ඍ͚ͫ͠͏ɽΉͪɼਜ਼͵ժ͗表ࣖ

͠Η͵͏͵ʹͯ͵͙͓ͶΓΖφラϔルͺࣙހͳͦ͠ͱ͏ͪͫ͘ɼ発表ؔ࣎のԈௗ͵ʹͺ

Ͳ͘ΉͦΞのͲɼ͍Δ͖ͣΌご྅ট͚ͫ͠͏ɽ 
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5 月 19 日（日） 

 

8:30~   ण開࢟ 

9:00~10:45  口頭発表・ポスター発表 

10:45~10:50  ʤؔ࣎ʥ 

10:50~12:20  口頭発表・ポスター発表 

12:20~13:35  ৱ 

13:00   έローέถ࠱ 

13:35~ 17:00  公開シンポジウムʤ༓Ѭؙଡ目దϙール Agoraʥ 
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口頭発表Ͷ会場ඍ͓͜の PC ͶΓΖԽの࠸ਫ਼Ώンターϋρφへのંକ͗Ͳ͘ΖΓ͑

Ͷྙ͏ͪ͢Ήͤ͗ɼحؽのΏϟンτψンスの都ͶΓΕ࢘༽Ͳ͘͵͏場の͍Ζ͞ͳΝ

͍Δ͖ͣΌご྅ট͚ͫ͠͏ɽ 

  

発表༽ϓΟルͺɼUSB ϟϠϨͶฯଚの͓͑ɼҐԾのགྷͲ६ඍ͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

 18 ೖʤౖʥޗͶ発表ͤΖ๏ ˢ 9 ࣎ 45 ΉͲͶ発表会場の PC Ͷαϒー 

 18 ೖʤౖʥޛޗͶ発表ͤΖ๏ ˢ13 ࣎ 15 ΉͲͶ発表会場の PC Ͷαϒー 

 19 ೖʤೖʥޗͶ発表ͤΖ๏ ˢ 8 ࣎ 45 ΉͲͶ発表会場の PC Ͷαϒー 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

ഓࣁྋ͍͗Ζ๏ͺɼචགྷ෨਼ΝごࣙͲご༽қ͚ͫ͠͏ɽ日ͶճͲαϒʖͤΖ͞ͳͺ

Ͳ͘ΉͦΞɽ 

 

 ϛηνʖනの発表会場ͶͺɼహΕ͜༽のϏϋルΝ༽қ͢ͱ͏Ήͤɽ発表者ͺ学会会場Ͷ

౺次ɼ֦ࣙͲポスターΝࣖ͢ܟͱ͚ͫ͠͏ɽժයͺͬ͞ΔͲ༽қ͏ͪ͢Ήͤɽポスター

発表のؔ࣎ʤαΠタムʥͺɼ18 ೖʤౖʥの 15 Δ͖࣎ 16 ؔ࣎ΉͲͲͤɽ発表者ͺɼ͞の࣎

ଵͶචͥࣙのポスターۛͶଶ͢ؽɼ内༲Ͷͯ͏ͱઈ͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ͵͕ɼ͞のؔ࣎ଵҐ

Ζ͞ͳ͗ݡポスター発表会場ͺ開๎͠Ηͱ͕ΕΉͤのͲɼ学会参加者ͺࣙ༟ͶポスターΝ

Ͳ͘Ήͤɽ 

 ポスター発表ΝଲেͶɼ大会参加者の౦ධͶΓΖ 56 յ大会ࣆແۃͶΓΖポスター発表ৈ

મߡΝࣰͪ͢͏ࢬΉͤɽ 
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˙ ৱࣆͶͯ͏ͱ 

 

京都精華大学बวͺɼ京都ࢤの෫ஏۢͶࢨఈ͠Ηͱ͕ΕҲൢのӁৱవΏαンϑω͍͗ΕΉ

ͦΞɽͪ͗ͮ͢ͱ会場बวͲৱࣆΝखΖ͞ͳのͲ͘Ζ場ॶͺݸΔΗͱ͕ΕΉͤɽ 

5 ݆ 18 ೖʤౖʥͶͯ͘Ή͢ͱͺɼ会場͏͖のৱಌʤ10 Δ͖࣎ 14 ΉͲʥɼͨの࣎ 2 の学

内αンϑωʤ8 Δ͖࣎ 16  ΉͲʥ͗開͏ͱ͏Ήͤɽ࣎

5 ݆ 19 ೖʤೖʥͺɼৱಌʤ11 ΓΕ࣎ 14 ΉͲʥΝಝพͶ開͜ͱΔ͏Ήͤ͗ɼ学内αンϑ࣎

ωͺถΉͮͱ͏Ήͤɽ 

 ଠͶͺɼ京都精華大学͚ۛのಁΝోͮͪͳ͞ΘͶɼREATAʤΗ͍ͪʥͳ͏͑学ਫ਼ৱಌ͍͗

Εɼྈೖͳ 11 Δ͖࣎ 15  ͱ͏Ήͤɽ͢ۂΉͲӨ࣎

 

REATA のҒ(Google Map) 

 

 

˙ έローέͶͯ͏ͱ 

 

ҐԾのؔ࣎ଵͲɼέローέʤᴊؙ 1  L105ʥΝཤ༽Ͳ͘Ήͤɽ 

5 ݆ 18 ೖʤౖʥ 9 ʛ17࣎ ࣎ 30  
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口頭発表Ͷ会場ඍ͓͜の PC ͶΓΖԽの࠸ਫ਼Ώンターϋρφへのંକ͗Ͳ͘ΖΓ͑
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発表༽ϓΟルͺɼUSB ϟϠϨͶฯଚの͓͑ɼҐԾのགྷͲ६ඍ͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

 18 ೖʤౖʥޗͶ発表ͤΖ๏ ˢ 9 ࣎ 45 ΉͲͶ発表会場の PC Ͷαϒー 
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---------------------------------------------------------------------------------------------- 
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ଵͶචͥࣙのポスターۛͶଶ͢ؽɼ内༲Ͷͯ͏ͱઈ͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ͵͕ɼ͞のؔ࣎ଵҐ
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 ポスター発表ΝଲেͶɼ大会参加者の౦ධͶΓΖ 56 յ大会ࣆແۃͶΓΖポスター発表ৈ

મߡΝࣰͪ͢͏ࢬΉͤɽ 



8

 
 

10 

5 ݆ 19 ೖʤೖʥ 8 ࣎ 30 ʛ13  ࣎

 

 έローέルームͺ PC Νཤ༽͢ͱ͏ΉͤのͲɼΩーϘρφΝී͏ͪজͶં՛Ν͖࣪گ

ͦͱ͏ͪͫ͘ΉͤɽΉͪҧෲྪͺ͕༮͖ΕͲ͘ΉͦΞのͲご྅ট͚ͫ͠͏ɽ 

18 ೖͺ 17 ࣎ 30 Ͷࢬ͢ΉͤのͲɼͨΗΉͲͶ՛Νච͕ͥӀ͘खΕ͚ͫ͠͏ɽ 

ࠛ会会場Ͳͺ՛͘場Ν༽қ͢Ήͤɽ19 ೖͺ 13 ͢ΉͤのͲɼ公開シンポジウࢬͲ࣎

ムͶ͕͏Ͳの๏ͺ՛ΝӀ͘खͮͱ会場Ͷ࣍参͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ 

 

 

˙ ٦ԐͶͯ͏ͱ 

 

 京都精華大学構内ͺɼ٦Ԑࢨఈ場ॶΝঈ͏ͱસےԐͶ͵ͮͱ͕ΕΉͤɽؙ 内ͺસےԐͲɼ

٦Ԑ࣪ͺ͍ΕΉͦΞɽ 

 ٦Ԑࢨఈ場ॶͺɼᴊؙ 2 Ε口ʤणの͍ΖΕ口ʥΝड़ͱࠪघのԲͶご͡͏Ήͤɽ 

 

 

˙ ࣉγーϑス 

 

 ࣉγーϑスͺࣆͶ͕ਅ͢ࠒΊ͏ͪͫ͏ͪ๏のΊごཤ༽͏ͪͫ͜Ήͤɽ͕ਅ͢ࠒΊ͏ͪͫ

͏ͪ๏ͺɼणͲ͕ਅ͢ड़͚ͫ͠͏ɽܐΕの者͗案内͏ͪ͢Ήͤɽ 
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˙ ͨのଠ 

 

 2019 ೧ౕの学ढ़大会ͶؖͤΖๅͺɼΠϓϨΩ学会͕Γ; 56 յ学ढ़大会のϙームϘージ

͖Δごལ͏ͪͫ͜ΉͤʤURL ͵ʹͺ 5 ϘージΝ参লʥɽ 

学会開࠷Ͷຌ学の Wifi Ν࢘༽͠ΗΖ๏ͺɼགྷॄࢭͳҲॻͶणͲ͕ోͤ͢ΖࣁྋΝごལ͚

ͫ͠͏ɽ 
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ムͶ͕͏Ͳの๏ͺ՛ΝӀ͘खͮͱ会場Ͷ࣍参͢ͱ͚ͫ͠͏ɽ 

 

 

˙ ٦ԐͶͯ͏ͱ 

 

 京都精華大学構内ͺɼ٦Ԑࢨఈ場ॶΝঈ͏ͱસےԐͶ͵ͮͱ͕ΕΉͤɽؙ 内ͺસےԐͲɼ

٦Ԑ࣪ͺ͍ΕΉͦΞɽ 

 ٦Ԑࢨఈ場ॶͺɼᴊؙ 2 Ε口ʤणの͍ΖΕ口ʥΝड़ͱࠪघのԲͶご͡͏Ήͤɽ 

 

 

˙ ࣉγーϑス 

 

 ࣉγーϑスͺࣆͶ͕ਅ͢ࠒΊ͏ͪͫ͏ͪ๏のΊごཤ༽͏ͪͫ͜Ήͤɽ͕ਅ͢ࠒΊ͏ͪͫ
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A会場　：　L201 B会場　：　L101 C会場　：　L102 D会場　：　L103 E会場　：　L002
9:00

10:00
10:00 1 山崎　暢子 安髙　雄治 芝田　篤紀

京都大学 関西学院大学 京都大学大学院文学研究科

国境地帯における紛争と移動−ウガン
ダ北部ウェスト・ナイル地方を対象とし

て−

マダガスカル南西部における地域住民
主体の治安対策−現状と今後の展望−

カラハリ狩猟採集民の空間認識におけ
る統合自然地理学的研究の実践

10:15 2 近藤　有希子 中澤　芽衣 三宅　栄里花、高田　明

日本福祉大学 京都大学アフリカ地域研究資料センター 京都大学

到来する暴力の記憶–虐殺後のルワン
ダにおける人びとの情動と痛みへの想

像力−

ウガンダ南部の都市近郊農村における
富裕層による土地の囲い込み

ナミビア北中部におけるサンとオバン
ボの土地利用をめぐる関係

10:30 3 川口　博子 五野　日路子 池谷　和信

京都大学 東京農業大学大学院 国立民族学博物館

暴力の記憶との対峙：紛争後社会の規
範をめぐる元反政府軍兵士の語りから

マラウイにおける社会的現金給付政
策：受益者世帯への聞き取り調査から

カラハリ狩猟採集民における物質文化
の変容：狩猟具に注目して

10:45 4 細井　友裕 阿久津　昌三 上田　元 大石　高典 Pedro Raposo

東京大学/日本学術振興会 信州大学学術研究院教育学系 一橋大学 東京外国語大学 Kansai University

紛争「後」の国家・社会間関係と国家形
成/建設：アパルトヘイト後の南アフリカ

共和国の事例から

大統領の国葬−Kwame Nkrumahの埋
葬、再埋葬、再々埋葬の事例を中心と

して−

ケニア半乾燥地域における農村生活
用水の持続可能性と無償給水政策

犬との関わりからみたアフリカ社会：カ
メルーン東南部の狩猟採集民と農耕民

の比較から

Who betrayed whom in the ProSavana 
South-South/Triangular cooperation 

program?

11:05 5 村橋　勲 粒良　麻知子 大平　和希子 八塚　春名

日本学術振興会/京都大学大学院 日本貿易振興機構アジア経済研究所 東京大学大学院総合文化研究科 津田塾大学

難民登録と非公式の経済−食糧援助
における「カード・ゲーム」の事例から–

Who Selects Presidential Candidates of 
Dominant Parties in Sub-Saharan 
Africa?: The Cases of Botswana, 

Mozambique and South Africa

慣習的土地利用と伝統的権威：ウガン
ダ西部ブニョロの事例から

狩猟採集民ハッザによる食用植物の
採集活動：食事調査と場の分析から

11:20 6 中西　美絵 山本　めゆ Otchia, Christian 田中　文菜

大阪大学大学院人間科学研究科 京都大学 Nagoya University 京都大学大学院ASAFAS

南スーダン難民における紛争に伴う困
難な経験と、レジリエンスの側面から見

たキリスト教の役割

ガンジー像撤去要求運動「Gandhi 
Must Fall」の考察に向けて−南アフリカ
史のアフリカナイゼーションとその余震

−

Will Africa ever industrialize?: New 
perspectives on deindustrialization and 

reindustrialization

狩猟採集民バカの歌・踊り遊びにおけ
る集団の動きと参加者の役割

11:35 7 内藤　直樹 宮内　洋平 Yunhee Kim 門村　浩

徳島大学 立教大学 Hankuk University of Foreign Studies 東京都立大学

包摂/排除空間のなかで生まれる社会
関係：東アフリカのメガキャンプにおけ

る市場の形成

「銅像時代」到来のアフリカ：モニュメン
トの空間政治学

China's public diplomacy towards 
Africa: the case of Nigeria

地球変動の中のアフリカ−2018/19年
シーズンの顕著な気象・水文イベント−

11:50 8 白戸　圭一 金堂　奏 シ　ゲンギン Fu, Hoi Yee

立命館大学 一橋大学大学院社会学研究科 立教大学 専修大学

日本メディアの戦争報道：アフリカの紛
争に関する報道の特質について

歴史記念館がかたちづくる空間の様相
−ヘクター・ピーターソン・ミュージアム

とソウェトの人々の関わりから−

南アフリカに進出したアジア系企業に
おける人材育成の現状と課題：中国

メーカー　Xを事例に

Do you feel the climate change?: 
Perceptions of the local herdsmen in 

Nigeria

12:15

13:15

津
田

手
代
木
　
功
基

泰
作

都
留

藤
岡
　
悠
一
郎

丸
山
　
淳
子

み
わ

11:00-11:05 時間調整

Forum
'African History in Broader Perspective: 

Some Dimensions in 19th and 20th 
Century'

Suzuki, Hideaki (National Museum of 
Ethnology)

'African Diaspora in the 20th Century 
Persian Gulf: Preliminary Observations 

with Slave Narratives'

Anthony A. Lee (UCLA)
'An Enslaved African Woman in 

Nineteenth-Century Iran: The Life of 
Ziba Khanum of Yazd'

Jeremy Prestholdt (UC San Diego)
'African Consumer Cultures, Japanese 

Industry, and the Politics of Commerce, 
1920-1980'

フォーラム
「進行する『自然保護という名の土地収

奪(green grab)』」

岩井　雪乃 (早稲田大学)
「せめぎあう境界線：タンザニア・セレン

ゲティ国立公園の事例」

中村　香子 (東洋大学)
「『コミュニティ・コンサーバンシー』の設
置がもたらすコミュニティの分断：ケニ

ア牧畜社会の事例」

丸山　淳子 (津田塾大学)
「『自然保護』が生みだす土地格差：ボ
ツワナ西部におけるサンと野生動物保

護・家畜管理をめぐる諸問題」

フォーラム
「在来知と生態学的手法の統合による
革新的な森林資源マネジメントの共

創」

本郷峻（京都大学）　他
「自動撮影カメラを用いた狩猟対象動
物の密度・分布推定：在来知との統合

に向けた課題」

Kamgaing, T.O.W.(Kyoto University) et 
al.

'Estimating the population density of 
forest duikers using camera trapping in 

Southeast Cameroon'

四方篝、戸田美佳子（京都大学）　他
「カメルーン東南部における非木材林

産物の流通」

塩谷暁代、平井將公（京都大学）　他
「森林管理の合意形成における『翻訳』
の重要性と可能性–地域住民と協同す

るワークショップ運営の事例から−」

米
川
　
正
子

評議員会（C会場, L102）

〈　2019年5月18日（土）午前　〉
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A会場　：　L201 B会場　：　L101 C会場　：　L102 D会場　：　L103 E会場　：　L002
13:30 9 ⱝ月　利அ 中ᑿ　世治 ⴠ合　雄ᙪ 野田　ኴ郎

島᰿大学 総合地球⎔境学研究所 㱟谷大学 京都大学大学院ASAFAS

㐣去50年のSSAトップ30䞄国の米ቑ産
と水田稲作の進化

䜅たつのコンテクストのなかのテクス
ト：アマド䜳・ハンパテ・バの「フルベ文

化」（195㻢年）をめぐ䛳て

「クレシ䝲ード」の110年：ⱥ領シエラレ
オネ植民地のアサイラムᑠ史

タンザニア、ジョザニ・䝏ュワカ‴国立
公園におけるザンジバルアカコロブス

の採食行動について

13:45 10 西ᾆ　雄 㕥木　裕அ 加ⱱ　┬三 橋本　༓絵、ẟ利　ᜨ子　他

創౯大学 国士⯓大学 名ᇛ大学 京都大学㟋㛗㢮研究所

自生的企業のⓎ展–ザンビア農産物加
ᕤ業の事例–

マンデ文学研究2：カマラ・ライとマンデ
的アイデンティティ

⭡の政治−㻶㻚-F㻚 バイ䝲ールのᴫ念を
再考する–

㻼anᒓにおけるメスの㛢経について−野
生ボ䝜ボと䝏ンパンジーにおける⪁㱋メ

スの性䝩ルモン動態

14:00 11 Ⲩ木　美ዉ子 今井　一郎 村田　䛿るせ ྂ市　๛史

おⲔの水ዪ子大学 関西学院大学 京都大学㟋㛗㢮研究所

タンザニア農村における内Ⓨ的Ⓨ展：
ᢸい手としての住民⤌⧊に╔目して

マラウィ・䝏ルワ†の⁺業䛿持続可能
か䠛−⁺⋓水ᥭ䛢地Ⅼの調査から–

西アフリカのフランス語公用語ᅪ諸国
のඣ❺文学：作ရと創作者たちの語り

䝠ト科における地域社会の進化のゎ
明：㢮人⊷の集団間関係の変␗の分

析から

14:15 12 㼀sila㼢㼛 㻾alandis㼛n 中村　ு 佐藤　༓㭯子 ୗ山　花

K㼥㼛t㼛 㼁ni㼢ersit㼥 福岡大学 アジア経済研究所 京都大学大学院ASAFAS

Agri㼏ultural 㼏㼛㼛㼜erati㼢es in 
Madagas㼏ar: a hist㼛ri㼏al 㼜ers㼜e㼏ti㼢e

乾燥⇕帯ἢᓊ域の่し⥙⁺：スーダン
⣚ᾏ北部ドン䝂ナーブ‴ᾏ洋保護༊の

ジュ䝂ンΰ⋓㜵Ṇに䜐けて

南アフリカにᬽらすコン䝂出㌟難民ዪ
性の安定な生ィ

エ䝏オピア南部ガモ高地における新作
物ライコムギの受容

14:30 13 ಛ　昌ஓ、⚄田　㟹範　他 ఀ藤　༓ᑜ 高村　美ஓ子 ఀ谷　樹一、⚄田　㟹範

麻布大学　他 ᗈ島ዪ学院大学 南山大学 京都大学　他

タンザニア・ソン䜾ウェ州の農村におけ
るブタ㣫㣴の現状：アフリカ㇜コレラの

流行前と流行後の調査から

ザンビア・カリバ†のカ䝨ンタ⁺をめぐ
る䝫リティカル・エコロジー

埋葬地㑅ᢥから見るスワ䝠リ農村ボン
デイዪ性の置づけ

ドイツ領東アフリカにᑟධ䛥れたセンダ
ン科樹木の分布と利用

14:45
15:00
15:00

1㻢:00
1㻢:00
1㻢:15
1㻢:15

1㻣:30
1㻣:30
18:15
18:15

20:15

◁
野
　
ᖾ
⛱

㣤
田
　
༟

元
木
　
淳
子

Ύ
水
　
㈗
ኵ

保
ᆏ
　
和
ᙪ

近
藤
　
史

Forum
'The African scientific diaspora in Japan 

in the Africa-Japan relations'

Papa Saliou Sarr, S. Nakamura et al. 
(JIRCAS)

'Improving soil quality and agricultural 
productivity in Burkina Faso through 

efficient use of natural phosphate'

Nsenda Lukumwena (Kobe Institute of 
Computing)

'Urbanizing Africa: Learning from Japan 
to dilute inconspicuous social, cultural 
and economic boundaries embedded in 

the African Colonial urban Heritage'

Doudou Fall (Nara Institute of Science 
and Technology)

'Mapping cybersecurity research 
initiatives between Japan and Africa'

Patou Masika Musumari (Kyoto 
University)

'Technologies for global health: 
opportunities and challenges for Africa 

and Japan to contribute to a healthy 
global community'

Hiba Abuelgasim Fadlelmoula 
Abdelrahaman (Kyoto University)
'Mental and Neurological Health 

leadership and Advocacy in Africa'

ᮡ
村
　
和
ᙪ

阪
本
　
公
美
子

（移動・空き時間）

䝫スターコアタイム　(L001）・᭱ඃ⚽䝫スターⓎ⾲㈹ᤵ㈹式

（移動・空き時間）

総会・研究ዡບ㈹ᤵ㈹式　（B会場：L101）

（バスで京都産業大学へ移動・空き時間）

᠓ぶ会　（京都産業大学୪ᴦ館2㝵　M㻵㼅AK㻻〇㯝）

〈　2019年5月18日（土）午後　〉
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A会場　：　L201 B会場　：　L101 C会場　：　L102 D会場　：　L103 E会場　：　L002
8:30
9:00
9:00 14 Alice Schmidt Lee, Seunghun J., M. Suzuki 髙村（井上）　‶衣

University of Münster ICU 京都大学大学院ASAFAS

The Impact of the Agricultural and Trade 
Policies of the EU on countries in West 

Africa in a neocolonial context

Perception of acoustic and visual cues of 
place contrast in TshiVenda nasals

スクールマネジメントをᢸう子䛹もたち
−タンザニア、キ䝂マ州におけるMᑠ学

ᰯを事例に−

9:15 15 Fukunishi, T., C. Otchia ⟪ᾆ　信 谷口　京子

IDE-JETRO, Nagoya University 東京外国語大学大学院 名ྂᒇ大学/日本学術振興会

Youth Employment under Economic 
Growth in sub-Saharan Africa: School-

to-Work transitions in urban Ghana and 
Kenya

マダガスカル手ヰの役ᶆ♧
マラウィの農村部におけるඣ❺の進⣭
㜼ᐖ要ᅉࠥ留年・㌿ᰯ・㏥学に╔目し

てࠥ

9:30 1㻢 ᯇཎ　加ዉ Kazuhiro Kawachi, Erika Bellingham et al. 澤村　信ⱥ

京都大学大学院ASAFAS National Defense Academy of Japan 他 大阪大学

エ䝏オピアのᕤ場ປാ者のᢏ能とキャ
リアの関係–㤳都アジスアベバの革㠐

〇㐀業の事例から−

A typological analysis of causative event 
descriptions in Sidaama (Highland East 

Cushitic; Ethiopia)

ケニアのึ中➼教育・カリキュラムᨵ
革の内容と進ᤖ状ἣ

9:45 1㻣 Ᏺᒇ　三佐Ụ 中川　裕 ᘅ℩　᱇子

一橋大学大学院社会学研究科 東京外国語大学 N㻼㻻法人　ルワンダの教育を考䛘る会

EAC・関⛯同┕の域内ங業部門へのイ
ンパクト−㘽䛿ロン䜾ライフミルク–

カラハリ狩猟採集民のゝ語における䝴
ニークな㡢象ᚩ

ỗ用性のある研修アプロー䝏：ルワン
ダⲡの᰿・⟬ᩘ教員のᣦᑟ力向上プロ

ジェクト

10:00 18 ཎ　ᑗஓ 大野　ோ美 Fanantenana Rianasoa Andriariniaina
立正大学地球⎔境科学部 㯇澤大学 Osaka University

ザンビアの都市出㌟者による出㌟村の
創出

䜾イ語のコピュラ文

Linking formal education to decent work in 
the rural area of Madagascar: an 

investigation of the aspiration and the 
decision process of secondary school 

students
10:15 19 大谷　⌶☻ ᱇田　♸ ட井　ఙᏕ ௰ᑿ　友㈗ᜨ Haregewoin Bekele

京都大学大学院ASAFAS G㻵A (Gem㼛l㼛gi㼏al 㻵nstitute 㼛㼒 Ameri㼏a) ឡ知┴立大学 国立民族学博物館 ASAFAS, Kyoto University

アフリカ都市部におけるⱝ者間の信㢗
関係の創出に関する研究：ウガンダに
おけるバイクタクシー運㌿手の「ᐈᚅち

場所」に注目して

ケニア産と䛥れるサフ䜯イアの㉳源：モ
ン䝌ニ岩に産するサフ䜯イアと㻎䝂ール

ド・シーン・サフ䜯イア㻎の関係

イバダンからアビジャンへ：19㻣0年代の
西アフリカにおける手ヰゝ語の伝

㌟体的「Ḟᦆ」へのไ度的意づけの
変㑄：ⱥ領タンガニーカおよびタンザニ

ア大㝣部の「㞀ᐖ者」の事例から

The Social Dilemmas of Solid Waste: 
The Perception of Sanitation Workers in 

Addis Ababa, Ethiopia

10:30 20 大山　修一、ྜྷ村　友希 John Ngoy Kalenga 阿部　ඃ子、ရ川　大㍜ ၿ✚　実希 Seera Georgina
京都大学大学院ASAFAS Hosei University 東京ዪ子大学　他 京都大学大学院/日本学術振興会 ASAFAS, Kyoto University

「ピースワークに䛿䜔䛥し䛥としがあ
る」−ベンバ農村の平‽化機構がもた

らす村びとの食料安保㞀と経済格差

The role of the Central African copper 
belt in the world markets of the 
nonferrous metals, 1911-2015

バント䜳諸語のマイクロバリエーション
⬻性麻⑷ඣへの排ἥ助のᕤኵ：ケニ

アの㞀ᐖ者ᨭ援設の事例から

Food Consumption Habits in Uganda: 
Role in the Changing Dimension of 

Malnutrition in Mukono, Central Uganda

10:50 21 Ⲩ木　ဢ ௰ᑿ　࿘一郎 山口　ுኴ、ᯇᾆ　直Ẏ 関ᗈ　ᑦ世

立命館大学大学院 大阪大学 日本学術振興会　他 京都市埋ⶶ文化㈈研究所

ண想が事になるとき：ᐈが䛹のように
ᑠၟ人を信㢗するか

西アフリカ変体アラビア語：アフリカ文
Ꮠゝ語史研究への一どᗙ

留㓇と㫣⩟目ᗂの経済的䝫テン
シャル：コン䝂民主共和国⇕帯林にお
ける地域特産ရのၟရ化と流通をめ

ぐ䛳て

持続可能な㛤Ⓨ目ᶆからみたスーダン
文化㈈

11:05 22 ᑠ田　ⱥ里 ᮎ野　Ꮥ典 藤本　Ṋ 㣤田　༟

立命館大学大学院ඛ➃総合学術研究科 京都大学大学院ASAFAS 富山大学 国立民族学博物館

シュガー・ベイビーとしての「生」：都市
部ガーナの㝿事例から

イブラー䝠ーム・ニ䝲ースのၨ典ゎ㔘
学に関する一考察：20❶➨5⠇と8⠇の

分析を中心に

高度ᖜ1500mのモロコシ᱂ᇵ、そのከ
様性と変容−エ䝏オピア西南部の山地

農耕民マロの事例−

くらしのなかの文化㑇産：物質文化研
究と博物館活動、そして文化⥅ᢎᨭ援

を統合するヨみ

11:20 23 㟷木　ᩗ 平山　ⲡኴ 川田　⸅ Ohsoon Yun

京都外国語大学 京都大学大学院ASAFAS 立命館大学生Ꮡ学研究センター Asia Center, Seoul National University

カーボ䞂ェルデの「サイコー」な人たち：
日本人⁺ᖌとサン䞂ィセンテ島民の文
化流によ䛳て生まれた伝統的なうた

カメルーンにおいて「近代的」クルアー
ン学ᰯを運営する方法

日本のナイジェリア人コミュニテイとἈ
⦖の䝲ムイモの㐺合性

Utilizing Coffee and Tourism in 
Ethiopia: An Empirical Approach for 

Coffee Tourism

11:35 24 ಛ　ㄔ 早川　┿悠 ᮅ田　㑳 岡野　ⱥஅ Azeb Girmai
明治学院大学国㝿平和研究所 国立民族学博物館 京都大学アフリカ地域研究資料センター 立命館大学 ASAFAS, Kyoto University

日本とアフリカの⬺植民地化：1950−
19㻢0年代の来日アフリカ人⊂立運動家

の㌶㊧

レソト⋤国におけるジンバブエ人移民
の行ၟ

スーフィー教団の現在：東アフリカ・ザンジ
バルにおけるタリーカ・アラウィー䝲

エボラ出⾑⇕をめぐる人々の経験−シ
エラレオネ・フリータウンを事例に−

Local agency in tourism in pursuit of 
livelihood: A case study in South Omo 

Zone, Ethiopia

11:50 25 川田　㡰㐀 ∵久　ᬕ香 㣕内　悠子 Mamadou Sadio Diallo 中ᔱ　┿美

⚄ዉ川大学日本ᖖ民文化研究所 早稲田大学 ┒岡大学 ASAFAS, Kyoto University ⋢川大学文学部

「䜾ローカル」の方法ㄽに基づきローカ
ルなモシ社会（ブルキナフ䜯ソ）のዪ性
の地を㉳Ⅼとして䜾ローバルな比較

考察への展望を᥈る

移䜝いゆく市場と向き合う：ガーナ・ボ
ルガタンガの手ᕤⱁရ〇作の変化と持

続

ボーン・アゲインと䛿ㄡか：南スーダ
ン、ウガンダにおけるキリスト教教ὴ、

関係⤌⧊へのインタビューから

Socio-economic Impact of 2014-2016 
Ebola Virus Disease Outbreak on Rural 

Communities in Guinea

ᑠ規ᶍエコロッジによる地域㈉⊩の可
能性−タンザニア、モザンビークを事例

に−

12:05 2㻢 ཎ口　Ṋᙪ ᱒㉺　ோ美 ᯇ平　ຬ 友久　保ᙪ

アフリカ日本協議会 東京外大現代アフリカ地域研究センター 兵ᗜ┴立大学 一橋大学大学院社会学研究科

アフリカの部族と国家（まとめ）−川田
㡰㐀⦅『近ぶ性とそのタブー』をㄞ䜣

で−

西アフリカၟ人と域外ၟ人の᥋続−現
代ガーナにおけるၟ人のキャリア形成

を事例に−

ショナのムズィム信௮から「ᡯ能」を考
䛘る

ダム㛤ⓎをⓎ➃とする࿘㎶住民の経験
−ガーナ・䝫ン・ダム㛤Ⓨに対する䝫ン

都市住民の語りから−
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10:45-10:50 時間調整

Forum
'North-West Africa's Earthen 

Architecture Space Structures and The 
Role of Local Communities in Historical 

Monuments Coservation Process'

PAN, Huaqiong (Beijing University)
'On the Protection of World Cultural 
Heritage in the Trans-Saharan Area: 

Experiences and Challenges'

Bachir-Chefir, Tinhinane (Université 
Salah Boubnider Constantine 3)

'Ksour and Kasbah, a lesson of an 
Ancestral Constructive Know-how: The 

case of Algeria and Morocco'

Kobayashi, Hirohide (Kyoto University)
'Transformation of Kassena Traditional 
Houses and Community in Burkina Faso'

Shimizu, Takao (Research Institute for 
Humanity and Nature/Kyoto Seika 

University)
'History of earthen Mosque in 

Sabotenga: From the narrative of 
Ibrahim Sanfo, Imam of Sabotenga'

Diop, Alpha (ICOMOS-MALI)
'Inventory and study of an exceptional 

vernacular architecture'

フォーラム
「ムクウェゲ་ᖌの䝜ーベル平和㈹受

㈹：国㝿社会の㈐௵を問い直す」

米川　正子（⟃Ἴ学院大学）
「コン䝂東部におけるᛀれられた『虐

殺』と⨥」

⳹井　和代（東京大学）
「コン䝂東部における紛争㖔物と性暴

力の関係」

Jean-Claude Maswana (Ritsumeikan 
University)

'2018 Nobel Peace Prize Dr. Mukwege 
as a developmental actor'

米
田
　
信
子

平
野
　
美
佐 岡

野
　
ⱥ
அ

山
田
　
⫝̸
子

戸
田
　
美
佳
子

山
内
　
ኴ
郎

受付

〈　2019年5月19日（日）午前　〉

フォーラム
「サハラ௨南アフリカにおけるサニテー

ションのᮍ来をデザインする」

林　耕ḟ、中ᑿ　世治　他
（総合地球⎔境学研究所）　他

「定住した狩猟採集民にみるサニテー
ションの現状と変容：カメルーン⇕帯の

事例より」

池見　┿⏤
（ᮐᖠ国㝿大学）

「水⾨生⎔境がもたらす地域コミュニ
ティへの影㡪：セネガル農村を事例に」

ཎ田　ⱥ典、Doris A. Mchwampaka 他
（京都大学）

「しᒀ分㞳ᆺドライトイレの㛗ᮇ的受容
性とその課題：マラウイにおける事例」

ఀ藤　❳生
（北ᾏ道大学ᕤ学研究院）

「ルサカ市内都市࿘㎶域におけるサニ
テーションシステムの⥅続的な運営」

NYAMBE Sikopo, Joseph Zulu et al.
(Hokkaido University) et al.

'Socio-demographic factors determining 
household Water, Sanitation and 

Hygiene in peri-urban Lusaka, Zambia'

ᰩ
本
　
ⱥ
世
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13:35

1㻣:00

新₲大学理学部　他

近年のケニア山におけるịἙ変動

㻼29 　 安本　暁 㻼30 　 市野　進一郎、相㤿　㈗代　他

京都大学大学院ASAFAS 京都大学　他

地域住民性を生み出すゝ語実践：D㻾 コン
䝂・大ᆺ㢮人⊷ボ䝜ボの㛗ᮇ野外研究ᣐⅬ

の事例

マダガスカル南部におけるワオキツネザル
の㛗ᮇ⥅続研究：ベレンティ保護༊の30年

　　㻼34  　ዉ良間　༓அ、水野　一ᬕ

ケニア山、ịἙ後㏥域における大ᆺ半木本
性植物の実生の動態

アフリカ᪻学：生物ከ様性とエス䝜サイエ
ンス

ギニア・リベリア国境地域での䝏ンパンジー
調査と研究者流

ナミビア北中部におけるᯝ樹の分布と農牧
民のᒃ住の歴史

タンザニア南部のྂ⪁が語る植林実践と植
民地経験

F㻚 㻶㻚 ビーバー資料⩌のアーカイ䞂ズ構⠏：
課題と展望

Songola Heritage Database, D. R. Congo: A 
trial for sustainable biocultural diversity

　　㻼8   　安　遊地、安　㈗子

Institute for Biocultural Diversity

　　㻼2㻢  　藤岡　悠一郎

州大学

㻼28 　 ྜྷ田　早悠里

南山大学

㻼2㻣  　近藤　史

ᘯ前大学

　㻼13  　ྜྷ田　昌ኵ

アフリカ日本協議会

㻼22  　田　暁₩

㻼1㻣  　　宮道　一༓代、ジョブ・ワソンガ　他

㛗崎大学⇕帯་学・䜾ローバルヘルス研究科他

　　㻼18　　  三⯪　ฆ、山内　ኴ郎

北ᾏ道大学

㻼23  　 ⱝ林　䝏䝠ロ

ᇸ⋢┴立大学

　　㻼31  　手代木　功基 　　㻼32  　㊊㐩　ኴ郎、田付　㈆洋　他 　　㻼33  　大橋　ᓅ

摂南大学 東京大学　他 中部大学

2013年度ー201㻣年度における日系企業の
アフリカ進出ഴ向

Hosei University
  P7 　 Kinyua Laban Kithinji

㱟谷大学

㻼㻢 　　 中川　༓ⲡ

　㻼11 　 ᮡ山　♸子

ᘯ前大学人文社会学部

㻼12 　 宮ᇛ　ᩗ

京都大学大学院ASAFAS

ギニアἢᓊ地域における塩づくりの⬤ᙅ性
と可能性

The Political Economy of Mobile Money 
Exchange in Africa: Mapping Adoption and 

Usage of M-Pesa in Rural Kenya

ザンジバルの香㎞料・ᯝ物・⸆用植物
タンザニア農村における土地権の㈙：経

済格差に注目して

　　㻼5  　㨶住　耕ྖ

京都大学

公㛤シン䝫ジウム
「アフリカにおける日本企業のᣮ戦䇷㼀㻵CAD 㼂㻵㻵を見ᤣ䛘て」

(友ឡ館ከ目的䝩ールAg㼛ra)

目白大学

　㻼2  　Ἠ　直ு㻼1  　 阪本　公美子、F㻚 M㻚 ムバ䝂 他

Utsunomiya University他

㻼3 　　森ᑿ　㈗ᗈ

⟃Ἴ大学

㻼4 　 ┒　ᘯோ

アフリカ学会員

䝫スターⓎ⾲（L001： コアタイム　5月18日（土）15:00-1㻢:00）

〈　2019年5月19日（日）13:35-1㻣:00　〉

᠕⩏塾大学•南藤ἑキャンパス(SFC)の
アフリカ研究ࠥ実学の⢭⚄の学㝿的なパー

トナーシップࠥ

京都大学におけるアフリカ研究：もう䜂とつ
の₻流

日本におけるアフリカ系移民と家族の生活
-ガーナ共和国からの来日を中心に-

子䛹もの日ᖖ活動からみる牧畜民マサイ社
会の教育行Ⅽ

ザンビアにおけるハンセン対策の歴史

紛争における㡢ᴦ的ධ：北部ウガンダの
事例を参考に

ケニア・䜾シイのソープストーン᙮้産業の
作業ᕤ⛬–採石から㈍まで−

19㻣0年代タンザニア農村の集村化戦␎䛿コ
ミュニティを䛹のようにつくりか䛘たのか

村びとにと䛳ての「⥳の推進協力プロジェク
ト」とその後の展㛤：ドドマ市࿘㎶䝂䝂村ⴠの

事例から

カメルーン共和国の㤳㛗ไ社会における民
族ⱁ術の文化㑇産化

コミニュティ主ᑟᆺトータルサニテーションの
ຠᯝ持続性：㻻㼜en Data Kitを用いたケニア
西部の「野外排ἥ᧞⁛」村ⴠにおける調査

⤖ᯝ

狩猟採集民、農耕民、ၟ人のトイレと狩猟採
集民ዪ性の月経

アフリカ農村部高㱋者の生活・ᗣ・ケア：
ケニア、クワレ┴における㻴DSSを用いた研

究のணഛ的報࿌

ベナンにおけるブルーリ₽⒆の現状と取り⤌
み

㛗崎大学　他

ザンジバルマサイがᛮいᥥくキャリアイメー
ジのከ様化

　㻼19   ቑ田　研、林　⋹子他

᠕⩏塾大学総合政策学部　他京都大学学術研究ᨭ援ᐊ

北ᾏ道大学ほග学高➼研究センター

⟃Ἴ大学

　　㻼1㻢 　　 ୗఇ場　༓⛅

　　㻼21  　ጧ　明Ụ

アフリカ学会員

㻼25  ᅧᯞ　美佳、㛗谷部　ⴥ子

㻼20  ⊦狩　友美、ቑ田　研

㻼15  　ཎ田　㟹子

㻼10  　目㯮　紀ኵ

ᗈ島市立大学

東京⸤術大学

㛗崎大学

⢭㟋៰౫気治⒪♩の有ຠ性の間᥋的
ド明

カメルーン南部における住民のキャッサバの
Ⴔዲと㈍

エ䝏オピア西南部における「ほගみ䜔䛢」
-地域住民による創㐀とジレンマ−

➨4ᅇマサイ・オリンピック：変わ䛳たものと変
わらないもの

福島大学行政政策学㢮

㻼24  　 ᆏ本　⩼

㻼14  ᯈ久　ᱻ⧊

㤳都大学東京大学院

　㻼9   西崎　ఙ子
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㻾㼛㼛m A　：　L201 㻾㼛㼛m B　：　L101 㻾㼛㼛m C　：　L102 㻾㼛㼛m D　：　L103 㻾㼛㼛m E　：　L002
9:00

10:00
10:00 1 Nobuko YAMAZAKI Yuji ATAKA Atsuki SHIBATA

Kyoto University Kwansei Gakuin University Graduate School of Letters, Kyoto Univ.

Conflicts and (Forced) Migration at 
Borderland: A Case Study of West Nile 

Sub-Region in Uganda

Security Measures by Local Residents in 
Southwest Madagascar: Current Status 

and Future Prospects

Practice of Integrated Physical 
Geography on Spatial Recognition of 

Hunter-Gatherer in Kalahari

10:15 2 Yukiko KONDO Mei NAKAZAWA Erika MIYAKE, A. TAKADA
Nihon Fukushi University CAAS, Kyoto University ASAFAS, Kyoto University

Memories of Violence:
People’s Affection and Imagination for 

Others’ Sufferings in Post-Genocide 
Rwanda

Land Enclosure by High Income Class in 
Suburban Area in Southern Uganda

Land Use and Its Influence on the 
Relationship between San and 

Ovawambo in North-Central Namibia

10:30 3 KAWAGUCHI Hiroko Hiroko GONO Kazunobu IKEYA
Kyoto University Tokyo University of Agriculture National Museum of Ethnology

Confronting His Memory of Violence:
A Case Study An Ex-rebel Soldier who 

faced Transitional Justice

Social Cash Transfer Programme in 
Malawi: A case study from beneficiary 

household interview

Changes of material cultures among 
Kalahari hunter-gatherers: focusing on 

hunting equipment

10:45 4 Tomohiro HOSOI Shozo AKUTSU Gen UEDA Takanori OISHI Pedro Raposo
The University of Tokyo/JSPS Shinsyu University Hitotsubashi University Tokyo University of Foreign Studies Kansai University

State-Society Relations in "Post" 
Conflict Society and State-Building:
The Case of South Africa in Post-

Apartheid Era

The State Burial of President:
A Case Study of the State Burial ,Re- 

Burial and Triad Burial of Kwame 
Nkrumah

Sustainability of Rural Domestic Water 
Supply and Free Water Policy in Semi-

arid Kenya

Human-dog relations in rural Africa: A 
comparison of foragers and farmers in 

Southeastern Cameroon

Who betrayed whom in the ProSavana 
South-South/Triangular cooperation 

program?

11:05 5 Isao MURAHASHI Machiko TSUBURA Wakiko OHIRA Haruna YATSUKA
JSPS/ASAFAS, Kyoto University Institute of Developing Economies The University of Tokyo Tsuda University

Refugee Registration and Informal 
Economy: The case of “card games” in 

food assistance

Who Selects Presidential Candidates of 
Dominant Parties in Sub-Saharan 
Africa?: The Cases of Botswana, 

Mozambique and South Africa

Customary Land and Traditional 
Authority: A Case Study of Bunyoro 

Region, Western Uganda

Gathering Activities of Edible Plants by 
the Hadza Hunter-Gatherers: Special 
Reference to their Diet and Gathering 

Site
11:20 6 Mie NAKANISHI Meyu YAMAMOTO Otchia, Christian Ayana TANAKA

Osaka University Kyoto University Nagoya University ASAFAS, Kyoto University

Role of Christianity in Resilience among 
the South Sudanese Refugees

“Gandhi Must Fall” Movement and
The Africanisation of South African 

Historiography

Will Africa ever industrialize?: New 
perspectives on deindustrialization and 

reindustrialization

Movements and Roles of Participants in 
Playful Song and Dance among Baka 

Hunter-gatherers

11:35 7 Naoki NAITO Yohei MIYAUCHI Yunhee Kim Hiroshi KADOMURA
Tokushima University Rikkyo University Hankuk University of Foreign Studies Tokyo Metropolitan University

Mega-camp as a Space of Social 
Inclusion/Exclusion: Creation of the 
market place in mega-camps of East 

Africa

“Statuemania” in Africa Spatial Politics 
of Monuments

China's public diplomacy towards 
Africa: the case of Nigeria

Global Change in Africa: Significant 
Meteo-Hydrological Events in the 

2018/19 Season

11:50 8 Keiichi SHIRATO Kana KONDO ZI Yanyin Fu, Hoi Yee
Ritsumeikan University Hitotsubashi University Rikkyo University Senshu University

War coverage by Japanese media: A 
study on characteristics of reports about 

conflicts in Africa

Spatial Aspects Shaped by Historical 
Museum: The Relations Between the 
Hector Pieterson Museum and Local 

Residents in Soweto

Issues Concerning Vocational Training 
in the Asian Companies in South Africa: 
A Case Study of Chinese Manufacturing 

Company X

Do you feel the climate change?: 
Perceptions of the local herdsmen in 

Nigeria

12:15

13:15

㻼resentati㼛n 㻼r㼛gram Da㼥 1 (Saturda㼥, Ma㼥 18 at K㼥㼛t㼛 Seika 㼁ni㼢ersit㼥)

Registration

Jean-C
laude M

asw
ana

A
kutsu, Shozo

Ikeno, Jun

Forum
'Co-creation of innovative forest resources 

management combining ecological methods 
and indigenous knowledge'

Shun HONGO, Z. Dzefack et al. (Kyoto 
University)

'Density and distribution of game animals:
How will camera-trap data be combined with 

indigenous knowledge?'

Kamgaing, T.O.W.(Kyoto University) et al.
'Estimating the population density of forest 
duikers using camera trapping in Southeast 

Cameroon'

Kagari SHIKATA-YASUOKA et al. (Kyoto 
University)

'Trading of Non Timber Forest Products 
(NTFPs) in southeastern Cameroon'

Akiyo SHIOYA, M. HIRAI et al. (Kyoto 
University)

'Importance and Possibility of “Translation” 
in consensus building for forest 

management: A case study of workshop 
management cooperating with local people'

Y
onekaw

a, M
asako

Lun㼏h (Meeting 㼛㼒 Ad㼢is㼛r㼥 C㼛mmittee at 㻾㼛㼛m C, L102）

Forum
'African History in Broader Perspective: 

Some Dimensions in 19th and 20th 
Century'

Suzuki, Hideaki (National Museum of 
Ethnology)

'African Diaspora in the 20th Century 
Persian Gulf: Preliminary Observations 

with Slave Narratives'

Anthony A. Lee (UCLA)
'An Enslaved African Woman in 

Nineteenth-Century Iran: The Life of 
Ziba Khanum of Yazd'

Jeremy Prestholdt (UC San Diego)
'African Consumer Cultures, Japanese 

Industry, and the Politics of Commerce, 
1920-1980'

Forum
'Expansion of Green Grabbing'

Yukino IWAI (Waseda University)
'Contesting the Border on the Serengeti 

National Park in Tanzania'

Kyoko NAKAMURA (Toyo University)
'Community Breakdown Brought by 

“Community Conservancy”: A Case of 
Kenyan Pastoral Community'

Junko MARUYAMA (Tsuda University)
'Land Inequality Created by 
Conservation: San, Wildlife 
Conservation, and Livestock 

Management in Western Botswana'

Sagaw
a, Toru

Tsuda, M
iw

a
Tsuda, M

iw
a

Teshirogi, K
oki

Tsuru, D
aisaku

Tsuru, D
aisaku

M
aruyam

a, Junko

Fujioka, Y
uichiro
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13:30 9 Toshiyuki WAKATSUKI Seiji NAKAO Takehiko OCHIAI Kentaro NODA
Shimane University Research Institute for Humanity and Nature Ryukoku University ASAFAS, Kyoto University

Increases of Paddy production and 
Evolution of Sawah (SUIDEN) Based 
Rice Farming of Top 30 countries in 

SSA during 1961-2016

Text in double contexts:
On “Culture Peule” (1956) by Amadou 

Hampâté Bâ

110 Years of “Crase Yard”:
A Short History of a Lunatic Asylum in 

the British Colony of Sierra Leone

Feeding Behavior of Zanzibar Red 
Colobus (Procolobus kirkii ) in Jozani 
Chwaka Bay National Park, Tanzania

13:45 10 Akio NISHIURA SUZUKI Hiroyuki Shozo KAMO Chie HASHIMOTO, K. MOURI et al.

Soka University Kokushikan University Meijo University Primate Research Institute, Kyoto University

The Development of Agro Processing 
Companies in Zambia

Studies of Mande Literature: Camara 
Laye and Mande Identity

The Politics of the Belly: Rethinking the 
notions of Jean-François Bayart

Does menopause occur in Pan ?:
Sex hormonal dynamics in old female 

bonobos and chimpanzees

14:00 11 Minako ARAKI IMAI Ichiro Haruse MURATA Takeshi FURUICHI

Ochanomizu University Kwanseigakuin University Member Primate Research Institute, Kyoto University

Endogenous development in rural 
Tanzania: People’s organization called 

‘sengu’

Is Fishing in the Lake Chilwa, Malawi 
sustainable ?: Cases at fish landing

points

Children’s literature of French-speaking 
West Africa from works and interviews 

to creators

Study on evolution of the local 
community in hominid: From the 

analyses of intergroup relationships in 
great apes

14:15 12 Tsilavo Ralandison NAKAMURA, Ryo Chizuko SATO Hana SHIMOYAMA
Kyoto University Fukuoka University Institute of Developing Economies ASAFAS, Kyoto University

Agricultural cooperatives in Madagascar: 
a historical perspective

Gillnet Fishery in the Coastal Zone of Arid 
Tropics: Toward the Prevention of Dugong 

Bycatch in the Dungonab Bay Marine 
Protected Area on the Northern Part of 

Sudanese Red Sea Coast

Precarious livelihood of Congolese 
female refugees in South Africa

Acceptance of an introduced crop, 
Triticale, by local farmers in Gamo 

highlands of southern Ethiopia

14:30 13 Masaya KATSUMATA, Y. KANDA et al. Chihiro ITO TAKAMURA Miyako Juichi ITANI, Y. KANDA
Azabu University Hiroshima Jogakuin University Nanzan University Kyoto University

Pig husbandry in a village of Songwe 
Region, Tanzania: Results from surveys 
before and after the outbreak of ASF in 

2017

Political Ecology of Kapenta Fishery in 
Lake Kariba, Zambia

Position of Bondei Woman in Swahili 
village According to the Choice of Burial 

Place

Distribution and Utilization of Meliaceae 
Trees Introduced into German

East Africa

14:45
15:00
15:00

1㻢:00
1㻢:00
1㻢:15
1㻢:15

1㻣:30
1㻣:30
18:15
18:15

20:15
㼃el㼏㼛m 㻾e㼏e㼜ti㼛n and Dinner　（㻴eirakukan the se㼏㼛nd 㼒l㼛㼛r, K㼥㼛t㼛 Sang㼥㼛 㼁ni㼢ersit㼥）

Forum
'The African scientific diaspora in Japan 

in the Africa-Japan relations'

Papa Saliou Sarr, S. Nakamura et al. 
(JIRCAS)

'Improving soil quality and agricultural 
productivity in Burkina Faso through 

efficient use of natural phosphate'

Nsenda Lukumwena (Kobe Institute of 
Computing)

'Urbanizing Africa: Learning from Japan 
to dilute inconspicuous social, cultural 
and economic boundaries embedded in 

the African Colonial urban Heritage'

Doudou Fall (Nara Institute of Science 
and Technology)

'Mapping cybersecurity research 
initiatives between Japan and Africa'

Patou Masika Musumari (Kyoto 
University)

'Technologies for global health: 
opportunities and challenges for Africa 

and Japan to contribute to a healthy 
global community'

Hiba Abuelgasim Fadlelmoula 
Abdelrahaman (Kyoto University)
'Mental and Neurological Health 

leadership and Advocacy in Africa'

㻼㼛ster 㻼resentati㼛ns at L001

General Meeting at 㻾㼛㼛m B, L101

㼀㼛 wel㼏㼛m re㼏e㼜ti㼛n and dinner at K㼥㼛t㼛 Sang㼥㼛 㼁ni㼢ersit㼥 b㼥 㼏hartered bus

Sugim
ura, K

azuhiko
Sakam

oto, K
um

iko

Iida, Taku
Sunano, Y

ukitoshi

M
otogi, Junko

Shim
izu, Takao

H
osaka, K

azuhiko
K

ondo, Fum
i
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㻾㼛㼛m A　：　L201 㻾㼛㼛m B　：　L101 㻾㼛㼛m C　：　L102 㻾㼛㼛m D　：　L103 㻾㼛㼛m E　：　L002
8:30
9:00
9:00 14 Alice Schmidt Lee, Seunghun J., M. Suzuki TAKAMURA-INOUE Mai

University of Münster ICU ASAFAS, Kyoto University

The Impact of the Agricultural and Trade 
Policies of the EU on countries in West 

Africa in a neocolonial context

Perception of acoustic and visual cues of 
place contrast in TshiVenda nasals

Children who are Responsible for School 
Management: A Case Study on M 

Primary School of Kigoma 
Reigion,Tanzania

9:15 15 Fukunishi, T., C. Otchia MINOURA Nobukatsu Kyoko TANIGUCHI
IDE-JETRO, Nagoya University Tokyo University of Foreign Studies Nagoya University/JSPS

Youth Employment under Economic 
Growth in sub-Saharan Africa: School-

to-Work transitions in urban Ghana and 
Kenya

Causative marking in Malagasy Sign 
Language (TTM)

Factor Obstructing Student Grade 
Promotion in Rural Malawi Focusing on 
Grade Repetition, Transfer and Dropout

9:30 1㻢 Kana MATSUBARA Kazuhiro Kawachi, Erika Bellingham et al. Nobuhide SAWAMURA
ASAFAS, Kyoto University National Defense Academy of Japan Osaka University

The Relation between Laborers’ Skills 
and Careers in Ethiopia: The Case of 
Leather-Shoe Industry in Addis Ababa

A typological analysis of causative event 
descriptions in Sidaama (Highland East 

Cushitic; Ethiopia)

The Progress of Curriculum Reforms in 
Kenyan Primary and Secondary 

Education

9:45 1㻣 Misae MORIYA Hirosi NAKAGAWA Keiko HIROSE
Hitotsubashi University Tokyo University of Foreign Studies NPO: Think about Education in Rwanda

The Impacts of Customs Union on Dairy 
Industries in EAC: The key is “Long Life 

Milk”

A rare feature of the sound symbolism of 
G|ui (a Kalahari hunter-gatherer 

language)

Versatile Approach to Training:
JICA Grassroot Project to Strengthen 

Primary School Math Teachers’ 
Teaching Abilities in Rwanda

10:00 18 Masaya HARA Hitomi ONO Fanantenana Rianasoa Andriariniaina
Rissho University Reitaku University Osaka University

Creating home village by people born in 
urban area in Zambia G|ui copular constructions

Linking formal education to decent work in 
the rural area of Madagascar: an 

investigation of the aspiration and the 
decision process of secondary school 

students
10:15 19 Takuma OTANI Yusuke KATSURADA KAMEI Nobutaka Yukie NAKAO Haregewoin Bekele

ASAFAS, Kyoto University Gemological Institute of America Aichi Prefectural University National Museum of Ethnology ASAFAS, Kyoto University

Creation of Trust Relationship among 
the Youths in African Urban Area 
Focusing on Motorbike “Stage” in 

Uganda

Origins of sapphires reportedly from 
Kenya:

“Golden Sheen Sapphire” and 
monzonite/syenite-hosted sapphire

From Ibadan to Abidjan:
The diffusion of a sign language in 

1970s in West Africa

A Change of social meaning of 
“impaired” body: A case study of “the 

disabled people” in British Tanganyika 
and Tanzania

The Social Dilemmas of Solid Waste: 
The Perception of Sanitation Workers in 

Addis Ababa, Ethiopia

10:30 20 Shuichi OYAMA, Y. YOSHIMURA John Ngoy Kalenga Yuko ABE, D. SHINAGAWA Miki YOSHIZUMI Seera Georgina
ASAFAS, Kyoto University Hosei University Tokyo Woman’s Christian University ASAFAS, Kyoto University/JSPS ASAFAS, Kyoto University

“Piecework is kindness and almsgiving”: 
Food security and economic disparity 

caused by leveling mechanism in Bemba 
village in northern Zambia

The role of the Central African copper 
belt in the world markets of the 
nonferrous metals, 1911-2015

Microvariation in Bantu languages

Caregiving to Children with Cerebral 
Palsy through Potty Training: Case 

Studies of an Organization Supporting 
Children with Disabilities in Kenya

Food Consumption Habits in Uganda: 
Role in the Changing Dimension of 

Malnutrition in Mukono, Central Uganda

10:50 21 Kenya ARAKI Shuichiro NAKAO Ryota YAMAGUCHI, N. MATSUURA Naoyo SEKIHIRO
Ritsumeikan University Osaka University JSPS, University of Sizuoka Kyoto City Archaeological Research Institute

Predictions are becoming the job: How 
to make trust for the gambling agent

West African Deviant Arabic: A 
perspective toward the history of writing 

in Africa

Economic Potential of Local liquors and 
Edible Caterpillars: Commercialization and 
Distribution of Local Specialties in African 

Tropical Forest, DR-Congo

The Study of Cultural Properties in 
Sudan Based on SDGs

11:05 22 Eri KODA Takanori SUENO Takeshi FUJIMOTO Taku IDA
Ritsumeikan University/JSPS ASAFAS, Kyoto University University of Toyama National Museum of Ethnology

“Life” as Sugar-Baby: The Case of 
Relationship in Urban Ghana

A Study of Qur’anic Exegesis of Ibrāhīm 
Niyās: An Analysis of 5 and 8 verses in 

Chapter 20 (Tā hā)

Diversity and Transformation of Sorghum 
Cultivation with the Elevational Range of 

1,500 Meters: A Case Study of Malo 
Mountain Farmers in Southwestern 

Ethiopia

Cultural Heritage in the Everyday Life:
Integrating Study of Material Culture, 

Museum Activities, and Support in 
Cultural Transmission

11:20 23 AOKI Kay Sohta HIRAYAMA Kaoru KAWADA Ohsoon Yun

Kyoto University of Foreign Studies ASAFAS, Kyoto University Ritsumeikan University Asia Center, Seoul National University

The People who are ‘Saiko’ in Cabo 
Verde: A traditional song created through 

cultural contacts between Japanese 
fishermen and the islanders of São Vicente

How to Operate a “Modern” Coranic 
School in Cameroon?

Adaptation of Okinawa Water Yam to 
Nigerian community in Japan

Utilizing Coffee and Tourism in 
Ethiopia: An Empirical Approach for 

Coffee Tourism

11:35 24 Makoto KATSUMATA Mayu HAYAKAWA Akira ASADA Hideyuki OKANO Azeb Girmai
Meiji Gakuin University National Museum of Ethnology CAAS, Kyoto University Ritsumeikan University ASAFAS, Kyoto University

Japan Faced with Decolonization in 
Africa:

How Africa’s Independentist Leaders of 
the 1950s-60s Understood Japan

Peddling Activities by Zimbabwean 
Migrants in the Kingdom of Lesotho

The Sufi Order at Present:
A Case Study of Tarīqa ‘Alawīya in 

Zanzibar, East Africa

Daily Lives of Workers against the 
Ebola Crisis:

Experiences of the People in Freetown 
and the Suburban Areas, Sierra Leone

Local agency in tourism in pursuit of 
livelihood: A case study in South Omo 

Zone, Ethiopia

11:50 25 KAWADA、Junzo Haruka USHIKU TOBINAI Yuko Mamadou Sadio Diallo Mami NAKAJIMA
Kanagawa University Waseda University Morioka University ASAFAS, Kyoto University Tamagawa University

Based on “glocal” method, starting from 
the social position of the Mossi women, 
Burkina Faso, search for a world wide 

comparative perspective

Facing the everchanging market:
Changes and Continuities in handicraft 

making in Bolgatanga, Ghana

Who are the ‘Born Again’?:
Findings from Interviews with Christian 

Church Members in South Sudan and 
Uganda

Socio-economic Impact of 2014-2016 
Ebola Virus Disease Outbreak on Rural 

Communities in Guinea

Local Contribution of Small-scale 
Ecolodges: Case studies in Tanzania and 

Mozambique

12:05 2㻢 HARAGUCHI Takehiko Hitomi KIRIKOSHI Yuji MATSUHIRA Yasuhiko TOMOHISA
Africa Japan Forum Tokyo University of Foreign Studies University of Hyogo Hitotsubashi University

Buzoku (The Tribe)and the State in 
Africa,

With reference to” Incest Intercourse and 
Their Taboos”(edited by J.Kawada)

Connection of West African merchants to 
foreign merchants:

The case of the contemporary carrier 
formation of merchants in Ghana

Examination of “Talent” from 
Perspective of Shona Mudzimu Belief

Experiences of Residents originating 
from Dam Development: From the 

Telling of Urban Residents on Kpong 
Dam Development in Ghana

Shinagaw
a, D

aisuke
K

om
ori, Junko

Y
oneda, N

obuko

Y
am

ada, Shoko
Toda, M

ikako

Y
am

auchi, Taro

O
ishi, Takanori

K
atsum

ata, M
akoto

Forum
'North-West Africa's Earthen 

Architecture Space Structures and The 
Role of Local Communities in Historical 

Monuments Coservation Process'

PAN Huaqiong (Beijing University)
'On the Protection of World Cultural 
Heritage in the Trans-Saharan Area: 

Experiences and Challenges'

Tinhinane BACHIRCHERIF (Université 
Salah Boubnider Constantine 3)

'Ksour and Kasbah, a lesson of an 
Ancestral Constructive Know-how: The 

case of Algeria and Morocco'

KOBAYASHI, Hirohide (Kyoto 
University)

'Transformation of Kassena Traditional 
Houses and Community in Burkina Faso'

SHIMIZU, Takao (Research Institute for 
Humanity and Nature/Kyoto Seika 

University)
'History of earthen Mosque in 

Sabotenga: From the narrative of 
Ibrahim Sanfo, Imam of Sabotenga'

Alpha DIOP (ICOMOS-MALI), 
Oussouby SACKO (Kyoto Seika 

University)
'Inventory and study of an exceptional 

vernacular architecture'

Forum
'In commemoration of Nobel Peace Prize 

of Dr. Mukwege: Re-examinig the 
Responsibility of International 

Community'

Masako YONEKAWA （Rikkyo 
University）

'Forgotten “Genocide” and Crimes in 
eastern DRC'

Kazuyo HANAI（The University of 
Tokyo）

'Conflict Minerals and Sexual Violence 
in Eastern DR Congo'

Jean-Claude Maswana (Ritsumeikan 
University)

'2018 Nobel Peace Prize Dr. Mukwege 
as a developmental actor'

O
chiai, Takehiko

Ito, M
iku

O
gaw

a, Sayaka

N
akao, Seiji

M
asuda, K

en

㻼resentati㼛n 㻼r㼛gram Da㼥 2 (Sunda㼥, Ma㼥 19 at K㼥㼛t㼛 Seika 㼁ni㼢ersit㼥)

Forum
'Design the Future of Sanitation in Sub-

Saharan Africa'

Koji HAYASHI, S. NAKAO et al. 
(Research Institute for Humanity and 

Nature)
'The present condition and 

transformation
of sanitation among settled hunter-
gatherers: From a case study of the 

tropical forest in Cameroon'

Mayu IKEMI (Sapporo International 
University)

'Impacts of water and sanitation 
condition on local community:
A case study of rural Senegal'

Hidenori HARADA, D. Mchwampaka et 
al. (Kyoto University)

'Long-term acceptability of urine 
diversion toilet: A case study in Malawi'

Ryusei ITO (Hokkaido University)
'Sustainable operation of sanitation 
system for peri-urban area in Lusaka'

NYAMBE Sikopo, J. ZULU et al. 
(Hokkaido University)

'Socio-demographic factors determining 
household Water, Sanitation and 

Hygiene in peri-urban Lusaka, Zambia'

K
urim

oto, Eisei

Registration
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13:35

1㻣:00

P9   Nobuko NISHIZAKI

　　P5  　Koji UOZUMI

Kyoto University

㻼ubli㼏 S㼥m㼜㼛sium
(Ag㼛ra 㻴all, K㼥㼛t㼛 Seika 㼁ni㼢ersit㼥)

P25 Mika KUNIEDA, Yoko HASEBE

P20  Tomomi IGARI, Ken MASUDA

P15  　Yasuko HARADA

P10  　Toshio MEGURO

Hiroshima City University

Tokyo University of the Arts

Nagasaki University

Verifying indirectly the efficacy of a 
therapeutic ritual dealing with diseases caused 

by spirit possession

People’s Preference and Sale for Cassava in 
Southern Cameroon

Making Souvenirs in the Southwest Ethiopia
The Fourth Maasai Olympics: What is 

changed and what is not changed

Fukushima University

P24  　 Tsubasa SAKAMOTO

P14  Shiori ITAKU

Tokyo Metropolitan University

P12 　 Takashi MIYAGI

ASAFAS, Kyoto University

The case study about vulnerability and 
possibility of salt production in the coastal 

Guinea

The Political Economy of Mobile Money 
Exchange in Africa: Mapping Adoption and 

Usage of M-Pesa in Rural Kenya

P1 　 SAKAMOTO Kumiko et al.

Utsunomiya University

Plants for Spices, Fruits and Traditional 
Medicine in Zanzibar

Land Trade in Rural Area of Tanzania
Focusing on Economic Divide

Hosei University

  P7 　 Kinyua Laban Kithinji

Mejiro University

　P2  　Naoaki IZUMI

Africa Research at Keio University Shonan 
Fujisawa Campus (SFC): Practical Learning 

through multidisciplinary partnerships

African Studies at Kyoto University: An 
alternative perspective

African immigrants and their Japanese families
The Social Teaching and Learning in the Daily 
Life of Children in Pastoralist Maasai Society

History of Leprosy Control in Zambia

Musical Intervention in Conflict: A Case in 
Northern Uganda

The process of Gusii making soapstone 
carving in Kenya: From quarrying to selling

How did the government- initiated 
Villagization program in Tanzania in the 

1970s reconstruct Rural Community?

Local Context of Afforestation Project in 
Tanzania and the Localization of ‘Planting 

Trees’: A Case Study of the Gogo Villages in 
Dodoma, Tanzania

Cultural heritage and Ethnic arts of Chiefdoms 
in the Republic of Cameroon

Sustainability of Community-led Total 
Sanitation’s Effects:

Results from open defecation certified villages in 
Western Kenya using Open Data Kit

Sanitation facilities of hunter-gatherers, 
farmers and merchants, and menstruation of 
female hunter-gatherers living in an African 

rainforest

Life, Health and Care among the Elders in 
Africa: A Preliminary Report on HDSS-based 

research in Kwale County, Kenya

Current situation and efforts on Buruli Ulcer in 
Benin

Nagasaki University

Diversification of career images among 
Maasai migrants in Zanzibar

　P19   Ken MASUDA, R. HAYASHI et al.

Keio University Shonan Fujisawa CampusKyoto University Research Administration Office

Hokkaido University

University of Tsukuba

　　P16 　　 Chiaki SHIMOYASUBA

　　P21  　Akie KYO

Member

㻼㼛ster 㻼resentati㼛ns at L001 （15:00-1㻢:00 㼛n Ma㼥 18）

Lun㼏h

P3 　　Takahiro MORIO

University of Tsukuba

P4 　 Hirohito MORI

Member

　　P31  　Koki TESHIROGI 　　P32  　Taro ADACHI, S. TATSUKI et al. 　　P33  　Gaku OHASHI

Setsunan University Tokyo University of Agriculture Chubu University

Seedling dynamics of Large woody plants at
the recently deglaciated terrain in front of 

Tyndall glacier, Mt. Kenya

African Entomology 
Biodiversity and Ethnoscience

Chimpanzee Survey and the Researcher 
Exchange in Guinean-Liberian Trans-border 

Areas

　　P34  　Chiyuki NARAMA, K. MIZUNO

Niigata University

Recent glacier variations at Mt. Kenya

P29 　 Satoshi YASUMOTO P30 　 ICHINO S., T. MIYAMOTO et al.

ASAFAS, Kyoto University Kyoto University

Speech activities among local people: 
A case of the research site of bonobo in DRC

A 30-year study of ring-tailed lemurs (Lemur 
catta ) at Berenty Reserve, Madagascar

Distribution of Semi-domesticated Fruit Trees 
and Residential History of Agro-pastoralists in 

North-central Namibia

The colonial experience and the practice of 
planting trees: according to the old man’s 

memory in Southern Tanzania

Establishment of Archives of the Collection of 
F.J.Bieber: Prospects and Problems

Songola Heritage Database, D. R. Congo: A 
trial for sustainable biocultural diversity

　　P8   　ANKEI Yuji & ANKEI Takako

Institute for Biocultural Diversity

Trends in Extension of Japanese Enterprises in 
Africa from 2013 and 2017

　　P26  　Yuichiro FUJIOKA

Kyushu University

P28 　 Sayuri YOSHIDA

Nanzan University

P27  　Fumi KONDO

Hirosaki University

　P13  　Masao YOSHIDA

Africa Japan Forum

P22  　Xiaojie Tian

P17  　　Kazuchiyo MIYAMICHI et al.

Nagasaki University

　P18　  Rin MIFUNE, Taro YAMAUCHI

Hokkaido University

P23  　 WAKABAYASHI Chihiro

Saitama Prefectural University

Ryukoku University

P6 　　 Chigusa NAKAGAWA

　P11 　 Yuko SUGIYAMA

Hirosaki University
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第 56 回日本アフリカ学会公開シンポジウム 
 

アフリカにおける日本企業の挑戦―TICAD VII を見据えて― 
 
■趣旨■ 
 「最後の市場」。こうした言葉で表されるようになったアフリカ大陸は、かつての貧困の
イメージを脱却し、近い将来の成長センターと目されるようになりました。 
現在でも、アフリカにおける貧困削減は国際的に重要な課題であることに違いはありま

せんが、2016 年にケニアで行われた TICAD VI では、「貧困削減」ではなく「経済の多角
化・産業化」が優先課題のトップに置かれています。アフリカとの経済的な関係において中
国の存在がしばしば強調されますが、これまでに数々の日本企業もアフリカと強い関わり
を持ってきました。2019 年は横浜で 7 回目の TICAD が開催されます。このシンポジウム
では、TICAD VII でも重要な課題となる、日本企業とアフリカとの関わりについて、いく
つかの企業の経験をもとに議論します。 
 
■日時■ 2019 年 5 月 19 日 13:35〜17:00 
■場所■ 京都精華大学 Agora 
■定員・申し込み■ 150 名・申し込み不要 
■プログラム■ 
13:35-13:50 趣旨説明 ウスビ・サコ（京都精華大学学長） 
13:50-14:15 「アフリカでのコンシューマー向け食品ビジネスの歩み~食文化や市場特性 

に対応した“うま味”製品ビジネスの模索~」横田 裕生（味の素株式会社） 
14:15-14:40 「アフリカ進出のすすめ」羽田 裕（豊田通商株式会社） 
14:40-15:05 「先端技術の社会実装現場アフリカ〜朽ちる中心・革命は周辺から〜」合田 

真（日本植物燃料） 
15:05-15:40 「アフリカでのビジネスと市場開発―日本企業の課題」マスワナ, ジャン=ク 

ロード（立命館大学） 
15:40-15:50 休憩 
15:50-16:15 議論のまとめと問題提起 平野克己（JETRO アジア経済研究所） 
16:15-16:45 フロアとの討議  
16:45-17:00 閉会の辞 ウスビ・サコ 
（司会：清水貴夫・京都精華大学） 
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アフリカでのコンシューマー向け食品ビジネスの歩み  
食文化や市場特性に対応した“うま味”製品ビジネスの模索  

横田裕生（味の素株式会社）  
 

当社では、1980 年代から 30 年以上に渡り、西アフリカを中心としたアフリカ市場にて、”うま味

“製品によるコンシューマー（消費者）市場の開拓に取り組んできた。この経験の中から、現地の食

生活、消費者、流通への対応を試みた、当社のアフリカでのビジネスの歩みをご紹介する。  
1 .  何故、西アフリカの消費者市場に参入したか。  
１）“うま味”の受容性が存在していた。：（“うま味”とは基本五味の１つで、地域・人種・文化を問

わないユニバーサルな味覚（たん白質摂取のシグナル）を提供する。）  
(1)おいしい料理への関心が高く、“うま味”に高い欲求があった。（たん白質の摂取が比較的少なく、

米の消費量の多い食生活であり、アミノ酸の“うま味“への受容性が期待できた。”うま味“成分が

豊富なトマト、乾燥魚粉やエビ粉、伝統的な発酵調味料等を広く調理に使用している。）  
(2)欧州メーカーのブイヨン（“うま味“をベースとした風味調味料）が、先行して“うま味”市場

を開拓していた。  
２）供給体制が整っていた。  
ブラジル、東南アジアに拠点工場があり、アフリカへの効率的な供給が可能であった。  
２．どの様に、西アフリカ消費者市場を開拓したか。  
１）製品：「味の素®」により、純粋な“うま味”（ユニバーサルな価値）を提供した。（繊細な食文

化を反映する風味調味料等は、現地の人による開発が必須であり「味の素®」の次とした。）  
２）製造：現地での包装および混合の工場により、現地マーケットに適合した製品化の体制を整えた。 
３）現地に適合したマーケティング  
(1)背景  
食品市場に、新規商品「味の素®」の販売に適した商流・物流が存在しなかった。  
①  流通全般：メインの伝統的な市場では、物流およびクレジット機能を持つ有力卸店が、地域卸

店や小売店をコントロールする傾向がある。（地域卸店・小売店の資金力がぜい弱  /道路・鉄道

等の物流整備の遅れ）  
②  小売店：・規模が小さく店頭の品目数は限られる為、新規商品の浸透は遅い。・店頭で大袋から

消費者が毎日使い切る量に小分けされることで、ブランドが定着しない。  
（“うま味“製品は、Chinese Salt/White  Maggi と呼ばれる。また、小分けにて、粗悪品（塩によ

る増量）や米粒大の競合品が、外見的なボリューム効果により一時的に普及した。）  
③  消費者：情報化や所得の向上により、生活向上への意識は高い。また、購買力が限られる中、

実質的な価値を見極めて購買しており、品質・価格を評価すれば新規商品を受け入れる可能性

はある。  
(2)当社の３つの取り組み  
“新しい価値を到達させる為の徹底した現地（現場）主義と顧客主義の実践”  
①  消費者に受け入れられやすい容量と価格政策  
安全安心な品質を提供するため、消費者の必要量と購買力を考慮した個装サイズ・価格とした。（例：

１コインまたは少額紙幣の通貨単位の小袋）  
②  消費者がどこでも買える状態の実現  
消費者の主要チャネルである伝統的市場に、現地密着して、小売店に現金で製品を直接販売するシス

テムを確立した。これにより、社会的インフラ（物流・商流）の未整備なエリアでも、独自に安定的

な事業運営が出来る。  
③  消費者への用途の訴求  
多くのメニューへの用途を訴求する為、エリアの人気メニューでの試食や使用法の普及を行った。  
３．課題  
１）インフラ（電力等）や原料調達等の問題により、うま味製品の本格的な現地製造に至っていない。 
２）現地の食文化や嗜好にぴったり適合した風味調味料等の開発の途上。（ハードからソフトへ）  

３）経済・政治的な変動への対応（資源価格に影響される経済、不安定な政治（暴動、内戦））  
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アフリカ㐍出のススメ  
—当社のアフリカ事業経験からゝえること—  

⩚田  裕（豊田通商株式会社）  
 
  
豊田通商は、90 年以上にわたりトレーࢹィングや事業ᢞ資を通ࡌてアフリカでビジネスを

ᒎ開してきました。  
 
2012 年には、フランス᭱大の商社 CFAO へ資本参⏬し、2016 年 12 ᭶にはアフリカでの活

動をさらにスࣆードឤを持って対応するために CFAO を全Ꮚ会社化、2017 年 4 ᭶には当

社ึの地域を㍈としたアフリカ本㒊を新タしました。  
 
これにより、現在では、アフリカ 54 カᅜ全てのᅜへのネット࣡ークを有し、⣙ 15,500 ྡ

のスࢱッフ・アフリカのࣉロ人ᮦを᭱大限に生かし、地域や人ࠎとඹに成㛗していくとい

う㛗期的なほ点で市場開拓に取り組んでいます。  
 
本ࢭミナーでは、まࡎ、当社のアフリカ事業のᴫ要についておヰさせていたࡔき、⥆いて、 
当社のこれまでのアフリカでの事業経験から、アフリカ市場の㨩力と㞴しさ、㐍出に㝿し

てどんなᡭが有効ࡔと考えているか、について、（⚾見をえながらになりますが）おヰを

させていたࡔきます。  
 
主なㅮ₇内容：  
 

1.  豊田通商って㸽  
a .  当社アフリカ事業の特ᚩ   
b.  商社 CFAO 社買の背景  
c .  買によってᡭにできたもの  

2.   アフリカ事業に関する問題意識  
a .  アフリカ市場の㞴しさ  
b.  ୡ⏺ྛᅜのアフリカに対するጼໃ  

3.   アフリカ㐍出のススメ  
a .  何が㐍出のጉࡆになっているのか㸽  
b.  アフリカ㐍出業のኌ  
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先➃ᢏ⾡の社会実装現場アフリカ  
ᮙࡕる中心・㠉は࿘㎶から  

合田 ┿（日本᳜物⇞料）  
 
 
  
1.  ᢏ⾡㐍化と社会変化 中ᅜ、アメリカ、アフリカ  

ᢏ⾡㐍化としての ICT 情報㠉に適合して中ᅜ・アメリカは社会変化を行って来

た。なぜࡑれが可能であったのかを考え、アフリカの可能性を考える。  
2.  イࢠリスの࣏ジシࣙン事例  

アフリカは、ຓ対㇟からビジネスࣃートナーとの見ゎが広がりつつある。ຓと

ビジネスを⧅ࡄᙧで成ຌした事例としてケニアの M-PESA が有ྡࡔが、UK がど

のような࣏ジシࣙンを取ったのかを考える。  
3.  日本の㒑౽ᒁと㎰༠ 地᪉の㔜要性  

㒑政Ẹ営化や㎰༠ゎ体など、ᨵ㠉反対のᶒᅋ体と見なされることもある㒑౽ᒁや

㎰༠が果たしたᙺと㒔市と࿘㎶の関ಀを考える。  
4.  E-Agri Platform 

2012 年よりࣔࢨンビークᅜで行って来た、バイ࢜⇞料・食料・金⼥などの取り組

みを紹介したうえで、ICT 情報ᢏ⾡の㐍ᒎを取り㎸み、ୡ⏺の࿘㎶ഃから電Ꮚ㎰༠

として新しいインフラをᵓ⠏するᘢ社事業を紹介する。時㛫がチせば、㢮ఝ事例の

紹介も行う。  
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アフリカでのビジネスと市場開発  
日本業の課題  

マス࣡ナ ジャン㸻クロード（立㤋大Ꮫ）  
 

Business and market development in Africa 
Challenges for Japanese companies  

Maswana, Jean-Claude 
 
 TICAD の政策提ゝは、成㛗ⴭしいᕧ大市場であるアフリカへの日本業のᢞ資を᥎㐍

するものである。しかしながら、多くの大業は、50 以上の多様なᅜࠎを᧦するアフ

リカ大㝣にᙉᅛな㊊場を⠏くに至っていない。ここ 10 年で、アフリカのẸ㛫ࢭクࢱー

の業⦼についてᴦほ的な報࿌が多くなっている。例えば、Accenture の「Africa: The 

New Frontier for Growth」 (2010)では、アフリカは新たな新⯆市場であるとされ

ている。McKinsey の「Lions on the Move」（2010）でもྠ様に、アフリカ経済の㐍

歩と可能性が♧されている。アフリカ市場での日本業の存在ឤは大きくなりつつある

ものの、日本のグローバル経済におけるシ࢙アに比れば㠀ᖖに小さいものである。日

本業は、アフリカ市場のప開発性（例：インフラの不備、ở⫋、⬤弱な法的整備、ス

ル不㊊、市場のṍみ）に関㐃する課題に直㠃し、アフリカ市場㐍出をためらうのであ࢟

る。このことによって、ᕧ大市場と開発可能性が取りṧされたままになっている。ࡑの

かの課題は、₶㏣求ᆺのᾏ外業と社会・開発活動を切り㞳して考えるྂいビジネ

スࣔࢹルに関ಀしたものである。このことは、政ᗓと NPO が特にᠱᛕしていることであ

る。ᚋ求められるビジネスࣔࢹルでは、日本業による㠉新的な㉳業ᐙ⢭⚄と㈋しい

人ࠎの社会的ニーズとの組み合わせによってアフリカ市場を開発する、という考えを中

心にᤣえるきであࢁう。新アࣉローチでは、アフリカの㈋しい人ࠎを未活用の市場と

ᤊえ、ᙼらのニーズに㞟中的に取り組ࡴ必要がある。活用可能なインࢭンティブ（TICAD

を通して日本政ᗓから提供されているもの）と日本業のᢏ⾡的ノ࢘ハ࢘を組み合わせ

ることによって、アフリカ市場で活動する日本業にとっての┈と市場開発につなࡆ

ることができる。ྠ時に、㞠用を生み出すことで㈋ᅔ๐ῶにも㈉⊩する。アフリカで社

会的ビジネスを行う㝿に直㠃するႚ⥭の制⣙に対応するために、TICAD コミットメント

の一㒊として提供されているインࢭンティブの多くを日本業が活用すきࡔと考え

る。  

 





ポスター発表
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ザンジバルの香辛料・果物・薬用植物  
阪本公美子 F.M. ムバゴ M.シャマタ H. 

（宇都宮大学、ダルエスサラーム大学、ザンジバル）  
 

Plants for Spices, Fruits and Traditional Medicine in Zanzibar 
SAKAMOTO Kumiko, Frank Mgalla MBAGO and Mmadi SHAMATA Hamad 

(Utsunomiya University,  University of Dar es Salaam, Al maana Zanzibar) 
 
     =aQ]ibar  iV  hiV WRriFal ly IaPRXV IRr i WV  VSiFHV�  aQG haV aWWraFWHG PaQy rHVHarFhHrV aQG 
YiVi WRrV IrRP WhH wRrlG�  )XrWhHrPRrH�  =aQ]ibar iV  QRW  RQly r iFh iQ WhHir  VSiFHV�  bXW  alVR WhH 
wiGH YariHWy RI  WrRSiFal  IrXi WV  aQG SHRSlH¶V XW i l i]aW iRQ RI SlaQWV  IRr  PHGiFiQH�   
     ThH SrHVHQWaWiRQ iQWrRGXFHV SarWV  RI  a bRRN�  104 Plants for Spices,  Fruits  and 
Tradit ional Medicine in Zanzibar  �'ar  HV 6alaaP 8QiYHrVi Wy 3rHVV�  ������  ThH bRRN FRYHrV 
��� VSHFiHV RI  =aQ]ibar  iQFlXGiQJ �� PaMRr  VSiFHV aQG hHrbV�  �� IrXiWV  aQG YHJHWablHV�  �� 
WraGiW iRQal  PHGiFiQH�  �  IrRP WhH PiQW IaPily�  � XVHG IRr wRPHQ¶V IaVhiRQ aQG � IRr  RWhHr 
XVHV�  )Rr H[aPSlH�  IaPRXV VSiFHV iQ =aQ]ibar arH FlRYHV�  FarGaPRP� FiQQaPRQ�  SHSSHr�  
YaQil la aQG QXWPHJ� ([RWiF IrXiWV  arH aPSlH VXFh aV raPbXWaQ aQG MaFNIrXiWV �  aQG WhHrH arH 
aW lHaVW  IRXr  GiIIHrHQW  IrXi WV Annona  VSHFiHV �  6RPH RI WhH iQGiJHQRXV SlaQWV  VXFh aV  Lippia  
javanica �6wahil i �  0IaJiR��  Vernonia amygdalina �0laSaa� ,  Cassia abbreviata �0XPbX]i� ,  
Vernonia hildebrandti i  �0SaFha� ,  Pluchea dioscoridis  �0QyXQywH� ,  Phyllanthus 
nummularii fol ius �0]alia QyXPa� ,  Acalypha ornata  �0JaraJara SaNa� ,  Keetia zanzibarica 
�0SHQGa SHQGaSR� ,  Euclea natalensis  �0Gaa��  Hyptis  suaveolens  �0IXVhR��  Plectranthus 
ki l imandschari  �0SaWaNXYa� aV wHll  aV  H[RWiF SlaQWV  VXFh aV Stachytarpheta jamaicensis  
�0NwaNwa��  Abrus precatorius  �0la]ala]a��  Solanum nigrum  �0QaIX� �  Physalis  peruviana  
�0WXQJXMa� �  Cassia occidentalis  �0NXQGHNXQGH��  Ricinus communis �0bRQR� aQG Jatropha 
curcas �0bRQR PaNabXri�  VSHFiHV arH XVHG aV PHGiFiQH�  ThH SrHVHQWaW iRQ wil l  iQWrRGXFH 
bRWaQiFal  IaPily�  VSHFiHV�  6wahil i  aQG (QJliVh � iI  rHlHYaQW�  QaPHV RI  rHSrHVHQWaW iYH SlaQWV �  
a lRQJ wiWh a  SiFWXrH�  Rr iJiQ aQG XVHV�   
     'r�  0PaGi 6haPaWa +aPaG iV  aQ H[SHriHQFHG WraGiW iRQal  hHalHr�  aQG aV wH WraYHlHG 
wiWhiQ 8QJXMa IVlaQG�  SlaQWV JrRwiQJ HYHQ RQ WhH ViGH RI  WhH rRaG bHFRPHV PHGiFiQH�  
9il laJHrV alVR JrRw VSiFHV aQG WraGiW iRQal  hHrbV IRr  WhHir  Gaily XVH�  ThH FXlWXrH RI  XViQJ 
SlaQWV  wiWh VFHQWV  aV  SHrIXPH IRr  VSHFial  RFFaViRQV VXFh aV wHGGiQJV arH alVR VRShiVW iFaWHG�  
aV I  haYH bHHQ HQliJhWHQHG by %i �  +Xba aQG %i�  +aliPa�  whR haYH bHHQ WraiQHG by WhH IaPRXV 
ViQJHr  %i .iGXGH�  ThH bRRN iV  alVR a FRQFiVH WrHaW  IRr  rHaGHrV WR  H[SHriHQFH WhH wRrlG IaPRXV 
VSiFHV WhaW yRX FaQ YiVi W  iQ VSiFH WRXrV VXFh aV WhaW  RI  6iVVR 6SiFH�  VHH WhH aFWXal  W rHHV RI  WhH 
YariHWy RI  H[RWiF WrRSiFal  IrXi WV  WhaW  yRX FaQ WaVWH  iQ  WhH ParNHW  RI  =aQ]ibar�  rHGiVFRYHr  XVHV 
RI  YHJHWablHV aV  PHGiFiQH�  aQG GiVFRYHr WhH iQGiJHQRXV WraGi W iRQal  PHGiFiQH RI =aQ]ibar�  
ThHVH SlaQWV  VSHFiHV wiWh IrXi WIXl  aQG SraFW iFal  XVHV haYH bHHQ iGHQWiI iHG by bRWaQiVW  )raQN 
0Jalla 0baJR�  FXraWRr  RI 8QiYHrV i Wy RI  'ar HV 6alaaP +HrbariXP� 
    ThH SlaQWV  arH iQ WhH RrGHr  RI  XVHV�  aQG wiWhiQ HaFh XVHV WhHy arH RrJaQi]HG by bRWaQiFal  
IaPily wiWh rHIHrHQFH WR  lHaI  WySH�  arraQJHPHQW aQG ParJiQ FaWHJRri]aWiRQ iQ WhH bRRN�  
0aMRr  SlaQWV WhaW  yRX FaQ PHHW a W  6iVVR VSiFH WRXr arH l iV WHG iQ  a FRlXPQ� IQ aGGiW iRQ�  �� 
WraGiW iRQal  PHGiFiQHV RbWaiQablH aW  Al PaQQa 6SiFH aQG +Hrbal  &HQWHr  arH iQWrRGXFHG� A 
PaSSiQJ by lHaI  FaWHJRri]aW iRQ iV  alVR iQGiFaWHG�  5HIHrHQFH aQG iQGH[HV by bRWaQiFal  IaPily�  
VSHFiHV�  6wahil i  aQG (QJliVh QaPHV arH alVR aYailablH�   
 
ThiV wRrN waV VXSSRrWHG by -636 .A.(N+I *raQW NXPbHr -3��+����� ³'iVSari Wy�  

FhaQJHV aQG iQQRYaWiRQ RI lRFal  iQGiJHQRXV NQRwlHGJH� 0HGiFiQal  SlaQWV  aQG WhH rRlH RI 
aFWRrV iQ TaQ]aQia´ 
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タンザニア農村における土地権の売買  
経済格差に注目して  

 
泉直亮（目白大学）  

 
Land Trade in Rural Area of Tanzania  

Focusing on Economic Divide  
 

Naoaki IZUMI (Mejiro University) 
 

近年、アフリカ諸国の農地に対する外国からの投資が「土地収奪」と称されて世界的に

問題視されているが、その一方で国内、とくに農村における地域住民どうしによる土地権

の売買が注目されることはあまりない。しかし、新自由主義的な市場原理がアフリカ諸国

にも普及するなかで、農村における地域住民においても経済格差の拡大が懸念されている。

このような問題意識から本研究では、タンザニアの南西部に位置するルクワ湖畔地域にお

ける事例から、タンザニア国内、とくに地域住民間の土地権の売買の実態をあきらかにし、

地域社会における影響について考察する。  
この地域では従来、おもにワンダやニャムワンガといわれる農耕民（地元住民）が暮ら

してきたが、1980 年以降、農耕民のスクマがウシを放牧する土地を求めて周辺部に移住し

てきた。スクマは多くのウシを所有し、またウシを利用して大規模な水田稲作をおこなう

ことから、市場経済が普及した近年では経済的に大きな富を築いている。他方で、ワンダ

はスクマに雇われるなかで牛耕の技術を習得して水田稲作を始めたものの、ウシ飼養でも

稲作でもその生産は小規模である。両者のあいだでは、スクマがワンダを雇うという一方

的な雇用関係が一般化しており、経済格差が顕著になっている。  
この地域では、1990 年代の中頃までは人口密度が希薄で開拓余地が豊富であったが、そ

れ以降は、人口増加や牧畜・農耕の拡大によって土地の稀少性が高まっている。そのため、

以前は開拓すれば土地は無料で使用できたが、近年ではその権利が売買されるようになっ

ている。とくに、スクマが地元住民の土地権を購入する事例が増加している。また、こう

した土地の稀少性はタンザニア全土でも同様に高まっており、地域の外から農地を購入す

る不在地主も現れている。本研究では、スクマ・地元住民・地域外の投資家の関係から、

買い手側と売り手側の双方の事情を記述することをとおして、このような現状を分析する。 
貧しい地元住民は現金の必要性が高まるなかで、食料不足・家族の病気・子供の就学費

用の不足といった難局に直面することが多くなっている。これを乗り切るために、みずか

ら裕福なスクマを訪れて土地を売却するケースが増えている。他方でスクマは、これまで

移住して土地を開拓してきたが、近年ではタンザニア全土でこのような開拓余地が少なく

なっていることを認識している。また、移住してきたスクマは地域住民といっても「よそ

者」であり、地域をめぐる情勢によっては排斥される可能性もある。このような懸念から、

積極的に土地の確保をしたいという事情を抱えている。こうして近年では、この地域の土

地権の売買価格も高騰しているが、それでも都市近郊と比較すれば依然として安価である。

都市近郊の住民は、こうした事情から豊かな稲作地帯であるこの地域の農地を買い進めて

いる。  
本研究では、こうした実態の把握をとおして、とくに土地を手放した地元住民の生計手

段の確保に注目して、農村地域の生存基盤や社会変容について論じる。  

�
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2013 年度-2017 年度における日系企業のアフリカ進出傾向  
 
 

森尾貴広（筑波大学）  
 
Trends in Extension of Japanese Enterprises in Africa from 2013 and 2017 

 
 

Takahiro Morio (University of Tsukuba) 
 
近年、アフリカ諸国は人口増加や著しい経済成長による市場拡大への期待から日本を含む

各国企業の投資や進出が盛んに行われている。また、世界人口の動態予測から、今世紀後

半には世界の就労人口の 30−40％がアフリカ出身者で占められることが予測されており、
アフリカ大陸がビジネスの場および人材輩出地としてもプレゼンスが高まることが期待さ

れる。  
日本政府もアフリカを援助の対象から双方の経済成長のためのパートナーとして位置づ

け、経済ミッション派遣による日本企業の進出促進や日本とアフリカの架け橋となる産業

人材育成（ABE イニシアティブ）等、日本の経済成長につながる対アフリカ施策を進めて
いる。  
本研究はアフリカにおける日本企業のビジネス展開の動向を分析し、今後の展望と戦略へ

の示唆を与えることを目的とする。本稿では、そのための基礎情報を得るために、アフリ

カ開発銀行およびアフリカビジネスパートナーズが調査、公表している「アフリカビジネ

スに関わる日本企業リスト」各年度版を基に、 2013 年-2016 年度における日本企業の進出
データを比較し、国別・業種別の進出状況とその変化を調べ、傾向を抽出した。  
各国における日本企業の活動については、南アフリカおよびエジプトが現地拠点の中心的

集積国であり、企業活動も両国に集中していたが、ケニア、ナイジェリア、モロッコでの

現地拠点が目立って増加すると共に、ケニア、エチオピア、タンザニア、ウガンダを中心

とする東部、アンゴラ、ザンビア、モザンビーク、南アフリカを中心とする南部、チュニ

ジア、アルジェリア、モロッコの北部アフリカでの事業展開の拡大が見られ、ビジネス活

動の多極化・広域化の傾向が見られた。  
	業種別の動向では機械・機器系の製造業が企業活動、現地拠点数とも伸びを見せる中で、

自動車の製造・販売網の急激な拡大が見られた。同時に、東部・南部アフリカを中心に中

古車販売業事業展開の伸びが見られている。また、エチオピア、ケニアを中心とした花卉

産業が大きく拡大した。これはエチオピア航空による日本直行便の就航に伴う業者へのプ

ロモーション活動の影響と考えられる。一方、中古車業の販売網の拡大の影で、進出企業

数は 2015 年をピークに業者数が減少の傾向に転じ、業者の淘汰が始まっていることを示唆
している。こうした傾向はアフリカ雑貨の取扱業者にも見られた。  
	 現在、新たに入手した 2017 年度版のデータの解析を進めており、2016 年のアフリカ開
発会議の日系企業の活動へのインパクトを評価している。  
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P4

⢭㟋៰౫気治⒪♩の有効性の㛫接的ド᫂ 
┒ᘯோ 
会ဨ 

Verifying indirectly the efficacy of a therapeutic ritual dealing with diseases caused by 
spirit possession 
Hirohito MORI 

A member 
 
⢭㟋が人に៰౫して㉳きるとされる気を治⒪する♩の本質をᢕᥱし、100%の有効性を確ಙして

も、ほᐹ者自㌟が治⒪者となって実㝿に人を治⒪して見せなければ、有効性はわしい。気の外

ほはࡑれࡒれの例で大きく␗なり、しかも、♩の中心にいる治⒪者や⿵ຓ者たࡕのゝ動は、⛎密

㞃しのさまࡊまなࣦ࢙ールにくるまれている。直接的なド᫂はᅔ㞴である。 

れが高い場合、上ࡑ、ー1との㢮ఝ性を比較考ᐹしてࣆラࢭこで、有効性がド᫂されたูの治⒪法ࡑ

グの♩ࢭラࣆー2の有効性がド᫂できると考える。ࢭラࣆー1はアメリカのエリクソン法と呼ばれる

▷期心理⒪法、ࢭラࣆー2はࢭネ࢞ルのカࣉ・ベール༙ᓥのンドッࣉと呼ばれる♩である。 

本発⾲では、特に、ጞ者ミルトン・エリクソン(1901-1980)のᘵᏊの一人である W・H・࢜ハンロン

のゎỴᚿ向ദ╀(solution-oriented hypnosis)を取りあࡆる。࢜ハンロンのㄝ᫂は、エリクソン法のᰕであ

るദ╀についてヲしい。a. ദ╀状態にᑟかれたᝈ者は、ࡑのことࡔけで治⒵しጞめるが、ࡑの理⏤は、

ദ╀がᝈ者の↓意識の力にാきかけ、生活のなかでᛀれられていたス࢟ルや能力を呼び㉳こし、新し

い可能性や状ἣに接㏆できるようにするため。ദ╀を通ࡌて、b. 不㝶意的な訴え(involuntary 

complaints)が、つまり適切な行動を取って変えることができない内的な体験やᗁ覚・フラッシュバッ

ク、ᙉ㏕的入的なᛮ考といった意識的には変えられない㌟体的・生理的・ឤ情的問題が変化する。

ദ╀やトランスを、ὀ意㞟中の⊃まり(narrowing of focus of attention)と考えると、c. 入╀の直๓や目

覚めの▐㛫の中㛫的な状態、㡢ᴦへのἐ入・事へのἐ頭、ḷやランニングなどのリズムやࢱࣃーン

を持つ⧞り㏉される行動、ᴦჾ₇ዌやス࣏ーࢶにおける通ᖖの意識的な活動ではないᣦや㌟体の使用

に見られるゎ㞳等がࡑれであり、ࡑのような状態や活動の㌟体的なᣦᶆとしては、d. 㢦の➽⫗のᖹᯈ

化やᘱ⦆・ᡭ㊊の◳直(catalepsy)・呼྾と心ᢿの変化・②ᨥや反ᑕ運動・㐲くを見るような目つき・ど

点のᅛ定化等がᣲࡆられる。e. 特定の事㡯・トランス体験ࡑのもの・アイࢹンティティーのᛀ༷(

ᛀ)、年㱋㐍行・年㱋㏥行・ឤ覚㯞⑷・↓③等が代⾲的なトランス現㇟として▱られている。実㝿の治

⒪において、治⒪者は、つまりこの場合は࢜ハンロンは、f. ᙼ自㌟がᗂඣ期に待を受けたࡑの対ฎ

法として自分の経験と㌟体とをゎ㞳する生きṧりのᢏ⾡をᏛんでいるので、ࡑのことを治⒪において

も用する。また、g. ᝈ者の呼྾をほᐹし、ࡑのឤ情やᛮ考をチ容し、意識と↓意識の分をసりࡔ

して、ᝈ者の↓意識の心にാきかけ、新しいᯟ組み࡙け(reframing)をおこなう。ദ╀をႏ㉳するᢏ法

として、h. 㐓ヰやおヰし、少し㐲ᅇしに提♧されるイメージ等を用い、ദ╀にᑟくためのゝⴥとして、

「㹼すると(when, while, as)㹼する」という㝶క性のᬯ♧・㐃⤖等を用する。たとえば、「ࡑの᳔Ꮚに

すっかりᗙっていると、トランスにすっかり入っていくことができます」といったように(⧞り㏉され

る「すっかり」は日本ㄒとしておかしいが、ูのㄏᑟのᢏ法)。伝統的なദ╀では、トランスにㄏᑟで

きる人もいれば、できない人もいるとする。しかしエリクソンὴでは、i. すての人をトランスにᑟ

くことができる。ദ╀とは、不㝶意的にႏ㉳された体験であり、人はトランスに入り、ࡑの現㇟を体

験する自↛な力を備えている。࣏スࢱーでは、j. として࢜ハンロンの実㝿の⮫ᗋ場㠃を見て、a㹼j

をンドッࣉと比較する。 
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カメルーン南㒊におけるఫẸの࢟ャッサバの嗜好と販売  
 
 

魚ఫ ⪔ྖ（ி㒔大Ꮫ）  
 

People’s Preference and Sale for Cassava in Southern Cameroon 
 
 

Koji UOZUMI (Kyoto University) 
 
 カメルーン南㒊州の州㒔エボロ࣡の㏆㑹にある A ᮧでは、ఫẸ生活と᳃ᯘಖ全・⟶理の

୧立、食料安全ಖ㞀、所得増ຍを目的に、ྠᅜ、日本、ᅜ㝿機関が様ࠎな㎰業ࣉロジ࢙ク

を実し、多⏘で⪏性のᙉい࢟ャッサバᨵⰋ品種の普及を行なってきた。㎰⏘物のᨵⰋ

品種は、生⏘量を増やすことで食料価格をୗࡆ、㒔市㒊の消費者や㎰ᮧ㒊のᅵ地をもたな

い㈋しい㎰Ẹにᜠᜨをもたらすというᣦがある（ELLIS,  1988）。しかし、これは増⏘さ

れた㎰⏘物が市場で問題なく販売されるという๓提でのᣦであり、ࡑこでは㎰⏘物の品

種に対するఫẸの嗜好が༑分に考慮されていない。本◊✲は、࢟ャッサバᨵⰋ品種が、ࡑ

の特性ࡺえにఫẸに好まれࡎ、市場での販売が㞴しくなっていることを᫂らかにし、ᨵⰋ

品種の販売㠃での問題点をᣦするものである。  
発⾲者は 2018 年に A ᮧにおいて、࢟ャッサバ在来品種 3 つと㎰業ࣉロジ࢙クトでᑟ入さ

れた࢟ャッサバᨵⰋ品種 3 つのィ 6 品種を用いてఫẸ 22 人に対して味覚調ᰝを行なった。

。の⤖果、在来品種の味に対するఫẸの᫂らかな嗜好が♧されたࡑ、してࡑ  
また、これと୪行して、A ᮧのఫẸが日ᖖ的に用するエボロ࣡の市場において、࢟ャ

ッサバ販売者 B さんの参ほᐹを行なった。この市場の࢟ャッサバ販売者の多くは、A ᮧ

をはࡌめとする㏆㞄のᮧのఫẸが持って来る࢟ャッサバを買いけ、販売している。࢟ャ

ッサバには⓶の㉥いものと白いものがあり、市場ではࡑの販売᪉法として、㉥いⰍのもの

けでᒣをつくって売る、㉥と白の୧者を混ぜてࡔけでᒣをつくって売る、白いⰍのものࡔ

ᒣをつくって売るという 3 つの᪉法が用いられている。しかし、B さんは、㉥いⰍの࢟ャッ

サバを好ࡴ人が多いために白いⰍの࢟ャッサバを売るのが㞴しいと考えて、白いⰍのもの

けでᒣをつくるのを㑊け、㉥と白を混ぜてᒣをつくる᪉法を多用していた。Aࡔ ᮧに存在

する࢟ャッサバᨵⰋ品種はすて⓶のⰍが白く、このような販売᪉法は、市場でのᨵⰋ品

種の販売の㞴しさを反映しているといえる。B さんは、࢟ャッサバᨵⰋ品種が売れないから

A ᮧのఫẸがࡑれを持って来ても買わないともㄒっており、これは、࢟ャッサバのᨵⰋ品

種が在来品種とྠࡌように市場で販売できない状ἣにあることを♧၀している。  
 さらに、A ᮧの㞄ᮧのఫẸの一人は、この市場に自㌟の࢟ャッサバを持って行ったとこ

れがࡑャッサバ販売者に࢟、ࢁ A ᮧのものか⪺かれたとㄒった。これは、࢟ャッサバのᨵ

Ⰻ品種と在来品種の識ูが㞴しいため、࢟ャッサバ販売者が A ᮧの࢟ャッサバすての購

入をᩗ㐲している状ἣにあることを♧している。A ᮧのఫẸは࢟ャッサバのᨵⰋ品種と在

来品種を混ぜて市場で販売してきた。A ᮧのఫẸが自㌟の࢟ャッサバを袋に入れて市場に

持って来る時、袋の中の࢟ャッサバは、ᨵⰋ品種ࡔけ、在来品種ࡔけ、ࡑの୧者が混ࡊっ

ているという 3 つの可能性をもっている。しかし、A ᮧには㎰業ࣉロジ࢙クトにより多く

のᨵⰋ品種が存在するため、A ᮧのఫẸの袋の中の࢟ャッサバは、ᨵⰋ品種と在来品種の

混合である可能性が高い。ᨵⰋ品種と在来品種の識ูが㞴しい中で、ᨵⰋ品種を好まない

ャッサバ販売者は、ᨵⰋ品種が多くྵまれている可能性が高い࢟ A ᮧの࢟ャッサバすて

の購入をᅇ㑊し、⤖果として、A ᮧの࢟ャッサバ在来品種の販売も㞴しくなっているので

ある。  
 
ELLIS,  Frank.  1988.  Peasant economics:  Farm households and agrarian development .  
Cambridge Universi ty Press  
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ギニア沿岸社会における塩づくりの脆弱性と可能性  
 

中川千草（龍谷大学）  
 

The case study about vulnerability and possibility of salt production in 
the coastal Guinea 

 
Name (Affiliation) 

 
本研究の主眼は、ギニア共和国沿岸社会（Boké 県 Kamsar）における塩づくりを事例と

し、その脆弱性と可能性について、内的・外的要因双方からあきらかにすることである。

具体的には、Bagatayé 組合と Conteya 組合という二つの製塩組合の特徴を比較し、天日式
塩づくりの導入をめぐるプロセスについての現場の論理を示す。  

Kamsar での塩の生産者は主に女性である。彼女たちは、「塩づくりは大変な仕事だ」と
言いながらも、「こんなにいい仕事はない」と話す。なぜなら、塩は確実に売れるからだ。

ギニア沿岸社会では、主食の米を炊く際、塩を入れる習慣がある。また、路上販売で見か

ける魚の素揚げの味付けや、魚を燻製する際の下処理など、外食・加工・保存食産業にお

いても塩は常用されている。このように塩は日々の食事に欠かせない。さらに、塩は清め

の道具として使用される。呪いが広く信じられ、実践されている現地では、呪いへの対処

にももちろん熱心であり、日々魔除けや清めに必要な塩は重宝される。塩は日常生活の中

で重要な位置にあり、塩づくりは稼ぎの良い仕事としてみなされてきた。  
沿岸社会における多様な生業の一つとして位置付けられる塩づくりは長年、マングロー

ブを燃料として使用する煮沸式を主たる方法としてきた。しかし 1980 年代ごろから、マン
グローブが生態系保全に果たす役割が世界的に注目されはじめると、ヨーロッパ系の環境

保護団体が度々現地を訪れ、煮沸式を批判の対象とし、あらたな方法として、太陽光を利

用した天日式への切り替えを主張するようになった。  
では、生産者たちは、地域の外から持ち込まれたあらたな方法＝天日式をどうとらえて

いるのだろうか。煮沸式においては、火の管理や薪の確保・運搬など、多くの労力を要し、

シーズンがはじまれば、彼女たちの休みはないに等しい。他方、天日式の場合、「太陽さえ

出れば、あとは寝ていてもいい」と話されるように、煮沸式で 24 時間かけて生産される量
と同じ量が半日で得られることになる。また、天日式で生産される塩は、煮沸式よりも結

晶の粒が大きく、中身がつまっていると評価され、販売（卸売）時に高値がつくという。

よって、生産者たちは、マングローブ保全とは異なった文脈で、つまり、労働量の軽減と

商品の質の向上という点で、天日式の導入を望み、歓迎する傾向にある。  
しかし、天日式の導入に至ることができない組合や地域の方が多い。本研究では、その

理由を①費用、②環境、③経営体の特性の三つの観点から分析する。特に生産者側が抱え

る複雑な「譲れない事情」に着目しながら、天日式導入を推進する団体側の「正論」との

違いを指摘し、そこに見られる塩づくりという営みの脆弱性と可能性について考察する。  
また、水域の生物多様性が国際的に注目され、その保全へと舵が切られるなかで、生産者

たちがその動向に翻弄されたり、あるいはたくましく対応する姿を、「第三者」であるわた

し（たち）が容易に評価してしまうことを省みるとともに、「現場とどうかかわるのか」と

いう課題についても論じる。  
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The Political Economy of Mobile Money Exchange in Africa:  

 
Mapping Adoption and Usage of  M-Pesa in Rural Kenya  

 
KINYUA, Laban Kithinji  (JSPS Fellow, Hosei  University )  

 
From the  ear ly  2000s,  the  s ta te  pol ic ies  in  Kenya faci l i ta ted  ro l l ing  out  of  s ta t e  
programmes and fur ther  market  l ibera l isa t ion.  Such s t ra tegies  fac i l i ta ted  an  environment  
for  a  thr iv ing micro-f inance sector  and the  expansion of  Informat ion Communicat ion 
Technology ( ICT).  The 2007 innovat ion of  mobi le  money t ransfer  sys tem cal led  M-Pesa  
was one of  the  most  s ignif icant  innovat ion that  has  been revolut ionis ing the  l ivel ihoods of  
Kenyans  s ince  then.  The convergence of  prol i fera t ion of  micro -f inancing and mobile  
money t ransfer  sys tems is  seen as  increas ing the  capaci ty  of  par t icular ly  young generat ion 
towards  f inancia l  inc lus ion and entrepreneurship .  The mobi le  money revolut ion has  not  
only  spurred economic expansion,  but  has  a lso  faci l i ta ted  a  resurrect ion of  in t r ins ic  
mechanisms for  the  rura l  dwel lers  to  mit igate  severe  pover ty .  In  th is  regard ,  women 
dominated se lf -help  groups,  youth  entrepreneuria l  groups ,  and individual  ac t iv i t ies  have 
mimicked and tapped in to  s ta te  bui ld ing and economic growth s t ra tegies ,  whi le  
mainta in ing their  uniqueness  to  a  local  context .  Thus ,  the  mobi le  money t ransfer  sys tems 
have been providing a  p la t form to  asser t  and re invent  the  meaning and value  of  rura l  
l ive l ihoods .  Not  only  have the  rura l  poor  been us ing mobi le  money t ransfer  technology to  
improve their  economic s ta tus ,  but  a lso  to  expand their  par t ic ipat ion  in  p lac ing c la ims to  
s ta te’s  d is t r ibut ion of  resources  as  wel l  as  expanding their  democrat ic  space . 
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Songola Heritage Database, D. R. Congo 
A trial  for sustainable biocultural diversity 

 
ANKEI Yuji  & ANKEI Takako (Institute for Biocultural Diversity)  

 
A question: How will  you return your f ield data to us,  local  people?  
 When we t ry  to  answer  th is  quest ion  on research e th ics ,  publ ishing  sc ient i f ic  papers  
and/or  wri t ing  in  our  languages  (Japanese ,  for  example)  is  evident ly  insuff ic ient .  We 
should  make some new at tempt  that  is  mul t i l ingual ,  easy  to  access ,  wi th  sound and pic tures  
to  supplement  the  text ,  and subject  to  correct ion by local  people ,  and revis ion by fu ture  
generat ions .  Three  decades  ago,  we met  with  S .  Bahuchet ,  J .  Thomas and others ,  who had 
jus t  begun compil ing the  Encyclopédie  des  pygmies  Aka .  We were  much encouraged by the  
way in  which they  kept  being engaged in  their  f ie ld .  
 
An idea: A multimedia multi l ingual cloud database for biocultural heritage 
  Apart  f rom paperbound publ icat ions ,  we planned to  make up a  c loud database  that  can be  
accessed f rom al lover  the  world ,  and can be  eas i ly  upda ted  by team members  l iv ing in  
Asia ,  Europe,  and in  Afr ica .  We chose  air table .com as  a  means  to  publ ish  i t ,  and they 
granted us  s ix  edi t ing  members  for  f ree  by admit t ing  i ts  character is t ic  as  teaching 
mater ia ls .  Otherwise ,  we should  have paid  about  1000 US dol lar  every  year .   
    

 
Results:   https:/ /s ites .google.com/view/songolaheritage-eg/  or direct QR code  
   Based on our  f ie ldwork carr ied  out  4  t imes  s ince  1978 unt i l  1990 among the  Songola ,  a  
Bantu-speaking people  (D-24) ,  we t r ied  to  compile  a  vocabulary  of  their  language and their  
knowledge on their  b iocul tura l  d ivers i ty ,  wi th  p ic tures ,  drawings ,  and recorded ora l  
t radi t ion .  I t  comprises  more  than 2000 words ,  660 plants ,  323 tools ,  256 food mater ia ls ,  
137 f ishes ,  wi th  o ther  animals  and birds .  The languages  used are  1 .Songola ,  2 .Swahi l i  of  
Congo,  3 .Swahi l i  of  Tanzania ,  4 .Engl ish ,  5 .French,  6 .Japanese ,  and 7 .  Lat in  for  p lants  and 
animals .  Each pic ture  is  watermarked.  Entrance pages  are  prepared in  the  languages  3-6 .  
 
Discussion: How to make the whole system free and sustainable  
   This  a t tempt  may be  a  way to  combine  e thnobiological  s tudies  with  l inguis t ic  s tudies .  
We should  v is i t  the  v i l lages  to  check i f  th is  database  can be  consul ted  and mainta ined by 
local  people .  We should  f ind  out  a  way to  a l low th is  k ind of  her i tage  to  be  sus ta inable  
without  the  need for  fur ther  payment  of  money.  In  the  f iscal  year  of  2018,  we made up a  
s imilar  database  as  the  I r iomote  Is land Heri tage  Team, Ryukyus,  including place  names 
and motion pic tures  us ing Google  ear th  and YouTube (Kakenhi  Database) .  
 
Acknowledgments  
   A Songola  scholar  Dr .  Faust in  Luanga Mukela  (WTO) urged us  to  make our  data  on his  
people  be  eas i ly  accessed by  fu ture  generat ions .  The compila t ion of  th is  database  was 
made poss ib le  thanks  to  a  Kakenhi  grant  for  the  2016 f iscal  year  f rom the  Minis t ry  of  
Educat ion,  Cul ture ,  Spor ts ,  Science and Technology (MEXT) in  Japan.   
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エチオピア西南部における「観光みやげ」  
―地域住民による創㐀とジレンマ－  

 

西﨑伸子（福島大学）  

 
Making Souvenirs in the Southwest Ethiopia  

 
Nobuko NISHIZAKI (Fukushima University) 

 
 

� エチオピア西南部では 2000 年代から観光開発が急㏿に進み、地域に暮らす少数民族によ

る観光への参与のあり方が大きく変わった。とくに 2011 年にコンソの文化的景観が世界遺

産に登録されると、この地域の少数民族の文化を鑑賞するためのパッケージ・ツアーが西

欧諸国やアジアで組まれ、個人旅行者も含めて数多くの外国人観光客が訪れるようになっ

た。第 53 回の本学会では、この地域における近年のエチオピアの観光動向と、同時並行的

にすすむ大規模な農業開発と対比される民族文化観光の意義について報告した。地域社会

の外側の観光業者（ツアー会社やガイド）にとって、少数民族の身体装飾、成人儀礼、農

牧民のマーケットが主な観光資源であり、商品化のためにさまざまな工夫がなされる一方

で、少数民族は、観光業への参入に関する決定やかかわり方に選択の余地がある程度残さ

れていることを明らかにした。  
このように、「伝統的」な民族文化観光にも、さまざまなオルタナティブが生じるなか、

現地社会においてこれまでは重要視されてこなかった「観光みやげ」の製作と販売につい

ても変化が起きている。この地域の「観光みやげ」は、各少数民族が日常的に使用するビ

ーズや真鍮などで作られた装飾品、椅子・皿等の木製品、ヒョウタン容器など商品の数・

量が限られており、仲介業者が集落で買いつけ、場合によっては加工を施し、地域のマー

ケットで販売したり、飛行場や首都のみやげもの屋用に他の仲介業者に転売したりしてい

る一方で、近年、少数民族が地域のマーケットや集落で観光客に対面で直接販売するケー

スが増えてきた。とくに農牧民女性によるビーズや真鍮のアクセサリーが観光客に直接販

売されている。その場合は、観光客用にデザインを変化させたり、加工したものではなく、

現地の人々が日常で使用しているモノが求められる。  
また、農耕民として観光に参与するアリの女性が、地元住民の日常品から逸脱し、明ら

かに観光客が持ち帰ることを意識したみやげ製作をしている場面も数例であるがみられ

た。しかし、その製作過程は、タンザニア・ハッザによるみやげもの販売の様子と同様の

「気乗り薄」（八塚 ,2017）な態度や、反対に、観光客とのコミュニケーションを楽しみな

がら製作する場面が見られた。一方で、森林で採集した蜂蜜やお香の原料となる樹液・樹

幹・樹木の種、薬草、アグロエコロジー的農地で採集されるモリンガ（Moringa olei fera）
の葉などは、地域住民が自給または小規模販売用に少量だけ栽培・採集してきたもので、

国内旅行者には地域資源として広く知られており売買されるが、外国人観光客向けには商

品開発されていないものも多数存在する。「観光みやげ」は、「生産と流通、販売が地域に

経済的効果をもたらすだけでなく、経済的側面以外でも、地域文化の表象と消費に深くか

かわっている」（鈴木，2014）とされており、今まさに「観光みやげ」が創㐀されるプロセ

スや何を「観光みやげ」として商品 /非商品化されるかを明らかにすることは、少数民族に

よる文化の表象に対する考えや変容、真正性を検討する重要な機会であると思われる。  
本発表では 2017 年と 2018 年の 9 月にそれぞれ約 3 週間おこなったフィールドワークで

収集した事例をもとに、「観光みやげ」の種類、関与するアクター、商品化のプロセス、か

かわる住民の意識などを整理し、「観光みやげ」という新しい概念に直面する地域住民の対

応、「観光みやげ」にビジネスチャンスを見出すアクター（地域住民、仲介業者、観光客、

国家政府、研究教育機関）の動向について考察する。  
 
＜本研究は JSPS 科研費 15K00651、17H01637 の助成を受けた研究成果の一部です＞  
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第 4 回マサイ・オリンピック  
変わったものと変わらないもの  

 
目黒紀夫（広島市立大学）  

 
The Fourth Maasai Olympics 

What is changed and what is not changed 
 

Toshio MEGURO (Hiroshima City University) 
 
� マサイ・オリンピックとは、ケニア南部アンボセリ（Amboseli）地域で野生動物保全に

取り組む NGO、ビッグ・ライフ・ファウンデーション（BLF: Big Life Foundation）が、

2012 年以来、隔年で開催しているスポーツ・イベントである。マサイの「戦士」（ i lmuran）
が伝統的に行なってきたライオン狩猟（olamayio）を止めさせるため、その代わりとなる

競争と名誉獲得の機会として構想された催しである。そのウェブ・サイトにおいてマサイ・

オリンピックは、「革新的な保全の戦略（ innovative conservation strategy）」「スポーツを

通じた保全（conservation through sport）」「伝統的な戦士の技能に基づくマサイの組織的

なスポーツ競技会（an organised Maasai  sports competi t ion based upon tradit ional  warr ior 
skil l s）」と説明され、これまでにグローバルな注目と支援とを集めてきた。  

発表者はこのマサイ・オリンピックの詳細と実態を、各種メディアを通じて発信される

情報だけでなく、大会当日の様子の観察と関係者への聞き取り等も行ない調査・研究して

きた（目黒 ,  2015, 2016; Meguro,  2017）。本発表ではまず、第 2 回（2014 年）から第 4 回

（2018）にかけてマサイ・オリンピックがどのように変わってきたのかを整理する。すな

わち、マサイ・オリンピックの変わっていない点としては、目的（ライオン狩猟の根絶）、

対象（地域の「戦士」）、競技種目（200m 走、800m 走、5000m 走、槍投げ、棍棒投げ、高

跳び）、チーム対抗戦という形式、エキシビションとしての女子の参加、会場の基本的レイ

アウト、観戦および撮影の無料、スポンサーの幅広さ、スポンサー・政治家・著名なアス

リート等のゲストの来場、表彰式における主催者・ゲストのスピーチの内容等が指摘でき

る。目に見える変化としては、最も盛り上がる高跳びの際のレイアウトの変更（第 3 回大

会より）がある。変更によって BLF の関係者やスポンサー、ゲスト等の来賓は、屋根の下

の席から移動することなく快適かつ明瞭に競技を眺めることができるようになったが、そ

れ以外の観衆は競技から遠ざけられることになった。外部者の観戦や撮影が優先される状

況は以前から見られたが、これに伴い観戦を諦めて暇そうにする住民が増えている。また、

対外的に説明はされておらず各種メディアの報道でも言及されてはいないが、第 4 回大会

の際に見られた変化として、賞金の額と数の増加と参加チームの変更とがある。前者とし

ては、入賞者の賞金額が増えたことだけでなく参加賞として各チームに金銭が無条件に払

われるようになった事実がある。これは以前からの「戦士」の要望に応えるものとなって

おり、彼らには好意的に受け止められている。それに対して後者は、保全活動を拡大し続

ける BLF に対して一地域のリーダーが、資源のより公平な分配を求めるも断られたために

生じた。この結果として BLF は当地での活動が不可能になり、過去 3 大会に出場してきた

チームの第 4 回大会への参加は見送られた。そして BLF は、新たに活動を開始した地域の

「戦士」を編成して代わりのチームを結成し、第 4 回大会に出場させた。  
発表ではこれらの変化の理由と結果を考察した上で、マサイ・オリンピックをめぐって

これまでに生起した諸々の出来事が、どのような観点からどのように評価ないし解釈する

ことができるのかを、「新自由主義的な保全（neol iberal  conservation）」を始めとして発表

者がこれまでに参照・展開してきた議論も踏まえて改めて検討する。  
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村びとにとっての「緑の推進協力プロジェクト」とその後の展開	

ドドマ市周辺ゴゴ村落の事例から  

杉山	 祐子（弘前大学人文社会科学部）  

 
Local Context of Afforestation Project in Tanzania and 

 the Localization of ‘Planting Trees’ 
	 	 	 	 	 A Case Study of the Gogo Vil lages in Dodoma, Tanzania 

 
Yuko Sugiyama  

(Faculty of  Humanities  and Social  Sciences,  Hirosaki University)  
 

 
	本報告では、JOCV/JICA が 1980 年代半ばからドドマ市で展開した「タンザニア緑の推進協

力プロジェクト」をひとつの契機として、「木を植える」・「苗木を育てる」行動が村びとの

生活にどのように読み込まれてきたかを、およそ 40 年の時間軸に跡づけてかんがえる。それ

は、LIH/ FIH（Local  ／Folk Innovat ion His tory）として農村の変化を見る試みのひとつであ
る。これまでの調査から LIH/ FIH の特徴として、新しい技術の取り込みが生計の安定にむけ
た選択肢を増やす方向で進むこと、開発プロジェクトによってもたらされた外来の技術など

の取り込みでは、開発プロジェクトが設定した目的とは関係なく,	それぞれの農民が自身に

とって有用とみなす知識,	技術,	社会関係をそれぞれの判断で利用することなどが明らかに

なっている。	

	 本報告ではとくに、それぞれライフステージや立場の異なる村びとが当該プロジェクトと

「木を植える」・「苗木を育てる」技術をどのように位置づけ、みずからの生計と関わらせ

たか、当該プロジェクト終了後に植林継続を支えたＮＧＯの活動や近年の首都移転計画加速

に伴う都市化のなかで、それらの技術をどのように再編し生活の中に読み込んできたかにつ

いて検討する。	

		農牧民ゴゴの人びとが住むこの地域は、降雨が不安定な半乾燥地帯で度重なる作物の不作

と飢饉を経験してきた。この地域では植民地期に始まり、独立後もさまざまな事業主体によ

る植林がおこなわれた。村びとの記憶でもっとも古く、村びとにとって有用だったと語るの

は、ドイツ領時代のによるマンゴーの植樹である。また 1980 年代半ばからの「タンザニア緑

の推進協力プロジェクト」は多くの村びとが雇用された規模の大きな事業であり、村落林業

としての性格ももつことから、強く人びとの記憶に残っている。この事業はタンザニアの実

施機関である首都開発公団への予算が大幅削減されたことともあいまって、事業終了ととも

に立ち消えたようにみえたが、その後、首都開発公団と農村の人々をつなぐしくみづくりに

関わった NGO と首都開発公団の職員の働きもあって、プロジェクトサイトのうち 3 村で共有

林が成長している。また現在では、プロジェクト時代に覚えた育苗の技術を使って多種類の

苗木を育て現金収入を得る、在来樹の苗木を育てて村の中に薬草園を作るなど新しい展開を

みせる事例もある。果樹の実生苗の移植はごく普通に行われており、樹種の選択もかなり意

識的に行われているようにみえる。反面、上記 3 村の共有林は、近年急に進展した都市化・

住宅開発の波の中で維持管理が難しくなり、集落付近の天然林は急速に減少している。	

		このような現状をふまえ、村びとそれぞれの生計における「木を植える」・「苗木を育てる」

意味づけとそれらの相互作用としての植林事業の進捗のちがい、さらにその背景について検

討を加えたい。	

	

参考⽂献：国際協力事業団青年海外協力隊事務局	 [1996.1]『タンザニア	緑の推進協力プ
ロジェクトフェーズ 2 中間評価報告書』  
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ザンジバルマサイが思い描くキャリアイメージの多様化  
 
 

宮城� 敬（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Diversification of career images among Maasai migrant s in Zanzibar 

 
 

Takashi Miyagi  (ASAFAS, Kyoto University) 
 
【背景と目的】� 本研究の目的は、タンザニア連合共和国に属するザンジバルに出稼ぎを

行う牧畜民マサイを対象として、彼らのキャリアイメージの多様化を明らかにすることで

ある。ザンジバルは 1990 年代になって開発が推し進められ、多数の国際観光客を集める

観光地となった。それに伴い、大陸部から労働移民が流入したことによって、ザンジバル

では多数の大陸部出身の人々が働いている。マサイはそういった労働移民集団の一部であ

り、ザンジバルでは観光地における「アフリカらしさ」を担う存在として観光産業に従事

している。  
出稼ぎ移動には、大きく分けて「定着型」と「循環型」の 2 つのタイプがある。定着型

の出稼ぎ労働者は、都市に働きに出かけて、そこで結婚し、家庭を築くことで移動先に定

住する人々である。他方で、循環型の労働者は、家族を帯同せずに単身で都市に働きに出

かけ、一定期間の労働後に帰村し、その後再び都市に出るといった移動を繰り返す人々で

ある。これまでの出稼ぎ牧畜民研究において、出稼ぎ民は循環型労働者であるとみなされ

る傾向が強かった。しかし、本研究では、先行研究のレビューと現地調査を通して、出稼

ぎ後に帰村せずに、新しいキャリアイメージを形成することを目的として出稼ぎを行う、

新しい世代が生まれていることを明らかにする。  
【調査概要】� 発表者は、ザンジバルのウングジャ島に 2017 年と 2018 年にそれぞれ 3 週

間ずつ滞在し、インタビュー調査と参与観察を実施した。インタビュー調査では、ザンジ

バルで出稼ぎを行うマサイ男性（以下、ザンジバルマサイ）に半構造化インタビューを実

施することで、1）インフォーマントの基礎情報、2）出稼ぎの目的を中心とした情報を集

めた。また、インフォーマルな会話を通して得た情報から、人々のキャリアイメージの傾

向を探ることを試みた。参与観察では、マサイが組織する互助組織（Ereto）の集会へ参

加することによって、ザンジバルマサイが抱える問題を明らかにした。  
【結果と考察】� 調査の結果、ザンジバルマサイの若年層（20 代）には、多様なキャリア

形成を構想する人々がいることが明らかとなった。例えば、ザンジバルで働いた後は、起

業や大学進学を考えている人々がいる。彼らにとって出稼ぎは、生計維持の手段としてだ

けではなく、キャリア形成のための手段でもある。一方で、 30 代以上の男性の出稼ぎ労

働は、畜群の拡大や家族への仕送りを目的とする傾向がある。  
ポール・スペンサーの「グラビティ・モデル」（Spencer,1997）は、市場経済の浸透に

伴って牧畜民のキャリアパスの変容を図式化したが、本研究の結果はこのモデルのみでは

ザンジバルマサイのキャリアイメージを説明できない。グラビティ・モデルでは、牧畜民

のキャリアパスは「牧畜社会への永住」、「循環型労働移動」、「定着型労働移動」の 3 つに

分類される。しかし、ザンジバルマサイの若者は、その 3 つに当てはまらないオルタナテ

ィブなキャリアをイメージしているのである。  
年代によってキャリアイメージに差が生まれる理由として、本研究では学校教育の経験

に対する捉え方の違いを検討する。多くのザンジバルマサイは、学校教育を受けた経験に

乏しい。そのこと自体は、年代を問わず変わらないが、若年層の人々はその事実をネガテ

ィブな経験として語る傾向にある。同時に、そのネガティブな経験は、彼らのキャリアイ

メージを多様化させる原動力となっている。他方で、30 代以上の人々は、自身の教育経

験の乏しさを気にする様子を見せない。彼らが教育について語る時の関心は、子供への教

育の必要性であり、自分自身のキャリアとは関係のないものである。  
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１９７０年代タンザニア農村の集村化戦略は 
コミュニティをどのようにつくりかえたのか 

吉田昌夫	 （アフリカ日本協議会） 

 

How did the government- initiated Villagization program in Tanzania 

in the 1970s reconstruct Rural Community? 

Masao Yoshida (Africa Japan Forum. AJF) 

タンザニア政府は、１９７０年代から８０年代初めにかけて、社会主義的農村

形成の名のもとに、特定の人口密集地域（例：キリマンジャロ州）を除き、強制移

住をともなう集村化政策を全国的に展開した。当初はウジャマー(Ujamaa)という

アフリカの伝統的コミュニティを強化するという意図を以て始められた集村化は、

政府による強制として遂行されたため、住民の自発的紐帯として存在していたコ

ミュニティの慣習をむしろ弱体化したという面ももっていた。 

本研究者は、集村化が政府の戦略として大規模に行われたタンザニア北部の、

半農半牧を生業とするスクマ人の住むムワンザ州（１９７４年に１００万人以上

の住民を移住させたという）の地域において、移住後、約３０年を経過した１９

９９年～２００８年の時期に、Mwagala村と Iteja村という２つの村を選び、５

５名の村民に面接調査を行った。その時点で、コミュニティ活動として、どのよ

うな伝統的に存在したものが残っており、またどのような活動が新たに形成され

ているかを検討した結果、伝統的コミュニティ活動のいくつかは、以前の役割を

減らしつつも残っており、また新たにまったく新しいコミュニティ組織が次々と

生まれているのが判明した。 

ただ新しい組織には、政府による行政末端の組織としての性格を持つものもあ

り、必ずしも住民の自発的な行動の結果として生まれたものではない場合がある。

しかしいずれも、住民の共同行動を伴う組織として存在している。 

以下は、それらの組織を、（Ａ）伝統的に存在してきた活動 (Ｂ) 準行政的活動 

	 	 	（Ｃ） 任意固定メンバーの活動	 に３分類して、コミュニティの特性を説明する。 

（Ａ）1. Banamuhala, 長老男性グループ。2, Bagikulu  結婚した女性のグルー

プ,	 祭事などに酒をつくる。3, Basumba 青年男女グループ、村内の情報伝達や

共同作業の調達係。4, Badugu	 親族のクラン組織、村を超えた地域組織。5, 

Malika ga Mbina 歌と踊りを共にする互助グループ、スクマ社会独特の組織。6. 

Buyobe 受益者の呼掛けに応じて作られる労働組織。（Ｂ）７，Sungu sungu 村

全体の自警組織, 8 , Kitongoji組織	 村区単位の自治会、9, HESAWAグループ、

共同井戸の管理。（Ｃ）10.イフォゴンゴ.任意メンバーの金融貯蓄互助行為, 他。 
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ケニア・グシイのソープストーン彫刻産業の作業工程	

－採石から販売まで－  

板久	 梓織（首都大学東京大学院）  

 
The process of Gusii making soapstone carving in Kenya 

From quarrying to sel l ing 

Shiori  ITAKU（Tokyo Metropolitan University）  
 
	 本発表では、ケニア西部グシイのソープストーン彫刻産業を取り上げ、商品が出来上が

るまでの実際の制作過程を明らかにする。ソープストーン（和名は石鹸石）とは滑石の一

種であり、なめらかな触り心地が特徴のある石で、古代より彫刻の素材として使われてき

た。ソープストーンが採れるのはケニアでは西南部キシイ県（Kisi i  County）であり、ここ
に歴史的に居住するバントゥー系グシイ（Gusi i）が主たる産業従事者である。  
	 ここで採石されるソープストーン彫刻はケニアの代表的なツーリスト・アートであり、

アーティストによって作られる芸術作品でもある。東アフリカのアートを紹介する本には

「キシイストーン（Kisi i  S tone）」として紹介されており［Miller  1975］、ナイロビの観光
客をターゲットにした土産物のマーケットには必ずソープストーン彫刻は売られている。

その一方で、世界的なアーティストであるエルカナ・オンゲサ（Elkana Ong’esa）もいる。
ソープストーン彫刻は大量生産される小生産物として、あるいは希少な芸術作品として需

要があるのである。  
	 また、注目すべきは小生産物としても複数の側面を有している点である。まず、ツーリ

スト・アートとして、彫刻作品はケニアのみならず、「アフリカ」の土産物としてケニア外

の周辺国家で売られている。次に、ケニアやアフリカという側面が出ることなく素材とし

て海外に輸出され、雑貨として売られることもある。このようにツーリスト・アートや芸

術作品、雑貨といった枠組みを超えて制作されているのがソープストーン彫刻である。  
	 これらの作品群は、産業の中心地においていずれも同様の過程を踏み、混在した状態で

制作されている。そこで本発表では産業の中心地での現地調査に基づき、制作現場におい

て具体的にどのような過程を経てソープストーン彫刻が制作されているのか、明らかにし

ていく。そのために、採石から販売までの工程を採石（Mining）、彫刻（Carving）、研磨
（Sanding）、装飾（Decorat ion）、販売（Sel l ing）の 5 段階に区分して記述する。  
	 産業の特徴として、まず挙げられるのが、産業が集中している地域において、会社は 4
〜5 社（正式な数は不明）ほどあるものの、多くがどこかに属することなく個人で働いてい
る点にある。彼らは自分でコネクションを作りながら、自分で仕事を得て、その都度交渉

を行い、稼いでいる。  
	 次に一部のアーティストを除いて、これらの作業工程が分業体制で行なわれている点も

産業の特徴である。この分業体制では、それぞれの作業を行う者同士が互いに交渉や会話

する様子が頻繁に見られる。  
	 実際の制作現場では、上述の特徴のみでは描ききれない人々の複雑な絡み合いが見られ

るものの、それぞれの作業工程の具体的な作業内容を描くことが本発表の目的である。  
	 また、本発表では、産業とグシイ文化との相関関係を考察したい。グシイ社会では「性

的恥（ンソニ nsoni）の概念」、そして「尊敬（アマシカニ amasikani）の概念」が重要な
位置を占めており、男女や親子の社会的な距離はこれらを元に保たれている［松園  1991］。
ソープストーン彫刻産業の工程においてグシイ特有の観念が表われているのか、いないの

か、検討する。  
【参照文献】  
松園  万亀雄  1991『グシイ―ケニア農民のくらしと倫理』（シリーズ・地球の人びと）弘文  
堂。  

Mil ler ,  Judi th  von Daler  1975 Art  in  East  Afr ica:  A Guide to  Contemporary  Art .  New york:  
Afr icana (Holmes and Meier) .  
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紛争における音楽的介入  
北部ウガンダの事例を参考に  

原田� 靖子（東京藝術大学）  

 
Musical Intervention in Conflict  

A Case in Northern Uganda 
 

Yasuko Harada (Tokyo University of the Arts)  
 

本研究は、紛争における平和構築に用いられる音楽活動について考察する。音楽（時に

舞踊や演劇、語りを伴う）は、平和の概念と関連づけて語られることがしばしばあり、実

践者や研究者により音楽と平和構築への少なからぬ関心が示されてきたが (Lederach:  
2005,  Urbain:  2008)、より具体的な紛争ケースにおいて調査・研究されてきたのは比較的

最近であり、同テーマに関する理論的枠組みの構築は依然として途上にある (Sloboda and 
Bergh:2010, Bri t ish Forum for  Ethnomusicology: 2018 )。  

本研究では、平和構築の現場の中でも、実際の紛争影響地域をケースとして取り上げ、

北部ウガンダ・アチョリ地域を中心とした「神の抵抗軍」（Lord ’s  Resistance A rmy,  LRA）

と政府軍との 20 年以上にわたった紛争（以下、「北部ウガンダ紛争」）と、その平和構築プ

ロセスへの介入としての音楽活動の意味を考察する。北部ウガンダ紛争は、10 万人にのぼ

る死者、多くの負傷者・行方不明者を出し、約 180 万人の国内避難民を発生させたといわ

れる。死亡者の多くが避難先での劣悪な生活環境に起因する健康問題で亡くなり、また誘

拐された子どもたちに親族を殺害させるなどの残虐性は、メディアでも関心を集めた。長

期化した社会紛争において、多くの人道支援団体が同地に参入したほか、当時のスーダン

南部(現南スーダン )における反政府勢力と LRA との対立、またそれにともなうウガンダ政

府とスーダン政府の関係悪化、国際刑事裁判所の介入や米国による LRA 掃討作戦支援など、

多くの外部アクターの介入があった。したがって平和構築プロセスは、多様なアクターの

利害が絡み合ったものとなり、音楽活動もそのような社会的・文化的状況を反映していた

(Korondo:2008,  Opiyo:2015)  。例えば元少年少女兵の社会復帰を支援する施設では、伝統

舞踊や音楽の稽古を通じ、紛争で失われたとされる「伝統的価値観の再教育」が行われ、

コミュニティの和解を目的とした演劇や舞踊を伴うワークショップが開催されたほか、音

楽や舞踊を通じて LRA 紛争による「心の傷」を癒し、乗り越えていくといったストーリー

が映画化された（Fine and Fine :  2007）。平和構築プロセスに介入した国際社会、援助機関、

あるいは外部専門家などの外部アクターは、こうした活動をしばしば支援し、また彼ら自

身の活動促進のためのツールとしても利用した (Edmondson: 2005)。   
本発表では特に、紛争中・後にわたり LRA・政府軍の戦闘停止を呼びかけ、恩赦につい

て知らせ、元少年少女兵の社会復帰を促すメッセージを送った音楽活動を取り上げる。様々

なメッセージを込めた歌を歌い踊る様子を録音、録画したものが現地ラジオ局で放送され

たり、和平交渉の場に持ち込まれたが、これらのパフォーマンスにふれたことにより、一

部の LRA 兵士は帰還を遂げたといわれる。また、ウガンダ北部の中心都市、グルのラジオ

局で放送された番組では、帰還した兵士をラジオ局のスタジオに招き、出身村の家族へ無

事を知らせ、なお反政府軍の元にいる同胞へ帰還するよう呼びかけるなどした  (Harada:  
2018)。こうした活動に使われた音楽は元々、農村を中心に行われていた伝統的音楽活動の

一ジャンルであったが、本研究ではそれがどのように平和構築プロセスに採用され、その

意味や形式に変化を生じていったか、また関係者の動機や受容、外部アクターの関与など

について調査を行う。社会変革とアーツの関係を追究してきたソーシャリー・エンゲージ

ド・アートや、ミュージッキング (Small :1998)、コミュニティ音楽療法、平和研究・紛争解

決学等の議論を参照しながら、平和構築と音楽の関係をときほぐすことを試みる。  

�
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カメルーン共和国の首長制社会における民族芸術の文化遺産化  
 

下休場  千秋（北海道大学）  

 
C u l t u r a l  h e r i t a g e  a n d  E t h n i c  a r t s  o f  C h i e f d o m s   

i n  t h e  R e p u b l i c  o f  C a m e r o o n  
 

C h i a k i  S h i m o y a s u b a  ( H o k k a i d o  U n i v e r s i t y )  
 
１，研究目的と方法：1 9 世紀末から第一次世界大戦までのドイツ保護領、その後の
フランス、及びイギリスの委任統治領、信託統治領を経て、1 9 6 0 年から 1 9 6 1 年に
独立したカメルーン共和国では、1 6 世紀頃から首長制社会が伝承されてきた。本発
表では、カメルーン北西州とその周辺地域における首長制社会を取り巻く自然環

境、ラフィア文化圏の特徴、物質文化としての王宮を含む住居と集落、無形文化と

しての儀礼祭祀と社会組織、王宮における博物館設置運動に関する成果を述べ、首

長制社会における社会運動が民族芸術の文化遺産化において果たす役割について

考察する。本研究では、梶田が述べるトゥレーヌの理論、即ち、社会を一つのシス

テムととらえるのではなく、ⅰ )  歴史性	 ⅱ )  歴史形成行為のシステム ( S A H ) 	 ⅲ )  
政治・制度システム	 ⅳ )  組織システムという４つの社会システムの重層的相補的
関係としてとらえるトゥレーヌの社会システム論を援用して、首長性社会システム

重層的相補性について分析を試みる。（梶田、 1 9 8 8、 1 2 8 - 1 5 1）。  
２，事例研究の内容：  カメルーン共和国の北西州、西州を中心に、多数のティカー
ル、バムーン、バミレケといった民族集団の首長制社会が現存している。カメルー

ンの植民地時代前後、独立前後にこれらの首長制社会がどのような役割を果たし、

変化を遂げたのか、さらに、首長制社会は神聖王を頂点とした多様な社会組織をも

ち様々な儀礼祭祀を行いつつ、カメルーン共和国という近代国家において、現在も

行政の末端組織としての機能を有し続けている理由がどこにあるのかを明らかに

し、首長制社会の民族芸術が示す文化的多様性を保全する方策について検討する。  
一般的に首長制社会の統治機能は、政治、行政、司法、軍事、宗教、経済といっ

た諸機能により構成されていると考えられる。特に神聖王国としての首長制社会で

は、土着宗教に基づく祖霊崇拝、アニミズム、多様な儀礼祭祀を執り行う機能が重

要な役割を持つ。北西州に現存するバメッシング ( B a m e s s i n g )とバフツ ( B a f u t )の
二つの首長制社会を事例として、「現代を生きる神聖王」を中心とする首長制社会

の組織構成と機能を明らかにし、首長の住居である王宮を中心とする有形、無形の

民族芸術の現状と、それらの文化遺産化の動きについて考察する。  
４，結論：首長制社会が民族芸術の文化遺産化に果たす役割には大きなものがある。

神聖王を中心とする多くの世襲制の結社が儀礼祭祀の実践を通して、民族芸術の伝

承と文化遺産化に関わっていることが明らかとなった。現在の首長制社会において

は、王宮は「統治の中心地」から「生きた文化遺産」へと変容し、王宮内において

博 物 館 設 置 運 動 が 盛 ん と な っ て い る 。 ま た 、 北 西 州 に お け る 「 神 聖 王 連 合

（N O W E F U）」の結成 ( 1 9 9 7 . 6 )に見られる首長制社会の内外における地域ネットワ
ークを活用した自律的な文化創造運動が始まっている。これらの首長制社会におけ

る文化変容の動きは、民族芸術の文化遺産化を通して観光資源としての新たな価値

を創造することにつながり、地域住民主体のコミュニティ・ベースド・ツーリズム

( C B T )開発の必要性が高まっていると考えられる。  
 
梶田孝道 , 1 9 8 8『現代社会学叢書 1 5  テクノクラシーと社会運動、』東京大学出版会  
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コミュニティ主導型トータルサニテーションの効果持続性：�

Open Data Kit を用いたケニア西部の「野外排泄撲滅」村落における調査結果 
�

◯宮道� 一千代 �、ジョブ・ワソンガ ����、金子聰 �、星友矩 �、門司和彦 ��
�長崎大学� 熱帯医学・グローバルヘルス研究科�

�� CARE インターナショナル� キスム事務所（ケニア共和国）�
�長崎大学� 熱帯医学研究所� 生態疫学分野�

 
Sustainability of Community-led Total Sanitation’s Effects: 

Results from open defecation certified villages in Western Kenya using Open Data Kit 
 

◯Kazuchiyo Miyamichi1, Job Wasonga2,3, Satoshi Kaneko3, Tomonori Hoshi3,  
and Kazuhiko Moji1 

1 School of Tropical Medicine and Global Health, Nagasaki University 
2 CARE International Kisumu Office (Kenya) 

3 Department of Eco-epidemiology, Institute of Tropical Medicine, Nagasaki University 
�

背景 
コミュニティ主導型トータルサニテーション（CLTS）は、野外排泄の習慣をなくし、トイレの普及を

目指すために 1999 年に開発された。同手法は南アジアで好結果を残し、現在、58 カ国（サブサハラア

フリカ 39 国を含む）で導入されている。しかしながら、今なお、世界で約 23 億人が衛生的なトイレ

にアクセスできず、9 億人が野外で排泄している。ケニア共和国では、2010 年のニャンザ、西部両州

での大規模な試験導入を受け、CLTSは国の衛生政策の一つの柱となっている。ケニア西部のシアヤ県

では、2018 年末までに県レベルの野外排泄ゼロを達成した。しかしながら、衛生環境改善に有効な手

段と見られる CLTSの効果持続性に関する調査・研究は、未だ少ない。そこで、本研究では野外排泄ゼ

ロ達成村における CLTSの効果持続性を調査した。 
 
方法 
野外排泄ゼロ達成から 2 年半を経過したシアヤ県ラリエダ郡の 2 村落において、質問表を用いたイン

タビューと調査者による直接観察により、世帯レベルの社会経済状況、トイレ保有、野外排泄の有無、

トイレの状態、手洗い装置やトイレの蓋の有無などのデータを収集した。データ収集および管理には、

スマートフォンを用いてデータ取得を可能とするオープンソースツールである Open Data Kit（ODK）

を用いた。データ解析には統計ソフト（STATA）を用いた。 
 
結果 
調査地の 2 村落の計 202 世帯でデータを収集した。ODKのデータ入力アプリ（ODK Collect）を用いた

データ収集では調査フォームに回答が直接入力されるため、データ解析をスムーズに始めることがで

きた。回答者は、女性 79％、男性 21％であった。トイレ所有率は 57％であったが、ほとんどの世帯

（99.5%）が野外排泄はしていないと答えた。使用トイレの型式は、シンプルピットラトリンが 69％、

改良型トイレの VIPや手動水洗トイレはトイレ所有世帯の 10％が使っていた。トイレ所有世帯のうち、

トイレ使用年数 3 年以下が 37％、11 年以上は 25％であった。 
 
結論 
調査村では野外排泄ゼロ達成後 2 年を経過してなお野外排泄ゼロの状態が維持されていた。一方、既

存トイレの多くが現地材料を用いたもので、2018 年の雨期に大きな損傷を受けていた。使用可能なト

イレの減少は、野外排泄ゼロに悪影響を及ぼしかねない。一方で、CLTS導入以前からトイレを使って

いた世帯が多く存在することが分かった。CLTS効果持続性の評価には、トイレ使用の習慣改善が CLTS
によりもたらされたかどうかについても議論する必要がある。今回利用した ODKはスマ－トフォン操

作に慣れた現地調査員の習熟が早く、大量データを扱う研究調査においても有用である。（1123 文字）�
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Sanitation facilities of hunter-gatherers, farmers and merchants, and 

menstruation of female hunter-gatherers living in an African rainforest 
Rin Mifune (Hokkaido University) ,  Taro Yamauchi (Hokkaido University)  
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アフリカ農村部高齢者の生活・健康・ケア  
ケニア、クワレ県における HDSS を用いた研究の予備的報告  

 
増田研 1 ,林玲子 2 ,野口晴子 3 ,山本秀樹 4 ,福田英輝 1 ,宮地歌織 5 ,Morris Ndemwa6 ,金子聰 1  

1 長崎大学、2 国立社会保障・人口問題研究所、3 早稲田大学、4 帝京大学、5 九州工業大学、
6 NUITM-KEMRI Project  

 
Life, Health and Care among the Elders in Africa 

A Preliminary Report on HDSS-based research in Kwale County, Kenya 
 

Ken Masuda1,  Reiko Hayashi2 ,  Haruko Noguchi3 ,  Hideki Yamamoto4,  Hideki 
Fukuda1,  Kaori Miyachi5 ,  Morris Ndemwa6, Satoshi Kaneko1  

1 Nagasaki  Univ. ,  2 Nat ional  Inst i tute  of  Populat ion and Social  Securi ty  Research,  3 Waseda Univ. ,  
4 Teikyo Univ. ,  5 Kyushu Inst i tute  of  Technology,  6 NUITM-KEMRI Project  

 
【背景と目的】	 サブサハラアフリカでは、2000 年代以降の保健状況の改善により、人口
動態に大きな変化が生まれた。本研究の対象国であるケニアでも、5 歳未満児死亡率が 95‰
（1990 年）から 43‰（2016 年）へと著しく改善し、合計特殊出生率も 2016 年には 3.8 に
まで低下した。過去 15 年で人口は 1.5 倍増加し、人口急増期が続いている。疫学転換モデ
ルに従えば、現在は「多産多死から少産少死」への過渡期である「多産少死」のステージに

あり、人口は今世紀末にかけて増え続けると予測される一方で、2070 年頃から高齢者比率
が急激に上昇する可能性が高い。  
	 他方で、Global Burden of Disease Study 2016 の分析結果によれば(Achoki et  al  2018)、
ケニア国内において健康寿命（HALE）の地域間の隔たりは依然として残る。この格差はヘ
ルスシステム、医療機関へのアクセシビリティ、介入活動、経済力、教育、生業、栄養状態

など、多くのファクターによって複合的に形成されたものであり、住民の保健状況について

は国家単位から、地域のよりミクロな単位における把握が求められる。いうまでもなく、高

齢者の生活と健康に関する調査はほとんどなされていない。  
	 こうした背景のもと、本研究は人口健康動態サーベイ（ Health and Demographic 
Surveil lance System: HDSS）を活用し、住民コホート調査が提供する基礎情報に聞き取り
を重ねることで、高齢者の生活と健康、ケアの実態を把握することを目的としている。その

予備的な報告として、ここでは HDSS データに依拠した人口動態の分析結果と、これまでの
知見を紹介し、長期的な調査活動の見通しを伝える。  
【調査概要】	 ケニア共和国クワレ県において長崎大学とケニア中央医学研究所（KEMRI）
が実施している HDSS の対象地にて実施する。当該 HDSS は 2010 年から稼働しているが、
現在ではクワレ県の中央部の 3 つのロケーションで約 6 万人をカバーし、出生・死亡・移入・
移出などの動態を把握している。このシステムが提供する住民基礎データをもとに高齢者

（および高齢者予備軍である 40 代以上）を対象として、健康や生活習慣、ケア関係などを
明らかにする。  
【人口動態の概要と生活健康調査】	 対象地における人口は 2011 年の 4 万人から、2017 年
には 6 万人弱にまで急増した。65 歳以上の高齢者比率は 3.4％であり、ケニア全体の平均高
齢化率（2.4 程度）と比べると若干高い。人口ピラミッドからは出生率の低下傾向が示唆さ
れるが、同時に HDSS がカバーする 9 地区における地区間の人口比率のばらつきも大きい。
本発表ではこうした分析結果を示すとともに、量的解析結果とインタビュー調査を組み合わ

せた混合法的アプローチについても紹介する。  
 
本研究は平成 30 年度基盤研究（A）「東アフリカにおける未来の高齢化を見据えた福祉とケ
ア空間の学際的探究」研究課題番号：18H03604（代表：増田  研、長崎大学）の成果の一部
である。  
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ベナンにおけるブルーリ潰瘍への現状と取り組み	

 

猪狩友美、増田研（長崎大学）	

 
Current situation and efforts on Buruli Ulcer in Benin 

 

Tomomi Igari,  Ken Masuda (Nagasaki University) 
 

本発表は、ベナンにおけるブルーリ潰瘍（Buruli  Ulcer）の現状と取り組みを報告すると
共に、課題を考察することを目的とする。	

ブルーリ潰瘍は、顧みられない熱帯病の一つである抗酸菌感染症で、現在までに 30 カ国

以上で症例が報告されている。致死性は低く、抗菌薬の組合せにより治療されるが、症状が

進行した段階では外科的処置が必要となるなど、治療の長期化に伴う患者・家族の経済的負

担や精神的負担の増加、後遺症の残存などが課題として挙げられる。	

ベナンにおける症例報告は減少傾向にあり、2017 年は 267 件だったが、重症度（大きさ
により 3 段階に分類）に着目すると、54 %がより重症度が高いとされるカテゴリー3 だっ
た。これは、患者がブルーリ潰瘍センター（CDTUB）受診までに時間を要していることを
意味する。このような状況に対し国家レベルでは、保健省にブルーリ潰瘍・ハンセン病プロ

グラム（PNLLUB）が、現場レベルでは、南部 4 箇所に CDTUB が設置され、検査・診断・
治療・モニタリング・啓発および地域保健センター（CSA）への監督業務を行なっている。 
筆者が 2018 年に調査を行なった 2 箇所の CDTUB をみると、各 CDTUB の管轄地域内

の、特に症例報告の多い地域に在る数カ所の CSA をブルーリ潰瘍の治療が受けられるセン
ターとして指定するという、地方分権ケア体制を採っていることが確認された。ここでは、

研修を受けた医療従事者による臨床所見に基づく「疑い症例」の特定と、ラボでの検査を目

的とした患者の CDTUB へのリファーラルが行われたのち、CDTUB の指示に基づき、重症
度の低い患者への抗菌薬による治療（約 2 ヶ月）が行われている。さらには、各地域に配置
されるヘルスボランティア(CHV)が、CSA や CDTUB と連携し地域を巡回して疑い症例の
発見と住民への啓発活動を実施していることも特徴である。このような体制により、患者と

家族の経済的負担の軽減とブルーリ潰瘍に対する住民への啓発を進め、患者の受診へのアク

セス向上と、重症度が低い段階での「疑い症例」の特定に貢献している。  
一方、患者/介護者とのインタビューからは、医療施設を受診したにも関わらず、医療従

事患者によって感染の疑いが特定されず、症状が進行してしまった症例が流行地内・外で発

生していたことが明らかになった。また、CHV の能力差、活動資金や報酬の乏少によるモ

チベーションの低下が、活動に支障を与えているといった報告も複数の CHV から挙げられ
た。さらに、患者や介護者が発症時点でブルーリ潰瘍であると認識できずに、自己治療、薬

草師、祈祷師といった日常的な皮膚疾患への対処法を試み、複数の医療システムを渡り歩く

多元的な治療希求を採っていたことも明らかになった。	 	

地方分権ケア体制と CDTUB、CSA、CHV の連携した取り組みにより、患者の受診へのア
クセスに一定の効果がみられる。しかし、上述の課題も残ることから、既存の枠組みを生か

しながらも、流行地域外も含めた医療従事者のブルーリ潰瘍への認識と診断能力の向上を目

指した研修の実施や、CHV の体制や待遇を再検討する必要性が示唆される。他方で、患者

の多くが、医療側が期待する行動と異なる多元的治療希求プロセスを経ていることからも、

患者の治療希求の背景や考えに配慮したブルーリ潰瘍対策を行っていくことも、医療従事者

に求められる。  
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ザンビアにおけるハンセン病対策の歴史  
 

姜� 明江（日本アフリカ学会員）  

 
History of Leprosy Control in Zambia  

 
 

Akie KYO  
 
� 植民地期以降のアフリカでは、近代医療パラダイムの展開が病者の生活を大きく左右し

てきた。とりわけハンセン病対策の文脈では、植民地政府とキリスト教ミッションのもと

で患者の隔離を根幹とする予防・治療が実施されてきたことが知られており、このことは

今日に至るまでハンセン病者および回復者の生き方に重大な意味を持ち続けている。他方、

ハンセン病対策の展開は国ごとに異なっていたことも指摘されている。本発表では、ザン

ビアを対象に、ハンセン病の治療や対策の歴史的な変遷を明らかにすることを目的とする。

調査は、マラウィ国立古文書館、ザンビア大学附属教育病院、ハンセン病療養所を運営す

る M 病院における資料収集、およびチパタ行政区の保健省や M 病院でのインタビューな

どにより実施した。  
� 独立以前、ザンビアにおけるハンセン病コントロールには、ミッションと植民地政府、

大英帝国救らい協会（BELRA、後に LEPRA と名称を変更）が大きな影響を及ぼしてきた。

ザンビアにおいても世界各地でみられたように、ハンセン病は呪術や業病、天刑に結びつ

けられる病いであった。その記録は、19 世紀にヨーロッパ人が来航して以降に限られ、リ

ビングストンによるバロツエランドで見かけた患者についての文献が最古のものとみられ

る。19 世紀後半からキリスト教系ミッションが流入すると、布教活動の一環として医療施

設を運営し始め、そのうちのいくつかにハンセン病療養所やハンセン病患者のためのセツ

ルメントを併設した。BELRA は、ザンビアを含むアフリカ諸国で、ハンセン病の外来診療

の推進を後押しした。他方、BELRA やミッションの医療者、政府の医務官の間では、患者

の症状次第では隔離が必要であるという考え方が信じられていた。  
� 1920 年代になると、国際的に強制隔離が疑問視されるようになり、BELRA も強制隔離

の縮小を提唱するようになる。そこで開放型のセツルメントが作られていった。ただし、

その展開は州によって大きく異なっていた。  
� 1964 年の独立の後、新政府によって医療政策が施行されることになる。しかし、独立後

も、ハンセン病対策は依然ミッションや LEPRA が中心となって行われており、国家の対

策として強くとりあげられる動きはみられなかった。そのような中、LEPRA は、ニヤサラ

ンドや南・北ローデシアでランドローバーを用いた巡回型のモバイル・クリニックを展開

した。  
�ザンビアにおいて本格的に保健医療分野の改革がはじまったのは、 1991 年に複数政党制

が導入された後だった。1992 年に保健省により国家保健政策が策定され、医療セクターの

体系化が進められた。農村部にもヘルスセンターが設置され、プライベートクリニックも

多く見られるようになり、これらの医療施設においてもハンセン病の診断・治療が可能だ

とした。しかし、実際には M 病院のようなハンセン病治療の歴史のある医療施設へ、患者

はやってくることが多い。障害を残してしまった回復者に対する支援体制もおこなわれて

おらず、障害者法が制定されたものの実効的ではなかった。そのため、障害を持つ回復者

は自立して、もしくは自分でサポートやケアを探し、生活して行かなければならなかった

ことが明らかとなった。  

�
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⼦どもの⽇常活動からみる牧畜⺠マサイ社会の教育⾏為	
 

田暁潔（筑波大学）  

 
The Social Teaching and Learning in the Daily Life of 

Children in Pastoralist Maasai Society 
 

Xiaojie Tian (University of Tsukuba) 
 
 
東アフリカの牧畜社会の子どもたちは、幼い年齢から大人と異なる生活空間で生業活動

を行うことが多く、大人とともに日常生活のなりたちに貢献している。そのような牧畜社

会における子供期は、狩猟採集社会や、農耕社会、または工業社会における研究と比べて、

子どもの社会化に着目した研究がもっとも少なかった。特に、子どもと大人、または子ど

も同士の間にどのような関係が築かれながらそれぞれの日常活動が行なわれているのか、

また、大人が子どもの社会化のプロセスにどのような役割を担っているのかについて、ま

だまだ不明な点が多い。  
 
発表者のこれまでの研究では、異なる年齢帯に属するケニアの牧畜民マサイの子どもの

日常活動に着目して、子どもたちの生業活動と遊びの空間・内容・参与者・頻度を明らか

にした。その結果、男子たちは幼い時期から家畜とかかわる仕事に従事し、成長とともに

活動範囲は家から 20km 以上離れた放牧地または水場へと拡大しており、女子たちは掃除や
皿洗いなどの家事から始め、６歳以上になると村から 5km ほど離れて薪採集を行うことが
わかった。  

 
本発表は、それらの研究成果を参照して、さらに、異なる生活空間で行われている子ど

もたちの活動を支える社会的規範、またはマサイ社会にある教育システムがいかなるもの

なのかを検討する。子どもたちのそれぞれの生活空間で、大人たちは性別によって、彼ら・

彼女らの活動に異なるアプローチで参与している。例えば、男子たちの放牧に長老たちが

指示を出したり、男子たちの行動を細かく聞いたりするが、女子たちの家事参与は全て女

性たちに任せながら女子たちをよく甘やかす。そのような経験を踏まえて、子どもに対し

てマサイの大人たちがどのような期待を持っているのか、それらの期待のもとで、子ども

の日常行動に対していかに反応・対処しているのか、また、異なる生活空間に、子どもと

大人、あるいは子どもと子どもがいかに出会い・交流するのかを、聞き取り調査と参与観

察のデータから明らかにする。  
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᪥本࢝ࣜࣇࡿࡅ࠾⣔⛣Ẹᐙ᪘の⏕ά

㸫࢞ーࢼඹᅜࡽの᮶᪥ࢆ୰ᚰ

ⱝᯘࣟࣄࢳ（ᇸ⋢┴❧大学）

African immigrants and their Japanese families

Wakabayashi Chihiro (Saitama Prefectural University)

ࠚࡵࡌࡣ࠙

1980 ᖺ௦௨㝆ከᵝ࡞ᅜのእᅜேࡀ᮶᪥ࡶࡽ࢝ࣜࣇ、ࡾ࡞࠺ࡼࡿࡍከࡀࡃ᮶᪥ࡋᐃ

ఫࠋࡓࡋᙜึ࢞ーࢼࢼジࢆ࢙ࣜ୰ᚰࡿࡍす࢝ࣜࣇᆅᇦの⏨ᛶࡀ大㒊ศࢆ༨࡚ࡵ

、࡚⫱子ࡸ᪥本࡛のᑵ学、ᑵປ、ᐙᗞ⏕ά、ࡋ᮶᪥ࡽㅖᅜ࢝ࣜࣇࡃᗈࡣᅾ࡛⌧、ࡀࡓ࠸

ᆅᇦ⏕άࢆ㏦ึࠋࡿ࠸࡚ࡗᮇ᮶᪥ࡓࡋேࡣࡕࡓ㏥⫋・⪁ᚋ⏕άࡾࡋࡉ、᪥本Ọ

ఫ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡍேࠎ、᪥本ேጔ子ඹẕᅜᖐᅜࡿࡍேࠎ、㞳፧ࡋ፧࡚࢞ࡋーࢼேጔ

子ඹ᪥本࡛᪂࡞ࡓ⏕άࢆጞࡿࡵே࡞ࠎ、ୡᖏࡸ⏕άのᵝ┦ࡣከᵝࠋࡿ࠸࡚ࡋ

2 ୡࡣᑵ学ᮇ࡚࠼⤊ࢆ♫ேࡿ࠸࡚ࡗ࡞ேࡶቑ࠼、㸱ୡࡶㄌ⏕ࡋጞࣜࣇ、ࡾ࠾࡚ࡵ

ࠋࡿ࠸࡚ࡵጞࢆ⏕ேά⏕࡞ୡ⏺ྛᅜ࡛ከᙬࡣ⣔᪥本ே࢝

本◊✲࢞ࡃ、ࡣーࢼேࡑのᐙ᪘࡚ࡋ║╔ᚋሗ࿌ࡀࡃ࠸࡚ࡋ、ᅇࡣ➨୍ሗ

㢮ᆺ࡚࠸ࡘのᐙ᪘ࡑ⪅᮶᪥、ࡘࡘࡋ♧ࢆྥືἣ≦࡞ᇶ本ⓗ࡚࠸用ࢆᨻᗓ⤫ィ、࡚ࡋ

ࡋయീࢆᢕᥱࠋࡿࡍ

࠙᪉ἲࠚ

ᅾ␃እᅜே⤫ィࠕ （ࠖἲົ┬）➼ࢆ用࡚࠸ᅾ␃࢝ࣜࣇேのᇶ本ᒓᛶࡋ⌮ᩚࢆ、᪥本࢞

ー࢞ࡿࡅ࠾ࢼーࢼேࡑのᐙ᪘㛵ࣇࡿࡍール࣡ࢻーࢡᇶ࡙࡚࠸ሗ࿌ࠋࡿࡍ

࠙⤖果ࠚ

2017 ᖺᮎ⌧ᅾのࠕᅾ␃እᅜே⤫ィࠖࡿࡼ、▷ᮇᅾ➼ࢆ㝖ࡃᅾ␃እᅜேࡣ 256 ே

ࡣᆅᇦのእᅜே࢝ࣜࣇ、࡛ 15,939 ே࡛ࢼࡕ࠺ࠋࡿ࠶ジ࢙ࣜ 2,911 ே、࢞ーࢼ 2,287
ே、エジࢺࣉ 1,850 ே、༡࢝ࣜࣇ 873 ே、ࢽࢣ 778 ே、࢞ࢿࢭル 673 ே、࣓࢝ルーン

627 ே、࢞࢘ンダ 609 ேの㡰ከ1980ࠋ࠸㹼90 ᖺ௦ᛴቑ࢞ࡓࡋーࢼࢼジࢆ࢙ࣜ୰

ᚰࡿࡍす࢝ࣜࣇᆅᇦࡽのேࡀࠎ⌧ᅾࡶከࢆࡃ༨ࠋࡿ࠸࡚ࡵ

⏨ዪẚࡣ、እᅜே࡛ࡣ 48:52 ࡣのእᅜே࡛ࡽᆅᇦ࢝ࣜࣇ、ࡀࡿ࠶࡛ 74:26 ࡀᛶ⏨

ከࢼ、ࡃジ࢙ࣜ 82:13 ࢼー࢞ࡸ 82:18 ᅾ㈨᱁ࠋ࠸㧗ࡾࡼࡀᛶのྜ⏨、ࡣ࡛ /ᰝドࢆ

ேの࢙ࣜジࢼ、ࡿࡳ 53.4㸣、࢞ーࢼேの 49.1㸣ࠕࡀỌఫ⪅ࠖᰝドྲྀࢆᚓࡾ࠾࡚ࡋ、

ࡿ࠼ຍࢆࠖ➼⪅᪥本ேの㓄അࠕ 69.0㸣、58.6㸣ࢆ༨ࡇࠋࡿࡵの್ࡣのእᅜேẚ࡚ࡋ

㢧ⴭ㧗ࠕࠋ࠸᪥本ேの㓄അ⪅➼ࠖᰝドࡣᑵປ࡞ᅾのไ㝈ࡀᑡࠕ、ࡃ࡞Ọఫ⪅ࠖᰝドࡣ

୍ᐃᖺᩘのᏳᐃࡓࡋ⏕ィࡸᑵປ࡚ࡗࡶࢆⓎ⾜࢞、ࡵࡓࡿࢀࡉーࢼேࢼࡸジ࢙ࣜே⏨ᛶ

ࠋࡿศࡀࡇ࠸ከࡀேࡿ࠸࡚ࡋᐃఫ᪥本㛗ᮇ࡚ࡋẚ㍑ⓗᏳᐃ࡚ࡋ፧⤖᪥本ேࡣ

ᖺ㱋ᵓᡂࡣ、እᅜேࡣ 20 ṓྎࡶ᭱ࡀከࡃ 20㹼30 ṓࢆ୰ᚰศᕸࣜࣇ、ࡀࡿ࠸࡚ࡋ

ࡣᆅᇦのእᅜே࢝ 30 ṓྎࡀ⏨ᛶ 32.9㸣、ዪᛶ 30.2㸣ඹࡶ᭱ከࢼࠋ࠸ジ࢙ࣜே⏨ᛶࡣ

40 ṓྎࡀ 41.7㸣、50 ṓྎࡀ 23.0㸣、࢞ーࢼே⏨ᛶࡣ 40 ṓྎࡀ 29.9㸣、50 ṓྎࡀ 22.6㸣
ࡿᚓࢆ᮶᪥チྍ࡞ࡓ᪂、ࡣࢀࡇࠋࡿ࠸࡚ࡋศᕸᖺ㱋ᒙ࠸㧗ࡾࡼ࡚ẚのእᅜே、

ࡇࡿ࠸࡚ࡋ㛗ᮇࡀᅾ␃⪅のᅾࡓࡋ᮶᪥࡚ࡘ、ࡃ࡞ᑡࡀ⪅᪂つ᮶᪥ࡵࡓ࠸ࡋ㞴ࡀࡇ

ࡣேዪᛶ࡛࢙ࣜジࢼ、ࡣ᪉ዪᛶ୍ࠋࡿ࠶の࡛ࡶࡿࡼ 30 ṓྎ 30.0㸣 10 ṓᮍ‶

25.7㸣࢞、ࡀーࢼேዪᛶ࡛ࡣ 30 ṓ௦ 28.0㸣 10 ṓᮍ‶ 18.8㸣ࡀከࠋ࠸㏆ᖺ、᪥本ே㓄അ

ኵ、ࡵࡓࡿ࠸ࡶேࡿࡍά⏕࡚ࡏᐤࡧࢆ᪥本࡛ẕᅜのጔ子、ࡋ㞳፧⪅ /∗ぶのྠᒃ࠺࠸

ᙧ࡛ẕ子ࡀ᮶᪥ࡶࡿࡼࡇࡿ࠸࡚ࡋのᛮࠋࡿࢀࢃ

᮶᪥㸯ୡࡣ᪥本ே /᪥本♫の࢝ࣜࣇほᑐ࡚ࡋⴱ⸨ࡋᑐฎ࡚ࡋ⏕άࠋࡓࡁ࡚ࡋ㸰ୡࡸ

㸱ୡの࢝ࣜࣇ⣔᪥本ேࡀቑຍ࡞ࡿࡍ、本◊✲࡛ࡣ᪥本ே㓄അ⪅ࡸ㸰ୡ、㸱ୡࡀ⤒㦂ࡍ

ࠋࡿࡍሗ࿌࡚ࡋ⌮ᩚࢆ␃ᅾ࡞ከᵝࡣࡎࡲᅇ、ࡀࡃ࠸࡚ࡋሗ࿌࡚࠸ࡘ᪥本࢝ࣜࣇࡿ
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京都大学におけるアフリカ研究：もうひとつの潮流 

坂本	 翼 

京都大学学術研究支援室 

African Studies at Kyoto University: An alternative perspective 

Tsubasa Sakamoto 

Kyoto University Research Administration Office 

 
本発表の題名には二つの意味が込められている。一つはフィールドサイエンスとしてのアフリカ

研究で、周知の通り、その始まりは、1958年の今西錦司と井谷純一郎のアフリカ行にまで遡る。こ
のアフリカ行が始まりとなり、アフリカ類人猿学術調査隊やアフリカ学術調査隊、大サハラ学術探

検隊などといった京都大学の学術的潮流が生み出されていったことは改めて述べるまでもない。で

は、フィールドサイエンスの範疇を超えた広義のアフリカ研究ではどうだろうか。本発表では、京

都大学に生まれ、京都大学が牽引してきた我が国のエジプト学――古代エジプト史の解明を目的と

した学際的学問――のを紹介し、以ってアフリカ研究の「前史」(梅棹,	 1968:	 27)	を再評価した

い。	

フィールドサイエンスとしてのアフリカ研究が今西錦司と井谷純一郎に始まるように、その「前

史」に芽生えたエジプト学も二人の京大研究者が深く関わっている。西洋史講座初代助教授として

古代ギリシャ・ローマ史を専攻した坂口昂（1872-1928）と、考古学講座初代教授（のちに第11代総

長）として日本考古学を専攻した濱田耕作（1881-1938）である。見方を変えれば、坂口と濱田は確

かにエジプト学を専攻していない。にもかかわらず、この二人が京都大学の――したがって我が国

初の――エジプト学と深く関わっているのにはそれ相応の理由があるわけだが、理由の一つは両者

の経歴の中に浮かび上がってくる。まず、旧制第三高等学校を経て東京帝国大学文科大学史学科に

入学した坂口は、同大学院卒業後、一時的に和歌山県立中学校と旧制第三高等学校で教鞭を執って

いたがまもなく退職し、1907年から京都帝国大学の助教授に着任している。1909-1911年には欧州へ

留学し、その最中、大英博物館でエジプト学の知見を深めこれを初めて我が国に持ち帰っている。

一方の濱田も旧制第三高等学校で学んだのち東京帝国大学文科大学史学科へ入学し、同大学院と早

稲田中学校講師を経て京都帝国大学講師に着任している。1913-16年には坂口と同じく欧州へ留学、

ロンドン大学でエジプト学の泰斗であるフリンダース・ピートリーに師事し、彼を介して総勢1500

点もの出土遺物の寄贈を受けている。このように、坂口と濱田を中心とした発掘調査こそ実現しな

かったものの（この意味でフィールドサイエンスとしてのアフリカ研究ではない）、二人の欧州留

学を通じてエジプト学の知見が京都大学に蓄積されてゆく。	

坂口昂と濱田耕作の尽力によって京都大学に蓄積されたエジプト学の知見は、その後、二人の指

導学生であった岡島誠太郎（1895-1948）において本格的発展を遂げることとなる。硝子商を営んで

いた東助とその妻・きくの息子として大阪に生を受けた岡島は、大阪大倉商業学校を卒業後，イギ

リス留学を経て1927年に京都帝国大学文学部史学科西洋史専攻を卒業するとそのまま大学院へ進み，

最終的には、古代エジプトに関する多数の書籍と50本以上の学術論文を残した。この事実が、彼を

本邦初のエジプト学者と呼ぶゆえんになっている。しかしながら、かくして芽生えた本邦のエジプ

ト学が京都大学で受け継がれてゆくことはなかった。岡島、そして、彼の没後に残された著作群を

譲り受けた加藤一朗（1922-2009）は奈良女子高等師範学校と関西大学へそれぞれ転出したからだ。

今日、京都大学には、濱田がピートリーを介して譲り受けたいわゆる「京都大学エジプト・コレク

ション」が総合博物館の片隅で眠っている。この、日本最大のコレクションが再び活用され、京都

大学のエジプト学がアフリカ研究の重要な一翼を担うことを願っている。	

	

梅棹忠夫	(1968)「アフリカ研究の十年―京都大学アフリカ学術調査の回顧と展望」今西錦司、梅棹

忠夫編『アフリカ社会の研究―京都大学アフリカ学術調査隊報告』西村書店,	pp.27-44.	
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慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）のアフリカ研究  
～実学の精神の学際的なパートナシップ～  

 
國枝美佳（慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス（SFC）総合政策学部 専任講師）  
長谷部葉子（慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス（SFC）環境情報学部 准教授）  

 
Africa Research at Keio University Shonan Fujisawa Campus (SFC)  

Practical Learning through multidisciplinary partnerships 
 

Mika Kunieda & Yoko Hasebe 
(Keio University Shonan Fujisawa Campus) 

 
' '  事をなすに極端を想像す  ' '  
「元来私が家におり世に処するの法を一括して、手短に申せば、すべて事の極端を想像し

て覚悟を定め、マサカのときに狼狽せぬように後悔せぬようにとばかり考えています。」  
出典：『福翁自伝』  福澤諭吉著「老余の半生」  

 25 年前、多様で複雑な社会に対してテクノロジー、サイエンス、デザイン、ポリシーを

連関させながら問題解決をはかるために設立されたのが慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス

（SFC）。都心から 1.5 時間以上かかることから、また時折自然肥料の「香り」がすること

から、どこかアフリカの農村を想わせる場で多種多様なアフリカに関連する研究が実施さ

れている。  
 例えば、SFC 創設から 15 年、長谷部葉子研究会の実学の例としてコンゴ民主共和国アカ

デックスプロジェクトが始まった。現地の人との「協働」を通じた持続可能な発展と、そ

の先にあるコンゴ民と日本の両国の発展を目標とし、小林博人研究会の建築チームと共同

でキンシャサ市郊外のキンボンド地区に  Acadex 小学校を建設・運営してきた。またアフリ

カ医療研究会（医・看護・薬）も 2012 年からチームに加わった。2016 年 Acadex 小学校

が完成し、自立運営に伴い「学校づくり」から「社会づくり」へのフェーズへと移行した。

現在は、現地  NGO や企業との連携による「国際的な域学連携」を目標とし、現地の声を汲

み取り、持続可能な双方性のパートナーシップを目指し、様々な分野で日本とコンゴ民と

の相互的な知見の共有による協働を通した社会づくりに励んでいる。10 年の実学から学ん

だものは何か？  
 一方、特定非営利活動法人アフリカ開発市民の会（CanDo）やアフリカ理解プロジェク

トの NGO/NPO 活動に長年携わり、アフリカに軸を置いた生活と仕事の両立を目指してき

た國枝美佳が SFC 教員になった。4 月よりアフリカ地域政策やヒューマンキャピタル論を

開講し、アフリカに学ぶレジリエンス：人間と環境共生の研究会を立ち上げた。極限の暑

さや乾燥のところに突然やってくる大洪水、一日 40 度くらいの変化もあると言われる砂漠

地域、一年分の収入となる農作物を一夜にして食い荒らされる農地や、教育の機会の喪失

や欠如による貧困、貧富の格差から来る健康格差。日本から見て“極端な状況”を知る（想

像）することから問題解決の糸口が見つかる（事をなす）ことにつながることを目指して

いる。  
 SFC とアフリカはどこから、どこに向かおうとしているのか。なぜ SFC でアフリカを研

究するのか。なぜ SFC がアフリカ研究に適した場なのか。いろいろな疑問に応えられるよ

うなポスターを用意して、日本アフリカ学会会員の皆さまとの忌憚のない意見交換を心待

ちにしております。是非お立ち寄りください。  
 
キーワード：大学の実学、協働、実施研究、学際研究、アフリカ研究  
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ナミビア北中部における果樹の分布と農牧民の居住の歴史  
 
 

藤岡悠一郎（九州大学）  

 
Distribution of Semi-domesticated Fruit Trees and Residential History of   

Agro-pastoralists in North-central Namibia 
 

Yuichiro Fujioka (Kyushu University) 
 
� 人々が長年にわたって居住を続けてきた農村の周辺には、住民の生業活動などの影響に

より、広域植生帯とは樹種や生育密度が異なる人為植生が形成されている。一般に、住民

の植物に対する利用や管理様式は、樹種ごとに異なる。また、局所的な自然環境条件によ

っても分布が左右され、さらに時間とともに分布様式は変化する。とりわけ、人々が果実

や材などを選択的に利用する有用樹は、その生育に人間活動の影響を強く受けるため、人々

の居住の痕跡を示す指標になる。先行研究では、有用樹の分布から人々の居住や移動の履

歴を推定する歴史生態学的な研究が行われてきた。本研究では、ナミビア北中部地域を対

象に、有用樹の生育場所を空中写真や衛星画像を用いて把握し、地理情報システム（GIS）
を用いてその分布パターンを抽出する。そして、歴史学研究で明らかになっている農牧民

の居住の履歴との関係を明らかにすることを目的とする。発表者のこれまでの研究では、

本地域の特定の村周辺における現地調査により、ウルシ科のマルーラ（Sclerocarya birrea）
やヤシ科のドゥームヤシ（Hyphaene petersiana）などが居住地周辺に多く、農地の中にも

これらの種が生育し、農地林という特異な植生が発達してきたことを明らかにした（藤岡

2016）。本研究は、その知見を基に、マルーラを指標種として広域的な分布を把握すること

で上記の目的を検討する。  
� ナミビア北中部には、標高 1,100m ほどの平坦な台地が広がり、北に隣接するアンゴラ共

和国南部を源流域として南へと流れる季節河川が網の目状に広がっている。平均年間降水

量は 400mm 程度であり、カラハリサンドが厚く堆積する。広域植生帯は、マメ科のモパネ

（Colophospermum mopane）を優占種とするモパネサバンナであるが、先述のとおり、人

の居住地の周辺にはマルーラやドゥームヤシが点在する。�  
� この地域には、バントゥ系の言語を話す農牧民オバンボやコイサン語族の言語を話す複

数の狩猟採集民集団が暮らしてきた。オバンボは、トウジンビエを主作物とする農耕とウ

シや小家畜を飼養する牧畜を主な生業とし、住居の周囲には農地を開いてきた。また、多

様な植物を生業において利用している。  
オバンボは、歴史書によると、遅くとも 16 世紀頃にはこの地域に到達していたと考えら

れており、その後、地域の中で複数のサブグループに分かれながら移動を繰り返してきた

（Williams 1991）。ナミビア北中部で暮らす 9 つのサブグループのうち 5 つのグループで

は、王を挑戦とする王国を築いていた。王国の周辺では、人口密度が比較的高く、空中写

真や衛星画像の解析では、農地の密度が他地域に比べて相対的に高いことが確認された。

また、マルーラは、旧王国地域で分布密度が高く傾向が認められた。ただし、その密度は

王国の場所によって異なる傾向が認められた。そのような差異は、居住の歴史や人口密度

の多寡などを反映したものと考えらえる。  
 
＊本研究は、科学研究費助成事業若手研究 B「アフリカ半乾燥地域における農地林の形成過

程と機能の解明」（課題番号 17K12970）（研究代表者：藤岡悠一郎）の成果の一部である。 

�
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タンザࢽ༡㒊のྂ⪁ࡀㄒࡿ植ᯘᐇ㊶植Ẹᆅ⤒㦂  
 

㏆⸨ ྐ（ᘯ๓大学）  

 
TKe colonial e[perience and tKe practice of planting trees  

�according to tKe old man¶s memory in SoutKern Tanzania 
 

Fumi KO1DO (Hirosaki University) 
 

本Ⓨ⾲࡛ࡣ、᳃ᯘຎのࡴࡍࡍタンザࢽ༡㒊ࢯン࢙࢘ࢢᕞの㎰ᮧ࡛ࡾࡦ、࡚࠸࠾

᪩ࡽࡃᮌࢆ植ྂࡿ࠶ࡓࡁ࡚࠼⪁のㄒࡾᇶ࡙࡚࠸、植Ẹᆅᮇの⤒㦂ࡀᙼの植ᯘᐇ㊶⤖

ࠋࡍࡇ㉳ࡾ᥀ࢆスࢭࣟࣉࡓࡗ࠸࡚࠸ࡘࡧ  
Ⓨ⾲⪅࡛ࡲࢀࡇࡣ、ᯘᴗ࡞ࢇ┒ࡀンジࣙン࣋ᕞ࡛植ᯘᯘᴗ࡚࠸ࡘ学ࡧ、⫱ⱑࡸ㜵ⅆ

のࣉルーࢢᕞのఫẸ࢙࢘ࢢンࢯࡓࡅཷࢆのᢏ⾡ᣦᑟ࡞ � ᮧࡀࡽᙼ、࡚ࡋ㇟ᑐ࡞ࢆྡ

ࢇ学ࡀࡽᙼࡤ࠼ࡓࠋࡓࡁ࡚ࡋグ㘓ࢆスࢭࣟࣉのࡑ、ࡽࡀ࡞ࡋᨭࢆ植ᯘάືࡴ⤌ࡾྲྀ࡛

、ࡸの㛤ദࣉࢵシࣙࢡの࣡ーࡵࡓࡿࡍඹ᭷ンバー࣓・ࣉルーࢢのࢆ⾡㜵ⅆのᢏ植ᯘࡔ

ⱑᮌ⏕⏘のࡵࡓの用Ỉ☜ಖ、植ᯘのᬑཬࢆጉࡿࡆせᅉの᳨ウ、ᙜᆅの⏕ែ⎔ቃ㐺ࡓࡋᶞ

✀の㑅ᐃࠋࡿ࠶࡛࡞  
 植ࡓ࠼ᮌࠎの大༙ࡀ、ᨺ∾ᐙ␆ࡿࡼ㣗ᐖ、ᨺ∾ᆅのⅆධࢀ㉳ᅉࡿࡍ㔝ⅆ⿕ᐖࡼ

ンダンࢭࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼植ࡽࡃ࠸ᮧ、ࡣࡕࡓ⚾、࡛࡞࠺ࡲࡋ࡚ࡋኻ↝ࡣࡓࡲᯤṚ࡚ࡗ

⛉のࢺーࢼ（Toona cil iata）ὀ┠࢜ࠋࡓࡋースࢺラࣜࢻࢵࣞ・・シダーのྡ࡛▱ࢀࡽ

࡚ࡋ㐺ྜࡃࡼࡶᅵተࡸ⇱㛤ᯘᖏのẼೃ࢝ࣜࣇ、ࡣのᶞᮌࡇࡿ �� ᖺ࡛✭ࡿࡍ

࠺࠸࠸ࡍࡸࡋຍᕤᐙල、ࡾ࠶ࡀᛶ⪏ࣜシࣟࡣのᮦࡑࡓࡧᖏࢆ㉥ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇ

≉ᚩࠋࡘࡶࢆᮧの࡛࡞ᗈࡃ植ྂࡿ࠶、ࡀ࠸࡞ࡣ࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪁のᐙࢺ、ࡐ࡞ࡣ

࡞ࠋのࡓࡁ࡛ࡀἣ≦࡞࠺ࡼのࡑ、࡚ࡋ࠺ࡼの、ࡘ࠸ࠋࡓ࠸࡚ࢀࡲᅖのᡂᮌࢼー

ࠋのࡓࡁ࡚ࢀචࢆኻ↝ࡸᯤṚࡣࢼーࢺᙼの、ࡐ  
ᙼ⮬㌟の植ᯘᐇ、ࡀฟ᮶࡞ࡲࡊࡲࡉࡓࡋ㦂⤒植Ẹᆅᮇ、ࡽーࣗࣅンタの⪂ྂ 

ࠋࡓࡗ࡞ࡽ᫂ࡀࡇࡓ࠸࡚ࡗࢃࡃࡁ大㊶  
ձ植ᯘฟ࠺㸸���� ᖺࡓࢀࡲ⏕ᙼࡣ、���� ᖺ௦ࣔラࣦᩍ（ࢸࣟࣉスタンࢺの

୍ὴ）の学ᰯ㏻ࡣࡇࡑࠋࡓ࠸࡚ࡗマンゴーࢺーࡀࢼ植࢝ࣜࣇࠋࡓ࠸࡚ࢀࡽ࠼ே

ᩍᖌのࡵࡍࡍᚑࡽࢀࡑ、࡚ࡗの✀ࡕࡶࢆᖐࡾ⮬Ꮿ植ࠋࡓ࠼ᙜึࡣᮌࢆ植ࢆࡇࡿ࠼㤿

㮵ࡾࡓࡋ、ᛣࡓ࠸࡚ࡗぶ᪘ࡶ、マンゴーのᐇࡑ、ࡾ࡞ࡀの⏑ࢇࡓࡓࡋཱྀࢆࡉ、果ᐇ

┠ᙜ࡚ᐙ᮶࡚ࡀࡸࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿ、ᙼࡀࡽ㣗ᩓࡀ✀ࡓࡋࡽⱆ࡚ࡋࡔࢆ、ᐙの࿘

ࠋࡓࡗ࠸࡚ࡁ࡛ࡀマンゴーのᯘࡾ  
ղᯈᮦの౽ᛶࡿ▱ࢆ㸸���� ᖺࡽ ���� ᖺ᩿࡛ࡲ⥆ⓗタン࢞のサザル㎰ሙ࡞ฟ✌

ࡅᖺᏘ᫂、ࡋ㉎ධ⬮୍࡚ࡗධẼࢆ子᳔ࡳ␚ࡾᮌ〇のᢡ࠺ࡀⓑே࡛ࡇࡑࠋࡓࡗ⾜ࡂ

ᮧ࡛ࡲᢸ࡛࠸ᖐࠋࡓࡗ���� ᖺ๓㏙のᩍᖌࡀஸࡑ、ࡾ࡞ࡃのᜥ子ࡀᩍのࢺーࢆࢼఆ

ࡼࡋ子のᮦ料᳔ࡸᏯのᡬ⮬ࡣࡽࢀࡑࠋࡓࡗ▱ࡔのࡿ࡞ぢ࡚、ᮦࢆのࡿࡍ〇ᮦ࡚ࡗ

ࠋࡓࡗ࠸࡚࠼植ࢆࢼーࢺᴟⓗ✚⏿ࡸᐙ、࠺  
ճࢺーࢼの≉ᛶẼ࡙ࡃ㸸ฟ✌࡛ࡂᚓ࠾ࡓ㔠࡛∵≑ࢆ㉎ධ࡚ࡵࡌࡣࢆ⪓∵、ࡋ㎰ᆅࢆᣑ大

ࡇࡿฟࡀⱆࡽ᰿ࡓࢀࡽษࡕ᩿࡛≑∵、ࡿࡍ㉳⪓ࢆ⏿ࡓࡗࢃの植ࢼーࢺࠋࡓࡗ࠸࡚ࡋ

࠺ࡼࡋ∾の࿘ᅖ࡛ᨺ⏿、ࡵࡓࡿᏲࢆࢼーࢺࡓࡋⴌⱆ、ࡣࡽࢀࡑࠋࡓ࠸ࡘࡀẼ

ᇼࢆ᰿の୍㒊ࡣࡁ࠸ࡓ࠼植ࡑࡼࢆࢼーࢺ、ࡓࡲࠋࡓࡅࡊ㐲࡚ࡗᛣࡃᙉࡣ❺∾ࡿࡍ

ࠋࡓࡋ࠺ࡼࡿࡍ植⛣࡚ࡋฟࡾ  
 Ⓨ⾲࡛ྂࡓࡋ࠺ࡇ、ࡣ⪁の⤒㦂、タンザࢽの植Ẹᆅᮇの᳃ᯘᨻ⟇ࡘࡘࡋࡽ↷ࢆ࡞、

ᙼの⤒㦂ࢆࡾ㏉ࢆࡇࡿ㏻࡚ࡋ、植ᯘάືのᬑཬのᡭࢆࡾࡀ᥈ࠋࡿ  
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F.J.ビーバー資料群のアーカイヴズ構築  
課題と展望  

吉田早悠里（南山大学）  

 
Establishment of Archives of the Collection of F.J.Bieber  

Prospects and Problems 

Sayuri YOSHIDA (Nanzan University) 

 
本発表は、エチオピア南西部カファ地方に関する民族学的研究の第一人者フリードリッ

ヒ・ユリウス・ビーバー(以下、F.J.ビーバー)が遺した資料群のアーカイヴズ構築の事例を

提示しながら、こうした資料群のアーカイヴズ化における課題と展望について論じるもの

である。  
F.J.ビーバーは、1873 年にオーストリアのウィーンで生まれ、8 歳の時にアフリカに強い

関心を抱いて独学で民族学を学んだ。オーストリア＝ハンガリー帝国の貿易省での職を得

た後、1904 年、1905 年、1909 年の 3 度にわたってエチオピアを訪問している。F.J.ビーバ

ーが 1924 年に死去すると、彼がエチオピアを訪問した際に現地で収集した民族学的資料、

旅行時に使用した機器、同地で撮影した写真、書籍、日記、草稿、書簡などが大量に遺さ

れた。これらの資料群は、現在、オーストリアに所在するヒーツィング区博物館、民族学

博物館、国立図書館、および F.J.ビーバーの孫の個人蔵の計 4 か所に分散して保管されてい

る。  
F.J.ビーバーの資料群のなかには、今日のエチオピアにおける現地調査では実証困難な歴

史や人々の暮らしぶりを伝える貴重な資料群のほか、当時のオーストリア－エチオピア関

係、近代国家エチオピアの黎明期の様態を記した文書資料も含まれている。それゆえ、こ

れらの資料群は、その内容からエチオピア研究、文化人類学に加えて、歴史学、国際関係

学、オーストリア研究など、さまざまな学問分野にて基礎資料としての価値を有するもの

である。ただし資料群は、従来その存在が知られてこなかった新資料ゆえ、資料群の全貌

は把握されていなかった。  
発表者は、2014 年より F.J.ビーバー資料群を学術研究に利用するための基盤整備にむけ

て、資料群の整理、デジタル化をはじめとしたアーカイヴズ化に取り組んできた。こうし

たアーカイヴズ化の一連の作業には、様々な専門的技術と知見が必要である。例えば、資

料の整理や詳細解明に際しては、特定の時代、地域、社会、言語をはじめとした専門的な

知識が不可欠である。民族学的資料の場合は、資料群の現地での使用用途や名称などに関

する知識なしに、資料群を分類することは困難である。文書資料の場合では、地域名や人

名といった固有名詞に関する知識がなければ翻刻や読解は難しい。  
一方で、そうした専門的知識を有する研究者がアーカイヴズ研究を専門としておらず、

資料の取り扱い方法や整理、デジタル化、データベース作成に関する専門的な技術や知識

を有していない場合も多い。また、国ごとに整理や分類方法には特色がある場合もある。

そのため、分野を横断した国際的な連携が不可欠である。  
本発表では、こうしたアーカイヴズ構築の作業の課題と問題点を提示しながら、アフリ

カ地域研究の立場からどのような貢献が可能なのか、その展望について示す。  

�
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地域住民性を生み出す言語実践  
DR コンゴ・大型類人猿ボノボの長期野外研究拠点の事例  

 
安本暁（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Speech activities among local people 

A case of the research site of bonobo in DRC 
Satoshi Yasumoto 

(Graduate School of  Asian and African Area Studies,  Kyoto University)  
 

本発表は、霊長類学の長期野外研究拠点における研究者と地域住民の関係についてのフ

ィールドワークに基づく報告である。地域住民が語りの中でいかにして研究者／地域住民

という区分を自ら再生産していくのか、彼（女）らの言語実践の分析を通して考察する。  
調査地であるコンゴ民主共和国・ワンバ（Wamba）村周辺地域は類人猿ボノボ（Pan 

paniscus）の生息域である。１９７０年代から日本の学術調査隊によるボノボの調査がはじ

まり、一時内戦の影響による中断がありながらも、現在まで４０年以上にわたって研究が

続けられている。ワンバ村が長期野外研究拠点に選ばれた理由には、当地域がボノボの観

察条件に関する生態的な条件に恵まれていたことと並んで、地域住民がボノボを食べる習

慣を持っていなかったことや研究者に対する村人の態度が友好的であったことなどの文化

的背景が挙げられる（古市ら 1999）。このようにワンバ村における研究体制は、研究者・地

域住民・ボノボという三者の結びつきにより成立した。その成立から現在に至るまで、研

究者が地域住民を雇用し地域住民が研究活動を支援する雇用関係、研究者による橋や道路

の補修などの公共事業支援などを通しながら、研究者と地域住民の関係は強固であり続け

てきた。  
本発表は２０１８年６月から同年１２月のワンバ村におけるフィールドワークで得られ

たデータを基にする。９月、トラッカー（通称、森の案内人とも呼ばれる研究者の調査を

直接的に支援する地域住民）のボノボ調査へ同行中にボノボのオトナオスが森の中で死亡

している現場に遭遇した。コドモのボノボが死亡するケースは度々観察されてきたものの

野生のオトナボノボの死亡が目撃されることはこれまでほとんどなく、この事態は研究者

だけでなくワンバ村民らにとっても驚きをもって迎えられた。この出来事を機に、ワンバ

村民からの要請もあり、死亡したボノボの葬式と称した会合を開くことになった。会合に

はワンバ村民数十名が集まり、そのうちの数名からボノボの死について語りを得ることと

なった。その中では、序盤はボノボの死自体についての言及からはじまるのだが、次第に

それを基軸とし研究者からワンバ村および村民らへの支援といった研究者と地域住民との

関係にかんする話題へと展開していくという語りの形式が、詳細を変えながら何度も現れ

た。  
これら事例から、ボノボの葬式が単なるボノボの死を悼むだけのものではなく、その場

での語りを通して地域住民が自らを、研究者との対比において＜地域住民＞として再生産

する契機にもなっていることが見えてくる。本発表では、これら語りのトランスクリプト

に依拠して、地域住民がいかにして地域住民であることを達成するのかについて明らかに

する。研究者／地域住民（＝支援者／被支援者）という枠組みは調査者側が特権的に用い

るものなのではない。地域住民が自ら、時には比喩表現などのレトリックを用いた言語実

践を通して生み出していく、地域住民にとって戦術的に利用可能なものでもあるのだ。  
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マダガスカル南部におけるワオキツネザルの長期継続研究

ベレンティ保護区の 30 年

市野進一郎，相馬貴代，宮本直美，小山直樹（京都大学），

高畑由起夫（関西学院大学）

A 30-year study of ring-tailed lemurs (Lemur catta) at Berenty Reserve, 
Madagascar.

Ichino S, Soma T, Miyamoto N, Koyama N (Kyoto University),
Takahata Y. (Kwansei Gakuin University)

【目的】

寿命が長い動物の長期野外研究は、その種の生物学的特性を明らかにするため、そして、

その保全のために重要である。マダガスカルには、約 100 種の霊長類が生息しているが、

そのすべてが固有種である。その一方で、森林の 90％以上がすでに消失したと推定されて

おり、多くの種が絶滅の危険性が高い状況にある。マダガスカルにおける霊長類の長期野

外研究の開始は遅く、1980 年代後半になって本格化したため、ようやく、その成果が出つ

つある段階である。島内で 20 年以上の継続調査がおこなわれている保護地域は 4 箇所あり、

私たちが調査をおこなっているベレンティ保護区はそのうちのひとつである。

本発表では、私たちが 30 年間にわたりおこなってきたワオキツネザル（Lemur catta）の

継続調査の成果について報告し、アフリカにおける長期野外研究の意義について検討する。

【方法】

 調査地は、マダガスカル南部のベレンティ保護区で、面積約 250ha の私設保護区である。

この保護区は、タマリンドが優占する半落葉川辺林である。主調査地域は保護区内に設定

された 14.2ha の地域で、1989 年に小山直樹によって、個体識別にもとづく継続調査が開始

された。主調査地域に生息するワオキツネザルの全個体を識別し、毎年、個体確認をする

という手法をとっているため、正確な年齢や血縁関係など、個体や個体間関係に関する詳

細な情報が蓄積されてきた。

【結果と考察】

 主調査地域の個体数は 30 年間に、43 頭から 116 頭の間で大きく変動した。最初の 17 年

間は個体数が増加したが、その後、2006 年から 2011 年までの 5 年間で 116 頭から 43 頭へ

と減少した。2006 年および 2011 年の捕獲調査で計測したワオキツネザルの体重は、1999
年の計測時に比べ軽かった。また、2006 年から 2009 年の間の幼児死亡率は高く、特に 2009
年に主調査地域で生まれた 23 頭はすべてが 1 年以内に死亡した。これらの変動は、個体数

増加によって 1 頭あたりが利用可能な食物資源の量が低下したことに加え、食物資源をめ

ぐって競合する近縁キツネザルの個体数増加や主要食物であるタマリンドの枯死などによ

って起きた可能性がある。

 群れの数は 30 年間に、3 群から 7 群に増加した。調査開始時（1989 年）に主調査地域で

観察された群れは 3 群であったが、群れ分裂、群れ消滅、メスの移籍などの社会変動が起

きることで群れの構成が変化した。群れの数が増加した結果、群れサイズは最初の 10 年間

に比べると小さくなった。また、群れからのメスの追い出しが繰り返し起きた結果、7 群中

6 群で、加入オスを除く、すべての群れメンバーが単一の血縁家系から構成されるようにな

った。このように、ワオキツネザルの群れは、個体間の血縁度が高い集団であることが明

らかになった。C2A 群の分裂では同じ血縁家系のメスが分裂しており、ワオキツネザルに

は血縁個体間の競合があることが示された。
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ケニア山、氷河後退域における大型半木本性植物の実生の動態 
手代木功基 
摂南大学 

 
Seedling dynamics of Large woody plants at  

the recently deglaciated terrain in front of Tyndall glacier, Mt. Kenya 
Koki TESHIROGI 

Setsunan University 
 

はじめに 

 ケニア山をはじめとするアフリカ熱帯高山の植生景観を特徴づけているのは， Senecio 
keniodendron (SK)や Lobelia telekii (LT)といった大型半木本性植物である．環境変動にともなう当該
地域の植生変化を理解するためにも，これらの大型半木本性植物の分布や定着に関する知見を蓄積す

る必要がある． 

	 しかし，大型半木本性植物の植生遷移との関係や，広域スケールの立地環境については十分に明ら

かになっておらず，特に高標高域における実生期の動態に関しては不明な点が多い．本研究では，大

型半木本性植物の氷河後退域における分布とその動態について，2016 年と 2018 年に実施した現地調
査の結果をもとに検討する． 
 
方法 

	 ケニア山は 0°6′S，37°18′Eの赤道付近に位置する火山であり，山頂の Batian峰の標高は 5,199 
m である．調査対象とした Tyndall 氷河は，ケニア山において Lewis 氷河に次いで 2 番目に大きな
氷河で，末端部の標高は 4600m程度である．氷河は少なくとも過去 100年間継続的な縮小・後退がみ
られる．特に近年の氷河の後退速度は著しく，気温上昇が影響していると考えられている． 
	 現地調査は，2016年 8月及び 2018年 8月に実施した．約 100年前に形成されたモレーンリッジよ
りも内部を踏査し，そこに出現した背丈 3cm以上の SKと LTの位置・背丈を記録した．また，2018
年にはそれらの消長及び生育状況を記載するとともに，新規個体も合わせて記録した．また，調査地

域周辺の全世界デジタル 3D地形データ(NTT DATA, RESTEC Included JAXA)より作成された 5mメ
ッシュの DTMを用いて，SK及び LTの分布図を作成するとともに，標高・傾斜・斜面方位・日射量
などとの関係性を検討した． 
 
結果と考察 

	 調査対象地であるモレーンリッジ内部の氷河後退域には，2018年時点で SKが 171個体，LTが 217
個体出現した．2016年と比較すると，SKでは 14個体が枯死し，15個体が新たに出現した．また LT
では 31個体が枯死し，34個体が新たに出現していた．出現した SKの背丈の平均は 21.0cm，最大の
個体は 112cm であり，LT の背丈は平均が 17.7cm，最大の個体が 199cm だった．多くの個体が 2年
間で背丈を増加させていたが，特に LTでは 2年間で 100cm以上増加する個体がみられ，生育型の違
いが生長量と関わっていることが示唆される． 
	 両種の分布は，標高が低い（氷河から離れている）ほど個体数が多い傾向を示した．また，地形情

報から算出した日射量との関係をみると，日射量が多い場所ほど両種ともに個体数が多くなっていた．

また，背丈が高い個体も日射量が多い場所に分布していた．さらに，枯死個体と新規出現個体は，そ

れぞれの分布が特徴的に異なっていた．枯死個体は，高標高・急傾斜・低日射量の場所に多くみられ

た一方で，新規出現個体は低標高・緩傾斜・高日射量の場所に数多くが出現していた．複数年の実生

の動態を追跡することを通じて，調査地域の大型半木本性植物は，特に環境条件のよい場所で分布を

広げつつ，徐々に生育範囲を拡大させていることが明らかとなった． 
 
*本研究は，科学研究費補助金基盤研究 A「近年の温暖化によるケニア山の氷河縮小と水環境の変化が
地域社会に及ぼす影響の解明」（研究代表者：水野一晴）の成果の一部である． 
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アフリカ昆虫学

生物多様性とエスノサイエンス

○足達太郎（東京農大）・田付貞洋（東京大）・佐藤宏明（奈良女大）

African Entomology
Biodiversity and Ethnoscience

Tarô Adati* (Tokyo University of Agriculture), Sadahiro Tatsuki (University of  
Tokyo) and Hiroaki Sato (Nara Women’s University) 

 昆虫は記載されているものだけでも 100 万種と多様性がきわめて高く、海洋面をふくむ

地球上のあらゆる環境に適応している。人間生活との接点も多く、古来より世界各地の人

びとが少なからぬ関心を昆虫にはらってきた。近代になって、生物科学の一分野として昆

虫学（entomology）が成立したが、その内容はなおも地域的な特色をのこしたものとなっ

ている。

 いっぽうエスノサイエンス（ethnoscience）とは、地球上の各民族や文化圏に独自の自然

観にもとづく知識体系のことである。狩猟採集や農耕、牧畜など、自然環境と密接にかか

わる生業をいとなむ人びとのあいだでは、植物や動物に関する多くの知識がたくわえられ、

体系化されてきた。アフリカはエスノサイエンスとしての昆虫学、すなわちエスノエント

モロジーがもっとも展開をみせている地域のひとつである。

 「アフリカ昆虫学」は、アフリカの昆虫に関する知識体系の総称である。だから、アフ

リカに生息する昆虫に関するものであれば、アフリカ人のもつ知識から世界中の研究者に

よる成果にいたるまで、すべてがアフリカ昆虫学に包含される。

 この用語が日本語の書物に掲載されたのは、2007 年に出版された『アフリカ昆虫学への

招待』（日本 ICIPE 協会編、京都大学学術出版会）が最初であった。それから 12 年、わた

したちはこの分野名をタイトルにした書を、前著の続編としてふたたび世に問うことにな

った（田付・佐藤・足達編 2019、海游舎）。

 本書は、19 名の著者（訳者をふくむ）によって執筆され、4 部構成で計 20 章からなって

いる。

 第 1 部は「アフリカ昆虫学とは」と題したイントロダクションである。生物多様性とエ

スノサイエンスの観点から見たアフリカ昆虫学の特徴と、同分野の歴史を概観した総説か

らなっている。

 第 2 部のタイトルは「アフリカで昆虫に出あう」である。このパートは紀行文的な要素

をふくみ、はじめてアフリカのフィールドをおとずれた各章の執筆者の新鮮な体験を、臨

場感とともに追体験することができる。登場する昆虫はモパネワーム、ツマジロクサヨト

ウ、アフリカヤマトシジミ、狩りバチ、カカトアルキ、アリモドキゾウムシなどである。

 第 3 部は「アフリカ昆虫学の展開」と題し、長期にわたる研究プロジェクトや前著から

大きな進展のあった研究について書かれている。干からびても死なないネムリユスリカ、

家畜の病気を媒介するマダニに寄生する寄生バチ、トウモロコシを加害するズイムシや貯

穀害虫のオオコナナガシンクイムシ、マラリアを媒介するハマダラカ、デング熱を媒介す

るネッタイシマカなどがとりあげられている。

 第 4 部は「アフリカの昆虫学研究機関」で、アフリカにある昆虫学の研究施設を紹介す

るパートである。

 また、各章に登場する地名と生物名を網羅した地図と生物分類表を付した。

 日本アフリカ学会の会員諸兄姉には、ぜひ本書を手にとっていただいて、忌憚のないご

批評をおねがいしたい。
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ὶ⪅✲◊ンジーㄪᰝࣃンࢳᅜቃᆅᇦ࡛のࣜ࣋ࣜ・ࢽࢠ  
 

 
大ᶫᓅ（୰㒊大学）  

 
&Kimpanzee Survey and tKe 5esearcKer ([cKange in Guinean�/iberian 

Trans�border Areas 
 

Gaku OHASH, (&Kubu University) 
 
ࡣ࡛࢘ࢯࢵ࣎のࢽࢠ �� ᖺࡿ࠼ࡇࢆ㔝⏕ࢳンࣃンジーのㄪᰝࡋࡋࠋࡓࡁ࡚ࢀࢃ࡞ࡇ࠾ࡀ

ࡣの㞟ᅋ࢘ࢯࢵ࣎ ���� ᖺ⌧ᅾ � ಶయ࡛ࡲῶᑡ࢘ࢯࢵ࣎ࠋࡿ࠸࡚ࡋ࿘㎶ูࡍࡽࡃ㞟ᅋのࢳ

ンࣃンジーࡶ࡚࠸ࡘ⏕ᜥ≧ἣࢆᢕᥱࡋᝏࡴ⤌ࡾྲྀ࠺ࡼ࠸࡞ࡏࡉᚲせࠋࡿ࠶ࡀ㏆㞄࡛ࢽࡣ

ンバᒣཝṇ⮬↛ಖㆤ༊ࢹࡸエࢣ᳃ᯘಖㆤ༊࡛࡞ㄪᰝࡀᒎ㛤ࡀࡓࡁ࡚ࢀࡉ、ಖㆤ༊ᣦᐃ

ᒎࢆάືࡀ⪅✲◊᪥本ேࣜ࣋㞄ᅜのࣜࠋࡿ࠸࡚࠸⥆ࡶ᪉ྥࣜ࣋ࣜࡣ᳃࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

㛤ࣜ࣋ࣜࢽࢠࡣࡽࡉ、ࡃ࡞࡛ࡅࡔࡿࡍ୧ᅜࡀᅜቃࢆ㉺ࢳ࡚࠼ンࣃンジーのಖ࠾

ࠋࣜ࠺ࢁࡔ࠸ࡋࡲᮃࡀࡇࡿ࠼ᩚࢆయไࡿࡁ༠ຊ࡛࡚࠸ ࡿࡍ㛵ンジーࣃンࢳഃ࡛のࣜ࣋

ᇶ♏ⓗࢹ࡞ータの㞟✚ࣜ࣋ࣜ・ࢽࢠ୧ᅜ㛫の㐃ᦠయไᙉࢆ┠ⓗ ���� ᖺ � ᭶

ࡽ � ᭶、ࡧࡼ࠾ � ᭶ࡽ � ᭶࡚ࡅ、ࣜ ࢆンジーのㄪᰝࣃンࢳラの᳃࡛ࣃඹᅜࣜ࣋

ンジーの㐨ලࣃンࢳࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀᗈࡀ᳃ᯘࡿࡍ用ࡀᆅᇦఫẸࡃ࡞ࡣಖㆤ༊࡛ࡣラࣃࠋࡓࡋ

用࡞の⾜ື࣓࢝ࢆラࢺラ࡛ࣉࢵグ㘓ࢹࡋータࢆ✚ࠋࣜࡓࡋ ࢠ、ᚓ࡚ࢆഃのチྍࣜ࣋

ഃࢽࢠ、ࡓࡲࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍラ࡛ㄪᰝࣃ࡚ࡵࡌࡣࡶ⪅✲◊ࡿࡍᡤᒓのᅜ❧大学ࢽ

のチྍࢳ、࡚࠼ࢆンࣃンジーࢆ⤊᪥㏣㊧ࡇࡓࡋのࣜ࣋ࣜ࠸࡞のスタྠࢽࢠࢆࣇࢵ⾜

࠾のᆅᇦࡇᅇのㄪᰝ࡛㸪ࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍㄪᰝࡶࢆンジーࣃンࢳの࢘ࢯࢵ࣎、ࡋ

ࡿ࠶ࡀᅜቃࡣのᆅᇦࡇࠋࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿࡃࡘࢆ♏の㐃ᦠయไのᇶࣜ࣋ࣜࢽࢠࡿࡅ

㛵ࡓࡋ⾜ྠᅇのㄪᰝࠋࡿ࠸࡚ࡋά⏕ࡀࠎேࡍヰࢆゝⴥ࠺࠸ンࣀマࡌの୧ഃ࡛ྠࡑ、ࡀ

ಀ⪅ࡶマࣀンேࠋࡔᆅᇦఫẸࡣᙼࡽの᳃の࡛࡞のࢳンࣃンジーㄪᰝࡼࡿࢀࡃ࡚ࢀ࠸ࡅ࠺ࢆ

ンジーಖάືࣃンࢳ、ࡵ῝ࢆの㐃ᦠయไ⪅✲◊ンฟ㌟のࣀマࡽࡉ、ࡀࡓࡁ࡚ࡗ࡞࠺

ࢳࡶ࡚࠸࠾᳃ᯘࡿࡍఫẸの用、ࡵດ࠺ࡼࡃ࠸࡚ࡋᾐ㏱ࡶ࡛ࡋࡇࡍᆅᇦఫẸࡀの⌮ゎ

ンࣃンジーࡿࡍࡵࡌࡣࢆ㔝⏕ື物ࡀᚋࠋ࠸ࡓࡁ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࠺ࡼࡿࡅ࠸࡚ࡋࡽࡃࡶ  
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近年のࢣニアᒣにおけるịἙኚ動

奈良間 ༓அ（新₲大学）㸪Ỉ野 一ᬕ（京都大学）

Recent glacier variations at Mt. Kenya

Chiyuki Narama (Niigata University),  Kazuharu Mizuno (Kyoto University)

㸯㸪はじめに  

アフリカでᒣ⭡ịἙが⌧Ꮡするᒣ域は㸪東アフリカのキリマンジࣕロ㸪ࢣニアᒣ㸪ルウ

ェンゾリᒣだけである㸬これらᒣ⭡ịἙの面✚はᑠさく㸪近年の ᬮ化のᙳ㡪でこれらᒣ

⭡ịἙはᩘ༑年ᚋにᾘ⁛するとணされている㸬本研究地域であるࢣニアᒣ（5199m）は㸪

第ࡄニアのキリマンジࣕロにḟࢨニアඹᅜ中ኸの㉥㐨┤ୗに⨨し㸪アフリカでタンࢣ

ᓠである㸬ᒣ体は㸪⣙ 300 万年前にᙧ成されたⅆᒣで㸪⌧ᅾはかなり๐されており㸪

㐣ཤのịἙస用を♧すᨺᑕ≧の U Ꮠ㇂がᙧ成されている㸬ࢣニアᒣ࿘㎶では㸪⏫の生活用

Ỉはࢣニアᒣから౪⤥されるἙᕝỈや地ୗỈを用している㸬ᒣ㯄域のἙᕝỈや地ୗỈは

ニアᒣでの㝆ỈやịἙの⼥ịỈによってᾰ㣴されており㸪ᒣ㯄部の地ୗỈの㓟素同体ࢣ

ẚは㸪㞵ỈよりもịἙのそれと同じ್であり㸪40 年前のịἙの⼥ịỈによる㉳※だという

（大㇂㸪2018）㸬ᑗ来的なịἙの⦰ᑠは㸪これらᒣ㯄でくらす人ࠎの生活に多ᒱにわたるᙳ

㡪をཬࡰすことがணされる㸬 

ඛ行研究によれば㸪最大面✚のルイスịἙ（0.107km2）は㸪1900 年から⌧ᅾまでに 1km

どᮎ➃がᚋ㏥し㸪1934 年௨㝆に 90㸣の面✚がᾘኻしている（GGCB, 2014）㸬ルイスịἙ

の㉁㔞ᨭは㸪1978 年㹼1995 年㸪2010 年㹼2013 年に観 されており㸪年ᖹᆒで 1m ど

の表面పୗが観 されている㸬年ᖹᆒ㝆Ỉ㔞は 700mm どで㸪1000mm を㉸えることができ

れば年間の㉁㔞ᨭはᖹ⾮≧ែになる㸬2014 年にルイスịἙの上部とୗ部が分㞳してしま

った㸬ịἙ面✚が 2 ␒┠に大きいࢸィンダルịἙは㸪1919㹼1994 年までの 75 年間に高ᗘ

で 80m㸪㊥㞳で 300m ᚋ㏥している（Ỉ野㸪1995）㸬1958㹼1984 年の 26 年間で 75m ᚋ㏥し㸪

1984㹼1992 年の 8 年間で 23m ᚋ㏥し㸪前༙のᚋ㏥㏿ᗘは 2.9m/yr で(Coe, 1967; Spence 

1989)㸪ᚋ༙が 2.9m/yr であり➼㏿ᗘでᚋ㏥している㸬本研究では㸪ࢣニアᒣのᒣ⭡ịἙ

が最近のᩘ年間でどのようにኚ化しているかをㄪべるため㸪ග学⾨ᫍデータやࢭスナ機か

らの✵⏬ീから地ᙧ表ᒙモデルをస成し㸪それら地ᙧ表ᒙモデルをẚ㍑した㸬 

 

㸰㸪ㄪᰝ内容 

2017 年 9 ᭶ 21 日と 2018 年 8 ᭶ 19 日にࢭスナ機からࢣニアᒣのᒣ⭡ịἙの✵をᐇ施

した㸬Nanyuki Air Strip にある Tropic Air ♫のࢭスナ機（Cessna 208B Grand Caravan）

に Ricoh GR を 2 ットし㸪1ࢭྎ ⛊間インターバルで✵した㸬また㸪ࢭスナ機からは Sony 

Ș�LL の一║ࣞフカ࣓ラで㸪1 ⛊間㝸でịἙの上✵で࿘㎶の地ᙧも含めた㖄┤┿のᙳを

おこなった㸬㣕行間はそれࡒれ 1 間である㸬ࢭスナ機からの✵⏬ീと 2 ḟඖのᙧ≧

から 3 ḟඖᙧ≧を特ᐃする SfM-MVS(Structure from Motion – Multi-View Stereo)ࢯ

フトの Pix4D mapper Pro を用いて㸪ịἙの地ᙧ表ᒙモデル（DSM: Digital Surface Model）

をస成した㸬DSM およびオルࢯ⿵ṇ⏬ീのస成には㸪2017 年 10 ᭶ 13 日にྲྀᚓされた

Pleiades ⾨ᫍのオルࢯ⏬ീと DSM からྲྀᚓした地上ᇶ‽点（GCP）を用いた㸬GCP は㸪ị

Ἑをᅖむように長期的に動である場ᡤを㑅ᐃした㸬本研究の成果のヲ⣽は㸪ᙜ日の࣏ス

ターでⓎ表する㸬 
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国境地帯における紛争と移動 

―ウガンダ北部ウェスト・ナイル地方を対象として― 
 

山崎 暢子（京都大学） 
 

Conflicts and (Forced) Migration at Borderland: A Case Study of West Nile Sub-Region 
in Uganda 

Nobuko Yamazaki（Kyoto University） 
 

本発表の目的は、紛争を契機として移動した人びとの避難当時の生活、および帰還後から現在に至

るまでの生活を、現地での聞き取りや公文書の記録をもとにして再構成することである。主たる対象

は、1970 年代末から 2000 年代初頭におけるウガンダ北部のウェスト・ナイル（以下、西ナイル）地方

における出来事である。この再構成のために本発表では、当該地域における紛争と移動の関係を包括

的に捉え直し、人びとが情勢に応じて、ときに国境を往来する様子を、「国境や国境地帯を、人びとを

分断し制約を課すものとしてだけとらえるよりも、人がそこに働きかけ、好機（opportunities）をつか

み、資源（resources）を手に入れる場としてとらえる」［Dereje and Markus 2010］視点を採用する。 
西ナイル地方は、ベルギー領コンゴ、英=埃領スーダン、英国保護領ウガンダと、その帰属が何度も

変更された歴史をもつ。この地域には異なる言語を話す複数の民族集団が暮らしており、各民族は、

国境をまたいで南スーダン共和国やコンゴ民主共和国（以下、DRC）にも居住する。ウガンダの独立

後には、国内のほかの多くの地域と異なり、王や首長を擁立する中央集権的な統治機構が存在しない

分節的な社会として、政治中枢から物理的、心理的に遠く離れた辺境地として位置づけられてきた。

また、換金作物の栽培が早くから積極的に導入され、住民が安定した現金稼得の機会を得てきた南部

と、課税による出稼ぎのため南部へ労働力が流出した北部とのあいだには、貧富の差が構造的に形成

されてきた［Kasozi 1991; Mamdani 2015］。肉体労働への従事者や軍・警察の勤務者が多い北部出身の

出稼ぎ移民に対しては、他地域からの偏見が強く［Leopold 2009］、1971 年に就任したアミン大統領の

出生地が西ナイル地方にあるために、北部出身者であれば誰であれその支持者とみなされるようにさ

えなった［Amaza 1998］。アミン政権崩壊の 1979 年から現政権成立の 1986 年迄の期間、度重なる政権

交代と諸武装集団の衝突による情勢不安が続いたが、この混乱と暴力、無秩序に関して従来の研究は、

その要因を地域間の不平等に求めたり、統治者の出自とその支持母体となる民族の関係性に求めたり

してきた。他方で、1979 年の政変後に南部スーダンへ逃れた難民、そしてそこからの帰還民に関する

研究が蓄積されたが、DRC へ避難した人たちに関する報告は相対的に手薄であり、（避）難民の帰還の

様子については一部の NGO 報告書に人口などの情報が掲載されるのみで、帰還民個々人の生活の実態

についてはほとんど明らかになっていない。また、1990 年代に入るまで実地調査が困難であったため、

西ナイル社会を分析する研究もごく限られていた。 
本発表でもちいるデータは、西ナイル地方 9 県のうちとくにアルア県郊外、同県庁周辺の都市部、

そして DRC との国境地帯に位置する同県農村部での住み込み調査から得た。登場するのはおもに、ス

ーダン諸語に属するルグバラ語を話す人びと［Crazzolara 1960; Middoleton 1965］である。彼らは、

西ナイル地方のほか、DRC 北東部や南スーダン南西部などにも暮らしている。 
国境地帯の農村での全戸調査の結果、避難経験のある 30 代後半以上の村人は、いわゆる難民定住地

で支援物資を受け取るのではなく、DRC に暮らす親族を頼り、避難していた間にもしばしばウガンダ

の住居に戻って食料を確保していた。また、現在、郊外ないし都市部に生活の拠点を置く人について、

避難の経路と避難時の滞在先、帰還の時期に共通の特徴はみられなかったものの、当時の内政や治安

情勢に応じて、ウガンダ国内で転居を繰り返すほか、DRC や南部スーダンとの国境を行き来して転居

していた。加えて、現地で入手した公文書の記録には、この地方から人びとが周辺国へ流出する背景

となった諸事件について記述があり、当時の地方政府や地域住民がどう対応したのかがわかる。また、

1990 年代以降の帰還民への支援内容も報告されていた。これらの情報をもとにして、西ナイル地方の

人びとによって記憶され記録されている出来事を再構成し、紛争と移動のかかわりについて考察する。 
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到来する暴力の記憶  
虐殺後のルワンダにおける人びとの情動と痛みへの想像力  

 
近藤有希子（日本福祉大学）  

 
Memories of Violence:  

People’s Affection and Imagination for Others’ Sufferings  in Post-Genocide 
Rwanda 

 
Yukiko Kondo (Nihon Fukushi University) 

 
ルワンダ共和国では、1994 年の虐殺直後より、現政権であるルワンダ愛国戦線（Rwandan 

Patr iot ic  Front:  RPF）によって、国家の統合と和解の政策がおこなわれている。そこでは、
凄惨な紛争によって分断された人びとを等しく「ルワンダ人」として包摂する一方で、そ

のなかで創出される「国家の歴史」においては、トゥチだけを「生存者」として認定し、

フトゥを一様に「加害者」として位置づける効果を孕んでいる。そのとき、自身の壮絶な

体験や、愛する者の死を悼み嘆くことができるか否かという点で、人びとのあいだには格

差をともなう承認の配置（バトラー ,  2012）が存在している。本発表では、毎年 4 月に実施
される虐殺記念事業にみられた人びとの情動―統制されえない領域にある身体化された記

憶の発露とその仕方―をとりあげて、不可視化されてきた痛みに対する、人びとの応答性

がどのように醸成され、また方向づけられてきたのかを描写する。  
ルワンダ南部州の K 村（人口約 630 人）では、2018 年現在、「虐殺生存者」とされる者

は 7 人であった。そのうちの 5 人が、1994 年の虐殺時に「トゥチの男性に婚出したフトゥ
女性」であり、残りの 2 人は「その子ども」である。このなかには、「虐殺生存者」という
自身のカテゴリーに積極的に依拠して、その生存を確保させる者もいる。彼女たちのおよ

そ流暢な哀悼の物語りは、彼女たちが「国家の歴史」に合致した「生存者」であるという

承認を促し、虐殺生存者基金などの各種援助による経済的な再配分を可能にしている。  
ところが実際には、村に暮らす大半の人びとが、虐殺時にはなんらかの脅威に曝されて

おり、善悪を二分できない「灰色の領域」にあった（Burnet ,  2012; cf.  レーヴィ ,  2014）。
たとえば、虐殺以前にフトゥの男性に婚出していたトゥチ女性は、国家の補償対象となる

「虐殺生存者」とはみなされず、さらに虐殺記念事業などの公的な場においても、「言葉を

もたない」。そればかりか、国家から承認された「虐殺生存者」であっても、地域社会の関

係性を重視するなかで、そのカテゴリーを排して可能な限り周囲と相違のないように暮ら

そうとする女性もいる。このような彼女たちの経験は、「トゥチ＝生存者」「フトゥ＝加害

者」として二分化する「国家の歴史」とは一致することがなく、したがって、彼女たちは

その物語りを決して語り慣れることがない。  
このとき地域社会の応答性は、「生存者」に敵対する人物として容易に位置づけられ、排

除されうる者へも向けられる。これが可能となるのは、ひとえに大半の人びとが、みずか

らの経験に対して「言葉をもたない」ことにある。言語表象の作用が物事の単独性を一般

化することであるならば（cf.  梅村 ,  2017）、沈黙とは普遍化を拒否することであり、ふいに
到来する暴力の記憶に身構える身体とともに、それこそが無二の「あなた」に関する共約

不可能な体験と、その苦しみに対する想像力の回路をひらく。そこにこそ、分断された人

びとが避け難くともに生きるための、倫理的な応答の可能性が開示されるのではないだろ

うか。  
 

梅村絢美  (2017)『沈黙の医療―スリランカ伝承医療における言葉と診療―』風響社 .  
バトラー ,  ジュディス  ( 2012)『戦争の枠組み―生はいつ嘆きうるものであるのか―』清水晶子訳 ,  筑摩書房 .  
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到来する暴力の記憶  
虐殺後のルワンダにおける人びとの情動と痛みへの想像力  

 
近藤有希子（日本福祉大学）  

 
Memories of Violence:  

People’s Affection and Imagination for Others’ Sufferings  in Post-Genocide 
Rwanda 

 
Yukiko Kondo (Nihon Fukushi University) 

 
ルワンダ共和国では、1994 年の虐殺直後より、現政権であるルワンダ愛国戦線（Rwandan 

Patr iot ic  Front:  RPF）によって、国家の統合と和解の政策がおこなわれている。そこでは、
凄惨な紛争によって分断された人びとを等しく「ルワンダ人」として包摂する一方で、そ

のなかで創出される「国家の歴史」においては、トゥチだけを「生存者」として認定し、

フトゥを一様に「加害者」として位置づける効果を孕んでいる。そのとき、自身の壮絶な

体験や、愛する者の死を悼み嘆くことができるか否かという点で、人びとのあいだには格

差をともなう承認の配置（バトラー ,  2012）が存在している。本発表では、毎年 4 月に実施
される虐殺記念事業にみられた人びとの情動―統制されえない領域にある身体化された記

憶の発露とその仕方―をとりあげて、不可視化されてきた痛みに対する、人びとの応答性

がどのように醸成され、また方向づけられてきたのかを描写する。  
ルワンダ南部州の K 村（人口約 630 人）では、2018 年現在、「虐殺生存者」とされる者

は 7 人であった。そのうちの 5 人が、1994 年の虐殺時に「トゥチの男性に婚出したフトゥ
女性」であり、残りの 2 人は「その子ども」である。このなかには、「虐殺生存者」という
自身のカテゴリーに積極的に依拠して、その生存を確保させる者もいる。彼女たちのおよ

そ流暢な哀悼の物語りは、彼女たちが「国家の歴史」に合致した「生存者」であるという

承認を促し、虐殺生存者基金などの各種援助による経済的な再配分を可能にしている。  
ところが実際には、村に暮らす大半の人びとが、虐殺時にはなんらかの脅威に曝されて

おり、善悪を二分できない「灰色の領域」にあった（Burnet ,  2012; cf.  レーヴィ ,  2014）。
たとえば、虐殺以前にフトゥの男性に婚出していたトゥチ女性は、国家の補償対象となる

「虐殺生存者」とはみなされず、さらに虐殺記念事業などの公的な場においても、「言葉を

もたない」。そればかりか、国家から承認された「虐殺生存者」であっても、地域社会の関

係性を重視するなかで、そのカテゴリーを排して可能な限り周囲と相違のないように暮ら

そうとする女性もいる。このような彼女たちの経験は、「トゥチ＝生存者」「フトゥ＝加害

者」として二分化する「国家の歴史」とは一致することがなく、したがって、彼女たちは

その物語りを決して語り慣れることがない。  
このとき地域社会の応答性は、「生存者」に敵対する人物として容易に位置づけられ、排

除されうる者へも向けられる。これが可能となるのは、ひとえに大半の人びとが、みずか

らの経験に対して「言葉をもたない」ことにある。言語表象の作用が物事の単独性を一般

化することであるならば（cf.  梅村 ,  2017）、沈黙とは普遍化を拒否することであり、ふいに
到来する暴力の記憶に身構える身体とともに、それこそが無二の「あなた」に関する共約

不可能な体験と、その苦しみに対する想像力の回路をひらく。そこにこそ、分断された人

びとが避け難くともに生きるための、倫理的な応答の可能性が開示されるのではないだろ

うか。  
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A3 暴力の記憶との対峙  
紛争後社会の規範をめぐる元反政府軍兵士の語りから  

川口博子（京都大学）  
 

Confronting His Memory of Violence  
A Case Study An Ex-rebel Soldier who faced Transitional Justice    

 
KAWAGUCHI Hiroko (Kyoto University) 

 
ウガンダ共和国北部では、20 年におよぶ地域紛争が続いてきた。1986 年に国民抵抗軍

（National  Resistance Ar my：以下、NRA）が、前政権を倒すと、前政権の兵士たちは、故

郷であるウガンダ北部に逃走し、武装闘争を開始した。紛争勃発当初、この地に暮らすア

チョリの人びとは、NRA による暴力に対抗するため、反政府軍を支持する傾向にあった。

しかし多くの人びとは、紛争が長期化するにつれて困窮する生活と直面する暴力に疲弊し、

武装闘争よりも平和を求めるようになっていく。1990 年以降、武装闘争を継続していた神

の抵抗軍（Lord’s Resistance Army：以下、LRA）は、こうしたアチョリ社会内の不支持

に対する制裁として、人びとに対する略奪や虐殺を繰り返すようになり、兵士を確保する

ために人びとを誘拐した。誘拐された人びとの一部は、自力での脱走や政府軍による救助

によって帰還しており、現在では、少なくない元 LRA 兵士が地域社会で日常生活を営んで

いる。  
しかし多くの元 LRA 兵士たちは従軍中に、上官による絶対的な命令のもとで、苛烈な暴

力を行使する主体になっていた。LRA の暴力は、国際社会においても悪名を轟かせる残忍

なものであった。元 LRA 兵士たちは、残忍な暴力に日々さらされることで、その暴力の担

い手なったのである。また元 LRA 兵士たちによる暴力の対象になってきたのは、ほかなら

ぬ帰還先に暮らすアチョリの人びとであった。ここに、暴力をめぐる加害／被害の関係が

避けがたく存在してしまうのである。そしてこの関係は、直接的な加害者／被害者が断定

できるものもあるが、多くの場合は地域住民の 20 年にわたる記憶と元 LRA 兵士が抱える

個別の暴力の記憶のあいだにある。よって、元 LRA 兵士は、地域社会の人びとからの声に

だされない疑惑のまなざしを感じながら、みずからの記憶を抱え、その記憶を再定位する

する状況に置かれている。本発表では、その方法を知る手掛かりとして、多元的法体制化

にある暴力への処罰をめぐる規範をとりあつかう。  
ウガンダ北部紛争に関する移行期司法において、国家法では、元 LRA 兵士は、恩赦を与

えられているために罪に問われることはない。同時に、アチョリの慣習法においても、紛

争中の殺人は例外として、賠償の対象にされてこなかった。また国際的に人道支援機関は、

元 LRA 兵士の「多く」が「子どもであった」として、元 LRA 兵士の被害者性を強調して

きた。当然のことながら、そのアチョリの人びともまた国際条約の規定とは、別の次元に

おいて、元 LRA 兵士の被害者性を認識している。一方で、国際刑事裁判所は LRA の指導

者 5 人に対して逮捕状を発行しており、2015 年以降その 1 人に対する裁判を開始している。

このように、現在のアチョリ社会では移行期における多元的法体制のもとに、元 LRA 兵士

の不処罰は基本方針として確立している。  
本発表では、ある元 LRA 兵士の語りを中心に進行する。彼をめぐる地域社会の状況と、

従軍中に行使した暴力の語りを報告する。そして彼が多元的法体制のもとで、それぞれの

法をいかに認識しているのかを明らかにする。彼の語りには、みずからの暴力に対してと

きに矛盾するかのようなさまざまな解釈が含まれる。これらを総合的に分析することで、

紛争後の現在において、彼が地域社会に生きるものとして、いかに暴力の記憶を再構成し

うるのかを検討する。  
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紛争「後」の国家・社会間関係と国家形成/建設  
アパルトヘイト後の南アフリカ共和国の事例から  

 
細井友裕（東京大学 /日本学術振興会）  

 
State-Society Relations in "Post" Conflict Society and State -Building 

The Case of South Africa in Post -Apartheid Era  

Tomohiro HOSOI (The University of  Tokyo/Japan Society for the Prom otion of 
Science)  

 
Current  studies on state -formation argue that  re lat ionships between rebel  groups and 

ci t izens in the confl ict  era a ffect  the st ate  capaci ty in the post -confl ic t  era.  Huang argues  
that  i t  was the degree of rebel 's  dependency on ci t izens  that  par t ial ly determine  the  degree 
of democracy and state  capacity in the post -confl ict  society.  She argues that ,  i f  rebels 
evolved governance inst i tu t ions to  gain support  and tr iumphed over  the confl ict ,  these  
government are l ikely to  succeed in the post -confl ict  sta te-building.  

However, are these relat ionships stat ic?  Environmental  changes a fter  confl icts  may 
change government -ci t izens relat ions.  

This report  at tempts to  address the question above, from the case of South Afr ica since  
1994.  This report  regards the anti -apar theid struggle as an armed confl ict .  The Afr ican 
National  Congress (ANC) did not  have l iberated zones,  and i t  heavily rel ied on external  
supports.  According to the Huang's  discuss ion,  the ANC government would not  br ing sta te  
formation nor  democrat izat ion.  Nevertheless,  South Afr ica has consolidated democracy and 
maintained relat ively high state  capacity since 1994.  

 Mandela and  Mbeki ’s administrat ions had contradictory characters ;  whi le  they heavi ly 
rel ied on majori ty populat ion,  they implemented unpopular  neo -l iberal  policies.  On the one 
hand,  since  they inheri ted a  near ly bankrupted treasury and they could not  expect  to gain 
enough external  support  in post -Cold War c ircumstances,  they had to  extract  resources  
domestical ly to  resolve  racial  inequali t ies.  On the other  hand,  they had to  look for  
investment  to  ga in resources .  Since there was no strong opposit ion par ty,  the AN C could 
secure i ts  support  bases  And,  the promotion of  investments required neo -l iberal  policies .  In 
that  era ,  whi le  the state  remained i ts  minimal service delivery,  studies depict  that  state  
capacity general ly declined ;  this  government ’s at t i tudes reflect  the distance  between them 
and i ts  ci t izens.  

However,  since the Zu ma Administrat ion,  the dis tance between the ANC g overnment and 
the ci t izen has changed .  In addit ion to  cr i t ic izes against  the 's tate  capture '  or  corrupt  
at t i tudes of the administrat ion,  some s trong opposit ions have appeared,  such as the 
Democratic  All iance  (DA),  or  Economic  Freedom Fighters (EFF).  Thus,  the  ANC's 
dominant posit ion is  now unstable.  Cyri l  Ramaphosa 's  government has tackled with not  only 
the improvement of governance but  also popular  demands for  a long t ime,  such as the land 
issue.  This may re flect  the re -approach of the ANC toward i ts  ci t iz ens.  I t  is  too ear ly to  
evaluate the policies  of the Ramaphosa  government.  Yet ,  according to  the 
state-formation/building theories,  i t  would br ing more democratic ,  and high -capacity state .  

In sum, a fter  rebels transformed into  par t ies,  state -society relat ions would change by the 
global  and/or domestic  social circumstances.  Exist ing studies keen only to the relat ionship  
immediately a fter  the  war.  However,  to consider  the success  or  fai lure of  
state-formation/building in the post -confl ict  society,  we  should also consider  the change of 
state-society relat ion after  the confl ict  and i ts  e ffects on the evolution of  state  capacity.  �
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紛争「後」の国家・社会間関係と国家形成/建設  
アパルトヘイト後の南アフリカ共和国の事例から  

 
細井友裕（東京大学 /日本学術振興会）  

 
State-Society Relations in "Post" Conflict Society and State -Building 

The Case of South Africa in Post -Apartheid Era  

Tomohiro HOSOI (The University of  Tokyo/Japan Society for the Prom otion of 
Science)  

 
Current  studies on state -formation argue that  re lat ionships between rebel  groups and 

ci t izens in the confl ict  era a ffect  the st ate  capaci ty in the post -confl ic t  era.  Huang argues  
that  i t  was the degree of rebel 's  dependency on ci t izens  that  par t ial ly determine  the  degree 
of democracy and state  capacity in the post -confl ict  society.  She argues that ,  i f  rebels 
evolved governance inst i tu t ions to  gain support  and tr iumphed over  the confl ict ,  these  
government are l ikely to  succeed in the post -confl ict  sta te-building.  

However, are these relat ionships stat ic?  Environmental  changes a fter  confl icts  may 
change government -ci t izens relat ions.  

This report  at tempts to  address the question above, from the case of South Afr ica since  
1994.  This report  regards the anti -apar theid struggle as an armed confl ict .  The Afr ican 
National  Congress (ANC) did not  have l iberated zones,  and i t  heavily rel ied on external  
supports.  According to the Huang's  discuss ion,  the ANC government would not  br ing sta te  
formation nor  democrat izat ion.  Nevertheless,  South Afr ica has consolidated democracy and 
maintained relat ively high state  capacity since 1994.  

 Mandela and  Mbeki ’s administrat ions had contradictory characters ;  whi le  they heavi ly 
rel ied on majori ty populat ion,  they implemented unpopular  neo -l iberal  policies.  On the one 
hand,  since  they inheri ted a  near ly bankrupted treasury and they could not  expect  to gain 
enough external  support  in post -Cold War c ircumstances,  they had to  extract  resources  
domestical ly to  resolve  racial  inequali t ies.  On the other  hand,  they had to  look for  
investment  to  ga in resources .  Since there was no strong opposit ion par ty,  the AN C could 
secure i ts  support  bases  And,  the promotion of  investments required neo -l iberal  policies .  In 
that  era ,  whi le  the state  remained i ts  minimal service delivery,  studies depict  that  state  
capacity general ly declined ;  this  government ’s at t i tudes reflect  the distance  between them 
and i ts  ci t izens.  

However,  since the Zu ma Administrat ion,  the dis tance between the ANC g overnment and 
the ci t izen has changed .  In addit ion to  cr i t ic izes against  the 's tate  capture '  or  corrupt  
at t i tudes of the administrat ion,  some s trong opposit ions have appeared,  such as the 
Democratic  All iance  (DA),  or  Economic  Freedom Fighters (EFF).  Thus,  the  ANC's 
dominant posit ion is  now unstable.  Cyri l  Ramaphosa 's  government has tackled with not  only 
the improvement of governance but  also popular  demands for  a long t ime,  such as the land 
issue.  This may re flect  the re -approach of the ANC toward i ts  ci t iz ens.  I t  is  too ear ly to  
evaluate the policies  of the Ramaphosa  government.  Yet ,  according to  the 
state-formation/building theories,  i t  would br ing more democratic ,  and high -capacity state .  

In sum, a fter  rebels transformed into  par t ies,  state -society relat ions would change by the 
global  and/or domestic  social circumstances.  Exist ing studies keen only to the relat ionship  
immediately a fter  the  war.  However,  to consider  the success  or  fai lure of  
state-formation/building in the post -confl ict  society,  we  should also consider  the change of 
state-society relat ion after  the confl ict  and i ts  e ffects on the evolution of  state  capacity.  �

A5 難民登録と非公式経済  
――食糧援助における「カードゲーム」の事例から――  

 
村橋勲（日本学術振興会／京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Refugee Registration and Informal Economy 

The case of  “card games” in food assistance 
 

Isao MURAHASHI (JSPS Research Fellow-PD/ASAFAS, Kyoto University) 

 
本発表の目的は、難民支援活動に伴う非公式経済（ in formal  economy）の実態を明らか

にし、それが、難民、難民受け入れ社会、そして難民支援活動に与える社会経済的な影響

を考察することである。ここでは、2014 年以降のウガンダの難民居住地における難民登録

と配給票（ra t ion card）をめぐる経済活動を事例にあげる。  
昨今、先進国が難民の受け入れに消極的になるなか、ウガンダは周辺諸国からの難民の

受け入れに寛容で、かつ進歩的な難民受け入れ制度を導入していると考えられ、国連機関

や国際社会から高く評価されてきた。しかし、2018 年、国連の内部監査により政府当局の

職員だけでなく UNHCR 職員も関与、黙認したさまざまな不正行為が明るみに出た。その

ひとつが難民登録システムを操作して行われた非合法ビジネスである。  
難民登録は、内戦や紛争下において、生存や生計を求めて不規則に国境を越える人々の

移動を管理し、人道支援の対象となる人口を把握しようとする統治の技術である。支援に

関わる諸アクターは、データ化された難民数に基づいて具体的な支援計画を作成し、予算

を算出する。その一方で、管理の対象となる難民は、時として、難民登録システムを操作

し、さまざまな手口で難民 ID や配給票を増やすことで、より多くの食糧や物資を得ようと

する。もっとも明確な事例は、ダダーブ難民キャンプで行われていた「カードゲーム（card 
games）」（Horst  2006）である。これは、移動人口を難民キャンプという空間に「固定」し

ようとする官僚主義的な制度を撹乱または逆用するソマリア難民の日常的実践と言える。  
 一方、ウガンダの難民居住地では、南スーダン難民は、慢性的に食糧の不足に直面し、

食べ慣れていない食糧を配給される。それに対し、難民は、仲買人に援助食糧を売却し、

そこで得た現金で不足する食料を購入するなどの手段を講じている。難民居住地で売却さ

れた援助食糧は、ウガンダ人の仲買人によってトラックで運搬され、多くは国境近くのロ

ーカル市場において高値で転売される。この「非合法な」取引は、難民の不安定な生計の

一助になるだけでなく、難民居住地周辺の経済活動を活性化させている。  
 2016 年 7 月以降、急増する南スーダン難民を受け入れるため難民居住地が増設された後、

難民登録を利用した新たな非合法ビジネスがみられるようになった。UNHCR と政府の難民

当局は、生体認証を導入してより正確に難民人口を把握しようと試みたが、難民当局の職

員の間では、登録時に難民に現金を要求する不平行為が横行した。一方で、食糧や土地の

入手がさらに困難になるにつれ、既に登録した難民のなかに非合法な手段で援助食糧を多

く得ようとする者が現れた。聞き取り調査によれば、彼らは当局職員に多額の賄賂を渡す

ことと引き換えに多重登録を行っており、なかには 10 枚以上の配給票を所持する難民もい

た。また、監査報告によれば UNHCR は集計されたデータにほとんどアクセスしなかった。

不正確な難民数が問題となった後、UNHCR と政府当局は、2018 年 3 月から全国の難民居

住地で居住確認（ver ification）を実施し、その結果、難民数は約 30 万人減少した。  
以上の事例は、難民支援活動に関与する諸アクターが複雑に関係しながら、公的な難民

受け入れ制度の下に非公式経済が生まれる可能性を示している。それは難民の不安定な生

計の一助となることもある一方で、難民支援活動の適切な遂行を困難にし、難民の貧困や、

難民と難民受け入れ社会との対立を助長する危うさを孕んでいることを指摘する。  
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南スーダン難民における紛争に伴う困難な体験と、レジリエンスの側面から見たキ

リスト教の役割 
 

中西美絵 
大阪大学大学院� 人間科学研究科 

 
Role of Christianity in Resilience among the South Sudanese Refugees 

 
Mie Nakanishi 

Graduate School of Human Sciences, Osaka University 
 
 
トラウマの原因には子ども時代の虐待とネグレクト、成人期の関係性の暴力、自然災害、戦争、車両

事故、暴力の目撃、抑圧など性質の異なる様々なものがあるが、近年のトラウマ研究では、多くの人が

一生涯のうちに、何らかのトラウマ体験をしているという考え方が台頭している。一方、トラウマとな

りえるような体験をしても、多くの人がレジリエンシーを発揮して、体験がトラウマに発展するのを

未然に防いでいるとの見方もあり、レジリエンシーも注目されている。米国心理学会（2014）は、レジ

リエンスを、「逆境やトラウマ、脅威にうまく適応し、困難を跳ね返すこと」と定義している。個人の

レジリエンスの高低は、親子関係を主軸とした発達的要因、恐れや報酬、学習、社会的つながり、感情

調節に関わる神経回路に見る神経生物学的要因、運動・食事・睡眠などの健康要因、社会サポートの有

無や宗教とスピリチュアリティなどの心理社会的要因によるリスクと保護因子に複合的に影響を受け

ると考えられている（Classen and Clark 2017）。レジリエンシーの高い人は、ストレスを受けてもトラ

ウマになりにくいと考えられている。 
 
本発表では、困難な体験がトラウマに発展するのを防ぐための保護要因の一つとして認識されている

宗教やスピリチュアリティに注目し、2018 年から 2019 年にかけてウガンダの難民定住地にて行った

現地調査に基づき、キリスト教の信仰が南スーダン難民の紛争に伴う困難な体験へのコーピングとレ

ジリエンスに果たす役割を、人々の語りと実践から考察する。 
 
南スーダンのディンカ人の間では、1980 年代から 90 年代の第二次スーダン内戦中にキリスト教が大

幅に普及し、現在多くの人がキリスト教を信仰している。2013 年 12 月の内戦勃発以降ウガンダ北部の

アジュマニ県に位置する難民定住地の一つに暮らすディンカ人難民の生活の中にも、キリスト教の信

仰が深く根付き、日常生活の一部を形成している。そのような背景の中、キリスト教信仰が彼らの困難

な体験に対するレジリエンスとして機能している可能性を探る。宗教的コーピングには肯定的なもの

と否定的なものがあり（Pargament, Koenig and Perez 2000; Pargament, Feuille and Burdzy 2011; Bryant-Davis 
2013）、肯定的コーピングと精神的苦痛の減少の関連性が示されている（Bryant-Davis 2013）ことから、

ディンカ人難民のコミュニティにおいて肯定的コーピングがどのように用いられているのかについて、

検討を加える。 
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中西美絵 
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ウマになりにくいと考えられている。 
 
本発表では、困難な体験がトラウマに発展するのを防ぐための保護要因の一つとして認識されている

宗教やスピリチュアリティに注目し、2018 年から 2019 年にかけてウガンダの難民定住地にて行った

現地調査に基づき、キリスト教の信仰が南スーダン難民の紛争に伴う困難な体験へのコーピングとレ

ジリエンスに果たす役割を、人々の語りと実践から考察する。 
 
南スーダンのディンカ人の間では、1980 年代から 90 年代の第二次スーダン内戦中にキリスト教が大

幅に普及し、現在多くの人がキリスト教を信仰している。2013 年 12 月の内戦勃発以降ウガンダ北部の

アジュマニ県に位置する難民定住地の一つに暮らすディンカ人難民の生活の中にも、キリスト教の信

仰が深く根付き、日常生活の一部を形成している。そのような背景の中、キリスト教信仰が彼らの困難

な体験に対するレジリエンスとして機能している可能性を探る。宗教的コーピングには肯定的なもの

と否定的なものがあり（Pargament, Koenig and Perez 2000; Pargament, Feuille and Burdzy 2011; Bryant-Davis 
2013）、肯定的コーピングと精神的苦痛の減少の関連性が示されている（Bryant-Davis 2013）ことから、

ディンカ人難民のコミュニティにおいて肯定的コーピングがどのように用いられているのかについて、

検討を加える。 

A7 包摂/排除空間のなかで生まれる社会関係  
東アフリカのメガキャンプにおける市場の形成  

内藤直樹（徳島大学）  

 
Mega-camp	as	a	Space	of	Social	Inclusion/Exclusion  
Creation	of	the	market	place	in	mega-camps	of	East	Africa  

Naoki Naito (Tokushima University)  
 
本発表の目的は、長期化難民がアクティブな経済活動を創出する機序と、それがホスト社

会に与えるインパクトの解明にある。そのために、東アフリカ（ケニア・タンザニア）に

おける複数の「メガ・キャンプ（大規模な難民キャンプ）」に関わる難民とホストによる経

済活動の比較検討をおこなう。  
その際に、難民支援の空間における排除と包摂の重層性に着目する。アフリカの 1 次庇護
国は難民の政治参加、就労、移動に関する何らかの制限を加えることが多い。他方で難民

キャンプや定住地においては、国家がおこなうべき食料配給、医療・福祉、教育サービス

等、  人間の生存に必要なモノやサービスが国際機関や NGO/NPO 等の非国家主体によって
包括的に提供されている。それゆえ難民の定住地やキャンプは、グローバルな人・モノ・

情報が集積・フローする巨大な都市空間としての性質を備えている。なかでも本発表では、

人口 10 万人以上の難民キャンプに注目し、これを「メガキャンプ」と定義する。ひとつの
難民キャンプにおける人口は、管理やロジスティクスのしやすさから 6 千人程度が望まし
いとされている。だが、ひとつの国家が崩壊すると大量の難民が発生することと、近年の

アフリカ諸国は難民庇護に消極的なことから、少数の難民キャンプで大量の難民を庇護す

る傾向にある。2019 年 1 月現在、ケニアには人口 10 万人を越える難民キャンプ（メガキ
ャンプ）が 2 つ（ダダーブ難民キャンプ、カクマ難民キャンプ）、タンザニアには 1 つ（ニ
ャルグス難民キャンプ）存在する。この両国では、ほとんどの難民が難民キャンプに集め

られている。これだけの規模になると、庇護国も国際機関も、難民の動向を完全には把握

できなくなる。だが、それゆえに、人びとが時には非公式的な手段をも駆使しながら、自

らの生活の場を生み出す創造性を駆使する場になる。  
すなわち難民キャンプとは、①「国家の外部」に位置づけられると同時に国家性が強く意

識される空間であり、②包括的な人道支援がおこなわれる「包摂の空間」であると同時に

庇護国の通常の国土からの「排除の空間」でもあるという二重の二面性を備えた空間であ

る。本発表では、このように排除と包摂が重層するトランスナショナルな都市空間として

のメガキャンプを構成する諸アクターが、生存 (survive)という言葉では語り尽くすことが
できない生  (well -being)を実現するために、いかなる相互行為をおこなっているのかに焦点
をあてる。そのために、あえて「難民キャンプの比較研究」をおこなう。  
このように本発表では、ケニアとタンザニアに開設されたメガキャンプに限定した比較研

究をおこなうが、将来的にはアフリカに限定しない「メガキャンプの体系的な比較研究」

を実施する予定である。それゆえ本発表では、メガキャンプの地域間比較研究をおこなう

ために必要だと考えられる枠組みと視点についても報告する。  
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日本メディアの戦争報道  
アフリカの紛争に関する報道の特質について  

白戸圭一（立命館大学）  
 

War coverage by Japanese media  
A study on characterist ics of reports about conflicts in Africa  

 
Keiichi Shirato (Ritsumeikan University)  

 
I  examined Japanese med ia report s on four ar med conflict s t hat  occurred in Afr ica aft er  

the Co ld War  and cons idered what  k ind o f charact er ist ics can be  seen in t he way that  t hose 
report s  were presented.  

 Four ar med conflict s,  which are t he subject s o f cons iderat ion, are (1) t he Rwandan Civi l 
War,  (2) t he South Sudanese  Civil War,  (3) t he Darfur  War,  (4) vio lence by Boko Haram in 
Niger ia and ne ighbor ing count r ies.  

 In t he Rwandan Civil War,  Japan ’s  government  d ispat ched the Se lf Defense Forces (SDF)  
fo r humanit ar ian ass ist ance. In t he South Sudanese Civi l War,  UN peacekeep ing operat ions  
(PKO) deve loped and Japan ’s  government  dispat ched the SDF. In t hose two cases,  report s by 
Japanese med ia were more like ly to  focus on the Japanese domest ic po lit ica l s it uat ion 
re lat ed to  t he SDF than the s it uat ion on the ground.  As a result  o f t hat ,  when the SDF 
withdrew from those fie lds,  t he med ia rap id ly lo st  int erest  in t he armed confl ict  and 
humanit ar ian cr is is ,  desp it e  t he cr is is cont inu ing.  

 In t he case o f t he Darfur  War,  once Western med ia report ed int ens ive ly about  t he 
s ituat ion in Darfur,  Japanese med ia fo llowed su it .  As a resu lt ,  when report s by Western 
med ia subs ided, Japanese med ia lo st  int erest  in t he confl ict .  In t he case o f Boko Haram,  
Japanese med ia began report ing on Boko Haram in response to  the g ir ls ’ abduct ion inc ident  
in Apr il 2014. Japanese med ia act ive ly report ed on Boko Haram based on sensat ionalism,  
not  based on int erest  in peace and secur ity in Afr ica.  

 A commo n factor in t he four cases is  t he lack o f int erest  in contemporar y Afr ican confl ict .  
This resu lt  ind icat es t hat  while Japanese med ia are ver y much int erest ed in t he "past  war"  
o f Wor ld War  II ,  in contrast ,  t here is  not  much interest  in confl ict s t hat  are current ly on 
go ing in t he wor ld.  
 

�
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A9 過去 �� 年の 66$ トップ �� ヶ国の米増産と水田稲作の進化�

�

�

若月利之（島根大学）�

 
＊Increases of Paddy production and Evolution of  Sawah  (SUIDEN) Based 

Rice Farming of Top 30 countries in SSA during 1961 -2016  
 

Toshiyuki WAKATSUKI (Shimane University ) 
 
下の図表のように 2014-16 年の平均籾収量は Madagascar（4.3t/ha）を先頭に、Mali（3.2t/ha）、
Tanzania（2.6t/ha）、Cote d’Ivoire（2.5t/ha）、Nigeria（2.0t/ha）、Guinea（1.2t/ha）と向

上し、Thailand（3.1t/ha）、 India（3.6t/ha）、Phi l ippines（3.8t/ha）等アジア諸国に追いつ

く雁行型発展が明瞭である。SSA 諸国の水田は (a)陸稲や非水田湿地稲作、 (b)灌漑非水田稲

作や畝立て非水田稲作、 (c)灌漑小区画（準）水田稲作、 (d)灌漑標準型水田稲作、 (e)灌漑高

規格水田稲作等多様な進化段階が認められる。近年利用可能になった Google ear th と演者の

過去 33 年の現地経験は、水田稲作の進化が上記の雁行型収量向上の主因であることを示す。 
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　　表：FAOSTAT2018年の2014-16年の平均籾生産量(x1000トン)順位トップ32位のSSA諸国別生産量と籾収量データ(t/ha)
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順位       国 籾生産量 籾生産量 籾収量 順位       国 籾生産量 籾生産量 籾収量 順位      国 籾生産量 籾生産量 籾収量

1 1LJHULa 20� 6111 1�9� 10 %XULQaFaVR 32 338 2�26 19 TRJR 21 142 1��1
2 0aGaJaVFaU 1583 3842 4�2� 11 '5 &RQJR 62 30� 0��6 20 (thLRSLa 0 136 2�91
3 85 TaQ]aQLa 120 2862 2�58 12 0aXULtaQLa 1 2�8 5�18 21 0R]aPELTXH 94 133 0�52
4 0aOL 1�2 2426 3�19 13 /LEHULa 125 2�� 1�31 22 .HQ\a 14 115 3�98
5 *XLQHa 230 19�5 1�23 14 &haG 29 268 1�4� 23 0aOaZL 6 109 1��4
6 &RtH G
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自生的企業の発展－ザンビア農産物加工業の事例－ 

 西浦昭雄（創価大学） 
 

The Development of Agro Processing Companies in Zambia 
Akio Nishiura (Soka University) 

nishiura@soka.ac.jp 
 
 

【発表要旨】 

 

「サハラ以南アフリカにおいて、近年観察される自生的な企業の発展の経緯

と要因、及びその国家との関係のあり方を解明することを目的」とする共同研

究において、その事例として本発表ではザンビア農産物加工業に焦点をあてて

いる。 

アフリカの産業は外国資本や政府系企業を中心とするフォーマルな大企業群

とインフォーマルな零細事業者群との二重構造として理解されることが多く、

missing middle（失われた中間）仮説が提唱されてきた。本共同研究では、政

府の「上からの」組織化や出資にはよらずに、特定の経済活動に継続的に従事

し、拡大する事業組織や企業を「自生的企業」と捉え、(1)企業発展の主要な

内的要因（①技術・ノウハウの共有、②組織化の発展）、(2)企業を取り巻く

外部環境（①政府の政策・制度の変化、②市場の状況と企業の活動条件の変

化）の点について、現地調査を中心に明らかにしようとしている。 

 

本報告で焦点をあてるザンビアの農産物加工業は成長が期待される分野であ

り、サムビーフ社（精肉業）ら大企業については幾つかの論文・報告書で紹介

されているものの、大企業とインフォーマル企業に挟まれた小規模の農産物加

工企業の実態については明らかになっていなかった。ザンビアには、南アフリ

カ系のスーパーマーケットが多数進出し、伝統的な市場と近代的な商業活動が

融合している。 

そこで報告書者は、2018 年 2 月と 8月にザンビアを訪れ、ルサカやカブウェ

地域等の小規模の農産物加工企業（製粉、ヨーグルト、麺、菓子、チリソー

ス、食用酢、ジュース、ドライフルーツ、精肉、カットフィッシュ、蜂蜜）を

訪れ、①インフォーマルではなく、フォーマル化（企業登録）した動機、②創

業時からの発展経緯、③政府の政策や制度による影響、④直面している課題、

等についてインタビュー調査をした。 

あわせて、商工会議所、製造業者組合、中小企業協会、業界団体、政府機関

等からも中小企業を取り巻く環境についてヒアリングした。本報告では、それ

らの現地調査を通じて明らかになってきた点や今後の研究課題を提示していき

たい。 

 

なお、本調査は科学研究費基盤研究（B）「変動下のアフリカにおける自主的企

業の発展に関する研究」（代表：高橋基樹）による研究に基づいている。 
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Agricultural cooperatives in Madagascar: a historical perspective 

Tsilavo Ralandison (Kyoto University) 
 

It seems that a comprehensive history of agricultural cooperatives (coops) in Madagascar does not exist. Questions 
about how they were introduced by the French colonial administration (starting in the early 1920s) and the way 
they were subsequently run by the Malagasy government after the colonization era (since the 1960s) have not been 
answered. Given the current context of Madagascar’s severely impoverished state and recently findings that 
indicate a growing interest in coops from people themselves, it seems important to have a better grasp of what 
happened over the past 100 years and what lessons can be learned and applied. My primarily finding is that, based 
on archival research, coops were used by the elite (colonial and government officials) as part of a wider effort to 
facilitate the extraction of resources from rural areas in the name of “development.” Comparing the rhetoric and 
processes during that time with what is happening today, one cannot help but notice the obvious similarities as 
coops are promoted as a means of reducing poverty. While intentions might be pro-poor, how coops can address 
the underlying causes of poverty, i.e. small-holder farmers’ positions within the capitalist system, is not clear. The 
upcoming presentation does not reject coops but suggests evaluating the strengths and limitations of coops in 
creating thriving rural areas; and that such evaluation should use a critical analytical framework. While there has 
been evidence suggesting that coops have the potential to reduce poverty by bringing small-holders closer to (or 
integrated into) the market economy, it seems that coops are limited in changing the structures that keep 
smallholders in a perpetual cycle of poverty, and rather, offer a kind of coping mechanism. In light of these 
observations, I think more scholarly attention should be dedicated to a deeper analysis of coops to avoid repeating 
past mistakes and to see if and how coops can bring about real change.  
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Agricultural cooperatives in Madagascar: a historical perspective 

Tsilavo Ralandison (Kyoto University) 
 

It seems that a comprehensive history of agricultural cooperatives (coops) in Madagascar does not exist. Questions 
about how they were introduced by the French colonial administration (starting in the early 1920s) and the way 
they were subsequently run by the Malagasy government after the colonization era (since the 1960s) have not been 
answered. Given the current context of Madagascar’s severely impoverished state and recently findings that 
indicate a growing interest in coops from people themselves, it seems important to have a better grasp of what 
happened over the past 100 years and what lessons can be learned and applied. My primarily finding is that, based 
on archival research, coops were used by the elite (colonial and government officials) as part of a wider effort to 
facilitate the extraction of resources from rural areas in the name of “development.” Comparing the rhetoric and 
processes during that time with what is happening today, one cannot help but notice the obvious similarities as 
coops are promoted as a means of reducing poverty. While intentions might be pro-poor, how coops can address 
the underlying causes of poverty, i.e. small-holder farmers’ positions within the capitalist system, is not clear. The 
upcoming presentation does not reject coops but suggests evaluating the strengths and limitations of coops in 
creating thriving rural areas; and that such evaluation should use a critical analytical framework. While there has 
been evidence suggesting that coops have the potential to reduce poverty by bringing small-holders closer to (or 
integrated into) the market economy, it seems that coops are limited in changing the structures that keep 
smallholders in a perpetual cycle of poverty, and rather, offer a kind of coping mechanism. In light of these 
observations, I think more scholarly attention should be dedicated to a deeper analysis of coops to avoid repeating 
past mistakes and to see if and how coops can bring about real change.  

A13 タンザニア・ソングウェ州の農村におけるブタ飼養の現状  
アフリカ豚コレラの流行前と流行後の調査から  

 
勝俣昌也（麻布大学）・神田靖範（CDC インターナショナル）・伊谷樹一（京都大学） 

 
Pig husbandry in a village of Songwe Region, Tanzania 

Results from surveys before and after the outbreak of ASF in 2017  
 

Masaya Katsumata(Azabu University)・Yasunori Kanda(CDC International)・
Juichi Itani (Kyoto University) 

 
わたしたちはタンザニア農村において循環型資源利用モデルの解明に取り組んでいる。

循環型資源利用を進めるためには住民の環境保全の意識を高めることが必要であり、調査

地のひとつソングウェ州モンバ県ムフト村で、住民とともに育苗と植林を進めている。一

方で、多くのアフリカの農村と同じように、ムフト村でも、ヤギやブタなどの中型家畜を

非常時の出費に備えて飼養している。しかし、せっかく植えた苗木をこれらの家畜が食べ

てしまう。さらに、救荒作物としてキャッサバやバナナを栽培しようとしても、緑の若葉

を家畜が食べ尽くしてしまう。このように、現金収入のための家畜飼養が環境保全や救荒

作物栽培を阻害する要因になっている。なぜ家畜飼養が阻害要因になるかと言えば、ヤギ

はもとより、ブタも村内で放し飼いにするからである。苗木や作物の葉をヤギやブタに食

べられないようにするには、周年で繋牧あるいは舎飼いするのが望ましい。そのためには、

たとえばブタでは、放し飼いに依存しなくてもよいように、十分な飼料を確保しなければ

ならない。本報告では、周年舎飼いの成立を目指し、その第一歩として実施したムフト村

でのブタ飼養の実態調査の結果を報告する。ところで、家畜伝染病のひとつアフリカ豚コ

レラは、アフリカが起源であり、アフリカに常在している。感染豚の死亡率は 100%に近く、

ワクチンも治療法も開発されていない。現在中国で多発しており、日本政府は警戒を呼び

掛けている。タンザニアは 2017 年にアフリカ豚コレラの流行を経験し、ムフト村でも多く

のブタが斃死した。その状況を 2018 年 8 月に実施した調査から紹介する。 

 アフリカ豚コレラが流行する前の 2015 年 8 月と流行後の 2018 年 8 月にブタ飼養につい

て調査した。2015 年 8 月には、ムフト村の 3 つの村区の長から、ブタを飼養している住民

の情報を得て、それぞれの住民（41 世帯）を訪問し、聞き取り調査を実施した。調査で得

た情報のおもなものは、飼養しているブタの頭数、飼育小屋の有無、飼料の種類と給餌頻

度、放し飼いの方法などである。この 41 世帯のうち 38 世帯を 2018 年 8 月に再訪し、アフ

リカ豚コレラ流行後のブタ飼養の状況を聞いた。 

 2015 年 8 月の結果の概要：41 世帯のうち母豚を飼養しているのは 29 世帯であり、12 世

帯は子豚のみを飼養していた －母豚と子豚を飼養している世帯（最大で合計 8 頭）、母豚

のみを飼養している世帯（1～2 頭）、子豚のみを飼養している世帯（1～3 頭）にわけるこ

とができた。飼育小屋は 26 世帯が所有していた。飼料としては、トウモロコシの果皮

（pumba）、酒の醸造粕、残飯、野菜の葉などを組み合わせて給餌していた。作物畑に侵入

させないために雨季は飼育小屋で管理することが多く、給餌回数は 2 回/日が多かった。ト

ウモロコシの収穫が終わったあとの乾季は村内で放し飼いすることが多く、そのため給餌

回数は 1 日 1 回となる。2018 年 8 月の結果の概要：38 世帯のうち、2015 年 8 月から 2018

年 8 月の間にブタが斃死しなかったのはわずか 2 世帯であり、2018 年 8 月の時点でブタを

飼養しているのは 7 世帯であった。17 世帯で 2017 年 6 月～8 月にブタが斃死しており、確

定診断はしていないので明確なことは言えないが、この間の死因はアフリカ豚コレラと考

えるのが妥当であろう。このように、伝染病の流行という大きな障壁により安定的なブタ

飼養には至っていない。飼料資源の量とブタの飼養頭数のバランスをとること、このこと

により放し飼いに依存する程度を小さくすることが課題であり、伝染病の拡大を最小限に

するために農村でやるべきこと・できることを明らかにしていく必要がある。 
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The Impact of the Agricultural and Trade Policies of the EU on countries 
in West Africa in a neocolonial context 

 

Alice Schmidt (PhD-Student University of Münster, Germany) 
 

 
Northern agricultural  governance,  especially agricultural  subsidies and trade barriers have 
long been cri t icized by the Global  South as unfair  practices reducing if  not  destroying 
development opportunit ies.  
 
African poli t icians as well  as scholars have described the result ing asymmetrically 
dependent relat ionship as ‘neocolonial’ .  Recent reforms in the EU, specifically the 
decoupling of agricultural  subsidies and the subsidies for sustainabil i ty,  are supposed to be 
preventing such negative effects of i ts  agricultural  policies.  
 
But has the si tuation really changed in the eyes of those affected? This question is  relevant 
from a scientif ic and poli t ical  perspective.  Scientif ically,  the question of the (continued) 
relevance of the concept of ‘neocolonialism’ deserves at tention.  
 
Poli t ically,  the potential  for l ingering trade conflicts  as well  as implications for social  
just ice are highly relevant.  Therefore,  this  thesis enquires the extent  to which the external  
actors affected perceive the current  relat ionship as of a ‘neocolonial’ nature. 
 
In pursuit  of  i ts  objectives,  the thesis explores the impact of the EU’s agricultural  and 
trade policies from the perspective of local  farmers and experts on the basis of 
semi-structured interviews in three West African countries.  
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A15 Youth Employment under Economic Growth in sub-Saharan Africa: 
School-to-Work transitions in urban Ghana and Kenya

Takahiro Fukunishi
Institute of Developing Economies

Christian Otchia
Nagoya University

Abstract
Employment of youth has been a central concern in the developing regions, where population are young and 
growing rapidly. In sub-Saharan Africa, employment performance may have been changed during the decade of 
economic growth starting around 2003, but state of youth employment is not investigated yet. Focusing on school-
to-work transitions, this paper compares employment performance between the senior cohort who entered into 
labor market before the growth period and the young cohorts who entered after it, using the several existing surveys 
in urban Ghana and Kenya. It demonstrates that the first job for young graduates is less likely vulnerable 
employment in Ghana and is in the industries with higher formality in the both countries. In the mid-career with 
experience of 2-10 years, young cohorts earned as high as the senior cohort did despite shorter experience. We 
found that quality of first job is positively associated with formality and earnings in mid-career. Urban young 
workers are better off on average.
 

 
 

Figure 2 Type of first job by year that one completed education (Ghana)
6 7 8 9

1994-19981999-20032004-20082009-2013
no working 0.3314 0.3714 0.2938 0.4089
employees  0.005 0.0462 0.0877 0.1257
employees  0.3669 0.3313 0.4368 0.3239
self-emplo 0.2438 0.2098 0.1464 0.08
unpaid wo 0.0528 0.0414 0.0353 0.0616

Note: The figure shows type of the first job that respondents worked for within three
years after completion of formal education.
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エチオピアの工場労働者の技能とキャリアの関係  
―首都アジスアベバの革靴製造業の事例から―  

 
松原� 加奈（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
The Relation between Laborers ’ Skills and Careers in Ethiopia 

The Case of Leather-Shoe Industry in Addis Ababa  
 

Kana Matsubara  
(Graduate School of  Asian and African Area Stu dies, Kyoto University) 

 
エチオピア政府は 2010 年から「成長と構造転換のためのプラン」を通じて、農業から製

造業へと基幹産業の転換を図っている。皮革産業は同国政府の支援対象の産業のひとつで

ある。エチオピアは家畜保有数がアフリカのなかでも高く、原皮が豊富に取れ、それを原

料とする革鞣しがさかんである。そして、その革を使用して鞄や靴やジャケット等を製造

する企業が多く存在する。例として革靴をとると、首都アジスアベバ市内だけでも革靴製

造企業が 2015 年の時点で大・中企業 21 社、小企業に関して統計データはないものの、1000
社以上存在すると言われている。したがって、エチオピアには国内で原材料から最終製品

までを製造する皮革産業のサプライチェーンが形成されていると言ってよい。このことを

踏まえて、報告者は皮革産業のサプライチェーンのなかで特に労働集約的な縫製等を含む

最終製品のひとつである革靴製造業を対象とし、企業が多く所在するアジスアベバを調査

地とした。  
アフリカ諸国では一般に所得水準が低いにもかかわらず、フォーマル部門の賃金が高く、

そのことが製造業の発展の妨げになっている。ところが、エチオピアは他のアフリカ諸国

に比べ、例外的に労働者の賃金が低く、相対的に有利な状況にある。しかし、これまでエ

チオピアの革靴製造業に関する先行研究では中小企業の産業集積に関する調査が多く、労

働者の待遇や技能、作業・分業の実態に焦点を当てた研究はあまり見受けられない。これ

らの点について日本とアメリカの比較研究をおこなった小池（1977）は、労働者の技能形

成が企業発展において重要、不可欠であると指摘した。加えて、企業内の業務を通じた職

業訓練と技能形成を労働者の職業キャリアとして捉え、ある労働者が「長期に経験する関

連の深い仕事群」としてキャリアを定義した。さらにアジアの開発途上国の労働者の技能

形成に関する先行研究もあらわれている（大野  2007；内田  2012 ）。これらの先行研究を踏

まえると、エチオピアの工場労働者の技能も企業の生産性向上や発展に影響しえる重要な

要因のひとつとして検討するに値すると考えられる。  
以上のことから、本発表の目的は、エチオピアの革靴製造業における工場労働者の年齢、

性別等の属性と技能形成・職業訓練に関わる履歴を明らかにする。そのうえで、労働者の

技能とキャリアがどのように関係し、キャリアが積み上げられていくのかを検討する。報

告者は 2016 年から 2018 年にかけて断続的に通算 11 ヶ月の現地調査を実施した。調査対象

企業は首都アジスアベバ市内の小・中・大規模の革靴製造企業の各 2 社の計 6 社であり、

調査手法として参与観察および聞き取り調査を用いた。  
労働者の履歴として、職業訓練学校を出ていない労働者の割合が高く、多くの労働者は企

業内で仕事を遂行することを通じて技能を習得していた。また、企業はそのような技能形

成を後押しし、成果を利用していた。本発表では、労働者の履歴を示したうえで、労働者

の技能形成の具体的な事例を挙げ、労働者のキャリアの形成が企業の施策、労働者の選択

等、どのような要因によって規定されてきたのかについて論ずる。  

A16
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エチオピアの工場労働者の技能とキャリアの関係  
―首都アジスアベバの革靴製造業の事例から―  

 
松原� 加奈（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
The Relation between Laborers ’ Skills and Careers in Ethiopia 

The Case of Leather-Shoe Industry in Addis Ababa  
 

Kana Matsubara  
(Graduate School of  Asian and African Area Stu dies, Kyoto University) 

 
エチオピア政府は 2010 年から「成長と構造転換のためのプラン」を通じて、農業から製

造業へと基幹産業の転換を図っている。皮革産業は同国政府の支援対象の産業のひとつで

ある。エチオピアは家畜保有数がアフリカのなかでも高く、原皮が豊富に取れ、それを原

料とする革鞣しがさかんである。そして、その革を使用して鞄や靴やジャケット等を製造

する企業が多く存在する。例として革靴をとると、首都アジスアベバ市内だけでも革靴製

造企業が 2015 年の時点で大・中企業 21 社、小企業に関して統計データはないものの、1000
社以上存在すると言われている。したがって、エチオピアには国内で原材料から最終製品

までを製造する皮革産業のサプライチェーンが形成されていると言ってよい。このことを

踏まえて、報告者は皮革産業のサプライチェーンのなかで特に労働集約的な縫製等を含む

最終製品のひとつである革靴製造業を対象とし、企業が多く所在するアジスアベバを調査

地とした。  
アフリカ諸国では一般に所得水準が低いにもかかわらず、フォーマル部門の賃金が高く、

そのことが製造業の発展の妨げになっている。ところが、エチオピアは他のアフリカ諸国

に比べ、例外的に労働者の賃金が低く、相対的に有利な状況にある。しかし、これまでエ

チオピアの革靴製造業に関する先行研究では中小企業の産業集積に関する調査が多く、労

働者の待遇や技能、作業・分業の実態に焦点を当てた研究はあまり見受けられない。これ

らの点について日本とアメリカの比較研究をおこなった小池（1977）は、労働者の技能形

成が企業発展において重要、不可欠であると指摘した。加えて、企業内の業務を通じた職

業訓練と技能形成を労働者の職業キャリアとして捉え、ある労働者が「長期に経験する関

連の深い仕事群」としてキャリアを定義した。さらにアジアの開発途上国の労働者の技能

形成に関する先行研究もあらわれている（大野  2007；内田  2012）。これらの先行研究を踏

まえると、エチオピアの工場労働者の技能も企業の生産性向上や発展に影響しえる重要な

要因のひとつとして検討するに値すると考えられる。  
以上のことから、本発表の目的は、エチオピアの革靴製造業における工場労働者の年齢、

性別等の属性と技能形成・職業訓練に関わる履歴を明らかにする。そのうえで、労働者の

技能とキャリアがどのように関係し、キャリアが積み上げられていくのかを検討する。報

告者は 2016 年から 2018 年にかけて断続的に通算 11 ヶ月の現地調査を実施した。調査対象

企業は首都アジスアベバ市内の小・中・大規模の革靴製造企業の各 2 社の計 6 社であり、

調査手法として参与観察および聞き取り調査を用いた。  
労働者の履歴として、職業訓練学校を出ていない労働者の割合が高く、多くの労働者は企

業内で仕事を遂行することを通じて技能を習得していた。また、企業はそのような技能形

成を後押しし、成果を利用していた。本発表では、労働者の履歴を示したうえで、労働者

の技能形成の具体的な事例を挙げ、労働者のキャリアの形成が企業の施策、労働者の選択

等、どのような要因によって規定されてきたのかについて論ずる。  

A17 EAC・関税同盟の域内乳業部門へのインパクト  
－鍵はロングライフミルク－  

守屋三佐江（一橋大学社会学研究科博士後期課程）  
 

The Impacts of Customs Union on Dairy Industries in EAC  
The key is “Long Life Milk”  

Misae Moriya (Graduate School of  Social  Sciences , Hitotusbashi University) 
 
東アフリカ共同体（EAC）の関税同盟は域内の乳業部門に対してどのようなインパクト

をもたらしたのだろうか。EAC 域内において、各国の乳業部門は GDP の５～８％を占める、
主要産業の一つである (GoK 他 )。また貧困削減、小農の収入、雇用、子どもの栄養、食糧
安全保障、食の安全など多くの分野においてもその貢献が期待されている。  

EAC の発足（再結成）は 2000 年、ルワンダとブルンジが加盟したのが 2007 年、南スー
ダンが加盟したのが 2016 年。EAC は地域統合を目指して関税同盟、共通市場、通貨統合に
取り組んでおり、最終的には政治連邦を目標としている。そのうちの関税同盟は、 2005 年
から移行期を経て 2010 年に本格的な実施となった。調整が済んでいない一部の製品などを
除いて域内貿易では無関税を原則とし、EAC 対外共通関税は原材料０％、中間財 10％、完
成財 25％と決められている。ただし域内産業の保護のために、センシティブ品目として牛
乳及び乳製品 60％、砂糖 100％などの割増関税が適応されている。だが、この取り決めは
厳密ではなく各国の裁量に任されている。牛乳及び乳製品は EAC の基準規格を満たせば域
内は自由な取引が行われるようになった。このことにより乳業部門における各国の政策、

生産者から消費者までのバリューチェーンの各段階のアクターたちは大なり小なりの影響

を受けることとなった。  
乳製品のうちケニア、タンザニアの間で主に取引されているのは、ロングライフミルク

（UHT ミルク、超高温殺菌乳）と粉ミルクである。新鮮な生乳（加熱殺菌がされていない
牛乳）を仲買人や生産者から買うルートを持たない一部の都市住民は、常温にて長期保存

できる UHT ミルクと、いつでも液体に溶いて牛乳として飲むことができる粉ミルクを好む
傾向にある。また傷みやすい生乳と違い、長期保存できる UHT ミルクや粉ミルクは、生乳
の産出が半減する乾期において供給の不足を補うためにも重要である。基準規格を満たす

UHT ミルクと粉ミルクを製造できる国が乳製品貿易においては優位なのである。  
まず関税同盟発足によって影響を受けたのはタンザニアの生産者である。タンザニアに

は国内の需要を満たすほど生産能力の高い低温殺菌乳（牛乳）製造所、UHT ミルク製造所
はない。国内に散在する生産地は、広い国土ゆえに生乳の集荷が容易ではなく、バリュー

チェーン構築は困難である。関税同盟により、国産牛乳より安い UHT ミルクがケニアより
輸入されることになり、国産生乳は顧客を失う事態となった。それに対して追い風となっ

たのがケニアの企業である。国内の乳製品の生産向上に努めたケニアは、2016 年の牛乳の
生産量が 2000 年の２倍となった（FAO）。在来の牛（ゼブ）を乳牛へと更新した結果であ
る。しかし国内の需給の均衡は遠く、ウガンダ、ヨーロッパからの輸入も多い。増えるタ

ンザニアへの輸出に対し、タンザニアは EAC の規定外の税を牛乳に課すようになった。他
方、輸出品の製造に特化したウガンダは、インフラ整備や乳業バリューチェーンの充実に

力を入れ、乳業部門を拡大している。なかでもケニアは UHT ミルク、粉ミルクの最大輸出
先となっている。半放牧というコストの低い農法によって生産されるウガンダの牛乳は、

ケニア市場で競争力を持っているが、二国間の貿易において特に問題は生じていない。  
このように、各国の部門をマクロに見ても関税同盟というインパクトを受けての動きが

一様でないのがわかる。UHT ミルクなどの乳加工品の生産能力は各国貿易関係と各国内で
の牛乳の需給に影響を与えている。本報告ではとくにケニアとタンザニアの間の貿易に注

目し、原則無税の域内貿易において繰り返されている調整についての事例を取り上げて、

乳業部門の受けた各種インパクトについて論じる。  
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ザンビアの都市出身者による出身村の創出  
 

原� 将也（立正大学地球環境科学部）  
 

Creating home village by people born in urban  area in Zambia 
 

Masaya Hara (Faculty of Geo-environmental Science, Rissho University ) 
 
� 近年アフリカでは、多くの人びとが農村から都市に移動して経済活動に従事する。都市

での生活は経済的に容易ではなく、都市居住者のなかには、農村に残る親族から食料など

の支援を受ける人もいる。都市居住者が農村に耕作地を保持したまま、都市で働きつづけ

ることもある。このように都市居住者の多くは、都市での生活に窮乏することを想定し、

親族が暮らす農村―出身村（home vil lage）―とのつながりを保ちつづけることが報告され

ている。本発表で取りあげるザンビアでは、植民地時代における鉱山開発以降、都市人口

が増えている。都市や鉱山で働く労働者は、定年退職や不況による失職のあと、経済的な

負担の多い都市ではなく、親族が暮らす出身村にもどることが多い。出身村は都市居住者

が生まれた農村を指す。それ以外に、都市居住者自身が生まれた農村でなくとも、ひろく

親族が暮らす農村までを含めて出身村とするといわれている。出身村は、都市居住者の暮

らしを支えるセーフティネットとして取りあげられる。  
近年、ザンビアにおいても都市で生まれ育った世代が現れている。都市出身者のなかに

は、みずからの父母や祖父母などの親族が暮らす出身村とつながりを維持する人もいる。

その一方で農村に親族がいない都市出身者もおり、都市に暮らすだれもが頼ることのでき

る出身村をもつわけではない。本発表では、ザンビア北西部の農村に暮らす都市出身者を

取りあげ、彼らが農村に暮らしつづける理由に着目し、都市に暮らす親族にとっての出身

村をつくり、維持している実態を報告する。  
本発表の調査地は、ザンビア北西部州ムフンブウェ県の S 地区である。S 地区はカオンデ

という民族の領域であるが、ルンダとルバレ、ルチャジ、チョークウェという 5 民族の人

びとが暮らす農村である。カオンデ以外の民族の人びとの多くは S 地区外で生まれており、

他地域から移入している。都市や鉱山での労働を経験し、移ってきた人もいる。  
ルンダの S 氏は、1974 年にコッパーベルト州の鉱山都市ムフリラで、11 人きょうだいの

7 人目として生まれた。両親はともに北西部州の農村出身である。父はムフリラの製材会社

に勤めていたが、1980 年に製材会社を解雇された。幼かった S 氏は両親ときょうだいとと

もに、ムフリラ近郊の農村に移住した。S 氏の父は農業をはじめ、キャッサバやトウモロコ

シ、サツマイモなどを栽培したという。S 氏一家は 1991 年に S 地区に移住した。  
S 地区に移住した後、S 氏の父はカオンデのチーフ（首長）に許可をもらい、耕作地や居

住地の分配を受けた。S 氏は S 地区に暮らしつづけて結婚し、2018 年現在、妻と 7 人の子

どもと暮らしている。両親は他界しており、S 氏一家のうち、S 地区に残る人は S 氏とその

弟の 2 人である。残りの 9 人のきょうだいのうち 3 人は亡くなり、1 人は行方不明である。

あとの 5 人はみな結婚や就職し、鉱山都市に暮らす。S 氏は自身が農村に住みつづける理由

として、きょうだいが帰る村を確保する点を挙げる。S 氏を含めてきょうだいは、みな幼い

ときから都市で暮らしてきたため、両親の出身村を知らない。両親が亡くなったいま、両

親の故郷（chikota）を訪ねることは難しいという。都市に暮らすきょうだいに問題が生じ

たときのため、S 氏は農村に暮らし農業を営みつづけると決意している。  
ザンビアをはじめとしたアフリカ諸国の景気変動は大きく、都市に暮らしつづけること

は経済的に容易ではない。S 氏のように都市生まれの人のなかには、農村に移住したのち、

親族全員の安定した生活を願い、帰るべき村となる出身村を創出し、維持する人がいるの

である。近年のアフリカにおいて都市居住者が頼る出身村は、必ずしも古くから変わらず

に存在するものではなく、親族によって創出、維持されることで成立している。  

�
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ザンビアの都市出身者による出身村の創出  
 

原� 将也（立正大学地球環境科学部）  
 

Creating home village by people born in urban  area in Zambia 
 

Masaya Hara (Faculty of Geo-environmental Science, Rissho University ) 
 
� 近年アフリカでは、多くの人びとが農村から都市に移動して経済活動に従事する。都市

での生活は経済的に容易ではなく、都市居住者のなかには、農村に残る親族から食料など

の支援を受ける人もいる。都市居住者が農村に耕作地を保持したまま、都市で働きつづけ

ることもある。このように都市居住者の多くは、都市での生活に窮乏することを想定し、

親族が暮らす農村―出身村（home vil lage）―とのつながりを保ちつづけることが報告され

ている。本発表で取りあげるザンビアでは、植民地時代における鉱山開発以降、都市人口

が増えている。都市や鉱山で働く労働者は、定年退職や不況による失職のあと、経済的な

負担の多い都市ではなく、親族が暮らす出身村にもどることが多い。出身村は都市居住者

が生まれた農村を指す。それ以外に、都市居住者自身が生まれた農村でなくとも、ひろく

親族が暮らす農村までを含めて出身村とするといわれている。出身村は、都市居住者の暮

らしを支えるセーフティネットとして取りあげられる。  
近年、ザンビアにおいても都市で生まれ育った世代が現れている。都市出身者のなかに

は、みずからの父母や祖父母などの親族が暮らす出身村とつながりを維持する人もいる。

その一方で農村に親族がいない都市出身者もおり、都市に暮らすだれもが頼ることのでき

る出身村をもつわけではない。本発表では、ザンビア北西部の農村に暮らす都市出身者を

取りあげ、彼らが農村に暮らしつづける理由に着目し、都市に暮らす親族にとっての出身

村をつくり、維持している実態を報告する。  
本発表の調査地は、ザンビア北西部州ムフンブウェ県の S 地区である。S 地区はカオンデ

という民族の領域であるが、ルンダとルバレ、ルチャジ、チョークウェという 5 民族の人

びとが暮らす農村である。カオンデ以外の民族の人びとの多くは S 地区外で生まれており、

他地域から移入している。都市や鉱山での労働を経験し、移ってきた人もいる。  
ルンダの S 氏は、1974 年にコッパーベルト州の鉱山都市ムフリラで、11 人きょうだいの

7 人目として生まれた。両親はともに北西部州の農村出身である。父はムフリラの製材会社

に勤めていたが、1980 年に製材会社を解雇された。幼かった S 氏は両親ときょうだいとと

もに、ムフリラ近郊の農村に移住した。S 氏の父は農業をはじめ、キャッサバやトウモロコ

シ、サツマイモなどを栽培したという。S 氏一家は 1991 年に S 地区に移住した。  
S 地区に移住した後、S 氏の父はカオンデのチーフ（首長）に許可をもらい、耕作地や居

住地の分配を受けた。S 氏は S 地区に暮らしつづけて結婚し、2018 年現在、妻と 7 人の子

どもと暮らしている。両親は他界しており、S 氏一家のうち、S 地区に残る人は S 氏とその

弟の 2 人である。残りの 9 人のきょうだいのうち 3 人は亡くなり、1 人は行方不明である。

あとの 5 人はみな結婚や就職し、鉱山都市に暮らす。S 氏は自身が農村に住みつづける理由

として、きょうだいが帰る村を確保する点を挙げる。S 氏を含めてきょうだいは、みな幼い

ときから都市で暮らしてきたため、両親の出身村を知らない。両親が亡くなったいま、両

親の故郷（chikota）を訪ねることは難しいという。都市に暮らすきょうだいに問題が生じ

たときのため、S 氏は農村に暮らし農業を営みつづけると決意している。  
ザンビアをはじめとしたアフリカ諸国の景気変動は大きく、都市に暮らしつづけること

は経済的に容易ではない。S 氏のように都市生まれの人のなかには、農村に移住したのち、

親族全員の安定した生活を願い、帰るべき村となる出身村を創出し、維持する人がいるの

である。近年のアフリカにおいて都市居住者が頼る出身村は、必ずしも古くから変わらず

に存在するものではなく、親族によって創出、維持されることで成立している。  

�

A19 アフリカ都市部における若者間の信頼関係の創出に関する研究  
ウガンダにおけるバイクタクシー運転手の「客待ち場所」に注目して  

大谷 琢磨（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  
 

Creation of Trust Relationship among the Youths in African Urban Area 
Focusing on Motorbike “Stage” in Uganda 

 
Takuma Otani (Graduate School of  Asian and African Area Studies,  

Kyoto University)  
 

本研究の目的は、ウガンダ都市部におけるバイクタクシー運転手たちが客待ち場所を中心と

して築く社会関係に焦点を当てて、彼らが同業者および周辺の市民とどのように信頼関係を築

いているのか明らかにすることである。  
アフリカ都市部で商業活動に従事する人々がどのような関係を築いてきたのかは、これまで

に数多くの報告がある。小川（2011）は、タンザニアにおける古着の行商人であるマチンガ

は、彼らが不安定な古着商売を継続できることそれ自体が交渉術や販売能力の高さを示すもの

と評価され、卸売商から信用を得られることを指摘している。また、桐越（2018）はガーナ

でコーラ・ナッツ交易の信用取引に関わる若者たちを調査し、ガスキヤ（ハウサ語で「正直、

公正」を意味する）であると評価される若者は、周囲から信用を獲得し、商売を発展させてい

ると論じた。これらの研究は、アフリカ都市部で商売に従事する人々が商売を継続するために

は、関係者の信用を得ることが重要であることを示している。  
本研究の調査地であるウガンダ共和国のマサカ県マサカ市 K 地区は、同市の政治や経済、

商業の中心地である。この地区には 26 か所のバイクタクシーの「客待ち場所」（以下「ステー

ジ」と呼ぶ）があり、合計 800 人程度の運転手が操業している。ステージは市街の中心地か、

あるいは周辺部の県庁や病院、クラブといった主要施設の前にあり、運転手はそれ以外の場所

にバイクをとめて客待ちをすることを禁止されている。運転手は、自分を特定のステージに登

録し、そのステージを管理している委員長（chairman）の許可を得て登録料を支払う必要があ

る。一つのステージには、12～150 人の運転手が登録しており、彼らは自生的な集団を形成し

ている。運転手がステージに加入する際には、血縁者や同じ村の友人といった地縁や血縁があ

るメンバーが身元保証人になってもらわなければならない。たとえば、市役所前にあるステー

ジ BA のメンバーは全員が KI 村出身か、過去に KI 村に居住したことのある人物であり、血縁

関係のある者が多かった。このような関係性がない場合、ステージに新たに加入することは困

難であり、許可されても高額な加入料を支払わなければならない。その場合には、National  I .D.
カードや自らが居住する村の Local Chairperson(LC1)が作成した「身元保証書」を委員長に

提出し、自分の身元を証明する必要がある。ステージの登録制度には、潜在的な競合者である

新規参入者を遠ざけ、競争の激化を防ぐ狙いがある。  
ステージの周辺には主要施設だけでなく、さまざまな商店が軒を連ねていることも多く、店

員は、荷物の配達や代金の授受のためにバイクタクシーを利用している。たとえば、卸売店や

建材店が立ち並ぶ場所にあるステージ OC では、日常的に店員が OC の運転手に商品の配達を

依頼していた。周辺の店員 8 名にインタビューしたところ、OC に所属する運転手とのあいだ

には、血縁や地縁といった関係性はなく、「最も近いステージだから彼らを利用している」と

いう回答が多かった。ある店員は、バイクタクシーの運転手がステージに加入するときには、

そのステージのメンバーを自分の身元保証人とするか、あるいは LC1 に身元を保証してもら

っていることを知っていた。別の店員は、商品の配達を運転手に託すのは、何年にもわたって

彼らを知っていて信用できると判断したからであり、OC に所属していないバイクタクシーは

利用しないと語っていた。  
バイクタクシー運転手がステージを拠点として形成する自生的集団は、メンバーシップを固

定することで自分たちの利益を守っているが、同時に、そのことを通してメンバー間、そして

顧客とのあいだに信頼関係が構築され、彼らの安定的な操業が実現していることが明らかにな

った。  
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「ピースワークにはやさしさと施しがある」  

―ベンバ農村の平準化機構がもたらす村びとの食料安全保障と経済格差  
 

大山  修一（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  
 吉村友希（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 卒業生）  

 
“Piecework is kindness and almsgiving”: Food security and economic disparity 
caused by leveling mechanism in Bemba village in northern Zambia  

 
Shuichi Oyama (Graduate School of Asian and African Area Studies,  Kyoto Univ.)
Yuki Yoshimura (Alumni ,  Graduate  School  o f  As ian and Afr ican Area  Studies ,  Kyot o  Univ.)

 
 ザンビア北部のベンバ農村では 1990 年代以降、焼畑耕作のチテメネに軸足を置き、食

料を自給しながら、政府の供給する化学肥料に依存するトウモロコシ生産（ファーム耕作）

によって現金収入を得るという生活スタイルが続いてきた。2012 年における調査村（46 世

帯）の詳細を検討すると、世帯ごとにチテメネとファーム耕作に対する力のかけ方の違い

をみることができる。ファーム耕作に特化するのは７世帯であったが、実際に自給食料を

確保していたのは 2 世帯にすぎなかった。逆に、チテメネに特化していたのは 20 世帯であ

ったが、自給を上まわる生産をしていたのは 6 世帯のみであった。チテメネとファームを

組み合わせ、自給食料を確保していたのは 8 世帯であった。そして、チテメネとファーム

を組み合わせても食料を自給できなかったのは、31 世帯（67%）であった。その多くは、

近隣に住む村びとの畑仕事や家屋の建設などを手伝うピースワーク（賃金労働）で、食料

や現金を獲得しながら生計を維持している。 

ベンバ農村におけるピースワークは新しいものではない。なんらかの報酬を受け取る仕

事はすべてピースワークである。チテメネにおける樹木の伐採のほか、家屋の修繕やわら

葺き、井戸掘り、ニワトリ小屋づくりなど報酬をともなう労働はすべてピースワークであ

る。ファーム耕作における耕起や除草、収穫作業は村びとにとって重要な意味をもってい

る。雨季の農繁期は、多くの世帯で食料が不足する時季である。トウモロコシ畑でピース

ワークが開始されるのは 10 月ごろであり、その後 12 月から 2 月にかけて盛んにおこなわ

れる。耕起や畝立て、播種、施肥、除草、収穫といった農作業に多大な労働力が必要であ

る。村びとは富裕者の畑で農作業に従事し、報酬を受け取っている。 

端境期にトウモロコシ畑のピースワークに従事する作業者の多くは、食料自給が困難な

世帯である。現在のベンバ農村においては、ピースワークを介して分配される現金や食料

が村の食料自給を支える鍵となっている。村びとが食料自給を実現するには、広いトウモ

ロコシ畑をもつ富裕者の世帯が重要な役割を果たしており、この畑を耕作するピースワー

クを介して食料や現金が分配されている。富裕者たちは「村での暮らしには、妬みが多く

て大変だ」といい、ピースワークには困っている隣人たちを助けるという機能があること

を強く意識する。富裕者が村びとにピースワークを依頼する動機として、必要な農作業を

完了することとともに、隣人からの妬みを避けようとする心情があるという。 

村では「ピースワークにはウルセ（やさしさ）が存在する」という。ベンバ社会では、

人はウルセをもつべきだとされる。村に住む富裕者たちは、ピースワークを求める村びと

をむげに断ることはせず、相手の状況を慮ってなるべく仕事を依頼し、また報酬の支払い

の際には作業者たちの意見に耳を傾け、支払う報酬の交渉を積み重ねて金額を決めている。

現代のピースワークには、食料不足に困る多くの隣人たちに仕事を依頼し、生活に必要な

現金や食料を提供するという、村内における富の平準化を促す機能が内包されているとい

える。富の平準化は平穏な村社会を維持するための潜在力として考えられてきたが、ピー

スワークは富裕者とそうでない者との差異を生み出し、富裕者の畑は拡大している。富裕

者のなかには土地権利を取得する者も現れている。隣人の生活を保証しようとするピース

ワークが経済格差を生み出し、社会階層の分化につながる危険性があることを指摘する。 

A20
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ムクウェゲ医師のノーベル平和賞受賞：国際社会の責任を問い直す  
 

コンゴ東部における忘れられた「虐殺」と罪  
 

米川正子（筑波学院大学）  
 

In commemoration of Nobel Peace Prize of Dr. Mukwege:  
Re-examinig the Responsibility of International Community 

Forgotten “Genocide” and Crimes in eastern DRC 
 

Masako Yonekawa (Tsukuba Gakuin University) 
ムクウェゲ医師は 2018 年 12 月、ノーベル平和賞受賞式の演説で、コンゴにおける最も重

大な人権法及び国際人道法上の違反行為を取りまとめた国連マッピングレポート（2010 年）に
ついて言及した。「虐殺」を含むコンゴにおける不処罰と暴力の連鎖を終えるため、同報告書の

内容や提言は重要であったが、公表されて８年経っても報告書について特に議論がされていな

く、医師は「カビが生えた報告書」と皮肉った。  
国連報告書は 1280 人の目撃者のインタビューをもとに、1993 年～2003 年コンゴ全国で起

きた 617 件の重大な犯罪を記録した。その中で注目されたのは、1996－7 年ルワンダ政府軍や
コンゴ武装勢力 (AFDL)がコンゴ東部において、組織的な集団殺害を行ったことである。これに
対してルワンダ政府は、ルワンダ虐殺後にコンゴに越境した虐殺首謀者を武装するように国際

社会に訴えたにもかかわらず、何の行為もとられなかったこと、だからこそ国の安全保障のた

めに、ルワンダ政府軍が虐殺首謀者を攻撃したと自国の行為を正当化した。その上、自国民を

救うためにフツ難民がコンゴ東部からルワンダに帰還できるように人道回廊を築き、国内で再

定住させたという。  
しかし同報告書は、ルワンダ難民（フツ）やコンゴ人計数万人が標的とされ、そのほとんど

が女性、子供、年配や病人という、ルワンダ政府軍に対して脅威の存在ではなかったと明記し

ている。同報告書はコンゴ東部における行為は「虐殺」に分類される可能性があると指摘した

が、同報告書は司法調査ではなく、国内の人権侵害を包括的にまとめて分析し衝撃的な法の裁

きの欠如を徹底的に記したもので、「虐殺」の認定に関しては裁判所が決めるとしている。ルワ

ンダ難民の帰還に関しては、彼らはルワンダ政府軍によって破壊されたキャンプに居残ること

ができず、またキャンプ周辺は戦闘状態に陥り、選択肢がないまま国に帰還したのである。  
同報告書は発表前の 2010 年 8 月、「ル・モンド」にリークされ、論争を呼んだ。ルワンダ政

府は怒りをあらわにし、報告書を公表するならばスーダンのダルフール地方から、自国の国連

平和維持活動（PKO）要員を撤退させると脅した。  
ルワンダ政府軍による「虐殺」の実態は、既に 1998 年に明らかにされていた。しかし 1990

年代後半コンゴ政府に妨害されながらも行われた国連の調査では、罪の責任は問われなかった。

それは国際社会がルワンダ虐殺中関与しなかったという「罪責感」や「罪悪感」 (guilt)が残っ
ており、それが 1994 年以降大湖地域の外交を動かしているからである。RPF はそれをうまく
利用することによって、RPF 防衛の必要性を認識させようとしている。  
その上、同報告書は、大湖地域における過去と現在の不処罰と暴力の連鎖を終わらせるため

に、コンゴと国際的な司法権のコンビネーションを取込んだ混合裁判所の設立を提言した。コ

ンゴ人と外国人の政治家や軍人が罪を犯したために、司法正義の実施に当たっては国内裁判所

ではなく、むしろ国際的な枠組みで行う必要があるからだ。しかもコンゴ司法制度は犯罪への

法の裁きを適切に確約する能力も、十分な中立性の保証も持ち得ていなく、また国際的な司法

機関の設立は費用がかかる。国内に司法機関を設立することにより、コンゴ政府や市民社会が

オーナーシップをもち、市民社会がより厳密に監視できるメリットがある。  
しかし同報告書の公表後、ルワンダや他の関係諸国政府が国連に対して抗議したが、「ジェノ

サイド」の認定も、司法機関の設立に関する議論も国連総会などで議論されていない。その理

由を検証する。  
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コンゴ東部における紛争鉱物と性暴力の関係  
 

華井和代（東京大学）  
 

Conflict Minerals and Sexual Violence in Eastern DR Congo  
 

Kazuyo HANAI (The University of  Tokyo) 
 
� 2018 年 12 月 10 日のノーベル平和賞受賞スピーチにおいてデニ・ムクウェゲ医師は、世

界に向けてこう訴えた。「私たちは素敵な自動車、宝石、おもちゃが大好きです。私自身、

スマートフォンを持っています。これらのものには、私たちの国で見つかった鉱物が使わ

れています。ときには、鉱物の採掘は、子どもたちのほか、脅迫や性的暴力の被害者とい

った非人間的な状況下にある人たちの手で行われていることがあります。電気自動車を運

転するとき、スマホを使ったり、宝石に見とれたりしているとき、こういったものが作ら

れる際の人的な代償について少しだけ、思いを巡らせてみてください」  
� コンゴにおける紛争と資源の結びつきは、コンゴ紛争が勃発した 1996 年以降、国連専門

家や NGO によって繰り返し指摘されてきた。東部で採掘されるスズ、タングステン、タン

タル、金（まとめて 3TG とよぶ）は、武装勢力のみならず、コンゴ国軍や周辺国軍の資金

源として利用されてきた。この問題に対処するため、2010 年には、OECD が紛争鉱物に関

するデューディリジェンス・ガイダンスを公表し、アメリカ政府は金融改革法（通称ドッ

ド・フランク法）の 1502 条で紛争鉱物取引に関する規制を開始した。これらの規制は、サ

プライチェーンの下流に位置する欧米企業が自社のサプライチェーンから紛争鉱物を排除

するための紛争鉱物調達調査を実施することを求めている。そのため、 2014 年以降、アメ

リカでは 1000 社を超える企業が証券取引委員会（SEC）への調査報告を提出している。ま

た、アメリカの法律は事実上の「グローバル・ルール」として機能し、アメリカ上場企業

との取引を持つ世界中の企業が、紛争鉱物調達調査を実施している。  
サプライチェーンの上流においても紛争に関わらない鉱物の流通を確保するために、多

くの原産地認証システムが構築された。アフリカ大湖地域国際会議が欧米諸国や援助機関

の支援を得て開始した「地域認証メカニズム（RCM）」、鉱業界による「採取産業透明化イ

ニシアティブ（EITI）」、国際スズ研究所（ ITRI）による「 ITRI スズ・サプライチェーン・

イニシアティブ（ iTSCi）」、電子業界市民連合（EICC） *による紛争フリー製錬所イニシア

ティブ（CFSI） *などがその例である。＊2017 年に EICC は責任あるビジネス連合（RBA）

に、CFSI は責任ある鉱物イニシアティブ（RMI）に名称変更した。  
� しかし、こうした規制の実施や、鉱業界、企業などによる努力にもかかわらず、コンゴ

東部には 70 を超える武装勢力が活動し続け、2017 年の武力衝突や市民への暴力は 1000 件

を超え、3168 名が犠牲となった。武装勢力や軍が市民への暴力の一環として行っているの

が、性暴力である。コンゴにおける性暴力の数は、2016 年の 2593 件から 2017 年の 5783
件に増加している（UNFPA 2018）。  

なぜ、紛争鉱物取引規制はコンゴ東部の紛争状況を止めることができていないのか。な

ぜ、鉱物産出地域では紛争の武器として性暴力が行われるのか。  
本報告は、コンゴ東部で鉱山を監視する NGO や国連専門家の報告や記録をもとに資料分

析を行うともに、報告者が企業や鉱物取引監視団体を対象に行った聞き取り調査をもとに、

関係主体の行動の要因を分析する。それによって、紛争鉱物取引規制が鉱物と紛争と市民

への暴力とが結びつくメカニズムを変えることができていないという問題点を明らかにす

る。  
�
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2018 Nobel Peace Prize Dr. Mukwege as a developmental actor

By 

Jean-Claude Maswana (Ritsumeikan University)

The Norwegian Nobel Committee has decided to award the Nobel Peace Prize for 2018 to 
Denis Mukwege and Nadia Murad for their efforts to end the use of sexual violence as a 
weapon of war and armed conflict. For the first time, a Congolese citizen has been recognized 
by the prestigious prize. The Democratic Republic of Congo (DRC) has a chilling reputation
as “the worst place in the world to be a woman.” Although the country is rich in natural 
resources, decades of instability and violence have left the majority of the population in 
poverty; access to quality healthcare is often limited, particularly in rural areas; and most 
troubling, the unprecedented use of sexual violence as a weapon of war in eastern part of the 
country since mid-1990s.
Determined to confront the overwhelming challenges related to rap and women health in 
general, Dr. Denis Mukwege founded Panzi Hospital in Bukavu in 1999. The 400-bed 
hospital is renowned for its services to internally displaced persons (IDPs) and survivors of 
sexual violence. Moreover, Dr. Mukwege’s work and advocacy have made him a target. He 
has escaped several assassination attempts and currently the Nobel laureate lives under armed 
guard at his hospital after an attack in 2012. While the people have welcomed with joy the 
2018 Nobel Peace Prize awarded to Dr. Denis Mukwege, the DRC government has remained 
silent on this historic event.
The DRC is known for lacking effective political and developmental leadership. Dr. 
Mukwege is one of the few on the ground who provide a credible leadership. At Panzi, Dr. 
Mukwege has implemented a five-pillar method, devised to help women reclaim a sense of 
self-determination in the aftermath of violence. The process includes a developmental 
economic support and job training, advice on how to reintegrate into their communities.
Particularly, the developmental and economic support has been very effective in easing 
women reinsertion into their communities. It has been shown that when a woman is 
healed physically and psychologically and sent her back to her community, the stigma 
does not end. But if she is sent back with an economic capability, or if she can get 
education or new skills, then she becomes useful to her community. In that sense, the 
community needs her because she comes back with something to offer. She can do 
something for the community, and so the community is more willing to accept her. When 
she owns a small business, the villagers come and buy from her. And when they come 
and buy from her, they are not buying from a victim; they are buying from a woman who 
owns a shop. They go to a health center, and it is a nurse who treats them. They go to a 
school and it is a teacher educating them, not a victim. Just treating physical and 
psychological symptoms, without also giving women any developmental capacity, 
means only doing half of the required healing support.
 

コンゴ東部における紛争鉱物と性暴力の関係  
 

華井和代（東京大学）  
 

Conflict Minerals and Sexual Violence in Eastern DR Congo  
 

Kazuyo HANAI (The University of  Tokyo) 
 
� 2018 年 12 月 10 日のノーベル平和賞受賞スピーチにおいてデニ・ムクウェゲ医師は、世

界に向けてこう訴えた。「私たちは素敵な自動車、宝石、おもちゃが大好きです。私自身、

スマートフォンを持っています。これらのものには、私たちの国で見つかった鉱物が使わ

れています。ときには、鉱物の採掘は、子どもたちのほか、脅迫や性的暴力の被害者とい

った非人間的な状況下にある人たちの手で行われていることがあります。電気自動車を運

転するとき、スマホを使ったり、宝石に見とれたりしているとき、こういったものが作ら

れる際の人的な代償について少しだけ、思いを巡らせてみてください」  
� コンゴにおける紛争と資源の結びつきは、コンゴ紛争が勃発した 1996 年以降、国連専門

家や NGO によって繰り返し指摘されてきた。東部で採掘されるスズ、タングステン、タン

タル、金（まとめて 3TG とよぶ）は、武装勢力のみならず、コンゴ国軍や周辺国軍の資金

源として利用されてきた。この問題に対処するため、2010 年には、OECD が紛争鉱物に関

するデューディリジェンス・ガイダンスを公表し、アメリカ政府は金融改革法（通称ドッ

ド・フランク法）の 1502 条で紛争鉱物取引に関する規制を開始した。これらの規制は、サ

プライチェーンの下流に位置する欧米企業が自社のサプライチェーンから紛争鉱物を排除

するための紛争鉱物調達調査を実施することを求めている。そのため、 2014 年以降、アメ

リカでは 1000 社を超える企業が証券取引委員会（SEC）への調査報告を提出している。ま

た、アメリカの法律は事実上の「グローバル・ルール」として機能し、アメリカ上場企業

との取引を持つ世界中の企業が、紛争鉱物調達調査を実施している。  
サプライチェーンの上流においても紛争に関わらない鉱物の流通を確保するために、多

くの原産地認証システムが構築された。アフリカ大湖地域国際会議が欧米諸国や援助機関

の支援を得て開始した「地域認証メカニズム（RCM）」、鉱業界による「採取産業透明化イ

ニシアティブ（EITI）」、国際スズ研究所（ ITRI）による「 ITRI スズ・サプライチェーン・

イニシアティブ（ iTSCi）」、電子業界市民連合（EICC） *による紛争フリー製錬所イニシア

ティブ（CFSI） *などがその例である。＊2017 年に EICC は責任あるビジネス連合（RBA）

に、CFSI は責任ある鉱物イニシアティブ（RMI）に名称変更した。  
� しかし、こうした規制の実施や、鉱業界、企業などによる努力にもかかわらず、コンゴ

東部には 70 を超える武装勢力が活動し続け、2017 年の武力衝突や市民への暴力は 1000 件

を超え、3168 名が犠牲となった。武装勢力や軍が市民への暴力の一環として行っているの

が、性暴力である。コンゴにおける性暴力の数は、2016 年の 2593 件から 2017 年の 5783
件に増加している（UNFPA 2018）。  

なぜ、紛争鉱物取引規制はコンゴ東部の紛争状況を止めることができていないのか。な

ぜ、鉱物産出地域では紛争の武器として性暴力が行われるのか。  
本報告は、コンゴ東部で鉱山を監視する NGO や国連専門家の報告や記録をもとに資料分

析を行うともに、報告者が企業や鉱物取引監視団体を対象に行った聞き取り調査をもとに、

関係主体の行動の要因を分析する。それによって、紛争鉱物取引規制が鉱物と紛争と市民

への暴力とが結びつくメカニズムを変えることができていないという問題点を明らかにす

る。  
�
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日本とアフリカの脱植民地化  
1950～60 年代の来日アフリカ人独立運動家の軌跡  

勝俣誠（明治学院大学国際平和研究所，PRIME）  

 
Japan Faced with Decolonization in Africa 

How Africa’s Independentist Leaders of the 1950s-60s Understood Japan  

Makoto Katsumata (International Peace Research Institute,  Meiji  Gakuin 
University,  PRIME) 

 
本報告の目的は、冷戦下の日本とアフリカとの交流史を政府間やビジネス界による国際関

係の枠組からではなく、時代の支配的国際秩序をより公正なものへ変革しようとした両地

域の運動を通じた人々の交流について 1950－60 年代を中心に分析・考察することである。 
今回の報告の焦点は、この時代の様々な国際連帯運動の中で 1955 年来、日本で実施され

てきた原水爆禁止運動の世界会議へのアフリカの参加者に照られる。呼びかけに答えたこ

れらの参加者はフランスの植民地支配下にあったアフリカ諸国の独立運動のリーダーたち

であった。日本側が世界にアピールした「核兵器なき世界」とアフリカ人独立運動が目指

した「植民地なき世界」という 2 つの展望からより公正な秩序を目指した国際連帯の性格

と特質が分析される。  
資料としては原水爆運動関係の公式記録文書、その運動に係わりがあった人々、訪問した

アフリカ人に接したスタッフを含めてのヒアリングが中心となる。アフリカ人指導者を送

り出した側の団体やアフリカ人関係者の日本の平和運動への参加動機、それを説明する諸

要因についてのヒアリングや関係資料の分析・考察は今後の課題となる。  
 報告は以下の点を指摘できる。  
x  日本側の反核・平和運動の当時の特徴は、1954 年のマーシャル諸島ビキニ環礁で実施さ

れた米国の水爆実験によって、当時その海域周辺で操業していた第 5 福竜丸の乗組員の

「死の灰」による被ばく問題をきっかけに核兵器と核実験に反対する運動が日本国内に自

然発生的に署名運動として広がっていったことに見いだされる。核兵器反対の署名運動は

特定の党派の運動でなく、すべての人々を結びつける「国民運動」としての性格を持って

いた。  
x  アフリカ側の参加には、少なくとも２つの流れがあった。一つは、ソ連主導の社会主義平

和勢力論に依拠した世界平和評議会系、もう一つは、それとは隔たりを置こうとする米ソ

対立の狭間で「南」の主体性にこだわる連帯運動である。これは 1955 年のバンドン会議

と 1960 年代初頭から非同盟運動へと進化する流れを指す。1958 年の第 4 回原水禁運動で

は、世界平和評議会系のフランス領スーダン (現在のマリ）、バンドン会議派のアルジェリ

ア及びカメルーンの独立運動家が参加した。  
x  アフリカ側のアピールの特徴は、いずれも、ヒロシマ、ナガサキの核兵器なき世界展望に

は賛成するが、日常的に暴力が目下行使されているフランスによる植民地支配をなくすこ

とへの連帯も急務だという訴えにある。その結果、このアフリカ側の連帯の呼びかけは、

アルジェリア FLN の日本事務所開設につながるが、カメルーンの独立運動は 1960 年のフ

ランスの利権を温存した政権による「独立」とその後も続く弾圧で事実上終止符を打ち、

来日したリーダーは 1970 年カメルーン国内で公開処刑された。  
 
主要参考資料・文献  
x  原水爆禁止世界大会年次記録、原水爆禁止協会、および  “no more hiroshimas!” ,  Bulle t in  

of Japan’s Council  against  A&H Bombs,  
x  藤原修、『原水爆禁止運動の成立‐戦後日本平和運動の現像 1954－1955‐』,PRIME,1991 
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り出した側の団体やアフリカ人関係者の日本の平和運動への参加動機、それを説明する諸

要因についてのヒアリングや関係資料の分析・考察は今後の課題となる。  
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アフリカの部族と国家（まとめ）                          
―川⽥順造編『近親性交とそのタブー』を読んで― 

原⼝武彦（アフリカ⽇本協議会会員） 

Buzoku (The Tribe)and the State in Africa, 
With reference to” Incesto Intercourse and Their Taboos”(edited by J.Kawada) 

Haraguchi Takehiko 
 私は本学会に１９６４年の創⽴以来、所属し、主に⻄アフリカのコートジボワールを拠点とし
て、アフリカ研究に従事してきた．そしてたどり着いたテーマの１つがアフリカ研究に登場する
部族とは何か、いわゆる⺠族とは何が異なるのかという問題であった。１９７３年の学会で初め
て「部族の意味と現実」と題する発表を⾏って以来、１９９４年のシンポジウム「アフリカにお
ける部族・⺠族・国家」のパネリストの⼀⼈として参加したのをはじめとして、今回を含めて１4
回の発表を⾏ってきた（配布資料１参照）。しかしそれに対する反響はあまりなく、それどころか
私が⽇本のアフリカ研究の場において保持すべきであると主張してきた部族という⽤語は、⺠族、
⺠族集団、エスニック・グループ、などの⽤語に置き替えられるようになり、今⽇、⽇本のアフ
リカ研究の場からほぼ完全に放逐されてしまった観がある。 
 そして私は２０１４年の学術⼤会で、創⽴５０周年記念講演会で「勤勉・ココア・部族―私の
アフリカ研究５０年―」と題する報告を最後にアフリカの部族についての報告は終わりにしよう
と思った。 
 ところが昨年９⽉、私は上記の川⽥順三編著（「＜新版＞近親性交とタブそのタブー」）（藤原書
店、２０１８年）に出会った。本書にはアフリカ学会でもおなじみの⼭極寿⼀⽒はじめ渡辺公三
（故⼈）、⻄⽥利貞（故⼈），内堀基充、⼩⾺徹の諸⽒も執筆者として名を連ねられている。 
 川⽥⽒は「他の⽣物種の⽣存権も認め、その者たちの⽣きる営みを「異⽂化」として尊重する
ことは、ヒトの⽣き残り戦略という便法としてではなく、世界認識のあり⽅として⼤切だと思う
のである。」（ｐ.22）と主張している。私がこれまでに。⾆⾜らずながら、訴えたかったことはこ
のことだったのだと思いいたった。分野こそ異なれ，私が主張したかったことは,「類⼈猿をはじ
めとするヒト以外の⽣物の⽣物の営みを、今では同時代の『異⽂化』として認識する」ようにな
ったように「『未開』社会の営みを、・・・同時代の『異⽂化』として⾒る」（同上）ことなのであ
る。 

私は未開社会の⼈間集団を部族と呼び、近代以降に近代国家を形成した集団を⺠族としたこと
に異議を唱えるものではない。問題は今⽇、総じていえばサハラ以南のアフリカの⼈々だけが多
部族国家の構成員として存在していることであり、この現実を直視すべきであると私は主張した
いのである。今⽇、諸国家に統合された国際秩序の中で、多部族国家の⼀員にとどまっているア
フリカの⼈々の⽴場から２１世紀の⺠族国家群が⽀配的な現代世界について再考することが必要
である。現代国家群の中で、アフリカの⼈々は⺠族国家や部族国家ではなくまさに多部族国家の
⼀員として⽣活しているのである。それは未開ではなくまさに「異⽂化」の現実なのだ 
【参考⽂献】 
川⽥順造編『〈新版〉近親性交とそのタブー』（藤原書店、２０１８） 
原⼝武彦著「部族と国家―その意味とコートジボワールの現実―」（アジア経済研究所、１９９６）    
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二〇世紀ペルシア湾におけるアフリカン・ディアスポラ  
奴隷の語りに関する予備的知見  

 
鈴木英明（国立民族学博物館）  

 
African Diaspora in the 20th Century Persian Gulf:  

Preliminary Observations with Slave Narratives  

Hideaki Suzuki  (National Museum of Ethnology) 
 

This paper  shows some prel iminary observation s from my own research on Afr ican 
diaspora in the ear ly twentieth century Persian Gulf.  Convent ionally slaver ies died out  
through aboli t ions as a  global  experience  (for  detai ls ,  see.  Hideaki  Suzuki  (ed.) ,  Aboli t ions 
as a Global Experience ,  NUS Press:  Singapore,  2016) .  However,  this  global  experience 
neglected several  regions where slaver i es continued to  exist .  One notable example of these 
is  the Persian Gulf.  In the Bri t ish imperial  framework,  set t ing i t  as so-called sphere of 
informal empire,  Bri t ish empire did  not  took effec tive measu res to  suppress slaver ies in this  
region.  Instead ,  Bri t ish o fficers in the region issued manumission cer t ifica tes to  those who 
claimed as being slaves and requested manumiss ion.  
  The officers did  not  issue the cer t ifica te  to  anyone who requested.  They i ssued i t  only a fter  
detai led examination including interview and test ifying i ts  contents.  For  so doing,  t hey 
made other  interviews wi th those who were ment ioned in the story narrated by ex -slaves and 
also some related persons .  Some test imonies of ex-slaves contained false information  and in 
such cases,  the officers d id not  issue the cer t ificates but  recorded al l the processes  and kept  
these  fi les.  Therefore,  these fi les contain quite  rel iable informat ion on those who were  
bonded even in the age of aboli t ion,  i .e .  the first  half o f the twentieth century.  
 Currently,  the author collects and analyze these test imonies in order  to document their  
experience ethnographically.  For  so doing,  analys is goes  in two directions;  quant i tat ive  and 
quali tat ive .  In this paper,  I  wi l l  show some observations from quanti tat ive data .  
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一九世紀イランにおけるひとりの奴隷化されたアフリカ人女性  
ヤズドのズィバ・ハヌムの生涯  

 
アンソニー・Ａ・リー（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）  

 
An Enslaved African Woman in Nineteenth -Century Iran:  

The Life of Ziba Khanum of Yazd  

Anthony A. Lee (University of  California, Los Angeles ) 
 

We know a great  deal  about the At lantic  slave trade.   But histo r ians of Afr ican his to ry 
est imate that  between one and two mi ll ion enslaved Afr icans  were exported from the  east  
coast  of Afr ica into  the Indian Ocean trade in the nineteenth century alone.  Most  of these 
were sent ,  a t  least  ini t ia l ly,  to  I ranian ports.   So me two-thirds of Afr ican s laves brought to  
Iran were women,  intended as household servants  and concubines.   The story of Afr icans in  
the Iranian diaspora is  almost  unknown to  histor ians.  
      Ziba Khanum (d.  1932) , an Afr ican woman,  l ived as a  slave in th e ci ty of Yazd,  in 
central  I ran,  in the second hal f of the nineteenth century.   She bore her  master  a son who,  in 
accordance with Islamic law,  should have inheri ted par t  of his father ’s weal th upon his death 
when the boy was in his teens.   Information abou t her  l i fe  and the l i fe  of her  son,  Ghulam 
‘Ali  Khurasani  (known as Ghulam - ‘Ali  Siyah— the black— in Yazd)  can be recovered fro m 
family oral  histor ies and var ious histor ies of Yazd  in Persian.  The son became a wealthy and 
notable person in Yazd in later  year s.   Ear ly on,  Ghulam ‘Ali  became a Baha’i ,  a  member of 
a  persecuted minori ty rel igion in I ran.   After  his father ’s death,  he le ft  (perhaps fled)  Yazd 
with his mother ’s support  and traveled to  Palest ine and India,  eventually returning to  I ran.  
Ziba Khanum l ived in her masters;  hourse,  and eventually in her  son’s Baha’i  household,  
with his children and grandchildren unti l  the end of her  l i fe .   Some of the grandchi ldren and 
great  grandchildren now live in the United States and in Germany.   This paper  wil l  d is cuss 
issues of race,  gender,  slavery,  sexuali ty,  and rel igion as experienced by an Afro -Iranian 
family in the nineteenth and twentieth centur ies.    
     The paper  makes the hopeful  discovery tha t  a  history of Afr ican s lavery in I ran is  
possible ,  even at  the level  of individual  biographies.   An examination of Ziba Khanum’s  
l i fe ,  as well  as  the l ives o f other  enslaved women in the household,  can begin to  f i l l  the gaps 
in our  knowledge of Afr ican slavery in I ran.   
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B1-3
アフリカ消費文化、日本製造業、そして商業の政治学、1920－1980 年  

 
ジェレミー・プレスソールド（カリフォルニア大学サン・ディエゴ校）  

 
African Consumer Cultures, Japanese Industry, and the Politics of 

Commerce, 1920-1980  
 

Jeremy Prestholdt (University of California, San Diego)  
 

Unti l  recent ly,  Afr ican exchanges with  East  Asia were among the leas t  studied of  
Africa’s global  interfaces.   In the pas t  two decades this field  has expanded substantial ly as 
much research has focused on China’s contemporary economic and diplomatic  engagements 
with Afr ican sta tes.   Yet ,  such e ngagements a re not  unprecedented.   For much of the 
twentieth century,  Japan’s exchanges with colonial  and postcolonial  Afr ica would be far  
greater  than China’s.   At  the center  of this  relat ionship was Japanese production of co t ton 
goods for  Afr ican markets .   More precisely,  beginning in the interwar  per iod Japanese 
cottons goods found a vast  market  in eastern Afr ica.  As a  resul t ,  the choices of consumers  
across the Afr ica’s Indian Ocean basin had reverberat ions that  st retched from the  
burgeoning towns and ci t ies of the region to  the  factor ies of Osaka prefecture,  Bri tain’s 
Colonial  Office,  and ult imately the halls  of power of postcolonial  Afr ican states.    

After  the Firs t  World War Japanese manufacturers developed the means to  respond 
quickly to  emerging fa shion trends in markets a round the world.  For instance,  in Bri t ish 
eastern Afr ica,  a  region that  included colonies from Somal i land in the north to  mandate 
Tanganyika in the south, Japanese merchants supplied both cotton cloth and ready -made 
clothing at  unprecedented low prices— in some cases less than hal f that  of their  European 
and American competi to rs.   The pr ice of Japanese goods encouraged both East  Afr ican 
clothing consumption and the re -export  of Japanese goods to  Central  Afr ica and the Horn.   
This contr ibuted to  one of the greatest  successes of Japanese industry and marketing before 
the Second World War.   Just  as  remarkably,  this  demand for  Japanese  goods would resurge  
in the post -war  era and ult imately ec l ipse that  o f the interwar  per iod.  

This paper explores the relat ionship of eastern Afr ican consumer interests ,  s tructural  
shi fts  within Japan’s cotton texti le  industry,  the machinat ions of Bri t ish imperial  economic 
policy,  as well  as Japanese production for  Afr ican markets in the postwar  era.   Specifi cal ly,  
the paper outl ines the relat ionship of Afr ican fashion,  par t icular ly women’s fashion,  to  
Japan’s industr ial  expansion and postwar  recovery;  the greater  economic integrat ion of 
Japan with Indian Ocean Afr ica;  Bri t ish imperial  responses to  Afr ican con sumer demand; 
the result ing fr ict ions between Japan and Britain in the years before the Second World War.  
Moreover,  the paper  demonstrates that  from 1949,  Japanese trade wi th Afr ica would not  only 
recover  but  also expand.   By the 1950s,  colonial  Afr ica ab sorbed near ly twenty percent  o f  
Japan’s total  exports,  or  roughly double that  of Japan’s exports to  Afr ica in the interwar  
period.  And while  Japanese cotton goods would once again dominate many regional  markets 
in eastern Afr ica,  exchanges with independen t Afr ican nations in the 1960s and 1970s would  
be more var ied than those of the interwar  per iod.  
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大統領の国葬 
―.ZDPH�1NUXPDK の埋葬、再埋葬、再々埋葬の事例を中心として―�

阿久津昌三 
信州大学学術研究院教育学系 
The State Burial of President 

A Case Study of the State Burial ,Re- Burial and Triad Burial of Kwame Nkrumah 
 

� 第７代国連事務総長コフィ・アナン（.RIL� $QQDQ）が ���� 年８月 �� 日にスイスのベルンで亡くな

った。アナンの遺体は９月 �� 日にガーナ共和国のアクラ国際空港に到着し、�� 日（火）から �� 日（木）

までの３日間の日程で国葬が行なわれた。アナンの棺は国連の旗からガーナの国旗にとりかえられた。

新聞やテレビの報道を見ていて、「コフィ・アナン故郷に帰る―.RIL�$QQDQ 第７代国連事務総長の国葬

の事例を中心として」と題して研究発表をすることを予定して資料収集をしていたが、各国の大統領

の国葬がどのように行なわれたのかを調べていて、クワメ・ンクルマの埋葬がどのような政権交代の

なかで実施されたのかを検討することになった。本発表では、「大統領の国葬―特に、.ZDPH� 1NUXPDK

の埋葬、再埋葬、再々埋葬の事例を中心として」と題して、ンクルマの事例を中心として、大統領の忘

却と記憶のメカニズムを明らかにすることが目的である。�

� ���� 年２月 �� 日、ホ・チ・ミン大統領の招きでベトナムにむかったンクルマは、途上の北京で本国

のクーデターを知った。約 �� 日後の３月６日にはガーナ独立記念９周年が予定されていた。ンクルマ

の銅像が倒されて小さな子どもたちが遊んでいる写真は世界に広く報道された。銅像の破壊はンクル

マ政権の崩壊を象徴するものであった。軍隊の指示による倒壊と手や頸の切断という野蛮な行為（ヴ

ァンダリズム）はンクルマ政権の終焉を象徴的に表現している。その破壊はンクルマにその汚名を着

せ、あるいはそれらにこめられた記憶を抹殺しようとする行為とも読み取ることができる。�

� ンクルマはギニアのセク・トゥーレ大統領に招聘されてコナクリで約６年間の幽閉生活を送る。権

力を奪還すべくさまざまな著書が書かれたのもこの時期である。ンクルマの体調が崩れたのと前後し

て、���� 年１月 �� 日にアチャンポンによるクーデターによってブシア政権が倒される。ルーマニアの

病院でンクルマは４月 �� 日に死去する。ンクルマの遺体はギニアに運ばれて国葬が営まれる。アチャ

ンポン政権はンクルマの遺体をガーナに戻すための外交交渉を行なった。ンクルマの遺体は母なる村

ンコロフルに再埋葬された。クーデターで破壊されたンクルマ像も修復されて再建された。アチャン

ポン政権はンクルマを「祭り上げる」のである。さらに、���� 年の第 �� 回共和国記念日には、ローリ

ングス大統領によって新しいンクルマ像が建造され、ンクルマの遺骨が再々埋葬される。�

 

阿久津昌三（����）「大統領のガバナンス―-�-�5DZOLQJV 空軍大尉の事例を中心として」�

日本アフリカ学会第 �� 回学術大会、京都大学。�

阿久津昌三（����）「大統領のスピーチ―.ZDPH�1NUXPDK の独立式典の事例を中心として」�

日本アフリカ学会第 �� 回学術大会、日本大学。�

阿久津昌三（����）「ガーナの独立記念式典の変容過程―特に、*KDQD#�� と *KDQD#�� の事例を中心として」�

日本アフリカ学会第 �� 回学術大会、北海道大学。�

（謝辞）本発表は、ＪＳＰＳ科研費「アフリカ諸国における独立記念式典の変容過程に関する民族学的研究」

（-3��.����）の助成を受けたものである。�
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B5
Who Selects Presidential Candidates of Dominant Parties in Sub-Saharan 

Africa? 
The Cases of Botswana,  Mozambique and South Africa   

Machiko Tsubura (Institute of Developing Economies )  

 
In dominan t part y states in  sub-Saharan  Afr ica where president ia l  successi on occur s 
regularl y,  fact ional compet it ion  bet ween  r ival  groups with in dominant  part ies culminates in  
their  select ion of presiden t ia l candidates,  which  has fr equen tl y been  more compet i tive than  
general elect ions. It i s  crucial for  dominant par ties to manage factional compet i tion  in  
select ing their  presiden tial candidates, maintain  part y coherence and win elect ions. In th is 
light , this study examines how dominant  part ies  with r egular  president ia l succession in  
three Afr ican coun tries , namel y Botswana, Mozambique and South Afr ica, have select ed  
their  president ia l candidates and managed fact ionalism in comparative per spect ive.  The 
study demonstrates a wide variat ion in the methods and pract ices of president ia l candidate  
select ion  among the three cases .  The study a lso discusses wh y cer ta in  actor s wi th in the three  
par ties have obta ined significan t in fluence over the select ion . Th is study aims to deepen  our  
under standing of suc cession  management  as one of the crucial  in ternal  factor s for  the  
endurance of dominan t par t y systems  in some Afr ican countr ies.  

�
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ガンジー像撤去要求運動「Gandhi	Must	Fall」の考察に向けて	

―南アフリカ史のアフリカナイゼーションとその余震―	

山本  めゆ（京都大学）  
 

Revere or Remove?  
“Gandhi Must Fall” Movement and 

The Africanisation of South African Historiography  
Meyu Yamamoto (Kyoto University) 

 
	 近年、アフリカ内外でガンディー像に対する撤去要求運動が発生している。本報告では、

南アフリカの人種・エスニシティ研究の立場から、こうしたプロテスト運動の背景や展開、

その課題について検討していく。  
2018 年 12 月、ガーナ大学のキャンパスからガンディー像が撤去された。撤去を要求し

ていたのはアフリカ研究者を中心とする人びとである。彼らが大学に提出した陳情書によ

れば、南アフリカに居住していた当時のガンディーはアフリカ人を他の人種より劣った存

在とみなす「レイシスト・アイデンティティ」の持ち主であり、そのような人物の銅像は

彼らのキャンパスにふさわしくないという。カナダのカールトン大学でも、2018 年春ごろ
より、アフリカ系の学生団体がガンディー像の撤去を要求している。いずれにおいても、

問われているのは南アフリカ時代のガンディーである。  
1869 年にインド西部のグジャラートに生まれたガンディーは、1893 年から 1914 年まで

の 21 年間を南アフリカの地で過ごした（1901-1902 年はインドに帰国）。従来のガンディ
ー研究においては、若きガンディーは南アフリカでの被差別経験やイギリス帝国への失望、

インド系コミュニティの権利擁護のための闘争を通して非暴力不服従の哲学を獲得し、野

心溢れる弁護士から「マハトマ（偉大な魂）」へと変貌したとされてきた。  
しかし近年の南アフリカでは、こうしたガンディー理解を大きく揺さぶるような研究が

提出されるようになっている。そこで明らかになってきたのは、ある時点までのガンディ

ーがヨーロッパ由来の人種観や白人優越主義を受容し、ときにはアフリカ人のレジスタン

ス闘争を弾圧する側に立っていたということだった。マンデラ時代には「和解」「融和」が

「歴史」よりも優先されたという見方があるが、近年の「Rhodes Must  Fal l」運動やガンデ
ィー研究の深化といった展開は、南アフリカにおける歴史の再興、あるいは歴史のアフリ

カナイゼーションとして理解することもできるだろう。  
ただし、ガンディー個人の言動のみを切り取って批判を向けるなら、人種差別の問題を

個人や集団の偏見の水準で論じていた時代へと先祖返りすることになり、さらには当時の

南アフリカを貫いていた白人優越主義の免責にもつながりかねない。ガンディーが南アフ

リカで見せた「もうひとつの顔」については、ガンディーの未熟さに還元するのではなく、

南アフリカの人種的秩序のなかに埋め直す必要がある。  
そのために有効な方途の一例として、ポストコロニアリズム論を経由したセトラー・コ

ロニアリズム論がある。たとえばローレンツォ・ヴェラチーニは、「入植した植民者  set t ler  
coloniser」「先住の被植民者  indigenous colonised」「外来の他者  exogenous Others」とい
う三者関係を提示し、セトラー・コロニーにおいては「先住の被植民者」は絶滅や封じ込

めの対象となったのに対し、「外来の他者」に対しては規制や条件つき包摂といった比較的

寛容な手法が取られると論じている。これは、その地の主権を主張するセトラーたちにと

って、「先住の被植民者」は常にその正統性を揺るがす最大の脅威だが、自律的な政治体が

確立されたのちに到来する「外来の他者」はセトラーのルールに従属させることが容易と

なるためだという。こうした議論を経由することにより、被抑圧者どうしの対立を彼らに

のみ帰責するのではなく、セトラーによって準備されたものとして論じることが可能にな

るだろう。  
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B7 「銅像時代」到来のアフリカ  
モニュメントの空間政治学  

 
	 宮内 	 洋平（立教大学）  

 
“Statuemania” in Africa 

Spatial  Polit ics  of  Monuments 
 

	 Yohei MIYAUCHI (Rikkyo University)  
 
	 本発表の目的は、近年アフリカ各地で生じている銅像（彫像）の新設と撤去に注目し、

アフリカのモニュメント研究の意義と方向性を、「銅像研究」の議論を整理し、いくつかの

事例を紹介することで示すことである。  
	 近年、銅像を巡る衝突が世界各地で生じている。米国のシャーロッツビルでの南軍司令

官像の撤去決定をめぐる撤去賛成派と反対派の衝突の記憶は新しい。南アフリカのケープ

タウン大学でも 2015 年にセシル・ローズ像の撤去を求める学生運動（#RhodesMustFal l）
が展開され同像が撤去された。ガンジー像をめぐっても類似の出来事が生じている。これ

まで見過ごされてきた強者の歴史の記憶の痕跡に対する異議申立てが始まっている。  
	 同時にアフリカ各地で新たに銅像が建てられ始めている。セネガルのアフリカ・ルネッ

サンス像、ナミビア独立記念館のサム・ヌジョマ初代大統領像、ボツワナの三首長の像な

どは、いずれも北朝鮮の万寿台海外開発会社が手がけたもので、同社はアンゴラ、赤道ギ

ニア、ベナン、コンゴ（民）、チャド、マリ、ジンバブエ、トーゴ、エチオピアでも銅像を

建立してきた。同社はナミビアの大統領官邸の建設も担った。  
	 南アフリカでは銅像を巡るさまざまな動きがある。同地では依然として都市空間の要所

に白人の「偉人」像が見られるが、近年の都市再開発では、例えばヨハネスブルグ開発公

社が手がける公共アートのように抽象的なデザインが選択されている。他方で、近年、都

市空間にマンデラ像や壁画が目立つようになってきた。ポストアパルトヘイトの社会的・

政治的不安定さをマンデラの威光を借りて克服しようとしているかのようだ。また、2015
年にプレトリア郊外の自然公園内に作られた National  Heri tage  Monument にはアパルトヘ
イト解放闘争に貢献した人物の銅像が 55 体建てられた。将来的に 4~500 体の銅像が建て
られるという。地方でも銅像が建てられている。セククネランドのある村には 2004 年にセ
ククネ王の巨像が建てられた。観光促進の目論見があるのだが訪れる観光客はいない。世

界の有名モニュメント観光地にならった「銅像観光」の試みと言えるのかもしれない。  
	 上記のような事象は銅像研究の視点から考察する必要がある。日本では明治の近代国民

国家設立の過程で、西洋的な都市の公共空間の誕生とともに街中や公園に銅像が建てられ

るようになり「銅像時代」を迎えた（木下  2014）。銅像建築ラッシュとともに銅像は批評
の対象となり銅像論が展開され、伊藤博文像のように時には市中を引き回しにされ、戦時

中は金属回収の憂き目に遭うとともに、戦意昂揚のための銅像が作られたが、戦後は撤去

された（平瀬  2011）。銅像発祥の地、ヨーロッパでも都市の近代化の過程で彫像が乱立し
たが、これは「スタチューマニア（彫像建立癖）」と呼ばれた（小田原  2018:  422）。金井直
は近代国民国家形成に必須の三本柱である地図・人口調査・ミュージアムに、モニュメン

トという装置を付け加えることが出来るのではないかという（小田原  2018:  269）。  
	 現在、アフリカで生じている「スタチューマニア」は、国民国家形成、民族意識の高揚、

脱植民地化、パン・アフリカニズム、観光ビジネス促進、地域振興、自律した起業家精神

を持つ市民の創出などの現れであり、現代アフリカの統治性を考えるうえで興味深い事象

であるといえよう。  
参考文献  

小田原のどか編  2 0 1 8『彫刻 1	 空白の時代、戦時の彫刻／この国の彫刻のはじまりへ』トポフィル。	 	 	 	  

木下直之  2 0 1 4『銅像時代	 もうひとつの日本彫刻史』岩波書店。  

平瀬礼太  2 0 1 1『銅像受難の近代』吉川弘文館。  
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歴史記念館がかたちづくる空間の様相  
―ヘクター・ピーターソン・ミュージアムとソウェトの人々の関わりから―  

 
金堂 奏（一橋大学大学院社会学研究科 博士後期課程）  

 
 Spatial Aspects Shaped by Historical Museum:  

 The Relations Between the Hector Pieterson Museum and Local Residents in 
Soweto 

Kana Kondo(Ph.D. Student, Hitotsubashi University) 
 
南アフリカ（以下、南ア）では、アパルトヘイト終焉後、様々な形でその負の遺産を「記

念する（Memorial ize／Commemorate）」取り組みが継続的に行われてきた。なぜなら、「記
念する」主体は常に今を生きる人々であり、記念のあり方は、南ア社会の現状と密接に関

わるためである。従って報告者は、アパルトヘイトにまつわる「記念」の様相・位相を描

くことは、現代の南ア社会の一側面を捉えることでもあると考えている。今回扱うミュー

ジアムも、そうした「記念」媒体の一つであり、上記のテーマについて考える際の一助と

なるものである。  
 本研究で具体的な対象としたのはヨハネスブルグ市、ソウェトにあるヘクター・ピータ

ーソン・ミュージアムである。この施設は 1976 年に発生したソウェト蜂起（ Soweto 
Uprising）を記念するもので、政府によって設置され、2002 年にオープンした。博物館学
や観光学では、ミュージアムの設立背景、展示内容、施設を訪れる観光客について議論さ

れてきたが、いずれもがミュージアムを作る側の視点に立っており、ミュージアムの存在

自体が、特に周辺住民によってどのように捉えられるのかという点は十分に扱われてこな

かった。そこで報告者は、当ミュージアムにどのような人が関わりを持ち、そこでどのよ

うな営みが発生しうるのか、という問いを掲げ検討した。  
まず、ミュージアムについての先行研究・メディア報道からは以下のことが明らかにな

った。施設を利用する人の多くは海外からの観光客、もしくは社会科見学の生徒たちであ

り、ソウェト内、特に施設近隣に暮らす人々はミュージアムを利用していない・しないよ

うである。理由としては、ミュージアムを通じてソウェト蜂起が南アのナショナルな歴史

として提示され、世界的な観光地となったからだと言われている。つまり、そのことによ

って、自分たちの歴史でもあるソウェト蜂起が当事者たちの手を離れ、鑑賞される対象と

なってしまったのである。  
 一方で、報告者が行った参与観察・聞き取り調査からは、施設の外で、地元の人々によ

って展開される日々の営みがあることも明らかになった。ミュージアムを取り囲む広場は

通り道として、友人と世間話をする場所として、遊び場として、地域住民に利用される。

観光客相手に土産物を売る人もいるが、そうした経済活動もミュージアムが観光地である

からだけでなく、彼／彼女らの生活空間内に、ミュージアムを含めメモリアル・サイトが

内包されているからこそ行われうる営みである。  
 特に興味深いのは、土産物屋の中に語り部をする人物がいたことである。彼は広場で土

産物を売るのと並行して、自らの知るソウェト蜂起について説明する。また、自宅の外壁

にソウェト蜂起をテーマにした絵を描いて道行く人に見せるなど、積極的にソウェト蜂起

を「記念」していた。彼自身はソウェト蜂起を経験していない世代でありながら、近年若

者の歴史離れが著しいのだと嘆き、自分は歴史が好きだから上記の活動を行っていると述

べていた。しかしむしろ重要なのは、彼の存在を通して、ミュージアムが作り出すソウェ

ト蜂起「記念」の空間が見えてくることだ。その空間内では、地域の人々も自分たちの歴

史であるソウェト蜂起を生き生きとした形で追経験し、「記念」しているのではないかと報

告者は考えている。  
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Japanese Association of African Studies, Conference No 56 
Kyoto Seika University, 18-19 May 2019 
 
Presentation type: Forum 
Title of forum: The African scientific diaspora in Japan in the Africa-Japan relations 
Presenters: Papa Saliou Sarr, Nsenda Lukumwena, Doudou Fall, Patou Musumari, Hiba 
Abuelgasim 
Commentator: Oussouby Sacko 
 
The members in this forum are academics from African countries, working in different Japanese research and 
educational institutions. They represent a very small proportion of a much larger African scientific diaspora in 
Japan actively involved in diverse research fields which can contribute into finding solutions to the many 
challenges Africa is facing, as well was re-enforcing the Africa-Japan relations. The African diaspora in Japan has 
the double advantage of having a good understanding of the Japanese cultural and academic environment but also 
are better informed of the real issues in the African continent and the sociological norms surrounding the livelihood 
of local people. Given this advantage and the experiences accumulated in Japan over years in multiple domains, 
they surely can play a substantial role in the connectivity between Africa and Japan. During this forum, each 
member will introduce his/her research on behalf of the African scientific diaspora in Japan and show how it 
contributes to tackle an aspect of the challenges in Africa and shape the Africa-Japan relations for mutual benefits. 
Presentations (see abstracts below) will touch different topics, encompassing the agricultural sector where 
technologies to improve soil fertility and crop productivity in Africa through the use of natural phosphate rocks 
are discussed (Papa), urbanization where the author (Nsenda) borrows the Japan case to see how it can help dilute 
the inconspicuous social, cultural and economic boundaries embedded in the African colonial heritage, ITCs with 
the urge to speed up the establishment of cybersecurity frameworks in both Africa and Japan through mutual efforts, 
in the current context of rapid technology development (Doudou), and medicine in which presenters analyze the 
sociological and infrastructural factors effecting the health of millions of people in the continent and how the 
Japanese medical approach can inspire African local governments to improve the health status of populations 
(Patou, Hiba). 
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＊Improving soil quality and agricultural productivity in Burkina Faso through 
efficient use of natural phosphate (Japan-Burkina SATREPS) 

 

Papa Saliou Sarr*, Satoshi Nakamura, Fujio Nagumo (Japan International Research Center 
for Agricultural Sciences; Crop, Livestock and Environment Division) 

 
One of the biggest challenges in Africa nowadays is the rapid growth of the population which in 2050 is expected 
to reach 2.5 billion people while it was estimated to 1 billion on 2010. This said, the food demand will 
tremendously increase and the necessity to produce more food will be in the headline of many local governments 
and international partners in the coming decades. Unfortunately, most soils that sustain crop production in tropical 
regions are depleted of major nutrients such as nitrogen (N) and phosphorus (P), thus minimizing the chances to 
increase productions if new paradigms are not considered. However, 82% of world P resources is allocated in 
Africa, but the rate of utilization is just 3% of the world. Like many other African countries, Burkina Faso has 
large reserves of phosphate rock (PR) c.a. 100-million-ton which can be used to apply 4.5 ton/ha to the whole 
national farmland. But since its solubility is low and it is of powdery nature, that limits its utilization, forcing the 
government to sell PR powder without processing. Advanced management technologies of PR will increase their 
effectiveness and the utilization of the improved products will enhance soil fertility and crop productivity in 
Burkina Faso and Africa in general. In this perspective, the Japan International Research Center (JIRCAS) and the 
Institute of Environment and Agronomic Research (INERA) of Burkina Faso established a bilateral research 
project (SATREPS) with the support of the two governments. This talk gives an overview of the activities carried 
out by both country partners in the joint research project, which aims to supply cheap and effective fertilizer 
produced at national fertilizer plants to farmers. The Burkina Faso model will be extended to other African 
countries having important unutilized PR deposits and with which, we (JIRCAS) are creating the Africa PR 
Inventory network to activate phosphate rock research. At term, it is expected to contribute to the conversion of 
the actual low input agriculture to sustainable and intensive agriculture in Africa.  
 

Keywords: Natural rock phosphate, soil fertility, agricultural productivity, Burkina Faso, Africa 
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＊Urbanizing Africa— learning from Japan to dilute inconspicuous social, cultural 
and economic boundaries embedded in the African Colonial urban Heritage 

 

Nsenda Lukumwena (Kobe Institute of Computing) 
 
Africa is undergoing fast urbanization as can be seen in its growing number of megacities (10,000,000 plus people) 
such as Lagos, Cairo, and Kinshasa. Yet, while elsewhere the growth of cities is their ticket to countries’ economic 
growth.  In Africa, the growth of cities comes with many more challenges and problems. These include its 
colonial urban heritage, a structurally separatist and dualistic urban development that was characterized by duality 
and separation of the city’s spatial arrangement into territories of the rulers and that of he ruled ones, thus killing 
the wholeness of the said city.   Although not conspicuously visible, that approach embedded social, cultural and 
economic boundaries that can be found in the physical space arrangement of most African cities, developed and 
built during the colonial period by the colonial rulers. To date, that structure has remained unchecked and active. 
As such, it is all, the more amplified by the rise of informal settlements that simply expand cities’ boundaries 
horizontally to an uncontrolled level of land use. This paper intends to achieve two things. One is to highlight how 
the colonial urban heritage that continues and can continue to affect the current and future urban development in 
Africa, if unchecked; and to propose some alternative ways to help dilute the invisible boundaries above mentioned 
so that urbanization can positively contribute to the economic growth, prosperity, and well-being. To accomplish 
that, the use of land consolidation and land readjustment, two development tools previously utilized in the 
urbanization of Japan in the 1960s in combination with ICTs is suggested. 
 
Keywords: Colonial heritage, dualistic, Separatist, urban form, Land consolidation, ICTs 
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＊Mapping cybersecurity research initiatives between Japan and Africa 
 

Doudou Fall (Nara Institute of Science and Technology) 
 

Unlike other developed countries, Japan has been slow to adopt strong cybersecurity measures. With the 2020 
Olympic games in the horizon, the Japanese government has accelerated the process of implementing 
cybersecurity frameworks by funding numerous initiatives on research and education. Like Japan, many 
African countries are just beginning to put in place cybersecurity frameworks to prevent cyberattacks and 
prepare for a future where state-sponsored hackers target critical infrastructures to destabilize countries. This 
commonality could be an opportunity for both Japan and the African countries to collaborate on effective 
cybersecurity measures that would encompass the perspectives of the developed and the developing world. 
Unfortunately, the collaboration is inexistent at this point. In this talk, I will briefly showcase the different 
cybersecurity initiatives of Japan and key African countries and propose possible avenues for collaboration. 
 
Keywords: Cybersecurity initiative, Japan, Africa 
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＊Technologies for global health: opportunities and challenges for Africa and 
Japan to contribute to a healthy global community 

 

Patou Masika Musumari (Kyoto University, School of Public Health) 
 
Africa is regarded as the next big growth market after Asia, as illustrated by successful stories of both home-
grown and global companies operating in diverse sectors in the continent. The continent is home to nearly 
seven hundred companies with revenues greater than $500 million, of which four hundred companies earning 
revenues of $1 billion or more. However, the market needs of the health sector have so far remained unattended. 
The disease landscape of the continent is largely dominated by infectious diseases, but the past two decades 
have been characterized by a rapid increase in non-communicable diseases with cardiovascular diseases often 
positioned among the five top causes of death. By 2020, the African population is not only expected to double, 
but also to substantially increase in its number of elderly aged 65 years and above. The Japanese global health 
and medical technology industry is well catered to respond to health needs related to non-communicable 
diseases and ageing population. However, the Japanese manufactures have so far mainly focused on domestic 
needs in Japan. The current presentation aims to discuss potential opportunities and challenges for the Japanese 
manufactures and global health technologies inventors to invest the health sector in Africa. 
 

Keywords: Global health, Africa, Japan, non-communicable diseases, medical technology industry 
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＊Mental and Neurological Health leadership and Advocacy in Africa 
 

Hiba Abuelgasim Fadlelmoula Abdelrahman (Kyoto University, Graduate school of 
Medicine) 

 
Mental, neurological, and substance use (MNS) disorders are major contributors to morbidity and mortality 

worldwide. Almost three-quarters of the global burden of mental and neurological diseases are in countries with 

low and middle incomes. MNS burden is particularly high in sub-Saharan Africa (SSA). Widespread disorders in 

SSA such as HIV/AIDS, malaria and sickle cell anemia have significant mental and neurological health 

implications (for example, cognitive disorders, dementia, epilepsy, stroke, depression and substance use etc.). On 

the other hand, Epilepsy due to trauma at birth and head injury in later life is probably one of the most common 

MNS disorders in SSA. Despite this high burden, there is a significant shortage of resources available to prevent, 

diagnose, and treat MNS disorders in SSA. SSA countries, on average, have one psychiatrist for every 2 million 

people, whereas European countries have one psychiatrist per 12,000 people. Mental and Neurological Health 

Leadership and Advocacy program (MNHLA) is a project aiming towards advocating research, training, and 

education in the field of MNS health in SSA. This project is a partnership with Kyoto University UNESCO chair, 

Kyoto University, University of Khartoum, and WHO Sudan. MNHLA aims towards improving the health care 

infrastructure for better prevention, treatment, and rehabilitation. This talk will highlight the MNS health gap in 

SSA and the ongoing efforts of the MNHLA project towards achieving sustainable MNS health in SSA. 
 

Keywords: Mental health, neurological health, Africa, sub-Saharan Africa 
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アフリカ北西部の土造り建築の空間的特徴と歴史的建造物の保存におけるコ

ミュニティの役割 
North-West Africa's  Earthen Architecture Space Structures and The Role of Local 
Communities in Historical Monuments Conservation Process 

 
PAN,Huaqiong(Beijing University), Bachir-Cherif, Tinhinane (Université Salah Boubnider 

Constantine 3), KOBAYASHI , Hirohide(Kyoto University), SHIMIZU, Takao (Kyoto Seika 

University/Research Institute for Humanity and Nature), DIOP, Alpha (Architect, President 

ICOMS-MALI, Vice-President ICOMOS INTERNATIONAL) 

 
潘华琼（北京大学）、バシール・シェリフ、ティンヒナネ（コンスタンティーヌ第３

大学  ）、小林広英（京都大学）、清水貴夫（京都精華大学・総合地球環境学研究所）、
ディオプ、アルファ（イコモスインターナショナル副会長）  

 

Organizer/Commentator: SACKO, Oussouby (Kyoto Seika University) 

 

近年、サハラ交易の拠点だった北西アフリカの多くの文化遺産が、観光や経済活動のグローバル化

に伴って、滅失の危険にさらされている。トンブクトゥやシンゲッティのマニュスクリプト(古書)

の保存状態が悪く危機的状況にあることが危惧されているが、その状況は建築・織物・衣装・楽器

等の有形遺産から、言語・音楽・ダンス等の無形遺産にまで及びつつある。こうしたなか、近年、

体系的な研究はいまだ形成途上にあるとはいえ、アフリカ内外の学者や知識人たちが、これらの歴

史的事実を掘り起こし、再構成する作業に着手している。本フォーラムでは、サハラ交易の歴史的

な背景、建築遺産としてこれらの地域に見られる泥の歴史的な建築の解説と分析など、それぞれの

発表者の視点より述べる。討論やデョスカッションによって学際的な視点から地域、古書、建築な

どの修復、保存の糸口が見られたらと考えている。 

	 Many aspects of Northwest African culture are in danger of being lost due to the cultural disruption. This 

includes the well-known manuscripts of Timbuctu (Tombouctou) but also architecture, languages, beads, 

textiles, costumes and other cultural objects as well as immaterial heritages such as oral history, traditional 

music, instruments and dance. This forum will be focused on Trans-Saharan Trade area, mainly where some of 

the cultural heritages are abandoned and in ruins, while some are being preserved solely as tourist attractions. 

This forum will be a discussion platform on the importance of cultural heritage conservation through 

architecture, manuscripts, and the implication of local population into the conservation process. We will be 

explaining the historical background of Trans-Saharan trade; commentary and analysis of earthen historical 

architecture existing in these areas will be pointing out. We believe that an interdisciplinary point of view 

through discussion can lead us to the key of restoration and preservation of cultural heritages. 
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On the Protection of World Cultural Heritage in the Trans-Saharan Area 
Experiences and Challenges 

 
PAN Huaqiong 

Department of  History,  Beij ing University 
 

Based on my several  v is i ts  in  the  t rans-Saharan area ,  the  presenta t ion wil l  focus  on 

Timbuktu ,  a  famous medieval  town in  the  nor th  of  Mali ,  which was  l is ted  as  a  World  

Heri tage  Si te  by the  UNESCO in  1988 .  

 

There  are  three  ear then mosques ,  s ix teen tombs and near ly  200,000 volumes of  

manuscr ip ts  tha t  belong to  the  world  cul tura l  her i tage .  However ,  Timbuktu  has  entered  

in to  the  Lis t  of  World  Heri tage  in  Danger  twice  in  1990 and in  2012,  respect ively  caused 

by natura l  and man-made calamit ies .  Compared to  o ther  her i tage  in  th is  area ,  Timbuktu  

may be  the  most  important ,  but  i t  has  encountered  more  misfor tunes.  

How to  combat  deser t i f ica t ion,  improve the  Sudan-Sahel  ear then archi tec ture  and i ts  

cul tura l  value ,  and prevent  the  des truct ion f rom extremists  is  an  issue  that  ought  to  be  

taken account  in to  the  protect ion  of  the  world  her i tage  in  th is  area .   

 

Around th is  issue ,  the  presenta t ion  wil l  in t roduce the  s i tua t ion  of  Timbuktu  a t  f i rs t ,  and 

then compare  i t  wi th  Djenne in  Mali ,  Agadez in  Niger  and Walata  in  Mauri tania ,  t ry ing to  

f ind  some protect ion exper iences  that  can be  learned f rom each other ,  but  a lso  point  ou t  

some of  common chal lenges  fac ing these  world  her i tage  s i tes .   

F inal ly ,  the  presenta t ion wil l  t ry  to  propose  a  feas ib le  and moderate  project  to  meet  those  

severe  chal lenges  project .  In  l ine  with  the  UN’s  sus ta inable  development  goals  (SDGs)，

the  project  wi l l  take  in to  account  the  ro le  of  surrounding communit ies.  
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Ksour and Kasbah, a lesson of an Ancestral Constructive Know-how 
 -  The case of  Algeria and Morocco –  

 
Tinhinane BACHIRCHERIF, Université  Constantine3 Salah BOUBNIDER  (Algeria)  

 
Oussouby SACKO, Kyoto Seika University 

 
Ear then archi tec ture  is  one of  the  most  or ig inal  express ions  of  man 's  abi l i ty  to  shape h is  
environment  by making the  most  of  local  resources .  
In  the  Afr ican cont inent ,  i t  inc ludes  a  wide  var ie ty  of  creat ions:  s imple  houses ,  granar ies ,  
palaces ,  re l ig ious  bui ld ings ,  but  a lso  urban and rura l  c enters ,  cul tura l  landscapes  and 
archaeological  s i tes .  Bui ld ings  that  a l l  p lay ,  each in  their  own way,  a  major  ro le  in  the  
revela t ion  of  local  ident i t ies  and exemplify  the  sus ta inabi l i ty  of  construct ion  techniques ,  
whi le  a t  the  same t ime aff i rming the  abi l i ty  of  inhabi tants ,  for  a  long t ime,  to  develop 
s t ra tegies  to  adapt  to  their  environment .  By us ing both  pract ica l  and in tangible  know-how 
that  makes  the  most  of  the  scarce  resources  of  a  ra ther  host i le  quasi-deser t  environment ,  
and in tegra tes  perfect ly  in to  i t .   
This  ar t ic le  c la ims to  present  two typologies  of  ear then archi tec ture ,  in  two Afr ican 
countr ies ,  Alger ia  and Morocco,  based on observat ions  and surveys  carr ied  out  in  the  f ie ld  
and in terviews with  the  inhabi tants .  
In  these  two countr ies ,  ear then archi tec ture  as  a  l iv ing space  takes  two forms,  ksour  and 
kasbah :  in  both  cases ,  they are  for t i f ied  cores  bui l t  of  ear th  br ick  or  rammed ear th  b locks  
on s tone foundat ions .  
Ksar  ( Ighrem ,  in  Amazigh,  the  language of  the  nat ive  people  of  North  Afr ica)  -p lura l  
ksour - ,  i t  i s  a  space  of  i r regular  shape is  for t i f ied  by a  wal l  and sometimes towers ,  i t  
ga thers  homogeneous and adjoining houses ,  and re l ig ious  bui ld ings:  mosque,  synagogue,  
zaouia  (an  Is lamic  re l ig ious  school  or  monastery) .  The ksar  has  several  publ ic  squares  
where  the  inhabi tants  could  gather  and where  the  celebrat ions  were  held .  The road network 
branches  f rom the  main  s t ree t  (darb )  to  narrow al leys  (zqaq )  tha t  serve  dead ends  leading 
to  dwel l ings .  Some passages  are  covered,  sometimes with  skyl ights  to  provide  l ight ing .  
Some covered passages  are  equipped with  dkaken  (benches)  to  s i t  in  the  shade.  
The kasbah ,  T ighremt in  Amazigh,  symbol  of  the  t ransi t ion  of  power  f rom jmaà  (group)  to  
gaid  ( lord) ,  i s  the  large  family  home of  a  prominent  peasant .  A th ick  wal l  for t i f ies  i t  and 
towers  decorated  with  merlon and Amazigh moti fs .  
The kasbah  has  a  regular ;  of ten  square  p lan  with  four  towers  a t  the  corners ,  wi th  two to  
three  levels ,  and only  one access  door .  This  bui ld ing acts  as  a  s table  and a t t ic  a t  the  same 
t ime as  i t  i s  a  l iv ing space ,  according to  the  logic  imposed by the  d is t r ibut ion of  spaces  
(Naj i  Sal ima.  2009):  on  the  f i rs t  level ,  warehouses  and s table ,  on  the  second level  
domest ic i ty ,  on  the  th ird  level  the  family  of  the  notables ,  the  las t  level  being an of ten  
access ib le  terrace .   
This  presenta t ion conf i rms the  exis tence of  an  ear then vernacular  archi tec ture  fu l l  of  
lessons  that  has  adapted to  the  c l imat ic  and cul tura l  condi t ions  of  the  terr i tory .  However ,  
th is  archi tec ture  appears  to  be  under  increas ing threat .   The causes  are  both  natura l  and 
human:  c l imate  change,  f loods ,  natura l  ageing,  abandonment ,  lack of  maintenance,  abusive  
a l tera t ions  through the  in t roduct ion of  incompat ib le  mater ia ls ,  the  use  of  concrete  and 
ar t i f ic ia l  colors ,  modern bui ld ing technologies .  The loss  of  th is  her i tage  r isks  the  loss  of  a  
genius  of  local  know-how and the  loss  of  the  image of  the  people 's  ident i ty .  
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ブルキナファソ・カッセーナ伝統住居とコミュニティの変容  
 

小林広英（京都大学大学院地球環境学堂）  

 
Transformation of Kassena Traditional Houses and Community in Burkina 

Faso 
 

Hirohide Kobayashi  
(Graduate School of  Global Environmental  Studies,  Kyoto University) 

 
	 本発表は、フィールド調査をおこなったブルキナファソ・ナホリ県ラングェロ村にある

カッセーナ民族の集落を対象として、現代の伝統住居変容とコミュニティとの関わりにつ

いて考察したものである。筆者はこれまで、アジア、南太平洋地域を中心に地域の文化・

風土に根ざした建築（風土建築）の再建プロジェクトを実施してきたが、その経験から風

土建築は、①物的資源（在地資材、集落周辺で採取される建築資材）、②知的資源（伝承

技術、世代間の口承・経験知による建築技術）、③人的資源（共同労働、コミュニティの

共同による建築作業）の 3 つの地域資源により建設・維持されるとまとめることができる。

この中でコミュニティは、(１)住居を建設する労働力を共同体として提供し居住空間を構

築するとともに、(２)建設機会を通じて在来知識・技術を世代間で伝承し、地域固有の居

住文化を継承する役割をもつ。しかしながら、市場経済や外的価値の浸透により生活様態

が変化する中で、集落コミュニティの機能は低下し、伝統住居の維持継承は難しくなって

いる。  
	 カッセーナの伝統住居は、一夫多妻の拡大家族がソンゴと呼ばれる屋敷を形成し、典型

的には男性の方形住居（マンゲロ、日干レンガ造）、女性の双円形住居（ディニア・ディ

ディウ、練り土造）を中心に、穀物庫、家畜小屋、東屋、中庭が配置されるユニークな屋

敷構成をもつが、上記の理由からラングェロ村においても、トタン屋根の方形住居（トル

ティゲ）が近年数多く建設され、出稼ぎ離村による住居の劣化・倒壊など集落景観の変容

は著しい。	

	 (１)に関して、伝統住居の屋根は梁として用いる希少木材の採取を必要とし、防水性を

確保するため手間のかかる屋根土施工をおこなうが、トタン材料がこれらの工程を省略で

き、市場で容易に入手できることから普及が進んでいる。軽量なトタン材料による屋根荷

重軽減は、支持する壁面強度にも影響し従来の重厚な壁厚が薄くなっている。結果として

断熱性能も低下し室内環境は過酷になるが、日中不在など生活パターンの変化により許容

されている。またカッセーナ伝統住居には、カオリンやグラファイト、粘土を用いた独特

の外壁画があるが、材料の高騰や入手が困難になっており、観光集落として知られるテベ

レやタンガソゴの集落以外は、現在はほとんど見られない。定期的な外壁画の更新作業は

風化や雨水を防ぐ壁面コーティングの役割ももつため、更新されずに露出した土壁面は劣

化が早い。貨幣収入に傾倒する現代の生活によりコミュニティの共同労働は減少し、伝統

住居の建設・維持作業をおこなう機会が激減している。	

	 (２)に関して、伝統住居の建設機会が無くなるとともに、土材料の加工方法や施工方法、

身体尺等を用いる独自の寸法計画を伝承することが困難となり、特に施工手間のかかるデ

ィニア・ディディウはラングェロ村において 1960 年代以降建設されていない。世代間の知

識・技術の伝承を考えると、現在一世代を超えつつある限界期にあるといえる。	

	 住居は時代ごとの生活様態を反映した適応形態として発展していく側面をもつが、一方

で急激に変容する現代生活の中で、連綿と続いてきた地域文化を内包する伝統住居が意識

されないまま消滅していく前に、もう一度コミュニティが自ら考え再評価するプロセスを

もつことが必要であろう。	
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サ࢞ボテン࢞とᅵ造りࣔスクのṔྐ  
—イブラࣄム・サンフ࢛ᖌのㄒりを中心に—  

ΎỈ㈗ኵ（ி㒔⢭⳹大Ꮫ・⥲合地⌫⎔ቃᏛ◊✲所）  
 

History of earthen Mosque in Sagbotenga 
From the narrative of Ibrahim Sanfo, Imam of Sagbotenga  

Takao SHIMIZU (Kyoto Seika University/Research Institute for Humanity and 
Nature) 

 

 ブル࢟ナフソのࣔシ社会におけるイスラームはࣖルࢭ Yarsé(Sin.Yarga)、ハ࢘サとゝっ

たムスリム通商Ẹによってもたらされ、ブル࢟ナフソ➨୕のẸ᪘でもあるフルベととも

に、現在のࣔシのムスリム社会における中心的なᙺをᢸっている。中でも独自のゝⴥを

ኻい、時にࣔシを自⛠するどにࣔシ Mossi とྠ化したࣖルࢭは、ࣔシ社会のムスリムに

とって㔜要な位⨨࡙けにある。  

 本発⾲では、「ࣖルࢭのイスラームの中心」（エル・ハジ・ࢤブレ・シノンᖌ）とされる

サ࢞ボテン࢞ Sagbotenga とࡑこにṧるᅵ造りのࣔスクのㄌ生㆓を、ྠᮧの 9 代目のイマー

ムである、イブラࣄム・サンフ࢛ Ibrahim Sanfo ᖌのㄒりからㄽࡌ、サ࢞ボテン࢞のࣔスク

がࣖルࢭのイスラームの㇟ᚩとなった㐣⛬の一➃を᫂らかにする。  

 サ࢞ボテン࢞はブル࢟ナフソ中南㒊州 Centre  Sud バ࢞ࢮ Bazèga ┴の᭱南➃に位⨨し、

ࣔシとグルンシ Gournssi のቃ⏺を接する。すなわࡕ、サ࢞ボテン࢞はࣔシ社会の南⦕㒊に

あり、ࣔシ社会では᭱も㞵の多い地域に位⨨するばかりか、この地域では⌋しい一年を通

してきࡔすἨが存在する。このἨはサ࢞ボテン࢞の開ᮧ以来、ᯤれることなくき⥆け、

本発⾲で紹介するᅵ造りのࣔスクと୪びྠᮧの㇟ᚩ的なランドスケーࣉをᙧ成している。  

 イブラࣄム・サンフ࢛ᖌによれば、サ࢞ボテン࢞の開♽は、イブラࣄムᖌの高♽∗に当

たるラフマーニ・サンフ࢛ᖌである。ラフマーニは現在の中㒊州のマネ Mané ㏆㑹のࣃス

ンテン࢞ Pasntenga に生まれ、ᗂ少のこࢁからジ࢙ンネでクルアーンをᏛび、▐く㛫に 60

❶をᬯၐしたラフマーニは、ࡑのままジ࢙ンネでクルアーンᩍᖌとなる。しばらくして∗

のアリがஸくなると、ラフマーニは故㒓のマネにᡠる。故㒓にᡠるときには、ᩍえᏊ 300

ྡがᚋを㏣ったとゝわれる。高ྡなクルアーンᩍᖌとなったラフマーニのྡኌは、ࣔロ・

ナ ー バ （ ࣔ シ の ⋤ ） の ▱ る と こ ࢁ と な り 、 当 時 の ⋤ ナ ー バ ・ サ ࣡ ド ࢦ （ Naba 

Sawadogo1802-1834）は、ᜥᏊ（ᚋのナーバ・クト Naba Koutou）をラフマーニのୗ

に㏦りクルアーンをᏛばせることとした。ラフマーニがᒃに定めたマネは、大所ᖏとなっ

たラフマーニ一㛛にとって、༑分な⏿を得ることが㞴しかったため、ᙼらはマネを㞳れ 3

か所のᅵ地を渡り歩く。この状ἣを៧慮したナーバ・サ࣡ドࢦは、ラフマーニにバ࢞ニー

ニをえる。バ࢞ニーニは῝い᳃の中にあり、この᳃には多くのフルーࢶのᮌがあった。

ラフマーニたࡕがࡑの豊かなᅵ地を開ቧすると、多くのミレットが᥇れた。この地域の主

食である、サ࢞ボ（ト）が多く食られるᅵ地として、ラフマーニはこのᅵ地をサ࢞ボテ

ン࢞（トの⾤）とྡけた。  

 サ࢞ボテン࢞にᘵᏊたࡕとఫみ着くようになったラフマーニは、Ἠのࡑばにᒃを定め、

現在までṧるᅵ造りのࣔスクをᘓタした。このࣔスクは、この地域では⌋しい、ᙧの大

きなミフラーブを持ࡕ、さらにはᒙ式のものであり、ࡑの㉳源がマンࢹᅪのものである

ことを♧している。  

 ラフマーニのᘵᏊであったナーバ・サ࣡ドࢦのᜥᏊは、ࡑのᚋ、᭱ึのムスリムのࣔロ・

ナーバとなる。ナーバ・クトの⋤位の⥅ᢎに㝿し、ᙼはラフマーニのୗでイスラームを

Ꮫび⥆けることを㢪ったが、ラフマーニはᙼをບましてドア࢜（⚃⚏）をえ、さらには、

࢞グへと㏦る。立ὴなムスリムとして࣡ド࢞グルマッカ（ムスリムのᖗᏊ）をえ࣡ࣉ

ドグに入ったナーバ・サ࣡ドࢦのᜥᏊは、競合するᘵや㞟まったࣔシの㤳㛗たࡕの๓

で♳りをささࡆる。人びとはᙼのᡯ気をㄆめ、ᙼを⋤位につけることとした。  

とࣔシ社会との⤖びつきがᙉࢭルࣖࡕとࣔロ・ナーバ、すなわ࢞ボテン࢞れ以来、サࡑ 

化され、サ࢞ボテン࢞がᶒጾ化されるようになっていった。  
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Earthen architecture at the Buwa of Mali 
Inventory and study of an exceptional vernacular architecture 

 
Alpha DIOP, Vice-President ICOMOS 

Oussouby SACKO, Kyoto Seika University 
 

The Buwa cul tura l  area  is  included in  a  ter r i tory  s t raddl ing the  Republ ic  of  Mali  and 
Burkina  Faso.  The Buwa (or  Bobo)  are  an  e thnic  group located  in  Mali  in  the  regions  of  
Segou and Sikasso and in  nor thern  Burkina  Faso.  
Farmers  in  their  major i ty ,  they developed some construct ion  techniques  and cul ture ,  
centered on dif ferent  types  of  construct ions  including houses ,  a t t ics  and many other  
archi tec tura l  e lements .  
 
The Buwa vernacular  archi tec ture  is  dense  and var ied  both  in  terms of  typology and form 
of  the  construct ions  i t  presents .  The inhabi ted  space  is  organized around houses ;  i t  
inc ludes  severa l  bui ld ings  in  ear th ,  general ly  t ight  against  each other ,  such conglomerates  
a t t ics  percept ib le  in  a  v i l lage  ent i ty .  
 
Despi te  the  var ie ty  and r ichness  of  th is  archi tec tura l  her i tage ,  very  few s tudies  have been 
done on the  local  construct ion techniques  and cul ture  of  th is  cul tura l  area  in  Mali .  No 
inventory  deta i led  -  to  our  knowledge -  i s  ye t  avai lable  on  th is  archi tec ture ,  which is  qui te  
wel l  known by the  inventory  depar tments  and Malian  profess ionals  in  the  f ie ld  of  
construct ions .  Bui ld ing mater ia ls  and usage recipes  could  a lso  be  affected ,  and 
sociological  evolut ion  and i ts  consequences  for  local  archi tec ture .  
 
The purpose  of  th is  paper  is  to  present  the  bas ic  character is t ics  of  th is  vernacular  
archi tec ture  and to  g ive  some indicat ions  of  typologies  and forms of  archi tec ture  in  the  
d if ferent  spaces  occupied by the  Buwa ethnic  group in  Mali .  
 
Beyond th is ,  i t  a ims to  draw the  a t tent ion of  profess ionals  and research organizat ions  to  
the  need for  an  inventory  and a  deta i led  s tudy of  the  construct ion techniques  and cul ture  of  
th is  cul tura l  area .  This  inventory  could  be  done through the  rea l iza t ion  of  archi tec tura l  
surveys  and anthropological  s tudies  of  the  inhabi ted  space ,  taking in to  account  the  
knowledge and know-how of  t radi t ional  bui lders .  
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ケニア産とされるサファイアの起源
モンゾニ岩に産するサファイアと‟ゴールド・シーン・サファイア”の関係 

桂田祐介（GIA）

Origins of sapphires reportedly from Kenya

“Golden Sheen Sapphire” and monzonite/syenite-hosted sapphire   

Yusuke Katsurada (Gemological Institute of America)

　アフリカ大陸東部に広く分布する約5.4億年前よりも古い変成岩類には、多くの宝石質の鉱物が
産出し、20世紀中葉から同地域の重要な資源となっている。酸化アルミニウムを主成分とする鉱物
であるコランダムは、宝石としては、不純物に起因する色によって、赤いものはルビー、赤以外の
ものはサファイアと呼び分けられる。ケニア中部のガルバ・トゥラ地域の変成岩には、モンゾニ
岩・閃長岩脈が分布しており、それらの岩脈に産する青色や黄色のサファイアには赤鉄鉱およびチ
タン鉄鉱の包有物が多く含まれる。その特徴のため、透明度は低いが、包有物に起因する特徴的な
光沢が見られる。近年、ガルバ・トゥラ産サファイアに類似する特徴を持つ‟ゴールドシーンサ
ファイア（以下、GSSとする）”が宝石市場で注目されている。GSSの取扱業者によれば、GSSはソ
マリア国境に近いケニア東部産であるとされるが、産地保護等の理由により産地の詳細は意図的に
開示されていない。本報告では、GSSおよびガルバ・トゥラ産サファイアの包有物、分光特性およ
び微量元素を比較し、両者の関係について議論する。 

　ファセットカットまたはカボションに研磨されたGSS18石、研磨されていない原石5石に加え、
サプライヤーよりGSSと同産地とされる包有物の少ない研磨石11石を入手した。また、別の信頼性
の高いサプライヤーより、ガルバ・トゥラ産サファイアの原石60試料を入手した。これらの試料に
ついて、(1)ラマン分光法による包有物の同定、(2)紫外可視近赤外分光高度計による分光特性の測
定、(3)レーザーアブレーション誘導結合プラズマ質量分析計による微量元素の測定を行い、比較を
行った。 

　比較の結果、両者に有意な差異は見られず、同一の起源であることが推察された。海抜高度511m

のガルバ・トゥラは、年間降水量422mmのステップ気候で、エチオピア、ケニア、ソマリアの3か
国にまたがるジュバおよびシャベッレ川の流域に位置する。ガルバ・トゥラの下流にはラグ・デー
ラ季節河川があり、この季節河川はケニアとソマリアの国境を越えてジュバ川に合流し、インド洋
に至る。国境付近では、広い氾濫原を有する蛇行河川の地形的特徴を示す。コランダムを含むガル
バ・トゥラ周辺の岩石が風化と侵食を受け、雨季に運搬されて国境付近に堆積することは想定でき
るシナリオである。GSSの産地が開示情報のとおりソマリア国境に近いと仮定すると、GSSはガル
バ・トゥラのモンゾニ岩や閃長岩内のコランダムが堆積したものである可能性が高い。
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The role of the Central African copper belt in the world markets of the nonferrous 
metals, 1911-2015 

Presenter：John Ngoy Kalenga, Lecturer at Faculty of Economics, Hosei University, 
Tokyo, Japan. Email: kalenga.n.john.24@hosei.ac.jp 

Abstract 

This paper investigates the role of the central African copper belt and Asia in demand and supply 

of the nonferrous metals on the world market. This area contains about 34% of cobalt and 10% of copper 

of the world reserves. The paper analyzed the data from the producing companies in DR Congo and Zambia 

that were collected during the field research in Africa. It aims to shed light on the role that the Central 

African copper belt played in the world markets from their establishment until the 1990s and the impact of 

Chinese investment on local economic growth. DR Congo has been the largest supplier of cobalt metal 

accounting for an average of 43% of the total world market from the colonial era. DR Congo and Zambia 

supplied an average of 5% and 8% of copper metal of the total global market respectively. The rapid 

economic growth of China has increased the demand for the nonferrous metals of the country to build heavy 

industries and light manufacturing. Since the early 1990s, China has invested significantly in the extraction, 

processing, and refining technologies to meet its domestic demand and world market. Imports from the 

central African copper belt and other regions of the ore and concentrates of three metals such as cobalt, 

copper, and zinc have been the stable source of supply for its refining plants. China became the world 

largest producer and consumer of refined copper since 2002 accounting for 29.46 % and 31.98 %, 

respectively. Chinese share of both output and use of nonferrous metals will continue to grow. 

 

Keywords: Nonferrous metals, economic growth, Copper belt, China, Africa 
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The role of the Central African copper belt in the world markets of the nonferrous 
metals, 1911-2015 

Presenter：John Ngoy Kalenga, Lecturer at Faculty of Economics, Hosei University, 
Tokyo, Japan. Email: kalenga.n.john.24@hosei.ac.jp 

Abstract 

This paper investigates the role of the central African copper belt and Asia in demand and supply 

of the nonferrous metals on the world market. This area contains about 34% of cobalt and 10% of copper 

of the world reserves. The paper analyzed the data from the producing companies in DR Congo and Zambia 

that were collected during the field research in Africa. It aims to shed light on the role that the Central 

African copper belt played in the world markets from their establishment until the 1990s and the impact of 

Chinese investment on local economic growth. DR Congo has been the largest supplier of cobalt metal 

accounting for an average of 43% of the total world market from the colonial era. DR Congo and Zambia 

supplied an average of 5% and 8% of copper metal of the total global market respectively. The rapid 

economic growth of China has increased the demand for the nonferrous metals of the country to build heavy 

industries and light manufacturing. Since the early 1990s, China has invested significantly in the extraction, 

processing, and refining technologies to meet its domestic demand and world market. Imports from the 

central African copper belt and other regions of the ore and concentrates of three metals such as cobalt, 

copper, and zinc have been the stable source of supply for its refining plants. China became the world 

largest producer and consumer of refined copper since 2002 accounting for 29.46 % and 31.98 %, 

respectively. Chinese share of both output and use of nonferrous metals will continue to grow. 

 

Keywords: Nonferrous metals, economic growth, Copper belt, China, Africa 
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Predictions are becoming the job 

How to make trust  for the gambling agent 
 

Kenya Araki  
 
� ㏆ᖺࢺ࣓ࣥࢸ࣮ࢱ࢚ࣥࡣ࡛࢝ࣜࣇ⏘ᴗࡀᛴ㏿Ⓨᒎ࡛࢙ࣜࢪࢼࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚ࡋ

ࡌࡃᐆࡓࡗ࠶࡛࣮ࢱࢡࢭ࣭࣐࣮࢛ࣝࣇࣥࡣ࡚ࡘࠊ࡚࠸㝖ࢆࣝࣈࣥࣕࢠබႠࡢ㒊୍ࠊࡣ

ᴗࡣ 2007 ᖺチྍไ࣭࣐࣮࢛ࣝࣇࡢ ࠋࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿධどୗ┘ࡢᕞᨻᗓ࡚ࡋ࣮ࢱࢡࢭ

ࠊ࡛ୖࡓࡋ࡞ࡳࡁࡿࡍつไࢆࣝࣈࣥࣕࢠ⌮ᬯ㯲ࠊࡣࡃከࡢ㆟ㄽࡿࡄࡵࢆࣝࣈࣥࣕࢠ

㈋ᅔ㝵ᒙࡿ࠶࡛⪅㉎㈙ࡌࡃᐆ࡞ࡣࣝࣈࣥࣕࢠࠊࡋࡽ᫂ࢆᐇែࡢࠎேࡿࡍࣝࣈࣥࣕࢠ

ᾘࡣࣝࣈࣥࣕࢠࠊࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡓࡁ࡚ࡋሗ࿌ࡍ࡞ࢆᐖࣇ࣭ࣛࣈ࣭࢜ࢸࣜ࢜ࢡࡢ

ࡶ࡞࠺ࡼࡢࡀࡳႠࡢࠎேࡿࡏࡓ❧ࡾᡂࢆᴗࣝࣈࣥࣕࢠࠊࡃከࡀࡇࡿࢀࡽㄒ࡚ࡋ㈝

㇟ᑐࢆᑠၟேࡿࢆࡌࡃᐆࠊࡣ⾲ᮏⓎࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ࠶࡛⛥ࡣࡇࡿࢀࡉ┠ὀࡢ

 ࠋࡿࡍࡽ᫂ࢆࡢࡿ࠸࡚ࢀࡉホ౯࡚ࡋ㸦Job㸧࡚ࡋ࠺ࡼࡢࡀάື῭⤒ࡢࡽᙼࠊ
� ࣮࣏ࢫ࣒ࢱࣝࣜࡢ➼࣮࢝ࢵࢧࠊࡌࡃᏐᐆᩘࡲࠊࡣᕞࢫࢦ࣭࢙ࣛࣜࢪࢼ

୰ࡢࡑࠋࡿࡍᏑᅾࡃከᩘࡀࣝࣈࣥࣕࢠ࡞ࠎᵝࡢ➼࣒࣮ࢤࣀࢪ࢝ࠊ࣒࣮ࢤࢺࢵࣟࢫࠊࡌࡃࢶ

㸸௨ࢺ࢙ࣥࢪ࣮࢚࣭ࣈࢧᑠၟே㸦ࡌࡃᏐᩘࠊࡣ✀ᴗ࡞ᚩⓗ≉࡚ࡋಶேᴗࡶ᭱ࠊ࡛

ୗ SA㸧࡛ࠋࡿ࠶ᙼࠊࡣࡽᐆࡌࡃᴗࡢࡑࡽ᪥ࡢୖࡢ ࡽ15% ࣥࣙࢩࢵ࣑ࢥࡢ20%

ࡽᙼࠊኳೃࡸ௳ᆅ᮲❧ࡢ㈍ሙᡤࠊࡣࡢࡿࡍᕥྑࢆୖࡢࡽᙼࠋࡿ࠸࡚࡚❧ࢆィ⏕ࠊࡽ

㟁Ἴࡵࡓࡢ㸧ࡿࢆࡌࡃ㸦ᐆࡿࡍᮎ࡛㏻ಙ➃ࡢࡑࡽࢀࡑࠊㄪᏊࡢ㈍➃ᮎࡌࡃᐆࡘᣢࡢ

≧ἣࡢⰋࡋᝏࡋ௦⾲࡞࠺ࡼࡿࢀࡉ㠀ேⅭⓗ࡞せᅉ୍࡛ࠋࡿ࠶᪉࡛ࠊࡣᙼࡢࡽᣢࡘணࡣ

ᙼࡢࡽᐈᑐ࡚ࡋ㠀ᖖ࡞ࡁᙳ㡪ຊࢆᣢࠊࡑࡇࡽࡔࠋࡘᙼࡣࡽ SA ࡶࡿࡍド᫂ࢆຊ⬟ࡢ

࡚ࡗࡼ⋠ⓗ୰ࡢணࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ࡢࡽᙼࡣࡇࡴບ㛑◊ࡢண⾜Ⅽ࡚ࡋࡢ SA ࡢ

ୖ㧗࡚ࡀࡸࠋࡿࢀࡉࡿࡍ᪼ୖࡣᙼࠊࡣࡽᙼࡢࡽ㞠࠸࡛ࡿ࠶ᐆࡌࡃᴗࡢ㈉⊩㸦つ

ᐃࡢୖ㔠⥲㢠㸧ࡀㄆࠊࡿࢀࡽࡵ᪂ࡓᐆࡌࡃ㈍➃ᮎࢆ⋓ᚓ࡛ࢀࡇࠊࡋୖࢆ᭦ቑ

SAࠊ࡛ࡇࡃ࠸࡚ࡋࡸ ࢆ 20㹼50 ேࢺ࢙ࣥࢪ࣮࢚࣭ࣝࣃࢩࣥࣜࣉࡿࡵࡲ㸦௨ୗ PA㸧

PAࠋࡿࡁ᱁࡛᪼ ࡣࡢ SA ࠸ᝏࡢ⦼ᡂࠊࡸࡇࡿࡍㄝᚓ࠺ࡼࡍࡤఙࢆୖ࡚ࡋບ⃭ࢆ

SA 㸦ᐇ㉁ࡇࡿࡆୖࡾྲྀࢆ㈍➃ᮎࡌࡃᐆࡽ SA SAࠊ㸧ࡇࡿࡍࣅࢡࢆ ᅔ㔠㖹ⓗࡀ

ࡢ㓄ୗࡢᙼࡢ࡞ࡇࡍ㈚ࢆࢿ࢝ࡁࡓࡗ SA SAࠋࡿࢃኚࡾ⛣ࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢿ࣐ࡢ
ࡽ PA ࡢࡃከࠊࡿࡍ᱁᪼ PA ࠋࡿ࡞ࡃ࡞ࡋࢆணࡢࡌࡃᐆࡿ࠸ࡢ᰿Ẽࡃࡋ㞴㠀ᖖࡣ  
� ホࡢ࡚ࡋᴗ⫋ࡢࡘࡦࡢࠎேࡿࡍᚑᴗࡌࡃᐆࠊࡣኚࡢෆᐜ࡞࠺ࡼࡢࡇ

౯㛵ಀࡿ࠶ࠊࡤ࠼ࡓࠋࡿ࠸࡚ࡋᐈࠊࡣSA ࢀࡑࡿ࠶ࠊ࡚ࡅཷࡾㆡࢆணࡢࡌࡃᐆࡽ

࡛ᐆࡌࡃᙜ㑅ࠊࡤࡽ࡞ࡢࡓࡋᙼࡢࡑࡣ SA ࡞࠺ࡼࡃ⨨ࢆಙ㢗ணࡢᙼ࡚ࡋ㢳ᐈࡢ

ࡢࡑࡋࡋࠋࡿ SA ࡚ࡀࡸࡀ PA ࡋࡴࡣணࡢᙼࡶ࡚ࡗ࡞ࡃ࡞ࡋ࡚ࡋࢆணࠊࡾ࡞

ࠊࡀಙ㢗ࡢᑠၟேࡓࢀࡽࡅྥணࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࡞࠺ࡼࡘᣢࢆ౯್࠸࡞ࡢࡂࡿᦂࢁ

ࡃᐆ࠺࠸ሙࠖ❧ࠕணࠖࠕࠋࡿ࡞࠺ࡼࡿࢀࡉホ౯࡚ࡋሙ㸻ᶒຊ❧ࡢᙼ㛫ࡢࡘ࠸

ࡿࡄࡵࢆᙜ㑅ྍ⬟ᛶࡢࡌ 2 ᑠၟࡌࡃᐆࡢᐈ࡚ࡋ࠸ᐈࠊᯝ⤖ࡢ⏝స┦ࡢᣦᶆࡢࡘ

ேࡢಙ㢗࡚᭱ࡋࡑࠊࡌ⏕ࡀ⤊ⓗᐈᐆࡌࡃ㈍㸻ࡀホ౯ࡃ࠸࡚ࢀࡉ㐣⛬ࢆ㏣࡚ࡗ

ࠋࡃ࠸  
 
 

�
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シュガー・ベイビーとしての「生」  
都市部ガーナの交際事例から  

 
小田英里（立命館大学先端総合学術研究科／日本学術振興会）  

 

“Life” as Sugar-Baby 
The Case of  Relationship in Urban Ghana 

   
Eri  Koda (Ritsumeikan University/JSPS) 

 
サハラ以南アフリカ諸国において、「シュガー・ダディ」として知られる年配の男性と若年

層の女性との交際関係を主題とした研究の主流は、保険医療分野の研究である。先行研究は、

性感染症予防等のリプロダクティブ・ヘルス／ライツや青少年教育に関する議論の中で、あ

るいは女性の脆弱性の原因のひとつとして「シュガー・ダディ」との交際関係を問題視して

きた。また、「シュガー・マミー」と呼ばれる年配の女性と若年層の男性との交際関係に着目

している研究は数少なく、主に「シュガー・ダディ」に関する研究の中で現れる年配の女性

についての指摘が大半を占めている。その一方で、伝統的な文化の再生産の担い手である年

配の女性との同性愛的な慣習や友人関係についての研究（Guy,  1986）やセックスツーリズ
ムにおいて、観光客として訪れる年配の外国人女性と性的関係をもつ「ビーチボーイ」と称

される若年男性についての研究（Meiu,  2017）など、「シュガー・マミー」と交際する若者
たちの事例の報告が増えてきた。  
これらの先行研究は、こうした交際関係が蔓延する異なる背景や要因に着目し、大きく以

下二点を主張している。第一に、アフリカには「西欧」とは異なる価値システムがあり、こ

のような交際関係が拡散する背景には、アフリカ独自の文化的慣行や価値観があるという理

解である。第二に、近代化・グローバル化に伴い、アフリカの文化的慣行や価値観が顕在化

あるいは変容することで、同交際関係の拡大や発展につながったとする理解である。  
しかし、いずれの理解も、アフリカには西欧とは異なる「価値システムの全体」があると

いう多元主義にもとづく対比を前提にしている。このような多元主義にもとづく対比は、情

報やひと、モノが流動的に動く現代で不可能なだけでなく、存在論的転回以降の人類学が批

判する点でもある。こうした交際関係におけるトランザクショナル・セックス（取引的な性

交渉）は売春と必ずしも等しくはないという共通の認識を持ちつつも、実際に彼ら・彼女た

ちがどのように交際しているかを論じた研究はなく、それゆえ様々な要因や動機が現実の交

際関係にいかに反映されているかは詳細に描かれていない。  
本発表では、都市部ガーナにおいて社会ネットワークとして存在する「シュガー・ダディ」

あるいは「シュガー・マミー」との交際関係に着目し、彼ら・彼女と交際する若者たち（「シ

ュガー・ベイビー」と呼ぶ）の交際事例から、「シュガー・ダディ」や「シュガー・マミー」

との交際の様相について発表する。現地調査は、ガーナ共和国の中南部に位置する、アシャ

ンティ州の州都クマシで、約 9 ヶ月間にわたって断続的に行なった。スノーボール方式で出
会った 18 歳以上の人物を対象に、特にパトロンとなる人物から支援を受けたことのある約
20 人のクマシ在住の「シュガー・ベイビー」を中心に、聞き取りや参与観察を実施した。こ
れらのいくつかの交際事例から、「シュガー・ベイビー」としてアフリカ都市社会を生きる若

者たちの「生」について考察し、どのように人類学的視座から同交際関係をめぐる議論を発

展させることができるのかを探りたい。  
 

Gay,  J .  (1986) .  "  Mummies  and babies"  and  f r iends  and lovers  in  Lesotho.  Journal  of  

Homosexual i ty ,  11(3-4) ,  97-116.  

Meiu,  G.  P .  (2017) .  Ethno-erot ic  Economies:  Sexual i ty ,  Money,  and Belonging in  Kenya.  

Univers i ty  of  Chicago Press .  
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カーボヴェルデの「サイコー」な人たち  
日本人漁師とサンヴィセンテ島民の文化交流によって生まれた伝統的なうた  

発表者氏名（所属）青木敬（京都外国語大学）  
 

The People who are ‘Saiko’ in Cabo Verde 
A traditional song created through cultural contacts between Japanese 

fishermen and the islanders  of  São Vicente 
 AOKI Kay (Kyoto University of Foreign Studies) 

 
�元来無人島であったカーボヴェルデは、15 世紀にヨーロッパ人によって発見されたのち、

大勢の西アフリカ出身の人びとが奴隷として連行され、大西洋奴隷貿易の中継地として栄

えた。これが原因でじつに多くのヨーロッパ人とアフリカ人の言語文化が混淆した。次第

に、ラテンアメリカ（とりわけブラジル）やアメリカ合衆国、ヨーロッパからさまざまな

文化が逆輸入し、島民はクレオールとしてのアイデンティティを構築していった。  
� カーボヴェルデには 9 つの有人島が存在するが、そのなかでも歴史的に外国人との交流

が頻繁にあった島がサンヴィセンテ島であり、この島に根づいた歌曲に“Sayko Dayo”
（『サイコー� ダヨ』）と呼ばれるものがある。このうたは 1960 年代にカーボヴェルデを拠

点に大西洋で漁をしていた日本人とサンヴィセンテ島民による交流の末につくられたうた

である。その後、歌手セザリアエヴォラが“Sayko Dayo”を歌ったことで国内外に広まる

契機となった。  
�本発表では、2018 年 8 月にサンヴィセンテ島で実施した“Sayko  Dayo”にかんする調査

の報告をする。具体的には、“Sayko Dayo”がつくられた背景を整理し、だれが「サイコ

ー」だったのか、島民にとって「サイコー」はどのような意味をもつのかについて考えた

い。とくに、“Sayko Dayo”がつくられる過程において重要であった、日本人漁師を対象

とした案内人、売春婦、サンヴィセンテ島の漁師による語りをつうじてサンヴィセンテ島

民がどのようにみずからのクレオール文化を構築しているのかについて考察を深めたい。  
 
 

�
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レソト王国におけるジンバブエ人移民の行商  
 

早川� 真悠（国立民族学博物館）  
 

Peddling Activities by Zimbabwean Migrants in the Kingdom of Lesotho 
 

Mayu HAYAKAWA (National Museum of  Ethnology) 
 
� 本発表では、レソト王国（以下、レソト）でジンバブエ人移民が営む零細行商活動につ

いて、2018 年 3 月と 8 月～9 月の計約 1 カ月間の現地調査にもとづき報告する。  
 
� 2000 年以降、ジンバブエでは政治・経済情勢が急激に悪化し、人口の国外流出がつづい

ている。人びとの移住先は、南アフリカ、イギリス、ボツワナなどがおもだが、南アフリ

カに国土を囲まれた小国レソトにも、相当数のジンバブエ人が暮らす。  
� レソトには大学や国際機関で働く高学歴層のジンバブエ人移民も少なくない。しかし、

レソトの人びとが「ジンバブエ人」と聞いて真っ先に頭に思い浮かべるのは、さまざまな

生活雑貨を屋外で売り歩く、零細行商人「Bo Mokhotsi」のことである。  
�「Bo Mokhotsi」とは、ソト語で「友だち」を意味する。ジンバブエ人零細行商人は、地

元レソトの人びとから親しみをこめてこう呼ばれる。行商人はホウキやモップ、ブラシを

肩にかつぎ、香水や保湿クリームなどを詰めたリュックサックを背負い、毛布や絵画を脇

にかかえ、女性であれば大きなシャモジやスプーンを頭にのせ、都市部や農村部をせっせ

と歩きまわる。彼らの姿は遠くからでもよく目立ち、広く知られる存在になっている。  
� ジンバブエ人行商人の多くは、ジンバブエの地方都市や農村部から、先にレソトへ移住

した親族や同郷者を頼ってやってくる。典型的には、首都マセルの郊外や農村各地に長屋

の一間などを借り、単身または夫婦で暮らす。彼らは商品となる生活雑貨を南アフリカの

ヨハネスブルグやジンバブエで仕入れ、それらを原価の約 3～4 倍の価格にして、レソトの

低所得層・貧困層の人びとを中心に売る。こうして得た収入で、ジンバブエに残してきた

子どもたちや両親、親族たちを養うための仕送りをする。  
� あるレソト人は、ジンバブエ人行商人が「Bo Mokhotsi（友だち）」と呼ばれる理由とし

て、彼らの態度が親しみやすいことと、掛売りを認めることの二点を挙げた。それらはレ

ソトの行商人や露天商には見られない特徴だという。  
� レソトは国土の大部分が山岳地帯で、首都マセルをのぞいて大きな町はなく、舗装道路

の走る地域も限られている。農村部の住居は、耕作地として使われる平地を避けるように、

山の斜面に建てられることが多い。ジンバブエ人行商人は、起伏の多い道路や岩肌の見え

る険しい山道を歩き、都市や幹線道路から遠く離れた村落を訪ね、各家庭の玄関先まで商

品を届ける。  
� 行商人の商品は掛売りにされることが多い。掛売りの場合は、取引の場所、顧客の氏名、

連絡先、商品名、金額、支払期日を、行商人が帳簿に記録しておき、基本的には商品購入

時の翌月末、高額の商品であれば 3 か月後に代金を回収する。なかには支払い期日を守ら

ない顧客もいる。しかし、支払い期限が守れなかった顧客への罰則はとくになく、行商人

はただ携帯電話で顧客にこまめに連絡し、何度も顧客のもとへ通い、時間と労力、費用を

かけて辛抱強く未払金を回収する。  
� 顧客にたいするジンバブエ人行商人たちの態度や姿勢は、緩く寛容に見える。とくに支

払い遅延や貸し倒れへの警戒の低さや、支払い遅延から生じる負担を実質的に行商人が負

わされる点は、ときにこちらが困惑するほどである。こうした商売がなぜ成立し、どうい

った意味があるのか。今後の展望も含めつつ考察を試みたい。  
�
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レソト王国におけるジンバブエ人移民の行商  
 

早川� 真悠（国立民族学博物館）  
 

Peddling Activities by Zimbabwean Migrants in the Kingdom of Lesotho 
 

Mayu HAYAKAWA (National Museum of  Ethnology) 
 
� 本発表では、レソト王国（以下、レソト）でジンバブエ人移民が営む零細行商活動につ

いて、2018 年 3 月と 8 月～9 月の計約 1 カ月間の現地調査にもとづき報告する。  
 
� 2000 年以降、ジンバブエでは政治・経済情勢が急激に悪化し、人口の国外流出がつづい

ている。人びとの移住先は、南アフリカ、イギリス、ボツワナなどがおもだが、南アフリ

カに国土を囲まれた小国レソトにも、相当数のジンバブエ人が暮らす。  
� レソトには大学や国際機関で働く高学歴層のジンバブエ人移民も少なくない。しかし、

レソトの人びとが「ジンバブエ人」と聞いて真っ先に頭に思い浮かべるのは、さまざまな

生活雑貨を屋外で売り歩く、零細行商人「Bo Mokhotsi」のことである。  
�「Bo Mokhotsi」とは、ソト語で「友だち」を意味する。ジンバブエ人零細行商人は、地

元レソトの人びとから親しみをこめてこう呼ばれる。行商人はホウキやモップ、ブラシを

肩にかつぎ、香水や保湿クリームなどを詰めたリュックサックを背負い、毛布や絵画を脇

にかかえ、女性であれば大きなシャモジやスプーンを頭にのせ、都市部や農村部をせっせ

と歩きまわる。彼らの姿は遠くからでもよく目立ち、広く知られる存在になっている。  
� ジンバブエ人行商人の多くは、ジンバブエの地方都市や農村部から、先にレソトへ移住

した親族や同郷者を頼ってやってくる。典型的には、首都マセルの郊外や農村各地に長屋

の一間などを借り、単身または夫婦で暮らす。彼らは商品となる生活雑貨を南アフリカの

ヨハネスブルグやジンバブエで仕入れ、それらを原価の約 3～4 倍の価格にして、レソトの

低所得層・貧困層の人びとを中心に売る。こうして得た収入で、ジンバブエに残してきた

子どもたちや両親、親族たちを養うための仕送りをする。  
� あるレソト人は、ジンバブエ人行商人が「Bo Mokhotsi（友だち）」と呼ばれる理由とし

て、彼らの態度が親しみやすいことと、掛売りを認めることの二点を挙げた。それらはレ

ソトの行商人や露天商には見られない特徴だという。  
� レソトは国土の大部分が山岳地帯で、首都マセルをのぞいて大きな町はなく、舗装道路

の走る地域も限られている。農村部の住居は、耕作地として使われる平地を避けるように、

山の斜面に建てられることが多い。ジンバブエ人行商人は、起伏の多い道路や岩肌の見え

る険しい山道を歩き、都市や幹線道路から遠く離れた村落を訪ね、各家庭の玄関先まで商

品を届ける。  
� 行商人の商品は掛売りにされることが多い。掛売りの場合は、取引の場所、顧客の氏名、

連絡先、商品名、金額、支払期日を、行商人が帳簿に記録しておき、基本的には商品購入

時の翌月末、高額の商品であれば 3 か月後に代金を回収する。なかには支払い期日を守ら

ない顧客もいる。しかし、支払い期限が守れなかった顧客への罰則はとくになく、行商人

はただ携帯電話で顧客にこまめに連絡し、何度も顧客のもとへ通い、時間と労力、費用を

かけて辛抱強く未払金を回収する。  
� 顧客にたいするジンバブエ人行商人たちの態度や姿勢は、緩く寛容に見える。とくに支

払い遅延や貸し倒れへの警戒の低さや、支払い遅延から生じる負担を実質的に行商人が負

わされる点は、ときにこちらが困惑するほどである。こうした商売がなぜ成立し、どうい

った意味があるのか。今後の展望も含めつつ考察を試みたい。  
�

いゆくᕷ場とྥきྜうࢁ⛣

ガーナ・࣎ルガタンガの手ᕤⱁရ〇సのኚ化とᣢ続

∵ஂᬕ㤶（᪩✄田大学）

Facing the everchanging market
Changes and Continuities in handicraft making in Bolgatanga,  Ghana

Haruka USHIKU (Waseda Universi ty)

近年、アフリカの多くの地域の手ᕤⱁရがḢ⡿や日本にྥけて㍺出されている。その⫼

ᬒには、民間の⤒῭活動をᚋᢲしする開Ⓨᨻ⟇に加え、ඛ進諸ᅜにおける「手」への

評౯の高まりや「⌮的ᾘ㈝」といった近年のᕷ場の₻ὶがある。このようなὶれにっ

て㍺出つᶍのᣑ大が┠ᣦされると、ᕷ場の㟂要に応えるために色やᙧ≧といった新しい

デࢨインの開Ⓨが進む。デࢨイン開Ⓨに関する研究には、地域の⤒῭的な┈につながる

ため✚ᴟ的に展開すべきだとするものと、Ḣ⡿や日本で評౯されるデࢨインが㑅ばれてい

く⤖果、地域の物㉁文化がኚ㉁してしまうとᾘᴟ的な立場をとるものと、␗なる 2 つの立

場があるが、評౯体が研究者である点ではඹ㏻している。本Ⓨ表では、研究者のど点で

はなく生⏘者がどのようにデࢨイン開Ⓨにᑐ応してきたかに╔┠する。ල体的には、ガー

ナ・࣎ルガタンガ地᪉の手ᕤⱁရである࣎ルガ・バスࢣットの生⏘におけるᙧ≧成ᙧᢏ術

のཷ容とᬑཬの㐣⛬を㊧付けることを㏻じて、生⏘者（௨ୗ、「編み手」とする）が⛣ࢁい

ゆくᕷ場の㟂要にどのようにྥきྜってきたのかを明らかにすることを┠的とする。

ットの歴史は、1950ࢣルガ・バス࣎ 年代に地域で自家用にわれていた地㓇のℐしჾを

Ḣ⡿ྥけの手ᕤⱁရとしてᨵኚしたことにはじまる。1980 年代௨㝆はᨻᗓや業が㍺出つ

ᶍのᣑ大をヨみ、その一環としてデࢨインの多様化を進めた。⌧ᅾでは、እᅜᕷ場のὶ行

を知るᅜ内እの༺業と、㨩ຊ的なၟရをいち᪩く開Ⓨし、業からのὀ文を独༨しよ

うと┠ㄽむ地ඖの௰㈙ၟ人が、✚ᴟ的に新しいデࢨインを生み出している。しかし、業

やၟ人にとっては一ᐃの上が見㎸めるデࢨインでも、編み手がそれをつくるためのᢏ術

を㌟につけるかどうかはูの問題である。自Ⴀ業として進められる࣎ルガ・バスࢣット〇

సでは、どのようなᢏ術を⩦ᚓし、ఱを編むかをỴめるのは編み手であるためである。

ㄪᰝの⤖果、多くの編み手がᢏ術を⩦ᚓしているᙧ≧にはいくつかのඹ㏻点があること

が分かった。それらは、（㸯）ᕷ場の㟂要がᖖにあるᙧ≧であること、（㸰）かつて地域で

సられていたูの編⤌ရの成ᙧᢏ術との㐃続性を編み手が見出していったこと、（㸱）地域

にもとあった成ᙧᢏ術とはく␗なるᢏ術を要するᙧ≧に関しては、生⏘するᮧとしない

ᮧが明☜に分かれ、生⏘ᮧ間の「ライバルព識」がそのᢏ術に「⚾たちのもの」というព

識を生じさせていったこと、である。᪉で、㟂要が一ᐃしないᙧ≧に関してはᢏ術⩦ᚓ

のಶ人ᕪが大きく、多くの人はኚ化に༶ᗙにᑐ応しようとはしていなかった。それでもẖ

年多様なᙧ≧の࣎ルガ・バスࢣットが生⏘されὶ㏻していくのは、さまࡊまなᢏ術的ಶ性

をもつ編み手がࠎで㟂要に応えることにより、⏘地体として多様なバリエーションに

ᑐ応してきたためであることがわかった。

まとめると、࣎ルガ・バスࢣット生⏘において新しいᢏ術が編み手にᗈくཷ容されてい

く㐣⛬には、そのᢏ術が自分たちのものとして文⬦化されていくẁ㝵があった。編み手は

のᢏ術的なࠎいゆくᕷ場の要ồをᣄ⤯はしないが、新しいᢏ術に地域の物㉁文化や各ࢁ⛣

ಶ性とのつながりを見出しながら、ཷけ容れるኚ化を㑅びྲྀってきたのである。ただし、

バスࢣット⏘業と関わりの῝い同地域の㠉なめし業では上㏙のようなᢏ術のཷ容とᬑཬの

動きがあまり見られず、地域にᕷ場をとられはじめている。ᅜ㝿的なᕷ場の動ྥが地域

の手にいかなるኚ化をもたらすのか、生⏘者自㌟はどのようなኚ化の㐨➽をいかなる

ㄽ⌮で㑅ᢥしていくのか、」ᩘの⏘業をẚ㍑しながらその動ែを分ᯒしていくᚲ要がある。
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Connection of West African merchants to foreign merchants: 

The case of the contemporary carrier formation of merchants in Ghana 

Hitomi KIRIKOSHI 

African Studies Center - Tokyo University of Foreign Studies 
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マダガスカル南西部における地域住民主体の治安対策�

―現状と今後の展望―�

�

安髙雄治（関西学院大学）�

�

Security Measures by Local Residents in Southwest Madagascar: 
Current Status and Future Prospects 

 
Yuji ATAKA (Kwansei Gakuin University) 

�
 
マダガスカルの南西部に暮らす人々にとって、ウシの飼養は生存のために不可欠な生業

の一つであるだけでなく、荷車を引かせる動力として、また社会文化的な観点からも重要

である。それだけに、ウシは昔から窃盗の主な対象となってきたが、特に 2009 年の政変以

降はマラス（malaso：南西部におけるウシ泥棒・強盗等の呼称）が重武装化・多人数化し、

村ごと襲ってウシを奪うようなことも珍しくなくなった。このような状況に対して、人々

はディナベ（Dinabe）と呼ばれる制度（および組織）を立ち上げて自衛を始め（安髙  2016）、
その有効性が近隣地域に知られるにつれて、ディナベを導入する村や地域が拡がっていっ

た。本発表では、その拡大の経緯と現状について報告し、今後の展望に関する予備的考察

を行う。  

本研究の主な調査対象地は、トゥリアラ（Toliara）の南東に位置するベティウキ－アツィ

ム・ディストリクト（Betioky-Atsimo District）及びその周辺地域である。この地域に暮らす

人々の多くは、農耕・家畜飼養・採集（さらに沿岸部では漁撈）を組み合わせた生業活動

を行う。本研究では、ディストリクト内の各コミューン（Commune）を取り纏めるディナ

ベの委員長（President）などを主な対象とした聞き取り調査や、集会における観察調査等を

行った。  

ディナベは、マラス襲撃などの緊急時になるべく早く、かつ多くの地域住民を招集して

マラスを数の上で圧倒することで、また、銃の持参を求めてマラスと直接対峙することで、

自衛することを主な目的としている。他にも、殺人、傷害、窃盗、土地問題、さらには夫

婦間の問題に至るまで、申し出があってそれが認められれば、集会を開いてその解決を行

う。2013 年末にディストリクト内の 4 コミューン（全 17 コミューン中）で誓約儀式が行わ

れ、2014 年に公的な認可を受けて正式に動き出したディナベは、ディストリクト内で急速

に拡がり、2016 年 1 月にはベティウキ（Betioky）を含めた全域が導入するに至った。また、

その過程において、隣接する他の 3 ディストリクトにおいても一部のコミューンなどで導

入が始まっていた。結果として、2016 年 7 月には 9 ディストリクトで構成されるリージョ

ン（Atsimo-Andrefana Region）全体でディナベが動き始めた。  
ディナベがこのように急速に拡大したのは、導入したコミューンにおいて明らかにウシ

泥棒（強盗）の被害が小さくなり、殺人なども減少して、治安が良くなったからである。

ディナベは、拡大すればするほど動員可能な人数が増え、「力」で圧倒することが可能な仕

組みとなっており、このことがその後の急拡大を後押ししたと考えられる。但し、ディナ

ベを導入した地域の治安は改善されても、未導入の周辺地域では逆に状況が悪化すること

も有り得る。また、問題解決のために開催した集会において暴力沙汰が発生するといった

問題も起きている。一般に、ディナベの委員長は以前マラスであった（あるいはそれに近

い経歴の）人物から選ばれることが多いことから、癒着や政治利用などの指摘も聞かれる。

加えて、トゥリアラなどの都市部では農村部と同様の活動が困難であるなど、解決すべき

課題は多く残されていると考えられる。  

 

＜文献＞  

安髙雄治（2016）「ディナベ（Dinabe）―家畜を守るための新たな自衛の動き」『SERASERA』35:  3 -4.  
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C2
ウガンダ南部の都市近郊農村における  

富裕層による土地の囲い込み  
中澤  芽衣（京都大学アフリカ地域研究資料センター）  

 
Land Enclosure by High Income Class in Suburban Area 

 in Southern Uganda 
 Mei Nakazawa (Center for African Area Studies,  Kyoto University)  

 
世界的な食料価格の高騰や代替エネルギーの生産拡大などをうけて、発展途上国の農業

部門では、大規模な土地の取得や投資といった新しい動きがみられる。とくにサブサハラ

アフリカでは、多国籍企業による大規模な農場、牧場の造成だけでなく、都市部居住者や

富裕者による広大な土地の囲い込みといった動きも見られる。その背景には、1990 年代以
降に進行したアフリカ諸国における土地関連法の整備がある。  
ウガンダも他のアフリカ諸国と同じく、1990 年代以降に土地法を改定した国のひとつで

ある。1998 年に新しく制定された土地法では、それまでの土地法と比べて土地の私有化と
個人の土地所有権が強化されている。個人の土地所有権の強化が外部者による土地の私有

化を活発化させ、農村居住者が利用できる土地を制約する可能性が懸念されている。  
本発表で取り上げるウガンダ南部の都市近郊農村（K 村）では、村の 6 割を超える土地

に土地権利が付与されており、富裕者 7 人がそれらの土地権利を所有している。彼らの多
くは、土地を耕作地として利用せず、未利用地のまま所有している。本発表は、資産家の

女性が保持する土地権利に着目し、地域住民の視点から富裕者による大規模な土地購入が

地域住民の生活に与える影響を明らかにすることを目的とする。  
資産家のマリアは、2010 年に土地権利を取得し、ウシの放牧地として利用している。マ

ネージャー１人と数名の男性がウシの管理を任されており、マリアが K 村を訪れることは
ない。ウシの頭数は毎年増え続け、マリアは頭数にみあった放牧地を確保しなければなら

ない。マリアは K 村の住人に対して耕作地を高値で購入する話をもちかけ、放牧地を拡大
している。放牧地の拡大は止まらず、2017 年 1 月には、マリアは一度に 5 世帯から耕作地
（合計 4.7 ヘクタール）を購入した。マリアが耕作地を買い足して、所有地を拡大すること
で、K 村の住民が利用できる土地は狭小化している。2014 年には、ウシが住民の耕作地に
侵入し、そのウシを追い払うために木の棒で叩いた住民が逮捕される事件が起こった。こ

の事件を通して、K 村の住人とマリアとの間には激しい対立関係が生じることとなった。  
2017 年現在、マリアは土地境界線に有刺鉄線を張り巡らせているが、ウシが耕作地に侵

入し、収穫前の農産物を食い荒らされる事件は絶えない。しかし、マリアは賠償に関与す

ることはなく、支払いを拒否している。住民は作物の食害に対する賠償金を受け取れない

ことが多い。その結果、マリアの放牧地と境界線付近の住人のなかには、リスクを回避す

るために耕作地をマリアに販売し、販売で得た現金で新たな生活場所を探す者がいる。住

民のなかには、「いつか、K 村すべての土地がマリアの所有する土地になる」と皮肉を込め
て言う人びとがいる。マリアと住人の関係性が改善される見通しはなく、今後、ウシの食

害や彼女の高圧的な態度を理由に、離村者が増加することが懸念される。  
都市に暮らす富裕者にとって農村の土地は廉価であり、農村における大規模な土地の囲

い込みは拡大し続けるだろう。K 村の住人が語るように、ひとつの村がひとりの富裕者に

よって所有される危険性を秘めている。アフリカ諸国ですすめられている集団や個人に対

する土地権利の強化は、資本をもつ富裕者による大規模な土地権利の取得を推しすすめて

いる。その一方で、農村居住者は生産手段となる土地を失うことになるのである。今後ア

フリカの農村部では、土地をもたない世帯の増加と大規模な経済格差の拡大が懸念される。 
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マラウイにおける社会的現金給付政策：  
受益者世帯への聞き取り調査から  

 
五野	 日路子（東京農業大学大学院）  

 
Social Cash Transfer Programme in Malawi: 

A case study from beneficiary household interview 
 

Hiroko GONO  
(Graduate School of Agriculture, Tokyo University of Agriculture) 

 
近年、貧困や脆弱性の克服を目的とした現金給付政策がアフリカ各国で実施されている。

現金給付政策を実施する上で重要となるのは、受益者世帯の選定と、受益者世帯による給

付金の使用方法である。  
政策の対象となる貧困世帯を特定するには、全世帯の所得を詳細に調査した結果より導き

出すのが理想的ではあるが、アフリカ諸国では時間的・金銭的コストを考えると現実的で

はない。そのため実際には、受益者の決定を農村コミュニティーの住民に委ねる、コミュ

ニティー主体の選定（CBT: Community Based Targeting）が多くの国で採用されている。
しかし、CBT による選定では、コミュニティー内の権力関係が反映されて適切に受益者が
選定されないケースもある。また、貧困世帯が適切に選定されたとしても、受益者世帯が

給付金を有効に活用できなければ、政策が目的とする貧困や脆弱性の克服を達成すること

は難しい。  
そこで本研究では、マラウイで実施されている「社会的現金給付政策(Social  Cash Transfer 

Programme)」に注目し、村落世帯への聞き取り調査から得られたデータをもとに、以下の
3 点について検討を行なった。  
①  受益者世帯の選定は適切であるのか  
本政策では、CBT において問題とされてきたコミュニティー内での権力関係が反映さ
れないよう、富裕層や村長を排除する制度が採用されており、権力者による恣意的な受

給者の選定が避けられていた。また、選定にあたっては政府が定める受給条件以外にも、

住民が重要と考える貧困や脆弱性の基準を考慮して選ばれた世帯も存在していた（五

野，高根（2016））。  
②  受益者世帯は給付金をどのような事に使用したのか  
受益者世帯は受領した現金を以下のように使用していた。  
消費行動：食料の購入（メイズ、砂糖、塩）や日用品の購入（石鹸など）。  
投資行動：子供の修学費用（学費、教科書、制服）。  
生産行動：作物栽培（労賃）や自営業（作物や加工食品販売）。  

③  政策実施に関わる問題点はあるのか  
受益者世帯への現金の受け渡しは、基本的には 2 ヶ月ごとに手渡しで行われる。しかし、
必ず 2 ヶ月ごとに支払われる保証はなく、4 ヶ月まとめて給付されるケースがみられた。
また、家族構成に応じて給付額を決定するが、構成員に変更があった場合であっても、

すぐに給付額の変更が行われていないケースもみられた。  
	 社会的現金給付政策は、これまでにマラウイで実施されてきた投入財補助金政策に比べ

れば、受益者の選定における問題は少ない。しかし、今後継続して実施していくには、長

期的な視点でみた成果や継続可能性を検討していく必要がある。また、実施方法に関して

も更なる改善の余地がある。  
 
-五野，高根（2016）「誰が給付を受けるべきか：マラウイの社会的現金給付政策における
住民主体の受益者選定」アフリカ研究	 90：29−36 ページ  
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ケニア半乾燥地域における農村生活用水の持続可能性と無償給水政策  
 

上田 元（一橋大学）  
 

Sustainability of Rural Domestic Water Supply and Free Water Policy 
in Semi-arid Kenya 

 

Gen Ueda (Hitotsubashi University) 
 

ケニア中央部マチャコス・カウンティ農村地域（ムワラ・サブカウンティ）のキレンブ

ワおよびカンギイでは，1975 年に政府が上水道を布設し，それを現在はムワラ上下水道会

社が運営している。この施設はアディ川からの高い揚水コストに直面し，停止と復旧（世

銀・JICA 等が支援）を繰り返してきたが，その給水範囲にも限界があるため，人々は井戸，

貯水池，地下ダム，季節河川の河床を掘っての用水にも頼り続けている。この状況が政府

の計画している重力流下方式（アフリカ開銀が支援）で一気に変わることはないだろう。  
2002 年・2016 年水法による水セクター改革後，対象地域では上水道も，NGO や JICA

等の支援による深井戸も，費用分担原則によって有償で給水してきた。他方，2013 年以降

は給水権限のカウンティへの移譲が進み，マチャコスでは 2017 年総選挙に向けてカウンテ

ィの知事・議員が深井戸を多数新設し，住民に無償で給水し始めた。本発表では，こうし

た状況下での人々の用水実態，有償給水と無償給水の関係，用水の政治資源化がその社会

経済的な持続可能性に及ぼす影響について，とくに下記の諸点を紹介しながら報告する。  
 

①  各種水源の利用圏域と用水実態の把握  
�  生活用水に関する先行研究の多くは，水が生産目的に用いられる可能性もある

ことを考慮していない。これを踏まえ，生活用水と改良種乳牛用の給水の競合

を想定して世帯抽出し，調査した結果の一端を報告する。  
�  上水道網があり酪農協同組合員が比較的多いキレンブワ地域 16 村と，上水道

網がなく組合員の少ないカンギイ地域 9 村から，村ごとに約 20％の世帯を無

作為抽出し，これに域内の組合員を合わせて約 200 世帯を対象とした。  
 

②  カウンティの無償給水政策が既存の有償給水井戸に与える影響  
�  ある深井戸は NGO が支援して 2009 年に有償給水を始めたが，用水委員会の

経理問題で運用停止に追い込まれた。カウンティ政府は与党系カウンティ議員

の主導でこれを接収・復活させ，17 年から住民に無償で給水している。この

無償化についての末端行政と旧用水委員の評価は，カウンティが次の選挙の後

も無償給水を続けるだけの財政力を維持するのに懐疑的な見方と，貧困層への

給水を推進し経理問題を回避する政策として支持する見解に二分されている。 
�  2013 年に開設された JICA 支援の有償井戸は，上述の無償化した井戸の近隣に

あるため利用者が減少し，ポンプ燃料資金不足と，低利用と「塩分」濃度上昇

の悪循環の末，水量は豊富であるのにもかかわらず，17 年に停止した。  
�  NGO・教会系団体がカウンティ政府・与党系議員から有償井戸の無償化を要

請されたが応じていないケース，また同様の要請を拒否し井戸開設計画が中断

したケースが見出された。NGO 等が給水の社会経済的な持続可能性の確保を

試み，また有力者が井戸を政治資源化するのを避けようとしてのことである。 
 
※  本研究は，科研費・基盤 B「ケニアの半乾燥・貧困地域における生活用水のローカル・

ガバナンスと生計安全保障」（代表者：上田元）の一環として行ったものである。  
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慣習的⼟地と伝統的権威  
ウガンダ⻄部ブニョロの事例から 

⼤平和希⼦ 
東京⼤学⼤学院総合⽂化研究科「⼈間の安全保障」プログラム 博⼠後期課程 

 

Customary Land and Traditional Authority 
A Case Study of Bunyoro Region, Western Uganda 

Wakiko Ohira 

Ph.D. Student, The Graduate Program on Human Security, The University of Tokyo 
 

In the 1990s, a number of Sub-Saharan African countries undertook major land reforms. Many of the donor-
backed land reforms looked promising to improve tenure security of smallholders. As the majority of African 
smallholders are customarily holding their land, the land reforms were designed to secure customary land rights. 
For instance, the 1999 Village Land Act in Tanzania is internationally appraised for its recognition and 
institutionalization of customary rules, and the 1990 National Constitution and the 1997 Land Act in Mozambique 
are also known for its respect for customary norms and practices. However, despite these land reforms, we observe 
rampant land problems in Africa, and it seems that the promising land reforms have not contributed much to secure 
customary tenure.  

This phenomenon, the land rush despite the massive land reforms poses a puzzle and attract scholars’ attention. 
For example, Takeuchi (2017) calls for careful examinations of the relation between the current land problems and 
land reforms. Also, Alden (2011) argues that the reformed or newly created land-related laws present a certain 
irony as they do not sufficiently serve to secure customary tenure and insists for changing the law, whereas Otto 
and Hoekema (2012) question whether recognizing customary tenure in laws and constitutions is sufficient and 
propose another approach.  

These arguments suggest the need for further case studies to seek justice for the majority of African rural 
populations. Therefore, in order to assess the effectiveness of the land reforms, this study examines the case of 
Uganda. Uganda, which is known for its ambitious land reforms since 1995, is a good case study, as the country 
faces continuous and prevalent land problems despite its reputation as a model reformer.  

Although a number of researches have evaluated the land reform in Uganda, it is worth pointing out that 
examining the constitution and land laws themselves is not sufficient to assess their effect on securing customary 
tenure. In Uganda, where much of the land are customarily held, the relations between land and customary 
institutions, so-called traditional authorities, should be taken into consideration. Although the 1995 Constitution 
as well as the 1998 Land Act limit the roles of customary institutions, they keep functioning at customary land 
governance levels. In addition, the 2013 National Land Policy devolves part of the land administrative functions 
to customary institutions. Drawing example from Bunyoro region in Western Uganda, in the course of assessing 
the effectiveness of the land reforms to secure customary tenure, this study examines the relations between 
customary land rights and customary institutions. 
 
References 
Alden, Wily Liz (2011) “‘The Law is to Blame’: The Vulnerable Status of Common Property Rights in Sub-

Saharan Africa.” Development and Change, Vol.42, No.3, pp.733-75. 
Otto, Jan Michael and Hoekema, Andre (2012) Fair Land Governance: How to Legalise Land Right for Rural 

Development. Amsterdam: Leiden University Press.  
Takeuchi, Shinichi (2017) “Land Reform and Rural Changes in Recent Africa,” Land and Power in Africa: 

Understanding Drastic Rural Changes in the Age of Land Reform, edited by Shinichi Takeuchi. Chiba: 
The Institute of Developing Economies, JETRO, pp. 3-31. 
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Will Africa ever industrialize?  
New perspectives on deindustrialization and reindustrialization  

Otchia Christian (Nagoya University) 
 
Many Afr ican countr ies  have experienced rapid per iods of deindustr ial izat ion despite  
substantial  economic growth and hi gh demand of manufactured goods.  The exist ing growth 
l i terature has found that  structural  change and growth go hand -in-hand and that  s tructural  
change towards high productive sectors is  often associated with indust r ial izat ion.  From 
these two styl ized facts ,  recent  work by development economists has establ ished that  Afr ica 
has prematurely deindustr ial ize.  Several  theories  on why Afr ica has  fai led to  industr ial ize  
have also been proposed.  However,  such inference ignores the fact  tha t  newly created 
sectors—such as high productive services—have the potential  to  signi ficantly enhance the  
process of ( re) industr ial izat ion through economic l inkages.  Moreover,  most  of the evidence  
on deindustr ial izat ion to date is  based on a highly aggregated manufactur ing sector,  
ignoring the exist ing heterogeneit ies within the manufactur ing sector.  This  paper,  therefore, 
contests the claim tha t  Afr ica has prematurely deindustr ial ized.  I  use relat ively unexplored 
dimensions o f histor ical  data to  provide support  for  a  possible ( re) industr ial izat ion of 
Afr ica through var ious mechanisms.  
 

�
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China’s public diplomacy towards Africa:  
the case of Nigeria 

 
Yunhee Kim  

(Hankuk University of Foreign Studies, the Department of African Studies)  

The Sino-Nigerian re la tionship is one based on mutual ly beneficial  economic relat ions.  

China a ims to secure energy resources, and diversify it s export market through the expansion  

of Chinese enterprises in Nigeria .  It  i s because  Nigeria is not  only Africa’s leading oil  

producer,  but also offers plenty of potent ia l customers for Chinese  commodities,  and freight  

and t ransporta tion opportunit ies as a resul t  of  it s harbor.  On the  other  hand,  Nigeria’s needs  

of economic development such as in it s manufacturing sector and enriching i ts agricultura l  

industry,  based on emulat ing an example  of  China’s remarkable  economic achievement  in 

the last three decades. However, whi le thei r re lat ions have been l inked together by interests,  

the two countries’ requirements are hard to a lign perfect ly. Thus, drawing on a discussion  

of China’s public  diplomacy with soft  power and the  general background of  it s fore ign pol icy  

towards Africa,  the  study will  examine the role  and necessi ty of  China’s public  diplomacy  

in Nigeria,  more  specif ical ly the  linkage between China’s public diplomacy and its pol icy  

towards Nigerian publ ic  as well  as Sino-Nigerian poli tica l economy relat ions.  

The study is comprised of  three  parts:  start ing with int roducing the  general  background o f  

how China has developed a strategic partnership with the Nigerian government, the par t  

covers the causes of disharmony between China and Nigeria in thei r economic relat ions. The 

second part discusses the role of  China’s public diplomacy,  using three inst ruments (fore ign  

aid,  cultura l  and educat ion inst itutes, and media) , to analyze  how China’s publ ic  diplomacy 

works in Nigeria  and how it  carries out China’s fore ign pol icy goals in Nigeria . The last par t  

considers the  effect of China’s public diplomacy on the  Nigerian public and Sino-Nigerian  

pol it ical  economy re la tions. Also,  the  study sights that  China’s public diplomacy plays a  

leading role  in st rengthening t ies and boost ing ongoing interaction poli tica l ly and  

economically between the two countr ies, through f i ll ing the  gap by using the three  

inst ruments above.   
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南アフリカに進出したアジア系企業における人材育成の現状と課題  
中国メーカーX を事例に  

シ  ゲンギン（立教大学）  

 
Issues Concerning Vocational  Training in the Asian Companies in South 

Africa 
A Case Study of  Chinese Manufacturing Company X 

ZI Yanyin (Rikkyo Universi ty) 
 

グローバルビジネスを展開する上で最初の課題となるのは、一見難しいと思われる「専

門技術や経営」ではなく、事業の成功や発展に欠かせない「人材確保」と言われている。

アフリカはアジアにとって、地理的にも文化的にも遠い地域であるため、現地の人事管理

は容易ではなく、特に高い離職率が多くの経営者を悩ませる課題となっている。  
 
近年、アジア・アフリカ間の労働・雇用関係が多くの研究者に注目されている。アフリ

カ内で急増した中国系ビジネスは雇用の増加や技術移転、人材育成の機会などを現地社会

へもたらしている。一方、小売業や建築業をはじめとした民間企業の労働雇用条件が多く

の批判を受けている (Giese 2013; Gu 2009)。しかし、数多くのアジア系産業がアフリカに

進出しているにもかかわらず、これまでの研究は中国のローエンド消費財産業に集中し、

アジアのほかの国の進出状況やハイテク産業における労働関係、人事管理の現状について

はあまり検討されていない。そして、現状のほとんどの研究が進出してきたアジア人とア

フリカ現地社員それぞれの背景を問題から切り離したまま社内関係を分析したり、人材育

成における試行錯誤の過程を十分調査せずに結論に走ったりする傾向がある（Zi 2017）。
また、一国の産業システムは複数の要素が互いにぴたりとはまる形で組み上がったもので

ある。システムはその産業だけでなく社会全体のほかの諸要素とも適合してできている

(Dore 1990)。よって、社会固有の事情を無視して個別の要素だけをばらばらに導入するこ

とは危険な落とし穴となりうるため、人事管理制度を作る際には現地社会への適応という

視点が必要であろう。  
 
そこで、本研究では、南アフリカに進出したアジア系企業における人事管理体制と人材

育成の過程を明らかにすることを通して、アジア企業のアフリカにおける長期雇用のあり

方を検討する。アフリカに進出したアジア系企業はどのような管理体制をとっているのか、

その管理体制は現地社会に適応しているのか。派遣されたアジア人マネージャーと現地社

員はどのような経歴をもっているのか、日々どのような関係で仕事を進めているのか。特

に、当該企業における長期雇用を促進する要素・阻害する要素としてどんなものが挙げら

れるか。こうした人事管理という困難の背景には何があるのかという重要な問いを明らか

にするために、調査対象者の文化・社会背景を含めた地域研究の視点から分析する。  
 
中国系電機メーカーX は 2014 年の南アフリカ全国ストライキ期間中でも通常通りに生産

ができたことで注目を浴びていた。X の人事担当者は自分が「南アフリカとともに成長し

たこと」を語り、現地社員からは困難を分かち合ってくれたと評価されていた。本発表で

は、X の工場で行ったインタビュー結果を分析し、X の管理体制と人材育成における現状と

課題を明らかにする。  
 

�
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ࢺスࢡࢸの࡞のࢺスࢡࢸンࢥのࡘࡓࡩ  
ᩥ࣋ルࣇࠕバの・ࢸࣃンࣁ・ࢻマ （ࠖ1956 ᖺ）࡚ࡗࡄࡵࢆ  

 
୰ᑿୡ（⥲ྜᆅ⌫⎔ቃ学◊✲ᡤ）  

 
Text in double contexts 

On “Culture Peule” (1956) by Amadou Hampâté Bâ 
 

Seiji  NAKAO (Research Institute for Humanity and Nature) 
 

1901、ࡣバ・ࢸࣃンࣁ・ࢻマ ᖺ㡿スーダン (⌧、マࣜ の᭷ຊ⪅のᜥ子࣋ルࣇ࡛(

ルタ࢛ࣦ・ࢺー࢜、のᚋࡑࠋࡓࡅཷࢆ⫱୰➼ᩍ࡚植Ẹᆅ学ᰯ、ࢀࡲ⏕࡚ࡋ ࢟ルࣈ、⌧)

ࢯࣇࢼ )、㡿スーダン࡛ࠕ⌧ᆅே⾜ᨻᐁࠖの㏻ヂ(1921-1942 ᖺ )、IFAN(ࣇランス㯮ࣇ

ᡤ)のຓᡭ✲◊࢝ࣜ (1942-1958 ᖺ 1940ࠋࡓࡋົ࡚ࡋ( ᖺ௦ࡽ IFAN の◊✲ဨ࡞の

ඹⴭのẸ᪘ㄅࡸẸ᪘学のㄽᩥࢆⓎ⾲ࡋ、の࢜、ࡕー࢛ࣦ・ࢺルタ植Ẹᆅົ௦のඛ㍮

ᩥ࢝ࣜࣇ㯮࡚ࡗࡼランのᛮ㆟࠘ࢢのఏグⓗᑠㄝࠗ࣡ン࡚࠸ࡘランࢢン࣡ࡓࡗ࠶࡛

学㈹ཷࢆ㈹ࡑ、ࡋのᚋࡶᕳの⮬ఏࢆṧ1991、ࡋ ᖺṚཤ୍ࠋࡓࡋ⯡ⓗࡣサࣁラ௨༡

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ▱࡚ࡋᑠㄝᐙの୍ேࡿࡍ⾲௦ࢆ࢝ࣜࣇ  
┦ࡸのศᯒࢺスࢡࢸⴭの、࡚ࡋ✲◊学ᩥ࡚ࡋ、ࡣ✲◊の࡚࠸ࡘバ・ࢸࣃンࣁ

ẚ㍑ࢀࡉ࡞ࡀ、ࢡࢸ࡚ࡋスࢺෆ㒊のཱྀᢎᛶࢆᙉㄪ࠺ࡼࡿࡍㄽࡓࡁ࡚ࢀࡽࡌ (ex.  
Jouanny 1992; Touré  e t  a l . ーのᖌࣇバのスー・ࢸࣃンࣁ、ࡣ࡛✲◊᪉࡛、Ṕྐ୍ࠋ(2005 

スラームᨵ㠉⩏㐠ືのṔࡸ✲◊スラームྐࡓࡋ㇟ᑐࢆール࢝࣎・ࣀル࢙ࢳࡿ࠶࡛

ࡓࡁ࡚ࢀࡉ✲◊㒊ศⓗࡣバ・ࢸࣃンࣁ、࡚࠸࠾✲◊ྐ (ex.  Brenner  1984, のࡇࠋ(2000 

ࠋࡓࡗ࡞ࢇࡣࡇࡿࢃ┦ࡀ✲◊Ṕྐ✲◊学ᩥ、࠺ࡼ  
௦の௦≧ἣྠࢆࢺスࢡࢸバの・ࢸࣃンࣁ、ࡣ࡛⾲本Ⓨ、࠼ࡲ㋃ࢆྥື✲◊ࡓࡋ࠺ࡇ

1956、ࡣලయⓗࠋࡃ࠸࡛ࢇㄞࡘࡘࡋࡽ↷ ᖺの➨୍ᅇ㯮ேసᐙ・ⱁ⾡ᐙ㆟̿̿➨୍ᅇ

㯮ேసᐙ・ⱁ⾡ᐙ㆟࣓࢝ࣜ・ࣈࣜ࢝・࢝ࣜࣇ、ࡣの㯮ேୡ⏺のᩥ㠃ࡿࡅ࠾植

Ẹᆅ⩏ࢆᡴࡕฟࡶࡍの࡛ࡓࡗ࠶ (ex.  బஂ㛫 ࠗ、ࢀࡉ⾲Ⓨ࡚࠸࠾̿̿(26-27 :2018 ザࣞࣉ

ンス・ࢣࣜࣇー࠘ࢾㄅのྠᖺの≉㞟ྕᥖ㍕ࣁࡓࢀࡉンࢸࣃ・バのࣇࠕルᩥ࣋ࠖ

ࠋࡿࡍ㇟ᑐࢆࢺスࢡࢸࡓࢀࡉ㢟  
࣋ルࣇࠕ、ࡾルの㏻ࢺሙྜ、タࡴㄞ࡚࠸࠾ࢺスࢡࢸンࢥ࡞ーバルࣟࢢࡣࢺスࢡࢸのࡇ

ᩥࠖの✜ᙜ࡞⤂ࡋࡋࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞、ྠ௦の、ࡣ࠸ࡿ࠶Ṕྐⓗ࡞す࢝ࣜࣇのࢥ

ンࢡࢸスࡃ࠾ࢺ、ูᵝ࡞ពࠋࡿࢀࢃࡽ࠶ࡕࡓࡀලయⓗࣇ、ࡣル࣋㉳※ㄝの⤂

ࡿࡅ࠾ෆ㒊࢝ࣜࣇすࡃ⥆ࡽ植Ẹᆅ⤫௨๓、ࡀのࡶࡿࡵㄞ࡚ࡋのࡶࡓࢀ᭩࡚ࡋ

ே✀ၥ㢟のゎᾘのᅗ࡚ࡋㄞ、ࡇࡿࡵスラームのᙳ㡪ࢆ㐣ᑠホ౯ࡿࡍ᭩ࡀࡾࡪࡁ、

ྠ௦のࣁンࢸࣃ・バ⮬㌟ࡿࡼスラームのࠕᑐᢠ・ᨵ㠉ࠖ㐠ືࡶࡓࡋ⤖┤の࡛ࡿ࠶

㎸ࡵᇙࢆルのṔྐ・㐠ື࢝ーࣟゝㄝࡿࡍὶ㏻ーバルࣟࢢ、࡛࠼࠺のࡑࠋࡿࡌㄽࢆࡇ

ࠋࡿࡍᙇࢆࡇࡓࡗ࠶࡛␎ᡓࢺスࢡࢸバの・ࢸࣃンࣁࡀࢀࡇ、ࡇࡴ  
 

ཧ⪃ᩥ⊩  
బஂ㛫ᐶ  (2018) ࠗࠖఱࡣࢾーࢣࣜࣇ・ザンスࣞࣉᗎㄽ̿ࠕ   .21-33 :94࠘✲◊࢝ࣜࣇ
Jouanny,  R.  A.  (ed.)  (1992) .  Lectures de l 'œuvre d'Hampaté  Bâ .  L 'Harmat tan.  
Touré ,  A.  et  a l .  (eds.)  (2005)  Amadou Hampâ té  Bâ ,  homme de science et  de sagesse :  
mé langes pour le  centième anniversaire de la  naissance d'Hampâ té  Bâ .  Karthala .  
Brenner,  L.  (1984) .  West  African Sufi:  the rel igious heri tage and spiri tual  search of  Cerno  
Bokar Saali f  Taal .  Hurst  & Co.  
--  (2000)  Controll ing knowledge:  Religion, power,  and schooling in  a  West  African Muslim 
society .  Indiana Univers i ty Press.  
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マンデ文学研究２ 
カマラ・ライとマンデ的アイデンティティ 

 
鈴木裕之（国士舘大学） 

 
Studies of Mande Literature   

 Camara Laye and Mande Identity 
 

SUZUKI Hiroyuki (Kokushikan University) 
 
第 55 回学術大会（2018 年）において、「マンデ文学」というジャンルを提唱し、文化人類学的視点

に立ちながら、文学作品の中でマンデ社会がどのように描かれ、また利用（活用）されているのかに注

目する「マンデ文学研究」の意義と有効性について発表した。 
� その際、カマラ・ライ（ギニア）、マサ・マカン・ジャバテ（マリ）、アマドゥ・クルマ（コート・ジ

ヴォワール）、ムサ・コナテ（マリ）という４人の「マンデ文学者」を挙げ、それぞれについて具体的

な研究をすすめてゆくことで、マンデによる文学的表現の総体を理解することができるのではないか

という見通しを示した。 
� 本発表ではその第 1 弾として、ギニアの作家カマラ・ライ Camara Laye をとりあげる。 

1928 年、ギニア北東部のクルサ生まれた彼は、コーラン学校と西洋式の小学校に通った後、首

都コナクリのコレージュ（中等教育前期課程）に進学し、その後リセ（中等教育後期課程）に進

む。機械工としての職業適格証（C.A.P.）を得た後、奨学金を得てフランスに留学した。 
� 苦学している最中に書きあげた自伝小説『黒い子供 L’enfant noir』が 1953 年にフランスで出

版されると、そのフレッシュな感性に満ちた文体で絶賛された。ギニアの村で鍛冶屋の息子とし

て過ごした幼年期から、コナクリの中等教育課程に進学して、パリに留学する直前までをつづっ

た本書には、人と自然とのあいだの超自然的な関係性や、過酷な成人儀礼を含むさまざまなマン

デの慣習が、筆者の止みがたいノスタルジーを核としながら、見事に描きこまれている。 
� 1954 年にカフカに影響を受けた幻想小説『王の眼差し Le regard du roi』を発表した後、1956
年に独立直前のギニアに帰国し、独立後は情報省の局長に任命されるが、1966 年に出版された自

伝小説の続編『ドラムス Dramouss』において、ギニアを舞台とする権力闘争や独裁政治を描い

たことで亡命を余儀なくされ、セネガルに居を移した。その後、スンジャタ叙事詩（グリオの語

り伝えるマリ帝国建国史）を小説化した『語りの師 Le maître de la parole』を 1978 年に出版し、

1980 年 2 月 4 日にセネガルのダカールにて逝去した。�

� 本発表では、カマラ・ライの自伝的小説『黒い子供』と『ドラムス』をとりあげ、前者において

はフランスによる植民地化、後者においては独立後の国民国家形成という「近代」的コンテクス

トにおいて、主人公とマンデの「伝統」とのつながりがどのように描かれ、マンデ的アイデンテ

ィティがどのように表現され、意味づけられているかについて考察する。 
（なお、発表時間との関係から、『黒い子供』のみを取りあげる可能性もある。） 
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C11

マラウイ・チルワ湖の漁業は持続可能か？―漁獲水揚げ地点の調査から― 

今井 一郎 

（関西学院大学） 

Is Fishing in the Lake Chilwa, Malawi sustainable ? ― Cases at fish landing 

points. ― 

                       Imai Ichiro  

(Kwanseigakuin University) 

 

 演者らは、2015 年度から 4 年度にわたりマラウイ国内水面域における漁業に関する調査

と資料の収集を続けてきた。本調査は、アフリカ漁民の水産資源利用秩序の解明し、漁業の

持続可能性の構築を視野に入れつつ漁民生活の改善と向上を目指すものである。本報告に

おいては、演者が 1999 年から繰り返し現地調査を続けてきたチルワ湖岸のいくつかの漁獲

水揚げ地点で活動する漁民と魚仲買人らからの聞き取り結果をまとめ、漁獲内容の変化と

合わせてチルワ湖で展開される漁業の持続可能性について考察する。 

 演者は、2004 年以来 4 回にわたりチルワ湖岸に位置するいくつかの漁獲水揚げ地点にお

いて漁民、魚仲買人および地域住民らから漁撈活動について聞き取り調査を実施して資料

を蓄積してきた。聞き取り調査を実施したのは、a.チルワ湖南岸の 2地点（ジャロ、マルン

グニ）、b.南東岸のマラウイ飛び地ルンガジの 2地点（チソニ、ゴンべ）、c.湖西部に位置す

る 2 つの島（チシ島西岸、チディヤンピリ島）および d.西岸の 2 地点（ムチェンガ、ピン

ビ）である。チルワ湖東北岸に位置するマラウイ国の飛び地（ンゴタンゴタ、チングマ）と

湖東北部のトングウェ島については、2018 年の現地調査で訪問する予定であったが、大渇

水のため船舶の航行ができず到達できなかった。これらの地域については、今年度以降の現

地調査で調査を実施する予定である。 

 これまでの調査の結果、 

①漁民が採用する漁法が船上または湖面における引き網漁に集中する傾向が顕著である。 

②チルワ湖はマラウイとモザンビークの国境に位置するにもかかわらず、周辺地域におけ

る漁業・商業はマラウイによる活動が卓越している。 

等の点が明らかになった。 

 また本報告では、この地域・水域がユネスコによりラムサール条約の保護域に指定されて 

いる現状を踏まえて、資源の持続的な利用の実現に向けた実態解明の必要性について指摘 

する。 

 

本報告は、関西学院大学個人特別研究費（2004，2007 年）と、文科省科研費補助金（基盤 

研究（A）海外学術調査・課題番号 15H02601 代表者・今井一郎）による調査に基づく。 
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乾燥熱帯沿岸域の刺し網漁 
スーダン紅海北部ドンゴナーブ湾海洋保護区のジュゴン混獲防止にむけて 

中村 亮（福岡大学） 
 

Gillnet FisKery in tKe &oastal Zone of Arid Tropics 
ToZard tKe Prevention of Dugong BycatcK in tKe Dungonab Bay Marine Protected Area 

on tKe 1ortKern Part of Sudanese 5ed Sea &oast 
 

1AKAMU5A, 5yo (Fukuoka University) 
 

スーダン⣚ᾏ㒊ࢻンゴࢼーࣈ‴࡛の⁺ẸジࣗゴンのඹᏑᆺᾏὒಖㆤ༊࡚࠸ࡘ、ᩥ

ே㢮学のほⅬࡽ⪃ᐹࡀࡇࡿࡍ本◊✲の┠ⓗ࡛ࢻ、ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿ࠶ンゴࢼーࣈ‴࡛の

ジࣗゴンΰ⋓のཎᅉ࡛ࡋ่ࠕࡿ࠶⥙⁺ࠖのព⩏、⁺ሙ、⁺ἲ、⤒῭ຠ果ࢆ᫂ࠋࡿࡍࡽ

ຍࢻ、࡚࠼ンゴࢼーࣈᮧ࡛ᐇ࣡ࡓࡋーࢡシࣙࣉࢵ（���� ᖺ � ᭶ �� ᪥）࡚࠼ࡲࡩࢆ、ᆅᇦ

の⁺ᴗࢆᴟຊไ㝈࠸࡞ࡋジࣗゴンΰ⋓㜵Ṇ࡚࠸ࡘの⌧ẁ㝵࡛のࢆᥦ♧ࠋࡿࡍ  
ேཱྀ、ࡿࡍ⨨⣚ᾏの⇱⇕ᖏἢᓊᇦ、ࡣᮧࣈーࢼンゴࢻ ���� ேのἋ₍のスラ

ーム⁺ᮧ࡛ࠋࡿ࠶ேࡣࡧサンゴ♋ᾏの㇏࡞ἢᓊ㈨※ࠋࡿ࠸࡚ࡁ⏕࡚ࡗࡼࡓジࣗゴン

のᕼᑡ࡞⏕ᜥᆅ࡛ࢻࡿ࠶ࡶンゴࢼーࡣ‴ࣈ、���� ᖺᾏὒಖㆤ༊ᣦᐃࡓࡲࠋࡓࢀࡉ、����
ᖺୡ⏺㑇⏘（⮬↛㑇⏘）ࡶⓏ㘓࡛ࡇࡓࢀࡉ、ᚋ、⮬↛⎔ቃಖㆤᨻ⟇ಁࡀ㐍ࡿ࠺ࢀࡉ

ᾏᇦ࡛ࠋࡿ࠶ႚ⥭のㄢ㢟ࡣ、⤯⁛༴✀（98）࡛ࡿ࠶ジࣗゴンのΰ⋓㜵Ṇ࡛ࠋࡿ࠶  
����㹼���� ᖺのㄪᰝ࡛、ࡇのᾏᇦのせ⁺ἲ࡛ࡿ࠶ᡭ㔮ࡾ⁺（⯪ୖ୍本㔮）ࡣ、ジࣗゴン

⏕ᜥの⬣ጾ࡛ࡀࡇ࠸࡞᫂ࠋࡓࡗ࡞ࡽ����㹼���� ᖺ‴ෆ࡛㉳ࡓࡗࡇジࣗゴンΰ⋓の

ཎᅉࠕࡣሙのኪ㛫ᾏⲡ⸴ሙ࿘㎶タ⨨ࡿࢀࡉ⣒〇่ࠋࡓࡗ࠶࡛ࠖ⁺⥙ࡋジࣗゴンΰ

⋓㜵Ṇࡣࡿ࠼⪄࡚࠸ࡘ、⣒〇่ࡋ⥙⁺のᐇែのゎ᫂ࡀᚲ㡲࡛ࠋࡿ࠶  
����㹼���� ᖺࡋ่⥙⁺のᐇែㄪᰝࢆᐇࢻࠋࡓࡋンゴࢼーࣈ‴の่ࡣ⁺⥙ࡋ、ሙ（��

㹼� ᭶）のᙉ㢼ᡭ㔮ࡀ⁺ࡾᅔ㞴࡞ሙྜࡿࢀࢃ࡞ࡇ࠾௦᭰⁺࡛ࠋࡓࡗ࠶‴ෆの �� ᡤ࢝

の่ࡋ⥙⁺ሙの⨨、Ỉ῝、ᗏ㉁、⁺⋓ᑐ㇟ࢆㄪࢁࡇࡓ、⣽࠸Ỉ㊰ࡸ、ジࣗゴンの㣵

ሙ࡛ࡿ࠶ᾏⲡ⸴ሙの⤒㊰ࡀ⥙ࡋ่࠺ࡼࡿࡂ࠼ࡉࢆタ⨨ࡿࢀࡉሙᡤุࡀࡇࡿ࠶ࡀ᫂ࡋ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼⪄ࢺࢵ࣏スࢺࢵ࣍ジࣗゴンΰ⋓の、ࡣのሙᡤࡽࢀࡇࠋࡓ  
����、ࡽࡀ࡞ࡋࡋ ᖺ � ᭶௨㝆、ࢻンゴࢼーࡣ࡛‴ࣈジࣗゴンࡀΰ⋓ࡑࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉ

のཎᅉの୍࡚ࡋࡘ、���� ᖺのⅬ่࡛ࡋ⥙⁺ᖌࡀ � ே่ࠋࡿࢀࡽࡆ࠶ࡀࡇ࠸࡞࠸ࡋ

⥙ࡋ่ࡽࡃ⁺ࡾᡭ㔮ࠕࡣᖌ⁺、ࡓࡲࠋࡿ࠶࡛⁺ࡴࡉࡀ㈝⤒ᣢ⥔ࡸᮇᢞ㈨ึࡣ⁺⥙ࡋ

ࡽࡸの࡛࡞ຊࡋ࠸࡞ࡃ㠃ⓑࡣ⁺⥙ࡋ่ࠕࡣୡ௦の⁺ᖌ࠸ⱝࠋ࠺࠸ࠖ࠸࡞ࡽඈࡣ⁺

⥙ࡋ่ࠋࡔ⡆༢ࡣのࡄ㜵ࢆ⋓ジࣗゴンのΰࠕࡣᖌの୰⁺⥙ࡋ่、ࡽࡉࠋ࠺࠸ࠖ࠸࡞

ࠋࡿ࠸ࡶ⪅࠺࠸ࠖ࠸ࡼࡤࢀࡵࡸࢆ⁺  
����ࠋࡿ࠶㔠⋓ᚓᡭẁ࡛⌧࡞ሙの大ษࡣ⁺⥙ࡋ่࠼࠸ࡣࠖ࠸࡞ࡽඈࠕ ᖺ �� ᭶ ��

᪥ࡽ ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥（�� ᪥㛫）の่ࡋ⥙⁺のỈᥭࡆ㧗（⁺⯪୍㞘、᧯ᴗ �� ᪥）ࡣ、������6'*
⣙、ࡾ࠶࡛ ���6'*㸭᪥（Ҹ����）࡛ࡇࠋࡓࡗ࠶の⤒῭ຠ果ࢆ⪃៖ࡿࡍ、ジࣗゴンΰ⋓の

ࠋࡿ࠶࡛ࡁࡿࡏ௵ᖌの⮬⏤ពᛮ⁺ࡣ⥆のᏑࡑ、ࡎࡁ࡛ࡣの⚗Ṇ⁺⥙ࡋ่ࡵࡓ  
ジࣗゴンΰ⋓ࡀ㏆ᖺⓎ⏕࡚࠸ࡘ⏤⌮࠸࡞ࡋ、࣡ーࢡシ࡛ࣙࣉࢵ⁺ᖌ್ࠕࡣのⰋ࠸ᾏᗏ

の㨶ࢆ⥙、ࡵࡓࡿࢆᾏ㠃࡛ࡃ࡞ࡣᾏᗏࠖࡽࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡅ᥎ ࡲࠋࡓࡋ

ᥦ࠺࠸㸽ࠖ࠺ࡣ࡚ࡋ⁺ゴ࡚࢝ࡵࡸࢆ⥙ࡋ่ࠕࡵࡓࡿࡃࡼ⋠ຠࢆᾏᗏ㨶、ࡓ

の࡞㔜せࡾࡼఱ、ࡾ࠶ᥦ࡛ࡿ࠶┈のジࣗゴンの᪉ᖌ⁺、ࡣゴ⁺ᑟධ࢝ࠋࡓ࡛ࡀ

ࠋࡿ࠶Ⅼ࡛ࡓࡁ࡚࡛ࡽᖌの୰⁺ࡀのࡇࡣ  
ࠋࡿ࠼⪄ࡿ࠶࡛ࡁࡍᚋ、ᐖ㛵ಀ⪅㛫࡛༠㆟、ࡀࡿṧࡀウ㡯᳨ࡣゴ⁺ᑟධ࢝

ྠ、ΰ⋓ࢺࢵ࣍スࢺࢵ࣏ᐃࡿࢀࡉሙᡤ࡛の่ࡋ⥙タ⨨の⚗Ṇ、ᾏᗏの่ࡋ⥙タ

⨨の⥅⥆ࡀ、⌧Ⅼ࡛⪃ࡿ࠺࠼⁺ᴗᴟຊไ㝈࠸࡞ࡅࢆジࣗゴンΰ⋓㜵Ṇ࡛ࠋࡿ࠶  
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C13
ザンビア・カリバ湖のカペンタ漁をめぐるポリティカル・エコロジー 

 
伊藤 千尋（広島女学院大学） 

 
Political Ecology of Kapenta Fishery in Lake Kariba, Zambia 

 
Chihiro Ito (Hiroshima Jogakuin University) 

 
 
ザンビアージンバブウェ国境に位置するカリバ湖は、1950 年代後半にダム建設にと

もない誕生した人造湖である。カリバ湖では、カペンタ (Limnothrissa miodon)と呼
ばれるニシン科の淡水魚を捕る漁が行われている。カペンタ漁はジンバブウェやザンビ
アの白人入植者によって始められ、企業的・産業的、資本集約的に営まれてきた。 
近年、ザンビアにおけるカペンタ漁については、漁船数の大幅な増加、漁獲量の減少

といった問題が指摘されている。本発表では、カペンタ漁に関わるアクターの特徴や彼
らを取り巻く社会・経済環境を明らかにし、漁船数の大幅な増加を引き起こしている背
景についてポリティカル・エコロジー論を援用しながら考察する。 
発表者はザンビア南部州シアボンガ、シナゾングウェを対象として、2010 年から断

続的に現地調査を行なってきた。シアボンガおよびシナゾングウェは、カペンタ漁の拠
点となっている地方都市である。カペンタ漁が開始された初期の動向について明らかに
するため、文献調査にくわえてシアボンガおよびシナゾングウェにて 1980 年代から漁
を行っている事業者や造船業者に対する聞き取り調査を行なった。また、現在のカペン
タ漁の特徴を明らかにするために、カペンタ漁に携わる事業者、漁師、造船業者に対す
る聞き取り調査を行なった。 
ザンビアにおけるカぺンタ漁は、1980 年代に白人移住者によって開始された。カペ

ンタ漁はエンジン付きの双胴船、集魚灯を用いた敷網漁により行われる。そのため、初
期費用が高く、黒人住民にとっては参入が難しく、漁師や溶接工として雇われるという
関わりが主であった。しかしながら、2000 年以降は、黒人によるカペンタ漁への参入
が増加した。特に 2000 年代後半以降の増加は著しい。ザンビアとジンバブウェ両国を
対象として、1990 年から 2000 年までの間、持続的な資源管理を目指したプロジェク
トが行われていた。プロジェクトの調査結果では、ザンビア側の適切な漁船数は 230
と定められた。しかしながら、2014 年の調査では 1000 近くの漁船が確認されたこと
が明らかになった。 
爆発的に事業者数や漁船数が増加するなか、「盗み」や「許可証の不保持」が重大な

問題として表出している。このような状況は、2000 年のプロジェクト終了後、政府に
よる管理・モニタリング体制が不十分となったことが主要因であると考えられる。 
他方、これらの現象は様々なスケールの社会・経済的状況が絡みあう現象としても理

解できる。本発表では、アフリカ農村・都市の生存戦略として肯定的に評価されてきた
ブリコラージュ性や多就業性といった個々の主体による流動的な経済活動の選択や集
中、その背景にあるマクロな政治・経済環境の変化、そして入植者植民地支配により誕
生したカリバ湖やカペンタという資源の特性が、資源の過剰な利用に結びついている点
について議論したい。 
 

本研究は、科学研究費補助金（18K12588, 2676007, 15H02601）の成果の一部である。 
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Perception of acoustic and visual cues of place contrast in TshiVenda 

nasals 
 

Seunghun J. Lee (ICU & U of Venda) and Michinori Suzuki (ICU) 
 

Introduction  TshiVenda is  a southern Bantu language spoken in South Africa.  Previous  
descriptions report  that  TshiVenda has a place contrast  between dental  and alveolar.  
Although this contrast  is  encoded in the orthography, no detai led phonetic studies are 
found in the l i terature.  In [1],  we report  that  the saliency of the place contrast  is  not  stable 
across different  manners of art iculat ion;  plosives and laterals differ  from nasals.  
Acoustically,  only the nasals exhibit  some differences,  but  the results  were not conclusive.  
In this  follow-up study,  we report  that  two new findings:  interspeaker variat ion of the 
place contrast  as well  as perception results  of acoustic results .   
Data Collection   Using [2],  34 st imuli  words (18 with dental  ini t ial  and 16 with alveolar 
ini t ial)  were selected.  Both audio and video recordings were conducted with 8 repeti t ions 
in July 2018. Knowledge of target  words by each part icipant was also collected.  A 
subsequent perception task was conducted in November 2018 with 3 pairs of minimal pairs .  
Using the psychological  software Superlab 5,  twelve part icipants were asked to identify 
whether a token in a frame sentence begins with a dental  or an alveolar.  Choices were 
presented using standard Tshivenda orthography, and part icipants made decisions using 
two keys on a keyboard of a MacBook Air.   
Results Based on results  of lexical  knowledge (Fig.  1) and video validation (Fig.  2),  we 
identify interspeaker variat ion in the production of the place contrast .  Analyses of the 
identif ication task use d-prime that  calculates the hit  rate ( identifying dental  as dental)  and 
the false alarm rate ( identifying alveolar as dental) .  The higher the d-prime is,  the more 
discernabil i ty of two i tems.   The d-prime value by the rest  of the 10 l isteners ranged from 
0.08 to 1.62.   
Discussion Stimuli  used in the identif ication test  were selected based on acoustic analyses 
and video validation.  The d-prime values suggest  that  TshiVenda speakers can identify 
dental  nasals in a l imited way, as the low d-prime indicates (a native contrast  usually 
shows d-prime value around 3).  We interpret  this  result  as an ongoing process of loss of 
place contrast  in TshiVenda.  While speakers may produce the cross-l inguist ically rare 
place contrast  using the presence and absence of tongue protrusion,  l isteners do not always 
identify this contrast  in a rel iable manner.   

  
F ig .  1  Wo rd  k n o w led g e .  L ig h t - c o lo r e d  b a r s  a r e  
c o u n t  o f  w o rd s  t h a t  a  p a r t i c ip a n t  k n e w.  F ig .  2  Vid eo  v a l i d a t i o n .  L ig h t - co lo r ed  b a r s  sh o w  

th e  p r e s e n c e  o f  t o n g u e  p ro t ru s io n .  
References: [1] Lee,  S.  et  al .  (2018) An acoustic study of dental  vs.  alveolar contrast  in 
Tshivenda nasals.  LSJ 156.  [2] van Warmelo,  N. J .  (1995) Venda Dictionary.  Hippocrene.  
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C15
マダガスカル手話の使役標示  

箕浦信勝（東京外国語大学大学院総合国際学研究院）  
 

Causative marking in Malagasy Sign Language (TTM) 
MINOURA Nobukatsu 

 (Institute of Global Studies,  Tokyo University of Foreign Studies)  
 
本発表ではまず Nichols e t al .  (2008)の示す動詞リストから得られた自他動詞対応を挙げて
いる。マダガスカル手話(TTM)には、他動詞が無標で、自動詞が有標なぺアは無い。派生
がある場合には、自動詞から他動詞が形態論的にあるいは統語論的に使役派生されるもの

があるのみである。日本手話ではそのような単純な派生は無いと報告されている（米川

1984、小薗江他 2001）。  

動詞ペアのデータは以下のように分類できる。(Ia) S-P 項を共有する同形の自他対応。(Ib )  
S-P 項を共有する同形の自他対応であるが、ラックス・テンスの区別があるもの。 ( IIa) 通
常の  使役助動詞を用いるぺア。(IIb)  自動詞の意味が使役化助動詞として働く語彙動詞を選
ぶペア。 ( IIc)  他動詞が、自動詞に取扱い接頭辞的拡張を付加することによって得られるぺ
ア。  (IId) 部分補充法のぺア。  ( IIe) 語彙的に無関係な(完全補充法的な)ぺア。   

次に Nichols e t a l.  (2008)から得られるもの以外のさらなる例を挙げ、さらに使役の助動詞
が、「同意、許可、強要」という意味を持った例を挙げる。   

参考文献  

Nichols, Johanna,  David A.  Peterson,  and Jonathan Barnes 2004 
“Transit ivizing and detransit ivizing languages” , Linguistic Typology 8, Wal ter  de 
Gruyter , 149-211 
小薗江聡、木村晴美、市田泰弘 2001 
「日本手話の使役構文」『日本手話学会第 27 回大会予稿集』，日本手話学会，20-23 
米川明彦 1984  
『手話言語の記述的研究』，明治書院  
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A typological analysis of causative event descriptions  
in Sidaama (Highland East Cushitic; Ethiopia) 

Kazuhiro Kawachi1, Erika Bellingham2, and Jürgen Bohnemeyer2 
1: National Defense Academy of Japan, 2: State University of New York at Buffalo 

 
 The present study examines how speakers of Sidaama describe 43 video clips depicting causality to test 
the iconicity between the directness of causation in an event and the morphosyntactic integration of the 
construction used to describe it (Haiman 1983): the more direct the causal relation, the tighter the 
morphosyntactic integration of the construction used to describe it. It also compares the types of constructions 
that they use with those that speakers of four other languages, English, Japanese, Kupsapiny (Southern Nilotic; 
Uganda), and Yucatec Maya (Yucatecan, Mayan; Mexico and Belize), to talk about events in the same set of 
video clips. It points out properties characteristically found in Sidaama.  
 We collected descriptions of video clips depicting causal chains from 22 speakers of Sidaama (7 female 
and 15 male; 20–40 years old with the average age of 22.1). Following Bohnemeyer et al. (2010), who regard 
directness of causation as a multifactorial property involving mediation, contact, and force dynamics (Talmy 
1985, 2000) as independent dimensions, we took a multi-factorial approach to the directness of causation in 
terms of any properties of events that might affect the choice of different kinds of constructions in describing 
causal relations. We examined the following factors as those of the directness of causation: (i) causal chain 
mediation types (the presence of an intermediate causee), (ii) the type of the causer (human vs. natural force), 
(iii) the type of the affectee (human vs. object), (iv) the use of an instrument, (v) the causer’s intention to cause 
the resulting sub-event to occur, and (vi) the type of physical causation (controlled vs. ballistic causation). We 
employed the Interclausal Relations Hierarchy of Role and Reference Grammar (Van Valin 2005) to measure the 
tightness of the morphosyntactic integration of constructions. 
 We tested the following hypotheses, where “>” means both ‘is more direct than’, and iconically ‘is 
more likely to be expressed with a morphosyntactically more tightly packaged construction than’. (AF: affectee, 
CE: causee, CR: causer, H: human, INS: instrument, NF: natural force, O: object) 
(i)&(ii) (a) (CR(H) + AF(O))  > (b) (CR(H) + AF(H)) > (c) (CR(H) + CE(H) + AF(O)); 
 (d) (CR(NF) + AF(O)) > (e) (CR(NF) + AF(H)) > (f) (CR(NF) + CE(H) + AF(O)) 
(iii) (a) (CR(H) + AF(O))   > (d) (CR(NF) + AF(O)); 
 (b) (CR(H) + AF(H))   > (e) (CR(NF) + AF(H)); 
 (c) (CR(H) + CE(H) + AF(O))  > (f) (CR(NF) + CE(H) + AF(O)) 
(iv) no INS > INS (applicable to (a) and (c)) 
(v) Volitional > accidental (applicable to (a), (b), and (c)) 
(vi) Controlled > ballistic 
 Similar to English, Japanese, Kupsapiny, and Yucatec Maya, Sidaama shows statistically significant 
correlations with respect to (i), (ii), (v), and (vi) ((v) significant only for (a) and (b)). Also similar to English, 
Japanese, and Yucatec Maya, (but unlike Kupsapiny,) Sidaama most commonly used non-causality entailing 
constructions (specifically, converb constructions similar to the Japanese -te constructions). 
 There are two other properties characteristic of Sidaama.  
 First, Sidaama uses a morphosyntactically looser set of constructions than any other language to 
describe events with a human causer.  
 Second, similar to Japanese, Sidaama has a morpheme grammaticalized from a verb, ba’- ‘disappear’, 
which is a marker for a bad event.  
(1) manč-u kubbaayyá gan-ø-ee=nna  uulla uw-ø-e ba’-ø-i. 
 person-NOM.M cups.ACC hit-3SG.M-CNN=and ground fall-3SG.M-CNN disappear-3SG.M-PRF.3 
 ‘The man hit the cups, and unfortunately, they fell to the ground.’ (ID31(Participant18): #34UOI1_cuptower) 
However, unlike Japanese simau ‘lit. put away’ (e.g. 男の人が帚でコップの山を崩してしまいました。 
Otoko no hito ga hooki de koppu no yama o kuzus-ite sima-imas-ita [man GEN person NOM broom INS cup 
GEN mountain ACC collapse-CON put.away-POLITE-PST ‘The man unintentionally/unfortunately collapsed 
the cuptower.’), this Sidaama morpheme is not used to reduce the causer’s agentivity.  
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C17

カラハリ狩猟採集民の言語におけるユニークな音象徴 
中川裕 

東京外国語大学 

A rare feature of the sound symbolism of G|ui (a Kalahari hunter-gatherer language) 

Hirosi NAKAGAWA 

Tokyo University of Foreign Studies 

 
発表要旨	

	 この発表はカラハリ狩猟採集民の言語であるグイ語（コエ・クワディ語族カラハリ・コエ語派）に

観察される「食感動詞」を取り上げて、この動詞クラスがもつ通言語的に極めて珍しい構造的特徴に

ついて報告する。その特徴とは動詞語基の音素配列制限に音象徴装置が組み込まれているという事実

である。さらに、そこでは、世界に類例の報告がない音象徴タイプが観察される。発表では、このグ

イ語事例研究が持つ理論的含意（音象徴の説明原理の発展）についても論じる。 

	 食感動詞の(i)形式の音韻論的な分析と、(ii)対象となる食品の意味的な観察を行い、食感動詞の語基
[C1V1C2V2]が下図のような内部構造をもつことを示す。 
 

 
 
	 まず、第 1音節は音象徴領域を、第２音節は文法関与(形態音韻論)領域を構成する。そして、第 1
音節内部では頭子音 C1が「音響的動機づけをもつ音象徴」のスロットを、その後続母音 V1は「調音

的動機づけをもつ音象徴」のスロットをなす。一方、意味的観察から、この V1が/u/の場合、食べる
対象がある特有の食品触感をもつことが分かる。さらに、/u/と食品触感の意味との非恣意的な繋がり
（つまり音象徴）が調音的に説明されうることを示す。これは、音象徴の説明原理に新しい洞察をも

たらす。 
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G|ui copular constructions 

  

Hitomi ONO (Reitaku University)  
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イバダンからアビジャンへ  
1970 年代の西アフリカにおける手話言語の伝播  

 
亀井伸孝（愛知県立大学）  

 
From Ibadan to Abidjan:  

The diffusion of a s ign language in 1970s in West Africa 
 

KAMEI Nobutaka (Aichi Prefectural University) 
 
	 本発表は、1970 年代の西アフリカにおける手話言語の伝播について、とくにナイジェリ
ア連邦共和国イバダン市から、コートジボワール共和国アビジャン市への伝播の事例に着

目して、その経緯を具体的に解明することを目的とする。  
	 今日、フランス語圏西・中部アフリカの広域的な地域において、ろう者コミュニティに

より、アメリカ手話（American Sign Language (ASL)）と音声／書記フランス語の影響の
もとに成立した手話言語（フランス語圏アフリカ手話 :  Langue des  Signes  d 'Afr ique 
Francophone (LSAF)）が用いられていることが知られている。また、その背景には、キリ
スト教団体であるろう者のためのキリスト教ミッション（Chris t ian  Miss ion for  the  Deaf  
(CMD)）およびその創設者であるアフリカ系アメリカ人ろう者牧師アンドリュー・J・フォ
スター（Andrew J .  Foster）による国際的なろう教育事業が関わっていたことが明らかにさ
れている。  
	 1970 年代前半まで、ガーナとナイジェリアの 2 か国において事業を展開してきた CMD
が、1974 年に初めてフランス語圏のコートジボワール、アビジャンにろう学校を開設し、
ろう教育と人材育成を開始した。このことが転機となって、CMD はナイジェリアのイバダ
ンに拠点を置きつつも、フランス語圏諸国における教育の拡充を主たる事業とするように

なり、やがてフランス語圏 11 か国における展開を見せるようになる。1970 年代前半に、
CMD とその関係者が具体的にどのような移動をするなかで、ナイジェリアからコートジボ
ワールへと手話の伝播が生じたのかを明らかにすることは、後の言語分布の変化と、広域

的な手話言語集団の出現のルーツを明らかにする上で、欠かせない作業である。  
	 2017 年、長期在外研究でアビジャンに滞在していた機会に、1974 年設立のろう学校の第
1 期生であった高齢のろう者男性 3 名に面会し、手話による語りを通じて当時の状況のイン
タビューを行うとともに、彼らが保管していた大量の写真、新聞記事、その他の関連資料

を発見することができた。  
	 CMD 関係者によるフェリックス・ウフェ＝ボワニ（Fé l ix  Houphouë t -Boigny）大統領（当
時）との面会、当時の学校の規模、ヨプゴン地区内での移転と政府による支援提供、イバ

ダンへの人材送り出しと研修、そして、それら人材のアビジャンへの帰還など、具体的な

諸事例に関して、写真と手話の語りに基づき、一定程度明らかにすることができた。  
	 本発表では、今回発見された写真や資料に基づきながら、フランス語圏西アフリカにお

けるろう教育と手話言語の発祥のプロセスを紹介しつつ、それが以後の CMD の事業の方向
性にいかなる影響をもたらしたかについての考察を行う。とくに、以後、ナイジェリアで

の人材育成と各国の大都市部における学校設立という組み合わせで運営するという事業形

態が成立したことを念頭に、「アビジャン・モデル」の歴史的な重要性について検討する。 
 
【謝辞】本研究は、愛知県立大学長期学外研究「フランス語圏西アフリカにおける手話言

語とろう者コミュニティの記載的研究」（2017 年度採択）ならびに科学研究費助成事業  (基
盤研究  (C))  「フランス語圏アフリカ手話の記載的研究に基づく言語・知識資源の理論構築」
（2016 年度採択 ,  No.16K02689,  研究代表者 :  亀井伸孝）により実施された。  
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バンࢺㅖㄒのマࣟࢡバࣜエーシࣙン

㜿㒊ඃ子（ᮾிዪ子大学） ရᕝ大㍜（ᮾிእᅜㄒ大学 AA ◊）

Microvariation in Bantu languages
Yuko ABE (Tokyo Woman’s Christian University)

Daisuke SHINAGAWA (ILCAA, Tokyo University of Foreign Studies)
 本Ⓨ⾲࡛2016、ࡣ ᖺࡾࡼᮾிእᅜㄒ大学 AA ◊のඹྠ用・ඹྠ◊✲ࣟࣉジ࠸࡛ࢇ⤌ࡾྲྀ࡛ࢺࢡ࢙

⾜㐍࡚ࡋࡑ、のᡂ果࡛ࡲバࣜエーシࣙンの㢮ᆺㄽⓗ◊✲ࠖのᴫせ、⌧ᅾࣟࢡㅖㄒのマࢺバンࠕࡿ

୰の◊✲の୍㒊ࢆ⤂ࠋࡿࡍ

 ⣙ 450 ゝㄒࡿ࠶バンࢺㅖㄒࡣ、 19 ୡ⣖ᚋ༙-20 ୡ⣖の Meinhof  Doke ᇶ㡢ᑐᛂࡿࡼ

ศ㢮、20ࡃ࡙ ୡ⣖ᚋ༙ࡣ Guthrie (1967-71) Meeussen ศ㢮ࡃᇶ࡙ㄒᙡのᘓ、ࡿࡼ(1969)

ࡣ㏆ᖺࠋ(Schadeberg 2003)ࡿ࠶ࡀ Grollemund et al. (2015)100、ࡾࡼ ㄒࣜスࡿࡼࢺ⣔⤫Ⓨ⏕学ⓗ

ศ㢮ࡶヨࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡳの୍᪉࡛、ಶูバンࢺㅖㄒ࡚࠸ࡘ⪃ᐹᩥࡓࡁ࡚ࢀࡉἲ◊✲（Object 
asymmetry, Negation, Inversion ࠋࡓࡁ࡚ࢀࡉ✚ࡀ（࡞

 マࣟࢡバࣜエーシࣙン◊✲࡛ࡲࢀࡇ、ࡣㄒᙡ◊✲のᡂ果ᇶ࡙ࡁศ㢮ࡓࡁ࡚ࢀࡉバンࢺㅖ

ㄒのศ㢮࡚࠸ࡘ、ᩥἲ◊✲のᡂ果ࡽ᳨ウࡶࡿࡍの࡛≉ࠋࡿ࠶ᙧែ⤫ㄒの◊✲ᡂ果ࡽ、ᗈࡃ

バンࢺㅖㄒẚ㍑のࡵࡓ㐺用ࡵࡓࡿࡍのศᯒࣃラ࣓ターࢆ⢭ᰝ࡚ࡋ㢮ᆺࢆヨࠋࡿࡳᙜึ Marten et 

al. (2007)ࡀ 19 のバࣜࢼー・ࣃラ࣓ターࢆᥦࡑ、ࡀࡓࡋのᚋࣟンࢻン大学 SOAS のࣟࣉジࢺࢡ࢙

(“Morphosyntactic variation in Bantu: Typology, contact and change” Leverhumle-funded research project 2014-
ࡿࡍバー࢝ⓗ⨶⥙ࢆ┠ἲ㡯ᩥ࡞ᚩⓗ≉ㅖㄒࢺバン、࡚ࡋᣑ大ࢆラ࣓ターࣃ、ࡣ(2017 142 ラ࣓ࣃ

ター・ࣜスࢺ(Guérois et al. 2016)ࢆసᡂࡑࠋࡓࡋのࣜスࢺᇶ࡙ࡁ、本ࣟࣉジࢺࢡ࢙のඹྠ◊✲ဨྛࠎ

ゝㄒ（⣙ࡿࡍ㇟ᑐ✲◊、ࡀ 10 ゝㄒ）ࣃ、࡚࠸ࡘラ࣓ター᳨ࢆウ2019、ࡋ ᖺ 3 ᭶ฟ∧のࢹータ

㞟ࡓࡵ⧳(Abe&Shinagawa, forthcoming)ࣟࣉࡣࢀࡇࠋジࢳࢺࢡ࢙ームྛ࠺ᢅࡀ◊✲ゝㄒの 142 ラ࣓ࣃ

ターの್ࡑのᩥࢆᥦ♧ࣃ、ࡋラ࣓ターࡈのᆅ⌮ⓗศᕸࡶࡓࡋ♧ࢆの࡛ࠋࡿ࠶

 2019 ᖺ 4 ᭶ࡾࡼ、本ࣟࣉジࡣࢺࢡ࢙➨ 2 ᮇධࡾ、ᵓ⠏ࡓࡋ 142 ース࣋ータࢹࡃᇶ࡙ラ࣓ターࣃ

ࡿࢀࡉᮇᚅࡀの῝✲◊≉、ᇶࢆ 3 ࡇࡿᙜ࡚ࢆⅬ↔ーマ（㢟、ྰᐃ、ኌㄪ）ࢸのಶูࡘ

の㆟ㄽ࡚࠸ࡘラ࣓ターࣃࡿࡍ㛵㐃ࡧࡼ࠾、㢮ᆺ࡞ヲ⣽ࡽࡉ࡚࠸࠾ーマࢸのࢀࡒࢀࡑࠋࡓࡋ

142ࠋࡿ࠸࡚ࡵ῝ࢆ ⌮ࢆのඹኚື(Covariation)の⫼ᬒࡑ、ࡅࡘࡳࢆのࡶ࠸㛵㐃ᛶの㧗ࡕ࠺ラ࣓ターのࣃ

ㄽⓗㄝ᫂࠺࠸ࡿࡍヨ୍ࠋࡿ࠶࡛ࡳ࡚ࡋ、ྰᐃᶆ♧(P49, 52, 54, 56)↔Ⅼᶆ♧(P140)のࣃラ࣓

ター、୍ᐃの┦㛵㛵ಀࡀㄆࠋࡓࢀࡽࡵバンࢺㅖㄒືࡣモึ㢌࡛ྰᐃࢆᶆ♧ࡿࡍタࡀࣉከᩘὴ

ࢺマンジャࣟ・バンࣜ࢟、᪉୍ࠋࡿ࠶㝈ᐃⓗ࡛ࡃࡋⴭࡀゝㄒࡿࡍ᭷ࢆ♧Ⅼᶆ↔ࡣ࡛ࣉのタࡇ、࡛

ㅖㄒ࡛ྰࡣᐃᶆ㆑ࡀ⊂❧ྰᐃモࡶࡋ、ࡾ࡞↔Ⅼᶆ♧ࢆ᭷ྰࠋࡿࡍᐃᶆ♧の⨨・✀㢮↔Ⅼᶆ♧

ࡿᚓࢀࡽࡵㄆの㛫 Covariation ࠋࡿࡍ♧ᥦࡽータࢹࡓࡋ㞟࡛ࢺࢡ࢙ジࣟࣉ、ࢆ
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西アフリカ変体アラビアㄒ   
アフリカ文Ꮠゝㄒྐ◊✲への一どᗙ  

 
௰ᑿ࿘一㑻（大㜰大Ꮫ）  

 
West African Deviant Arabic 

A perspective toward the history of writing in Africa 
 

Shuichiro Nakao (Osaka University) 
 

᳜Ẹ地期以๓のサハラ以南アフリカのうࡕイスラーム地域においてアラビアㄒ・アラビ

ア文Ꮠが使用されてきたことは、これまでにも広く▱られており、」数のᏛ⾡㡿域におい

て◊✲が㐍められてきた。➨一に、アラビア文Ꮠによるアフリカㅖㄒの⾲グ実践  (ないしア

ジャミー文Ꮠ  ‘ajamī)  は、᳜ Ẹ地期以ᚋにラテン文Ꮠがᑟ入される以๓のサハラ以南アフリ

カを一様に「↓文Ꮠ社会」とᤊえる一般的なㄆ識に対するᆺ的な反ド例としてᣲࡆられ

てきた  (Ụཱྀ 2001; Mumin 2014)。次に、ṔྐᏛ・フ࢛ークロア◊✲においては、᐀ᩍ的エ

リートにより᭩かれてきたྂアラビアㄒないしアラビア文Ꮠ  (アジャミー文Ꮠ )  資料の分

ᯒが㐍められてきた  (Eguchi  1975,  1976;  Ishihara 1996, 2010; ส㇂ して、ゝㄒࡑ。(2012

Ꮫにおいては分ᯒ・⡆␎化 (ール化࢜ジン㸭クレࣆ)   されたཱྀㄒ変種についての◊✲が行

われてきた  (Nakao 2017;  ௰ᑿ  2017) か、᩿∦的ながらアラビアㄒ・アラビア文Ꮠで᭩か 

れた文᭩資料をアラビアㄒṔྐゝㄒᏛに応用する試みが行われている  (௰ᑿ 2018)。これに

対し、アフリカにおけるẸ⾗レベルでの᭩きゝⴥとしてのアラビアㄒの使用については、

ᅜ内外を問わࡎ㔜要なᏛ⾡的◊✲の対㇟とはされてこなかった。  

本発⾲では、これまでに主としてṔྐᏛ者によって報࿌されてきた、19 ୡ⣖以๓の西ア

フリカにおける  (Hunwick 1964;  Levtzion 1965)、あるいは南戦த以๓の米ᅜにおける西

アフリカ出㌟ムスリムያ㞔  (Judy 1993; Austin 1997,  Alryyes 2011)  によって᭩かれた「ᔂ

れた」ྂアラビアㄒ文᭩に関して、以ୗのようなゝㄒᏛ的・社会ゝㄒᏛ的分ᯒを行う。  

まࡎ、本発⾲ではこれらの᐀ᩍ的エリートでない๓㏆代西アフリカ  (⣔ )  Ẹ⾗によって᭩

かれた「ᔂれたアラビアㄒ」をある種の自ᚊ的なゝㄒ変種  ( language var iat ion)  とみなし、

日本における変体₎文との比較から「西アフリカ変体アラビアㄒ」とྡける。西アフリ

カ変体アラビアㄒは、外ᘏ的には規⠊的なྂアラビアㄒとの比較において、単純なㄗグ

とはみなしえない文法的㐓⬺  (動モ活用の⡆␎化、文法性の不一⮴など )、および♩ᣏ等で

使用されるアラビアㄒ定ᆺ文の㢖⦾な応用などによって特ᚩ࡙けられる。ࡑの、ṇ᭩法

上の特ᚩとしては、アラビア文Ꮠとしてはいわࡺる西アフリカ᭩体が使用されている点、

一ㄒが行にரって⾲グされることがある点などがᣦできる。  

次に、西アフリカ変体アラビアㄒはཱྀㄒアラビアㄒの要素がࡰⓙ↓である点でࡑの

の変体アラビアㄒとは対↷的であることを♧す。ල体的な例として、本発⾲ではいわࡺる

中㛫アラビアㄒ㸭中期アラビアㄒ  (Middle Arabic,  ཱྀㄒアラビアㄒの影響がᙉく見られる

ᚋྂ期の文ㄒアラビアㄒ)  や、東・中㒊アフリカの㤳㛗によって᭩かれたアラビアㄒ᭩⡆  

(Lewis 1958; Luffin 2004)、東アフリカのアラビアㄒクレ࢜ール・コミュニティであるࢾビ

人  (Nubi)  රኈによって 19 ୡ⣖ᮎ–20 ୡ⣖ึ頭に᭩かれたアラビアㄒ᭩⡆などを例として、

東西アフリカにおける「᭩きゝⴥ」としてのアラビアㄒのあり᪉の㐪いを対比する。  

᭱ᚋに、 (変体 )  ₎文が๓㏆代の日本ㄒのṇ᭩法やㄒᙡ体⣔に影響をえていたのと୪行

的に、๓㏆代西アフリカにおいて、西アフリカ変体アラビアㄒはアジャミー  (すなわࡕある

種のᅵ着の識Ꮠ実践 )  の発ᒎ、および西アフリカㅖㄒへの体⣔的なアラビアㄒ用のዎ機と

なっていた可能性をᣦする。これにより、๓㏆代の東アジアとアフリカにおける文Ꮠと

ゝㄒの動態を比較的にㄽࡌるためのᯟ組みをᵓ⠏することの㔜要性を♧၀する。  
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イブラーヒーム・ニヤースの啓典解釈学に関する一考察  
20 章 5 節と 8 節の分析を中心に  

末野� 孝典（京都大学）  
 

A� Study of Qur’anic Exegesis of Ibrāh īm Niyās 
An Analysis  of 5 and 8 verses in Chapter 20 (Ṭā  hā)  

 
Takanori  SUENO (Kyoto University) 

 
イブラーヒーム・ニヤース（ Ibrāhīm b. ‘Abd Al lāh b. Muḥammad Niyās  al -Kawlakhī ,�

1318/1900–1395/1975,  以下ニヤース）は、20 世紀における西アフリカを代表するイスラー

ム思想家のひとりである。1929 年に、突如として、「溢出の持主」（ ṣāḥ ib al- fayḍa）という

霊感を授かると、ニヤースはその正統性を擁護する目的から 1932 年に主著『封印であるア

ブー・アル＝アッバースの溢出に関して覆いを取り除くもの』（Kāshif  a l - i lbās ‘an fayḍa 

al-khatm Ab ī  a l- ‘Abbās ,  以下『覆いを取り除くもの』）を執筆し、彼自身の〈共同体〉の思

想基盤を形成するに至った。以後、ニヤースは 1975 年に生涯を閉じるまでに、思想書、神

秘主義詩、旅行記などの 150 点以上の著作を書き残した。このようなニヤースの思想に影

響を受けた彼の〈共同体〉の信徒達は、今現在、世界中に 6,000 万人にも達するとされる。 
以前の先行研究では、彼の主著『覆いを取り除くもの』を軸に、彼の関連著作でもある

『イスラームの三つの神秘階梯』（Maqāmāt al -dīn al- thalāth）、『書簡の宝石』（Jawāhir 

al-rasā’ i l）、『自足者の王の息吹』（Nafaḥāt al -malik  al -ghan ī）などを用いて主に研究が推

し進められてきた。だが、ニヤースの浩瀚な啓典解釈書である『高貴なるクルアーンため

の啓典解釈の庭に関して』（Fī riyāḍ  a l- ta fsīr  l i - l-Qur'ān al -karīm ,  以下『庭』）は先行研究

では充分に利用されてこなかった。また、従来の先行研究では、ニヤース自身の思想的特

徴とされるタルビヤ（霊的教育、 tarbiyah）  やそれを支える溢出（ fayḍ）概念といった個

別論点に議論が集中しており、俯瞰的な視点から彼の神秘主義思想を分析したものはない。 

� そこで、本発表では、ニヤースの啓典解釈書『庭』の 20 章第 5 節及び第 8 節を考察する

ことで、イスラーム思想史上、「最大の師」（al-Shaykh al-Akbar）と称されるほど偉大なイ

スラーム神秘主義思想家であるイブン・アラビー（ Muḥyī Dīn b.  ‘Arabī ,  560/1165 –

638/1240）に端を発する「五次元」説並びに「ハキーカ・ムハンマディーヤ」概念が、ニ

ヤースの著作内部でどのように理解されているのかを検討する。セネガンビアにおいて、

啓典解釈学の教育の起源は古く、師は弟子にアラビア語で啓典解釈の内容を伝えるだけで

はなく、ラマダーン月には、アフリカの現地語でその内容を一般信徒達にも伝授するとさ

れる。さらに、マハッリー（Jalāl  al -Dīn  a l -Maḥall ī ,  864/1459 年歿）とスユーティー（Jalāl  
al-Dīn  a l-Suyūṭī ,  911/1505 年歿）によって書かれた『二人のジャラールの啓典解釈』（Tafsīr  
al- ja lālayn）やムハンマド・ヤダーリー（Muḥammad al -Yadālī ,  1166/1753 年歿）の『高

貴なるアッラーの書の啓典解釈に関する純粋な黄金』（al-Dhahab al - ibrīz  f ī  ta fsī r  ki tab 
Allāh al -‘azīz）は、西アフリカ内部で幅広く読まれていた啓典解釈書として知られている。

また上記二書に比べ、西アフリカ内部ではあまり読まれていない、オスマン朝期に活躍し

たイスラーム思想家イスマイール・ハック・ブルサウィー（ Ismā‘īl  Ḥaqqī al -Bursawī ,  

1137/1725 年歿）の『明証の霊魂の啓典解釈』（Tafsīr  rūḥ  a l-bayān）は、ニヤースの『庭』

の著作内で頻繁に引用されている。こうした点を踏まえて、ニヤースの『庭』を軸に据え、

上述した三書それぞれの 20 章第 5 節及び第 8 節の啓典解釈の記述を比較検討することで、

ニヤース自身の啓典解釈の記述の特徴を明らかにする。  

従って、本発表では、ニヤースが先達の著作群を引用という知的行為を介するなかで、

イブン・アラビー思想に帰せられる二つの理論を記述しているのか、それともニヤース自

身による独自の解釈を主張しているのかを文献学の視点に基づきながら考察する。  

�
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カメルーンにおいてࠕ近代的ࠖࢡルアーン学ᰯを㐠Ⴀする方法

ᖹ山 ⲡኴ（京都大学大学院アࢪア࣭アフリカ地域研究研究⛉）

How to Operate a “Modern” Coranic School in Cameroon?

Sohta HIRAYAMA (ASAFAS, Kyoto University)

本発表では、カメルーンの㤳都ࣖ࢘ンࢹにおいて観察した、ࢡࠕルアーン学ᰯをࠗ近代化࠘

するためのㅮ義ࠖをとしてとりあࡆ、そこでㄒられたࢡルアーン学ᰯのࠕ近代化ࠖな

る手続きが、いかなるものであったのかをᥦ示する。

 西アフリカのイスࣛー࣒ᩍ⫱の近代化をㄽじたこれまでの研究は、近代化をᨭえる、あ

るいは近代化によって㐩成されるとこࢁの⌮ᛕや目的に㆟ㄽが集中し、ᐇ㝿にᙜ⪅らが

ㄒる種ࠎのࠕ近代化ࠖのᒁ面に⌧れる、ᵝࠎな㐨ලやᢏ⾡がいかなるものであるのかを明

らかにしてこなかったことがᣦされている。つまり、ඛ⾜研究においては、ࠕ近代化ࠖの

物㉁的ഃ面がとࢇど㢳ࡳられてこなかったとゝえる。そこで本発表では、⮬㌟のࢡルア

ーン学ᰯのࠕ近代化ࠖをᕼᮃする⪅（以下⪺き手）にᑐして、すでにࠕ近代化ࠖを㐩成し

たとされるࢡルアーン学ᰯのᩍᖌ（以下ㅮᖌ）がおこなったࠕ近代化のためのㅮ義ࠖに╔

目する。そこでㄒられたࠕ近代的ࠖࢡルアーン学ᰯの設❧手続きをを検討することを㏻じ

て、ࠕ近代的ࠖなるものがල体的にどのような物やᢏ⾡の⤌ࡳ合わࡏによって㐩成されてい

るのかを明らかにすることをヨࡳた。

 ㅮ義でᥦ示された手続きは多ᒱにわたるが、本発表では以下の 2 Ⅼにしࡰって⤂する。

まࡎ 1 Ⅼ目は、成⦼ࣀーࢺのస成とᑟ入である。成⦼ࣀーࢺとは、こどもたちが᪂たに学

⩦したり、あるいは⩦したりするべきࢡルアーンの❶ྃ、そしてᐇ㝿にそれをこどもた

ちがㄞㄙした㝿のホ౯を、ᩍᖌや保護⪅がグ㘓するためのࣀーࢺである。ㅮ義を主ദする

ㅮᖌは、すでに⮬㌟のࢡルアーン学ᰯで用している成⦼ࣀーࢺと同ᵝのものを、⪺き手

のࢡルアーン学ᰯにもᑟ入するᚲ要があることをㄝくとともに、そのᑟ入の方について

も詳しいᣦ示をえていた。つまり、᪤Ꮡのᆺにしたがったࣀーࢺを、᪤Ꮡのやり方で⏬

一的にᑟ入することがồめられているとゝえる。

 もう 1 Ⅼは、᪂設するあるいはリࣗࢽーアルするࢡルアーン学ᰯに、特定のやり方でྡ

๓をつけるᚲ要があるということと、そのྡ๓をもとにࣟࢦおよびスタンࣉをస成するᚲ

要があるということである。ࢡルアーン学ᰯに᪂しくྡづけるやり方として、ࠕேྡ㸩ࢭン

ター（Centre + ேྡ）ࠖ というᙧᘧをとるべきであるということ、またそのேྡには、その

学ᰯのࢥンࢺࣉࢭをᫎさࡏるべきであることがㄝ明されていた。そして、学ᰯのྡ๓が

Ỵまったら、学ᰯのࣟࢦとスタンࣉをసるᚲ要があるという。そのうえで、学ᰯが発⾜す

るあらࡺる᭩類にそのࣟࢦやスタンࣉを入れなけれࡤならないということがᙉ調されてい

た。つまり、特定のࢥンࢺࣉࢭをᫎした集団のྡ๓をつくり、そのྡ๓のもとであらࡺ

る᭩類を発⾜することがᣦ示されているとゝえる。

 以上のことから、このㅮ義のሙ面におけるࠕ近代化ࠖとは、ᆺ㏻りのࣀーࢺや࣭ࣟࢦス

タンࣉ➼の㐨ලを用いて、成⦼ホ౯や᭩類発⾜をྵࡴ学ᰯ㐠Ⴀᴗົを㐙⾜することにおい

て㸭として㐩成されるものであることがわかる。これを㋃まえると、ࢡルアーン学ᰯのࠕ近

代化ࠖなるࢭࣟࣉスは、その๓ᥦとなるアࢩࢯアࢩオンの設❧と同ᵝに、ࣆࢥーᶵやࢥン

ルアーン学ᰯ㐠Ⴀの⬺ᒓே化をすすめる動きとしࢡ、ータといったᢏ⾡を⫼ᬒとしたࣗࣆ

て⌮ゎできるのではないࢁࡔうか。
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The Sufi Order at Present:  

A Case Study of Ṭarīqa ‘Alaw īya in Zanzibar, East Africa 
 

Akira ASADA (The Center for African Area Studies,  Kyoto University) 
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ボーン・アࢤインとはㄡか  
南スーࢲン、࢞࢘ンࢲにおける࢟リストᩍᩍὴ、関ಀ組⧊へのインࢱビューから  

 
㣕内ᝆᏊ（┒ᒸ大Ꮫ）  

 
Who are the ‘Born Again’? 

Findings from Interviews with Christian Church Members  
in South Sudan and Uganda 

TOBINAI Yuko (Morioka University) 
 

アフリカにおける࢟リストᩍに関する◊✲は、ࣉロテスࢱント主流ὴ、ないしはᐉᩍᩍ

会にある⛬ᗘ目を㓄りつつも、独立ᩍ会や࣌ンテコステ・⚟㡢ὴにより多くὀ目をしてき

た。ࡑこではアフリカにとって外来のものであった࢟リストᩍを、アフリカの人びとがい

かに内㠃化し、自㌟のものとしてきたのかがㄽࡌられてきた。さらには㏆代化や開発との

関わりについても㆟ㄽされている。  
特に 1980 年代以㝆࣌ンテコステ・⚟㡢ὴがよりὀ目されるようになった。さらにはネ࢜・

の多様性についてがࡑ、ンテコステὴ、カリスマ運動に関する㆟ㄽに代⾲されるような࣌

ㄽࡌられるとྠ時に、ࡑれを定義࡙け、分㢮することの㞴しさについてもしばしばゝ及さ

れてきた。  
ンテコステ・⚟㡢ὴ、ないしはカリ࣌自㌟のࡕリストᩍᚐた࢟の一᪉で、アフリカのࡑ

スマὴをᕠる自ᕫ規定や、ྛᩍὴに対する見᪉に関してはあまり㆟ㄽされていない。また、

が、大規模な㉸ࡔ。られることは少ないࡌれのᩍὴ、組⧊㛫の関ಀ性についてもㄽࡒれࡑ

ᩍὴ的࢟リストᩍ組⧊がアフリカ全体でᒎ開され、࢟リストᩍのᣑ大に影響をえている

ことからもわかる通り、ࡑうしたᩍὴ㛫関ಀを見ていくことは、アフリカの࢟リストᩍを

理ゎするうえで㔜要なはࡎである。  
こで本発⾲では主にࡑ 2018 年 8 ᭶から 9 ᭶にかけて行った南スーࢲン、࢞࢘ンࢲにおけ

る࢟リストᩍᩍ会、およびಙ௮覚㓰運動組⧊におけるインࢱビューで得られたࢹーࢱをも

とに、この課題に⟅えてみたい。特に南スーࢲンを主な対㇟とするが、࢞࢘ンࢲも考ᐹに

ຍえることでᅜቃを㉸えたつながりについても考ᐹする。  
⤖果として、ࡑの分㢮の㞴しさがしばしばゝ及される࣌ンテコステ・カリスマὴと⚟㡢

ὴであるが、࢞࢘ンࢲと南スーࢲンにおいてはࡑれの㐪いについて、当事者は自覚的であ

る。ࡑしてとんどの࣌ンテコステ・⚟㡢ὴ、ಙ௮覚㓰運動組⧊が࢞࢘ンࢲをはࡌめとし

た南スーࢲンの外との関わりを持ࡑ、ࡕれが南スーࢲンでの活動のᒎ開にも大きな影響を

及ࡰしていることが分かった。  
また、主に⚟㡢ὴで使われるとされてきたಙ௮覚㓰者を♧す「ボーン・アࢤイン」とい

う呼⛠は、主流ὴᩍ会でも使われており、ࣉロテスࢱント主流ὴ、⚟㡢ὴでඹ通して自㌟

のಙ௮をๅ新したとㄆ識している者たࡕが存在している。ࡔが、カトリックと、アングリ

カンもྵࣉࡴロテスࢱントとの㛫は᪉に㢮ఝしている組⧊があるにもかかわらࡎ、基本

的には┦に流をᅗることは少ないこともわかった。  
⤖果として、南スーࢲンにおける࢟リストᩍは、ᩍὴごとに活動が行われる一᪉で、「ボ

ーン・アࢤイン」と自⛠ /⛠される存在によって⦆やかなつながりをಖっていること、ࡔ

が、カトリックᩍ会はࣉロテスࢱントㅖὴの活動とは一⥺を⏬しているというのが現状で

あるといえる。  
本発⾲は、南スーࢲン・࢞࢘ンࢲにおける࢟リストᩍの現ἣの一➃を♧し、アフリカに

おける࢟リストᩍ理ゎへの㊊かりを得ようとするものである。ᖹᵓ⠏活動における᐀

ᩍ㛫༠力の意味や、ᩍ会、組⧊のᣦᑟ者以外の見ゎについてはṧされた課題となる。  
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シࣙࢼのムࢬムಙ௮ࠕࡽᡯ⬟ࠖࡿ࠼⪄ࢆ  
 

ᯇᖹຬ（රᗜ┴❧大学）  
 

Examination of “Talent” from Perspective of  Shona Mudzimu Belief 
 

Yuji  MATSUHIRA (University of Hyogo) 
 

ᡯ⬟ࡣఱࠋே࠸࡞ࡣඃࡓࢀᡯ⬟ࢆᣢࡘே物ࡣኳᡯࡌྠࡋࡋࠋࡿࢀࡤே

㛫࡛ࡐ࡞ࡽࡀ࡞ࡾ࠶⮬ศࡑࡣのᡯ⬟ࡃ࡞ࡀ、ᙼ、ᙼዪࡣᡯ⬟ࡿ࠶ࡀのࠋジンバࣈエ

ඹᅜのシࣙࢼ♫࡛ࡣ、ᡯ⬟ࠕࡣࡶࡓࢀࡽ࠼の （ࠖchipo）ࠋࡿࢀࡤࡼChipo ࡃᗈࡣ

のࡶࡓࢀࡽ࠼ࠕ ࡶࢺンࢮࣞࣉㄌ⏕᪥ࡓࡗࡽࡶࡽゝⴥ࡛、ᐙ᪘ࡿࡍពࠖࢆ chipo ࠋࡿ࠶࡛

ᡯ⬟࡚ࡋの chipo .sg）࢘シャ、ࡣ  shavi ,  p l . ;  mashavi）ࡶࠋࡿࢀࡤシャࡣ࢘

୍✀の㟋ⓗᏑᅾ࡛ࠋࡿ࠶シャࡣ࢘ಶே༙Ọஂⓗࡶࡿࢀࡉの࡛ࡃ࡞ࡣ、ពᛮࢆᣢ

ࠋ࠸ࡓࡋᐹ⪄ࢆᡯ⬟のᴫᛕࡿࡅ࠾の᐀ᩍᛮࢼシࣙ、ࡣ࡛⾲本Ⓨࠋࡿ࠶㟋ⓗᏑᅾ࡛ࡓࡗ  
シࣙࢼの᐀ᩍࢆ≉ᚩ࡙ࡿࡅのࡣムࢬムのಙ௮࡛ࠋࡿ࠶ムࢬム（ sg. ;  mudzimu ,  

p l . ;vadzimu,  midzimu）ࡣ、ᗈ⩏ࡣ㟋ⓗᏑᅾ୍⯡ࡣ⩏⊂、ࡋࡉࢆ♽ඛࡸ♽㟋ࢆᣦࡍゝ

ⴥ࡛ࠋࡿ࠶シࣙࢼ♫࡛ࡣேࡕࢃ࡞ࡍࠎ⫗యⓗᏑᅾࡡࡘࡣ㟋ⓗᏑᅾのᨭ㓄ୗࡿ࠶⪃

、ࡵࡶ㟋ⓗᏑᅾࢆのཎᅉࡑࡣࠎேࡓࢀࢃ⯙ぢᖾࡸ༴ᶵ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼

㟋ⓗᏑᅾᩆ῭ࢆஒࠋ࠺  
㟋ⓗᏑᅾࡣ㝵ᒙ࡚ࢀࡉㄆ㆑ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ၏୍ࡘ⬟の⚄ࠕࡣேࠎの㐀⪅ࠖ

（Musikavanhu）ࠕࡸኳのே （ࠖNyadenga）࡞ࡑࠋࡿ࠸࡚ࢀࡤのୗࡣ、ኳᆅ㐀

.ኳ✵㟋（sgࡴྵࢆ㟋ࡓࡋ㉸㉺ࢆぶ᪘ࡸẶ᪘㟋ⓗᏑᅾࡓࡋ⏕ㄌྠ ,  p l . ;  mhepo㸸㢼、

✵Ẽ）の㝵ᒙ࡚᭱ࡋࡑࠋࡿ࠶ࡀᚋே㛫ࡶ᭱㏆࠸㟋ⓗᏑᅾ࡚ࡋ、♽㟋（ムࢬム）の

㝵ᒙࠋࡿ࠶ࡀேࠎのᡯ⬟࡛ࡿ࠶シャࡽࢀࡇ、ࡣ࢘ 3 ศ㢮のࡕ࠺、➨ 2 のศ㢮࡛ࡿ࠶ኳ✵

㟋⨨࡙ࠋࡿࢀࡽࡅ  
ே㛫࡞ࡳࡣఱࡽのᢏ⾡ࢆ㥑࡚ࡋ⏕ィࡇࠋࡿ࠸࡚࡚❧ࢆのᢏ⾡࡚ࡍࡣシャࡗࡼ࢘

࡚⤫ไࡋࡔࡓࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ、ே୪௨ୖシャࡽ࢘のᜠᜨࡿ࠸࡚ࡅཷࢆே物ࠕ≉、ࡣシ

ャࢆ࢘ᣢࡿ࠸࡚ࡗேࠖࡑࠋࡿࢀࡤの࡞࠺ࡼே物ࡣࡤ࠼、ၟᴗ、㎰ᴗ、ⱁ⾡、ス

ࠋࡿࢀࡲྵࡀே物ࡓᚓࢆධ࡞ࡁ大、ࡵࢆᡂຌ࡛࡞⊟⊀、ࢶー࣏  
ᡂຌࡿ࠶ࡣே物の⬟ຊ࡚ࡗࡼ㐩ᡂࡿࢀࡉの࡛ࡃ࡞ࡣ、シャ࡚ࡗࡼ࢘㐩ᡂࠋࡿࢀࡉ

シャࡣ࢘ே㛫のពᚿ࡛⤫ไ࡛ࡿࡁᏑᅾ࡛࡚ࡗࡀࡓࡋࠋ࠸࡞ࡣ、ᡂຌࢆࡓࡵே物ࡑࡸの

ᐙ᪘ࡑ、ࡣの⬟ຊࢆᣢ⥆ࡵࡓࡿࡍシャ࢘ᑐࡿࡍឤㅰの♩ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃ࡞ࡇ࠾ࢆ

タダࠕࡣ࡛♫ࢼシࣙࠋࡿ࠶の࡛ࡶの࢘シャࡣ┈の୍㒊ࡓࢀࡽᚓ࡚ࡗࡼᡂຌࠋ࠸࡞

ാ࡞ࠖࡁᡯ⬟ࢆ↓㥏ࠕࠋ࠸࡞ࢀࡽࡵ່ࡣࡇ࠺タダാࡣࠖࡁシャ࢘の㓞࡛ࠋࡿ࠶

シャࢆ࢘㓞ࡑࡿࡍの⤖果、シャ࢘㸻ᡯ⬟ࡑࡀのே物ࡽ㞳࡚ࢀࡽ࠼⪄ࡃ࠸࡚ࢀ

ࠋࡿ࠸  
 シャ࢘ᑐࡿࡍឤㅰの♩ࡣシャࡑࡣࡓࡲ࢘の」ᩘᙧのマシャ࢘ࡇࠋࡿࢀࡤ

の♩ࢺ࣏ࡣラࢳࢵの࡞࠺ࡼഃ㠃ࠋࡿ࠶ࡀ♩ദ⪅ࡣ、ὒ㓇ࡸὒ㣗、ὒⳫ子࡞、㧗

౯࡞㣗ࢆ大㔞‽ഛࡋ、ぶ᪘ࡸேࡸ㏆㞄ఫẸࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃࡲࡿࡩᚓࡓࢀࡽ

┈ࢆ┒大ᾘ㈝ࡋ、ⓙ࡛ศ㓄ࡀࡇࡿࡍシャ࢘ឤㅰࡋシャࡇࡿࡏࡤࡇࢁࡼࢆ࢘

のࡽ࿘ᅖ࡛ࡇࡿࡍᙧ࡛ศ㓄ࡿ࠼ぢ┠ࢆ┈、ࡤࢀࡍࡽே物ࡿࡵࢆᡂຌࠋࡿ࡞

᎖ጊࢆ㍍ῶࡓࡲࠋࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ、マシャ࢘♩ࡣᡯ⬟ࡸ㈈⏘ࡀಶேᒓࡶࡿࡍの࡛

ࠋࡿ࠶ࡶ࡛♩ࡍ♧ⓗࠎ大ࢆࡇ࠸࡞ࡣ  
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カラύリछྎॄࡀのؔۯࣟにおける 
౹合ࣙષஏཀྵ学的研究の実ભ 

 
Ⱚ田⠜⣖（ி㒔大Ꮫ大Ꮫ㝔文Ꮫ◊✲⛉）  

 
Practice of Integrated Physical Geography  

on Spatial Recognition of Hunter-Gatherer in Kalahari 
 

Atsuki SHIBATA (Graduate School of Letters,  Kyoto Univ.) 
 
◊✲の背景と目的  

発⾲者はこれまで㸪カラハリ地域㒊に位⨨するナミビアඹᅜブ࣡ブ࣡ࢱᅜ立බᅬで

生活する㸪⊁⊟᥇㞟Ẹサンの一グルーࣉであるクエ（Khwe）の人ࠎについて調ᰝしてきた．

地ᙧやᅵተにまで῝く及ࡎの▱識やㄆ識は㸪᳜物に限らࠎの⤖果㸪⊁⊟᥇㞟Ẹクエの人ࡑ

んでいることが確ㄆされた．また当地域には㸪クエㄒでドム࢜ロ（Domoro）と呼ばれるᪧ

流路地ᙧが広がっていることも᫂らかになった．カラハリ⊁⊟᥇㞟Ẹ◊✲は㸪これまでも

多くの分㔝で様ࠎな成果があࡆられてきた．しかしながら㸪自↛⎔ቃを✵㛫的にᤊえ㸪様ࠎ

な自↛地物の有機的関ಀを᫂らかにする自↛地理Ꮫ◊✲として㸪⊁⊟᥇㞟Ẹと自↛⎔ቃの

関ಀゎ᫂を試みたものはまࡔ少ない．一᪉で㸪カラハリ⊁⊟᥇㞟Ẹの✵㛫ㄆ▱能力の高さ

や㸪生業活動における地ᙧㄆ識や▱識の㔜要性のᣦがあることからも㸪⊁⊟᥇㞟Ẹの人ࠎ

の᳜物用に␃まらない自↛⎔ቃのㄆ識と㸪ࡑの自↛⎔ቃとの関わりを✵㛫的に᫂らかに

する必要がある． 

本◊✲の目的は㸪カラハリ地域㒊にᬽらす⊁⊟᥇㞟Ẹの生活と㸪ࡑの生活✵㛫の様ࠎ

な自↛⎔ቃとの関ಀについて㸪統合自↛地理Ꮫ的ど点からゎ᫂することである． 
 

調ᰝ地域と調ᰝ᪉法 

 クエ人ཱྀが㞟中しているのは㸪アンࢦラ南㒊㸪ナミビア東㒊㸪ボ࣡ࢶナ西㒊㸪㒊

の 4 つの地域である．クエの人ࠎによって㸪ࡑれࡒれのᒃఫ地域に対してクエㄒの呼びྡ

があり㸪から㸪Buma Khwe ：ブマクエ（豊富な食料がある地のクエという意味）㸪 / /Xo 
Khwe：コークエ（乾燥地のクエという意味）㸪//Xom Khwe：コムクエ（ᕝのクエという

意味）㸪Dom Khwe：ドムクエ（㇂のクエという意味）と呼ばれる．本◊✲では㸪上グᅜ立

බᅬに比自↛用の社会的制⣙が少ない㸪ボ࣡ࢶナඹᅜ西㒊の࢜カバンࢦᕝ࿘㎶地

域にᬽらすコムクエ（//Xom Khwe）の人ࠎと㸪ࡑの࿘㎶自↛⎔ቃを対㇟とした． 

 調ᰝ᪉法は㸪ఫみ㎸みによる生業活動や自↛用の参ほᐹ㸪✵㛫ㄆ識の⪺き取り㸪ド

ローン（UAV）を用いた地ᙧゎᯒと㸪現地での᳜生㸪ᅵተ調ᰝである． 
 

調ᰝ⤖果と考ᐹ 

✵㛫ㄆ識の調ᰝから㸪地ᙧはพฝに関する用ㄒが多いことが確ㄆされた．また㸪᳜物(個

体)ではなく᳜生（㞟ᅋ）に対する呼⛠によって㸪✵㛫をㄆ識していることもわかった．᳜

生はࡑの密ᗘに関する用ㄒも確ㄆされた．用内容の調ᰝからは㸪ᒃఫや⊁⊟㸪ᘓᮦや⸄

の᥇㞟㸪ᐙ␆の㣫⫱㸪食用Ⱎの᥇㞟などが㸪どの✵㛫で行われるかが᫂らかになった．

一᪉で㸪地ᙧ㸪ᅵተの調ᰝからは㸪比較的⊃い⠊ᅖごとに✵㛫の特ᚩが見られ㸪᳜生にお

いては㸪ᮌ本のඃ༨種の᫂確なᕪ␗ࡔけでなく㸪ⲡ本に関しても㐪いが確ㄆされた． 

以上の調ᰝ⤖果から㸪⊁⊟᥇㞟Ẹはᮌや❑地などの点のグ᠈により㸪ࡑの場所をㄆ識す

るという᪤ ◊✲が多いなか㸪コムクエは点でのグ᠈にຍえ㸪᳜生などの✵㛫でも自↛⎔

ቃをㄆ識し㸪用していることが考ᐹされた．これは㸪᳜生密ᗘの地域性によるものでは

ないかと考えられる．ࡑして㸪✵㛫のㄆ識と用㸪地ᙧ㸪ᅵተ㸪᳜生の関ಀから㸪コムク

エは㸪多ゅ的に用価値のある自↛⎔ቃ✵㛫を定ఫ場所に㑅定していることが♧၀された． 

 
*本◊✲は㸪日本Ꮫ⾡⯆会特ู◊✲ဨዡບ費「アフリカ南㒊カラハリ地域におけるᪧ流路地ᖏの自

↛⎔ቃとఫẸ生活の関ಀゎ᫂」（2017 年ᗘ㸫2018 年ᗘ）の◊✲ຓ成によって実された．  
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ナミビア北中部におけるサンとオバンボの土地利用をめぐる関係  

三宅栄里花（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

高田明（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Land Use and Its Influence on the Relationship between San and 

Ovawambo in North-Central Namibia 

Erika MIYAKE (ASAFAS, Kyoto University) 

Akira TAKADA (ASAFAS, Kyoto University)  

 
� サンは南部アフリカ一帯の先住民として知られており多様な言語・地域グループが存在

する。初期のサン研究は、人類社会の原型について考えるための鍵としてサン社会を捉え

ていた。こうした「伝統派」の研究は、人類の原初的な生活を体現するような自立的な狩

猟採集生活を送るサン社会に着目してきた。とりわけ、ナミビア北東部からボツワナ北西

部地域のジュホアン（Ju|’hoan）社会や、ボツワナ中部のグイ（G/ui）、ガナ（G//ana）社

会などを研究対象としてきた（e.g.  Lee & DeVore  1968 など）。一方、伝統派に対して「修

正派」と呼ばれる研究は、サン社会は南部アフリカ地域社会おける政治経済的な歴史の中

で形成された下層階級の集合体であるとしている（e.g.  Wilmsen 1989 など）。また、彼ら

は「伝統派」によるサン社会は人類社会の原初的な姿を表す鍵となるという考えについて、

研究者が造った幻想に過ぎず、自立的なサン社会など存在しないという主張も広げてきた。

しかし、サン社会は乾燥地という自然環境によって規定されていると捉える伝統派の主張

も、サンをマジョリティ社会から周縁化された無力な人びとと捉える修正派の主張も極端

であるといえる。また、サン社会の言語・地域集団による文化的多様性を加味すれば、特

定のグループを調査対象として「サン社会」を一元的に定義づけることは困難である。こ

のように極端な伝統派と修正派の理解をつなぎ、サンの主体性をより反映させた議論が必

要となっている（Takada 2015）。  
� 本研究では、ナミビア北中部地域で生活するサンのグループであるクン（ !Xun）社会に

着目する。クンは伝統派の研究で焦点となったジュホアンと地域的・社会的に近縁な集団

でありながらも、サン研究史のなかで長きに渡って重点的に調査対象となることなく見落

とされてきた。しかし、近年ではジュホアンとは別の集団として認知されるようになり、

人類学的研究や言語学的研究、開発学的研究など多様な分野から研究の対象として着目さ

れている。中でも、ナミビア北中部において 1990 年代後半から継続的に調査を実施してき

た Takada（2015）は、クンをさまざまなアクターと深く関わりながらも、その集団として

の境界を失うことなく現在まで存続してきた集団であると特徴づけている。彼らがこうし

た特徴をもつ最大の理由には、グループとしてのクンの生活基盤となる土地が失われなか

ったことがある（Takada 2015）。  
そこで、本研究では「各アクターとの関係の移ろいと共に柔軟に変容していった生業活

動と、それに伴う土地利用の変容に着目し、クン社会における土地をめぐる外部社会との

関わり方を明らかにすること」を目的とする。また、外部社会と積極的に関係を継続させ

ながらも、グループとしてのエスニシティを維持してきた特徴をもつ当該地域のクン社会

に焦点を当てることで、サンの主体性をより明確に議論に反映することを試みる。  
〈参照文献〉  
Go rd on,  R.  J .  and  Dou gla s ,  S .  S .  20 00 .  Th e  Bu sh man  myth :  Th e  mak in g  of  a  Namib ian  un d erc la ss  (2n d  edn ) .  

           Bou ld er :  Wes tv i ew Pr ess .  

Lee ,  R.  B .  an d  DeVor e ,  I.  ( ed s . )  196 8 .  Man  th e  Hun ter.  Ch icago:  Ald in e  Ath er ton .  

Takada ,  A.  201 5 .  Na r ra t i ves  o f  San  Ethn ic i t y :  Th e  cu l tu ra l  and  soci a l  fou nd at i on s  of  l i f e�wor ld  amon g !Xu n  

 of  n or th -cen t ra l  Namibi a .  Kyoto :  Kyo to  Un ivers i t y  Press .  
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カラハリ狩猟採集民における物質文化の変容  

狩猟具に注目して  

池谷和信（国立民族学博物館）  

 
Changes of material  cultures among Kalahari hunter-gatherers 

:focusing on hunting equipment  

 

Kazunobu Ikeya (National Museum of  Ethnology) 

 
１はじめに  
� アフリカの狩猟採集民は、伝統的に移動生活を伴うために保持するものは多くはないと

いわれてきた。とりわけカラハリ狩猟民サンの物質文化に関する研究では、かつての狩猟

採集に維持していた時代のものの一覧が報告されている。同時に、近代化以降の暮らしに

関わるものもまた部分的に紹介されてきた。ここでは、かつてのサンの物質文化の全体を

把握すること、および狩猟具に焦点を当てることから物質文化の変容を把握することを目

的とする。調査は、主として国立民族学博物館（以下、民博）が所有する物を対象にして

いる。これらは、ナミビア（当時、南西アフリカ）では福井勝義、ボツワナ（ハンシーデ

ィストリクト）とナミビアでは報告者が、1980 年代と 1990 年代にそれぞれ収集したもの

である。  
 
２結果・考察  
１）物質文化の全体  
� 民博には、ボツワナで約 100 点、ナミビアで約 10 数点のサンの物質文化にかかわるもの

が所蔵されている。それらは、衣食住では毛皮製の腰巻や調理用の臼、生業では弓矢や槍

や罠のような狩猟具、堀棒のような採集具、耕起用の農具などが広く見いだされる。一方

で、採集物の運搬用ネット、ミルク入れ（ヤギ皮製）、親指ピアノやギターなどの楽器、ダ

チョウの卵殻やガラス製の装身具（首飾り）やダンス用の足首飾り（卵殻の断片が入った

蚕製のガラガラ）が部分的にみられる。そして、伝統的な病気治療の道具も収集されてい

る。  
２）狩猟具の多様性  

ボツワナとナミビアで収集した弓矢と矢筒に注目する。ボツワナのある集落では弓矢の

筒は樹木の根茎部を利用するが、ある集落では入手しやすいプラスティクの筒を利用する

人もいる。別の集落では、狩猟セットとしての観賞用として販売される民芸品がつくられ

ている。これは、業者（ハンシークラフト社ほか）を通して観光客に販売されてきた。し

かしながら、ゲムスボックのけんが滑り止めとして弓に巻かれているのは共通する。また、

ナミビアでは、伝統的な弓矢を見いだすことができる。  
３）考察：物質文化の変容モデルへ  
� ボツワナの中央部のサンは、①狩猟採集に依存する集落、②狩猟採集・農耕牧畜に依存

する集落、③学校やクリニックのような施設のある集落のいずれかに暮らしている。これ

らに対応して、弓矢の場合は、①では狩猟用、②では文化的アイデンティティとして、③

では商品として保持されてきた。ここでは、南部アフリカ全体の視野からボツワナの事例

がカラハリ狩猟採集民の物質文化の変容モデルに貢献できるのか否かを検討する。  
�  
・参考文献�R. Fleming Puckett and K. Ikeya (eds.)  2018Research and Activism among 
the Kalahari San Today: Ideals,  Challenges,  and Debates,  Senri Ethnological Studies 
99. 
 
�
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≟との関わりからみたアフリカ社会  
カメルーン東南㒊の⊁⊟᥇㞟Ẹと㎰⪔Ẹの比較から  

大▼高（東ி外ᅜㄒ大Ꮫ）  
 

Human-dog relations in rural Africa 
A comparison of foragers and farmers in Southeastern Cameroon 

 
Takanori OISHI (Tokyo University of Foreign Studies) 

 
人と≟の出会いは数年๓に㐳り、୧者の関ಀはㄆ▱特性のඹ有やここࢁの適応・㐍化

にまで及んでいる。全⌫規模に広がる人と≟の関ಀは、時代・地域・文化によって極めて

多様で、≟は人のഐらでともにാき人と食物をඹ有するなど、ྛࠎ生きていくために῝い

関わりをもってきた。ࡑれはࢁࡴんアフリカについても例外ではない。  
現在、アフリカ㎰ᮧ地域で広く見られるのは在来的㞧種≟である。アフリカ大㝣へのイ

うྂい出来事ではない。᭱㏆のミトコンドリࡑればのᑟ入は、現生人㢮のᒃఫྐに比ࢾ

ア DNA をもࡕいた㑇伝分ᯒでは、BP12000㹼14000 年㡭に欧地域⏤来の≟がアフリカ

および西アフリカ地域にᣑᩓしたと᥎ᐹされているか、マラリアへの⪏性など⇕ᖏ‵₶

⎔ቃへの㑇伝Ꮚレベルでの適応がఛえる。人㢮㞟ᅋとྠ様、イࢾもまたアフリカの自↛に

㑅ᢥᅽを受け、適応してきた。一᪉アフリカの㒔市㒊では、在来≟とは␗なる᳜Ẹ地時代

以㝆に持ࡕ㎸まれたヨーロッࣃの≟種がឡ⋵動物として㣫われていることも多い。アフリ

カのどこに、どんな≟がどれࡔけ分ᕸしているのかはまࡔよく分かっていない。  
アフリカの≟を主題とする先行◊✲では、実用的には⋇་Ꮫ分㔝で≬≟対策をᛕ頭に

⨨いておかれたᏛ的◊✲が多く見られる。また、᪤に㏙たようにアフリカの≟の㉳源

やドメスティケーシࣙンに関わる㑇伝Ꮫ的なゎᯒもᢏ⾡の㐍歩とともに行われてきてい

る。一᪉、人と≟の関わりについては⊁⊟᥇㞟Ẹを対㇟とした生態人㢮Ꮫ的㸭動物考ྂᏛ

的な◊✲がいくつかあるに㐣ࡂない。アフリカの≟◊✲は、◊✲対㇟や関心事㡯に大きな

೫りがあるとゝわなければならない。特に人と≟の社会的関ಀのഃ㠃については、Ẹ᪘ㄅ

やエッࢭイに᩿∦的なグ㍕が見られるに␃まっている。㌟㏆な存在に㐣ࡂるためか、≟は

あえて᥈求やほᐹの対㇟としては等㛩どされてきたきらいがある。  
発⾲者は、2015 年より自㌟の調ᰝ地であるカメルーン東南㒊⇕ᖏᯘにおける人と≟の関

わりについて現地調ᰝを行いつつ、⩣年ᗘからは極域、ラテンアメリカなど地域をᑓ㛛

とする◊✲者や動物Ꮫ者、考ྂᏛ者とともに◊✲会を行いながら「人㢮ྐを≟のど点から

ᤊえる」ᛮ考実験を✚み㔜ࡡてきた。この発⾲では、カメルーンにおける事例◊✲の成果

を紹介しつつ、人と≟との関わりからアフリカの地域社会を見ることの可能性について㆟

ㄽしてみたい。ࡑして、≟というレンズに着目することが、アフリカの地域社会の動きを

ᤕらえる上でどのように有効であるか、またᒎ開可能性があるかを᳨ウしたい。  
事例◊✲では、カメルーン東南㒊の⊁⊟᥇㞟Ẹバカ・ࣆグミーの≟との関わりを㏆㞄の

⁺ປ㎰⪔Ẹバク࢙࢘レや地᪉㒔市ఫẸとの比較から紹介する。୧者の≟との関わりは、ྡ

け、所有、Ꮚ≟の入ᡭ᪉法、トレーニングなどの点で␗なる。バカ・ࣆグミーは㏆年定

ఫ化が㐍み、⊁⊟法やᒃఫᙧ態も定ఫᗘが増し、のẸ᪘㞟ᅋと混ఫする傾向にある。≟

は、༙㐟動的な⊁⊟᥇㞟࢟ャンࣉでは⊁⊟のకとして、定ఫ㞟ⴠでは食事ἾᲬとしてᢅ

われる傾向にある。  
バカ・ࣆグミーの社会における生業活動や経済変化は、≟の食事内容や㣫⫱頭数に反映

されているࡔけではなく、≟の位⨨࡙けをめࡄる個人㛫㸭Ẹ᪘㞟ᅋ㛫のⴱ⸨状ἣを生ࡴな

ど社会関ಀにも大きな影響をえている。人と≟の生態Ꮫやᗣ状態は┦に関㐃しあっ

ていることが᥎ㄽされるが、地域によっては政ᗓや NGO のಖ⾨生政策や食料政策の影響

を考慮に入れる必要があるࢁࡔう。地域社会における≟のありようは、生業文化やミクロ

な⎔ቃ用の動態とともに、よりマクロなアフリカ社会の変化をも映し出している点で、

アフリカ地域を横᩿した比較◊✲のᮦ料として可能性を持っている。  
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狩猟採集民ハッザによる食用植物の採集活動  

食事調査と場の分析から  

八塚春名（津田塾大学）  

 
Gathering Activities of Edible Plants by the Hadza Hunter-Gatherers 

Special  Reference to  their Diet and Gathering Site 

 

Haruna Yatsuka (Tsuda University) 

 
タンザニア北部に暮らす狩猟採集民ハッザは、今日、野生動植物の狩猟採集、小規模な

農耕、観光業などを組み合わせて暮らしている。多少の地域差はあるものの、彼らは観光

で得た現金で農作物を購入したり、自ら作物を栽培したり、獣肉を近隣民族のトウモロコ

シと交換したりすることによって、農作物を手に入れ、ウガリを食べている。そして、ウ

ガリのおかずとして、特に雨季には植物の葉を多く利用している。  
一方、ハッザの採集にかんする多くの先行研究は、主要な採集物として、野生植物の果

実、根茎、ハチミツ、バオバブの実と種子に限定して報告しており  (Hawkes ら ,  1989; 
Marlowe and Berbesque, 2009 など )、植物の葉の利用にかんする報告はほとんどない。そ

れは、ハッザの間でウガリ食が近年まで一般的でなく、おかずとして葉を食べることが少

なかったのか、あるいは、単に植物葉は研究対象として注目されなかったのか、理由は定

かでない。しかし、今日のハッザにとって、ウガリとそのおかずが重要であることは明ら

かであることから、本発表では、ハッザがウガリのおかずとして利用する草本植物の採集

活動に注目したい。とくに、食事調査の結果と、採集の場の分析をとおして、ハッザの採

集活動を再考したい。  
ハッザはタンザニア北部のエヤシ湖周辺の広域に居住しており、植生、降水量、観光や

自然保護とのかかわり、開発政策の影響、他民族との関係性など、地域ごとに差がみられ

る。しかし、どの地域においても、ウガリを食べている。本発表は主にタンザニア、アル

ーシャ州カラツ県マンゴーラ地区のキャンプで収集したデータを中心に議論を進め、補足

的に、別の地区の事例も使用する。  
発表者がマンゴーラのハッザのキャンプにおいて 10 世帯を対象に雨季に食事調査を実施

した結果、全世帯の合計食事回数のうち 57%の食事においてウガリを食べていた。一方、

採集植物や獣肉だけや、紅茶だけといった主食のない食事の回数は全体の 37％であった。

また、副食のうち 32%は、野生植物の葉であった。さらに世帯ごとにみると、副食のうち

65％を野生植物の葉が占める世帯もあった。また、獣肉を食べる回数が少ない世帯ほど、

手近な野生植物の葉を食べる傾向にもあった。  
それら野生植物の葉のほとんどは、キャンプ地周辺で採集されていた。採集場所は、①

牧畜民の居住地跡と②それ以外にわけることができた。①は、牧畜民が住居と家畜囲いを

設けていた集落の跡で、家畜囲いがあったと思われる場所から、スベリヒユ  (Potolaka 
olarecea )  などの植物が採集されていた。また②はハッザ女性たちが「山」と呼び、調査キ

ャンプと隣のキャンプとの間に位置する場所であった。彼女たちの説明によると、そこは

人と家畜、さらにはディクディクの通り道で、家畜やディクディクの糞が落ちている場所

であった。  
さらに別地区では、ハッザがゴマ科の草本であるニセゴマ (Ceratotheca sesamoides )を自

分たちの畑から採集したり、それを乾燥保存している事例も見られた。  
つまり、今日のハッザが雨季にウガリのおかずとして調理している植物の多くは、牧畜

民やその家畜、また野生動物などが周囲に存在することによって入手できたり、農耕の副

産物として採集できていると考えられる。  

�
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狩猟採集民バカの歌・踊り遊びにおける集団の動きと参加者の役割  

 

田中� 文菜（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Movements and Roles of Participants in Playful Song and Dance  

among Baka Hunter-gatherers 

 

Ayana Tanaka 

Graduate School of Asian and African Area Studies，Kyoto University  

 
【背景と目的】  

狩猟採集民の社会にみられる平等性、シェアリングなどの特徴は、彼らが集団で行う遊

びの中にあらわれていると言われてきた。そこで、集団遊びを見ることで、狩猟採集民の

文化や社会関係の特徴が世代を超えて引き継がれていくプロセスを明らかにできるのでは

ないかと考えた。本研究は、そのための端緒として、カメルーン東南部狩猟採集民バカの

歌・踊り遊びをとりあげ、遊びの中での集団としての動きの型や個々人の役割分担につい

て近隣農耕民の歌・踊り遊びと比較しながら定量的に分析することを通して、その特徴を

明らかにした。  
バカの歌・踊り遊びは、子どもと成人女性が中心に行う。大人の男性たちが中心になっ

て実施する歌と踊りとの違いは、第一に、精霊が登場しない。第二に、即興的な動きの多

い精霊の踊りとちがって、一つの遊びのなかに何度も繰り返される動きの型があり、個々

人は、動きをすばやく理解し、全員で一つの集団としての動きを作り上げる。第三に、大

人がするような、複数の旋律が重ね合わせて歌われるポリフォニーは行われず、歌詞のあ

る歌が歌われる。このような歌・踊り遊びは、エスノグラフィの中で簡単に記述されたこ

とはあるが、定量的に分析した研究は見られない。  
 
【方法】  

カメルーン東南部にはバカの他にバンツー系農耕民が分布している。その一つのグルー

プであるコナベンベも歌・踊り遊びを行う。そこで、バカとコナベンベの歌・踊り遊びを

比較するために、9 つの村で広域調査を行った。  
歌・踊り遊びは、歌と動きのセットが何回も繰り返さる。そこで、繰り返しの単位を型

とし、集団としての動きの型の比較を行った。記録した約 600 事例の歌・踊り遊びのうち、

動きの型が異なる 146 種類の遊びを同定した。内訳は、バカの遊び 104 種類、コナベンベ

の遊び  14 種類、フランス語の遊び  28 種類である。これらについて、集団の動きに関する

点として、集団の形、集団の移動の有無、全員同時動作の有無、動きの自由度の有無の 4
つ、参加者の役割に関する点として、役割を担う人の固定性、役割の種類の 2 つの観点か

ら類型化した。その上で、バカの遊び、コナベンベの遊び、フランス語の遊びの 3 つのグ

ループの遊びを比較した。  
 
【結果】  

バカの遊びは、役割がない遊びが約 6 割と多く、役割があったとしても受け身で消極的

な役割しかない遊びが大半だった。円の中心で見本を示すモデル役のあるバカの遊びはな

く、モデル役のあるフランス語の遊びをバカがすることはほとんどなかった。コナベンベ

の遊びに多く見られた、能動的に他者の身体に働きかけて遊びを進める進行役のある遊び

も、バカの遊びには少なかった。全員が終始同じ動作をして動きを合わせる遊びが約 5 割

と多く、そのような遊びでは、全員で盛り上がるような一体感がみられた。  
以上から、バカの歌・踊り遊びの多くは、目立つかたちで遊びを推進する役割がなくて

も、全員が動作を合わせて遊びが進行している点に特徴があるといえる。バカを含む狩猟

採集社会では、権威やリーダーが不在であることが指摘されてきたが、バカの歌・踊り遊

びにおいて役割が目立たなにもかかわらず遊びが進行していく遊びが多いのは、このよう

なバカの社会一般の特徴と何らかの関係があるかもしれない。  

D6



157

地球変動の中のアフリカ  
－2018/19 年  シーズンの顕著な気象・水文イベント－  

 
門村 浩（東京都立大）  

 
Global Change in Africa 

―Significant Meteo-Hydrological Events in the 2018/19 Season―  
 

Hiroshi KADOMURA (Tokyo Metropolitan University)  
 

全地球陸地表面の平均温度が産業革命前（1850-1900）の平均値に比べ 0.89±1,31 ⁰Ｃ
上昇した 2018 年は，2016 年（+1.44⁰C），2015 年（＋1.34⁰C），2017 年（+1.31℃）に

次ぐ 4 番目に暑い年であった．熱帯太平洋の ENSO は，弱い La Nino から始まり，10 月

中旬以降には El Niño に向かう変動が見られるようになった．7～8 月には，北半球の中緯

度帯を中心に地球規模の強力な熱波が現れ，日本を含む各地で最高気温値が更新され（日

本の最高気温：熊谷 41℃），Africa でも Algeria の砂漠都市 Ouargla で 59.3℃の超高温

が記録されるなど，例外ではなかった．  
 
こうした中，アフリカ大陸では，どんな気象・水文イベントが起きたのか，Web 情報を

解析・整理して，亜地域別に概観し，当該年度のハイライトに言及したい．  
 

1.  North Africa and  the Sahara ;  a)  Heat Waveイベントによる高温域は，Algeria西北部を

中心に，同南部から西はモロッコ西部までの砂漠域に及び．あちこちに熱的低気圧が生

じた .  b) このため，Tamanrasset南方，Algeria 北東部などで，局地的短時間集中豪雨が

発生した .  c)  Sahara南半分では，平年比2-3倍の雨があり，完新世初期の“緑のSahara”
を彷彿させた．  
 

2.  West  Africa:  a)  Sudano-Sahel ian西部では平年並みに雨季入りし、中休みを挟みながら

も良い雨が9月下旬まで続いた．多くの地域で雨季ピークの8月雨量の顕著な増加が見ら

れ（平年比1.5～5倍），200m／年等雨量線（基幹作物トウジンビエの栽培限界）は，

1996-2012年平均位置より最大200kmも北上した．b)  Nigeriaでは，Niger・Benue両川

の長期広域氾濫により，120万人以上が被災した．Guinean では ,  上流Burkina Faso か
らの洪水流を受けたVolta川のダムが決壊したイベントが目を引くのみで，前年度のよ

うな大雨による土砂災害などのイベントは起きてない．  
 

3.  East  and  Central  African  Countr ies：ａ）KenyaのMombasaでは，１0月下旬，30mm/h
の大雨が降り，市街地に広く氾濫した .  b)  11月11日，Mt. Elgon 東麓のBududaで，地す

べりが起きた後，3日間続いた大雨により，51人の死者が出た．  
 
４．Southern Afr ica :   a)  2018年７月初旬，最南部のCape Town地方では，強い寒冷前線の

北上に伴い薄雪に覆われた．ｂ）9月以降は広い範囲で干ばつが続くとともに，熱波

（Max 42℃）に襲われてきた . c)12月下旬以来，Mozambique Channelの  東岸域の  

Zimbabwe-South Afr icaとMadagascar島西岸域が ,  最高気温41℃の熱波に襲われてい

る．  
 
５．南西インド洋では，例年よりも早く，9月中旬に１号熱帯サイクロン（TC）が発生した

のを皮切りに，４個のTCが次々と発生したが，Madagascar  などに被害をもたらしたも

のは皆無である．2019年1月以降の成り行きについては，発表時に述べることにしたい。 
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Do you feel the climate change?  
Perceptions of the local herdsmen in Nigeria 

 

Regina Hoi Yee FU （Senshu Universi ty）  
 

This presentation attempts to assess the impacts of climate change on vulnerability of Nigerian pastoralists 

based on the results of a recently conducted questionnaire. The general situation of climate change impacts on 

African pastoralists will also be reviewed. Agriculture, particularly in Africa, is highly vulnerable to impacts of 

climate change, manifested through increased drought and flood severity, more intense storms, shifts in the 

timing and distribution of rainfall, warmer temperatures, and secondary effects such as increased pest and 

disease pressure. Pastoralists face a number of challenges that constrain their livelihoods and stifle their ability 

to adapt to changes in their external environment. The challenges can be grouped into four categories: climate 

change, political and economic marginalization, inappropriate development policies, and increasing resource 

competition. Pastoralists have lived with challenges of climate change and variability for millennia, and they are 

known to be highly resilient to erratic weather and climate conditions. However, the unprecedented rate and 

scale of human-induced climate change, especially in Africa, is beginning to pose problems, especially where 

social, political and economic factors are inimical to their livelihoods.  

 

Vulnerability is most often represented by a suite of socio-economic, political and environmental factors that 

represent the sensitivity and exposure of a population to climate hazards.  In  s tudying vulnerabil i ty to  

cl imate change,  researchers s tudy exposure/sensit ivi ty,  resi l ience and adaptat ion strategy.  

Climate change impacts  on pastoral  households are evident in l ivelihoods outcomes of  

higher  temperature,  changing landscapes and ecology,  increased r isk of drought,  f i re  and 

f loods,  heat  related i l lness and diseases among others .  Climate plays a significant role in the 

sustainability of livelihoods of pastoralists. Pastoralists in Africa particularly are nowadays facing bigger 

challenges of land accessibility and lack of integration into the socio-cultural life of home communities. Climate 

change will be an additional stressor that outstrips their current adjustments. A questionnaire survey of climate 

change impacts was conducted in central Nigeria on various pastoral groups in the rainy season and dry season 

of 2018. The results will be analyzed, and compared with the existing reports on other pastoral groups in Africa.   

 

The understanding of  vulnerabil i ty  of the pastoralis ts  wil l  help us understand the root  

causes of  violence and insecuri ty  that  are concealed in  the interaction between the 

environmental ,  socio-poli t ical  and economic factors.  The desire of a people or social  group 

to do things differently or do different  things al together is  a  function of  the knowledge of  

cl imate r isk available to them. More often inst i tut ions tend to plan for  people without 

adequate information about the people’s  knowledge and perception of the r isk they face.  The 

study aims to provide evidence for policy decision in  ameliorating socio-poli t ical  s i tuation,  

increase access to grazing resource stock,  to  mit igate cl imate change impact ,  support  

l ivelihoods development and a crucial  task to support  a  transit ion to a more sustainable  

society.  
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「クレシヤード」の ��� 年�

英領シエラレオネ植民地のアサイラム小史�

落合雄彦 

（龍谷大学） 
 

110 Years of “Crase Yard”  

A Short History of a Lunatic Asylum in the British Colony of Sierra Leone 

Takehiko Ochiai 

(Ryukoku University) 
 

 

シエラレオネは、1787 年、イギリスの奴隷貿易廃止論者が在英の黒人貧民のために建設した入

植地を起源とする英領植民地である。その後、アメリカやジャマイカなどの解放奴隷とその家族

が入植するようになり、さらに 19 世紀初頭に奴隷貿易禁止の法律がイギリス議会で成立し、や

がて同海軍による奴隷船拿捕がアフリカ西海岸で広範に展開されるようになると、シエラレオネ

は拿捕された奴隷船からのいわゆる「奪還奴隷」（recaptives）を上陸させる拠点となり、多く

の解放奴隷が同地に流入するようになった。そして、こうした元奴隷たちはシエラレオネ植民地

の中心地フリータウンに上陸後、その周辺に民族集団ごとの集落や村を形成していった。 

このようにシエラレオネは各地から来た元奴隷の入植地となったが、それがゆえに、天然痘や

赤痢といった様々な感染症が上陸者とともにもたらされ、猛威をふるうといった状況にしばしば

みまわれた。そこで、シエラレオネ植民地政府は、1817 年に奪還奴隷向けの病院をフリータウン

郊外のレスターに開設し、さらに 1820 年代に入ってフリータウン東部郊外のキッシーに同病院

を移した。 

その後 1851 年になると、シエラレオネ植民地政府は、キッシーの病院から治療可能な病人だ

けをフリータウンの別の施設に移した上で、キッシーに残された人々を、精神病者、難病患者、

天然痘患者という 3 つのカテゴリーに分け、各カテゴリー別に、精神病者アサイラム（Lunatic 

Asylum）、男性用難病病院（Male Incurable Hospital）、女性用難病病院（Female Incurable 

Hospital）、天然痘病院（Small-pox Hospital）という 4 つの施設を設けた。こうして誕生したの

が、英領アフリカ最古のアサイラムのひとつであるキッシー・アサイラム（Kissy Lunatic Asylum）

であり、同アサイラムは現地のクリオ語でしばしば「クレシヤード」（Crase Yard: 英語で“Place 

for Crazy People”の意）と呼ばれた。 

1947 年、キッシー・アサイラムはキッシー精神科病院（Kissy Mental Hospital）へと正式に改

称された。その入院患者数は、第 2 次世界大戦以後の 1948 年には 176 名、1949 年には 189 名、

1951 年には 191 名、そして 1954 年には 193 名にそれぞれ達している。もともとキッシー病院

の収容能力は 100 名程度とされていたため、戦後はその収容能力をはるかに超える過密状態が続

いたことになる。そして、シエラレオネが 1961 年にイギリスから独立したのちも、キッシーは

同国唯一の精神科病院として重要な役割を果たした。ちなみに、1991 年にシエラレオネで勃発し

た内戦では同病院施設は反政府勢力によって破壊されたものの、戦後になって大規模改修工事が

実施され、2006 年 12 月、キッシー病院はシエラレオネ精神科病院（Sierra Leone Psychiatric 

Hospital）として再出発を果たしている。 
本発表では、こうした英領シエラレオネ植民地における「クレシヤード」の、1851 年から 1961

年までの 110 年間の諸相を論じる。 
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腹の政治  
J.  -F. バイヤールの概念を再考する  

 
加茂省三（名城大学）  

 
The Politics of the Belly 

Rethinking the notions of Jean-François Bayart 
 

Shozo Kamo (Meijo University) 
 
ジャン＝フランソワ・バイヤールの著書、『アフリカにおける国家』（L’É tat  en Afrique）

がフランスで出版されてから今年で 30 年が経つ。30 年という年月を考慮すると、もうこの
作品は古典の領域に入ってきたということができるかもしれない。しかし、『アフリカにお

ける国家』を古典として分類するだけで終わりにしてよいのであろうか。  
確かに 30 年という歳月は、アフリカに大きな変化がもたらされた。『アフリカにおける

国家』は 2006 年に改訂版が出版されたが、そこには、1989 年出版の初版に対する批判の
一つともなった国際関係からの視点が弱いことを補うために、バイヤールの概念である「外

向性」（extraversion）を中心に組み立てられた 68 頁にも及ぶ「改訂版への序章」が付け加
えられ、グローバル化が進展していく中で、アフリカにおける国家とその外部世界との関

わりが改めて示されている。しかし、その改訂版では初版の内容には手が加えられていな

い。バイヤールの研究意欲は全く衰えるところがなく研究成果を次つぎに公表しているが、

2018 年にフランス・カルタラ社から出版された著書『アフリカにおける暴力と宗教』
（Violence et  rel igion en Afrique）の序章でも、政治的なるものの歴史性（historici té  du 
poli t ique）および、特に国家についての問題が自分の研究課題であり続けている旨が記さ
れている。つまり、『アフリカにおける国家』の初版の内容は過去のものではなく、バイヤ

ールにとっては依然として現役なのである。  
バイヤールは、『アフリカにおける国家』の中で、社会学、文化人類学、哲学、歴史学、

言語学、文学等から着想を得た様ざまな概念を駆使しながら、西欧的な国家観、つまり法

学的な視点からは描くことのできない、アフリカにおける国家を描こうとした。フーコー

の「統治性」（gouvernementali té）、ドゥルーズ・ガタリの「リゾーム」（rhizome）、ブロー
デルの「長期持続」（ longue durée）、グラムシの「受動的革命」、M. P.  コウエンの「複合
選択」（straddling）といったところが、バイヤールに影響を与えた概念の代表的なもので
あろう。その他にも、バランディエ、オジェ、ヴェーバー、ブルデュー、セルトー等の先

行研究から大きく影響を受けている。これらを踏まえてバイヤールは、「下からの政治的な

るもの」（ le  poli t ique par le bas）、「歴史性」、「外向性」、そして「腹の政治」（ la poli t ique 
du ventre）といったことを明らかにしてきた。  
「新家産主義」の論者であるジャン＝フランソワ・メダールが、教鞭を執っていたボル

ドー政治学院のアフリカ政治学の講義の中で、『アフリカにおける国家』を執筆するにあた

りバイヤールに最も影響を与えた研究者を受講者に問うたことがあった。受講者からはフ

ーコーやドゥルーズ、ブルデューやバランディエ等の名前が挙げられたが、メダールはセ

ルトーだと思う、と答えたのであった。実際のところはバイヤール本人にきく必要があろ

うが、『日常の創造』（L’ invention du quotidien）を代表作とする歴史学者セルトーの影響
が強いとは、バイヤールの著作の方向性を端的に示している見方と考えられるであろう。	  
本発表は、バイヤールの『アフリカにおける国家』における諸概念を改めて整理し、そ

の意義を再検討することを目的としたい。もちろん、そうしたバイヤールの見方に対して

様ざまな批判がなされたのは承知しており、バイヤールの礼賛の場とすることは全く考え

ていない。それでも、バイヤールの諸概念は多義に渡り裾野が広い。本発表はそうした諸

概念を再検討する機会の第一歩としたい。  
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西アフリカのフランスㄒබ用ㄒᅪㅖᅜのඣ❺文Ꮫ   
 

స品とస者たࡕのㄒり  

ᮧ田はるせ  
 

C h i l d r e n ’ s  l i t e r a t u r e  o f  F r e n c h - s p e e k i n g  We s t  A f r i c a    
f r o m  w o r k s  a n d  i n t e r v i e w s  t o  c r e a t o r s  

H a r u s e  M U R ATA  
 

サハラ以南アフリカのフランスㄒබ用ㄒᅪㅖᅜ出㌟のసᐙたࡕの多くは、自ᅜが

独立した 1 9 6 0 年以㝆も、ᅜ内よりもࡴしࢁᅜ外で文Ꮫస品を出∧してきた。この

地域に出自があるసᐙたࡕが 1 9 9 1 㹼 2 0 1 0 年の 2 0 年㛫に出∧したస品の⣙༙数

は、フランスから出∧されたとする資料もある ( D u c o u r n a u  2 0 1 7 : 9 3 )。సᐙたࡕが

アフリカの外とくにフランスでのㄆ▱と出∧を求めつ࡙けてきた理⏤は、アフリカ

に出∧社がない、あるいはあってもస品を広く流通させられない、アフリカにはㄞ

者がいない、といったものࡔと考えられる。ࡑの⤖果సᐙは、アフリカ人をㄞ者と

定して᭩いても、当のアフリカ人にはస品がᒆかないというジレンマをᢪえるこ

とになった。もとよりアフリカのフランスㄒබ用ㄒᅪㅖᅜで流通する本の大多数

は、᳜Ẹ地期以来使用されてきたフランスㄒで᭩かれ、ᑵᏛ経験のない人ࠎにはㄞ

うに高価であࡻࡌࡦことができない。しかしたとえㄞめても、㍺入された᭩物はࡴ

る。බ立ᅗ᭩㤋が定期的にࡑうした新ห᭩を購入するのもᅔ㞴であࢁう。ࡑのうえ

大㒔市以外にはᅗ᭩㤋や᭩店がないᅜは⌋しくない。  
࢛࣡ベナン、コートジࣦࡕれでも西アフリカのフランスㄒබ用ㄒᅪㅖᅜすなわࡑ

ール、ࢭネ࢞ルなどでは、1 9 9 0 年代以㝆にඣ❺᭩の出∧数がᚎࠎに増ຍしてきた。

2 0 1 8 年までにこの地域全体で⣙ 5 0 0 イトルが出されたとみられている（ベナンࢱ

の⦅㞟者への⪺き取り）。ࡑの多くはసの物ㄒや伝ᢎのヰ、ジュニア小ㄝであ

る。ඣ❺文Ꮫは、この地域発の文Ꮫの一⠊として、ㄞ者に直接ㄒりかける独自の

✺◚ཱྀをなんとか開いたといえるࢁࡔう。先㐍ᅜではとんど流通していないこれ

らの本は、この地域の出∧社がඹྠ出∧という᪉法でห行し、出∧社が流通もᢸっ

ている。  
報࿌者は 2 0 1 4 年から、こうしたస品のస者たࡕに⪺き取りをしてきた。本発

⾲では、 2 0 0 0 年代ึ頭以来、とりわけ多くのඣ❺᭩を出∧してきたベナンの出∧

社「アフリカの小ᕝ ( E d i t i o n s  R u i s s e a u x  d ’ A f r i q u e  :  E R A ) 」のస品に↔点をあ

て、స者たࡕがඣ❺᭩・ඣ❺文Ꮫ制సに見出している意味についてみる。ࡑのᚋ、

とくに伝ᢎのヰや伝統的価値ほを取り上ࡆたస品を㍈に、ࢭネ࢞ルやコートジࣦ

うしたものがస品にどう᭩かれているࡑ、ールのస品からもගを当てながら࢛࣡

か、᭩かれたものでは、現代社会を生きることと、伝えられてきた価値ほとのᦾり

合わせや、ᢡり合いがどうつけられているかをㄞみとる。  
 
D u c o u r n a u ,  C l a i r e  ( 2 0 1 7 ) L a  f a b r i q u e  d e s  c l a s s i q u e s  a f r i c a i n s  :  é c r i v a i n s  
d ’ A f r i q u e  s u b s a h a r i e n n e  f r a n c o p h o n e ,  P a r i s ,  C N R S  E d i t i o n s .  
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南アフリカに暮らすコンゴ出身難民女性の不安定な生計  

 

 

佐藤千鶴子（ジェトロ・アジア経済研究所）  

 
Precarious livelihood of Congolese female refugees in South Africa  

 

 

Chizuko Sato (Institute of Developing Economies) 

 
 
� アフリカの難民というと、難民キャンプで生活する人びとを思い浮かべる人が多いかも

しれないが、実際には世界全体で難民の半数以上は都市で生活する都市難民であるとされ

る。南アフリカは難民や庇護申請者をキャンプに収容しない政策を採用しているため、難

民も庇護申請者もほぼ全員が都市に住み、移民と似たような居住空間と就労環境で生活し

ている。難民認定を受けることができれば、南アフリカ人と同等の社会保障給付を受給す

ることができるものの、認定を待つ庇護申請者の間は手当は皆無であり、完全なる自活が

求められている。都市難民が受入国で直面している課題は、キャンプに住む難民とは大き

く異なっており、そういった受入国の都市での生活上のさまざまな課題を難民自身がどの

ように認識し、どのような創意工夫を重ね、対処を試みているのか、という問題について、

本報告では、南アフリカ最大の産業都市であるジョハネスバーグに暮らすコンゴ民主共和

国（以下、コンゴ）出身の難民女性に対するインタビュー調査で得られた知見をもとに考

えてみたい。  
� 本報告の下になったインタビュー調査は、2018 年にジョハネスバーグ市の移民集住地区

（ヨービル地区）において、同地区に事務所を持つ 2 つのアフリカ系移民・難民の当事者

団体の紹介を受け、コンゴ出身女性 35 人と同男性 10 人を対象に実施した。同地区は、1990
年代初頭に当時のザイールから南アフリカへの人の移住が始まった時から、ザイール人が

多く住むようになった場所である。今日でも住人の約半数が外国出身者であるとされ、外

国人の中では、コンゴ人とジンバブウェ人が多数を占めている。調査に協力してもらった

団体のうち一つは、移民・難民の権利向上のためのアドボカシーを主な活動内容としてい

る。もう一つは保育所を経営しながら、難民女性に対する職業訓練や子どもに対する課外

活動支援を行っている。  
� 報告では最初に、南アフリカの難民保護制度の特質について説明する。インタビューを

した女性たちの多く（35 人中 22 人）が「庇護申請受理証」保有者であり、5 人は「受理証」

の有効期限が切れたことによる「一時的な非正規滞在者」であったことから、難民認定を

待つ間に彼女たちが直面する困難とそれに対する対処策について紹介する。  
� その後、コンゴ人女性による生計活動の内容について述べる。法律により就労の権利が

認められているとはいえ、実際にフルタイムで仕事をしていた女性はわずか 2 人であった。

対して、半数近くの女性が何らかの商売（ビジネス）をしていると答えており、その内容

としては古着や野菜、揚げパンと茶などを売る露天商、公設市場での食品販売、ヘアサロ

ンや自宅での髪結い、洋服の仕立てといった零細ビジネスが多かった。これらは、そもそ

も彼女たちが南アフリカに来る前にコンゴでやっていた生計活動と基本的には一緒であっ

た。他方で、コンゴで看護師として働いていた女性たちは、南アフリカで看護協会への登

録ができずに資格を生かした職業に就くことができないでいた。また、女性たちの中には、

失業中だったり、彼女たちが「ピース・ジョブ」と呼ぶ洗濯やアイロンがけ、掃除などの

家事労働を日雇いで行って日給を受けとって暮らしている人もいたが、それでは日々の生

活費を賄うのは難しい。商売と日雇い仕事の掛け持ちや、住居費と交通費の可能な限りで

の節約などが行われているが、どうやって家賃を支払っているのかがインタビューではわ

からないケースも多数あった。彼女たちはそんな自分たちの生活を「神のご加護により」

生きながらえているものと称した。  

�
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ᇙⴿ地㑅ᢥからぢるスワࣄリ農村࣎ンデイዪᛶの⨨࡙け  
 
 

㧘村⨾也子（༡ᒣ大学）  
 

Position of Bondei Woman in Swahili village  
According to the Choice of Burial Place 

 

TAKAMURA Miyako (Nanzan University) 
 

タンザニアᮾ㒊にᒃ住する農⪔民࣎ンデイのዪᛶのᇙⴿ地の㑅ᢥから、ᙼዪらの♫

的⨨࡙けについて考ᐹする。  
∗⣔♫である࣎ンデイのⴿの័⩦として、その࣎ンデイの∗のඖでㄌ⏕した子ども

たちは、その∗と∗方のඛ♽が╀るᅵ地にᇙⴿされることがᇶ本となっている。これまで

のぶ᪘◊✲でᑐ㇟とされてきたのは、⏕きているேࠎである。ዪᛶが፧ጻ㛵ಀを結び、፧

ጻඛに⛣ືすることでዪᛶの所ᒓの⛣ືは終していた。しかし、࣎ンデイのዪᛶは、死

後の⛣ືで一ேのே⏕が成されることがわかった。፧ጻで実家を出たፉは、死亡したሙ

合のち、፧ጻඛのᅵ地にᇙⴿされるのではなく、㑇యは⏕物学ୖの∗のඖにᡠり、∗方の

ඛ♽が╀るᅵ地にᇙⴿされるのである。࣎ンデイ♫には、ፉを፧ጻᮇ間のみ፧ጻඛに

えるが、∗ぶの意識には、ፉの死後は家᪘のもとにࠕ㏉してもらう 、ࠖまたは、ፉは⮬分の

死後、実∗のもとにࠕᖐるࠖという意ᛮをᣢっている。方、፧ጻඛにᒃ住するፉの୧ぶ

およびᘵጜጒが᪤に⏺し、㌟近なぶ᪘が∗方の実家に存在せず、ୟつ、実家が㐲方の

ሙ合、፧ጻ中にᒃ住していたሙ所の近くのキリストᩍのඹ同地にᇙⴿされるሙ合はある

が、፧ጻඛのኵのᅵ地にᇙⴿされることは⛥である。ኵのᅵ地にᇙⴿされるのは、ኵと実

∗家᪘からのチྍを得たሙ合のみである。  
ンデイዪᛶの∗方地でのᇙⴿに㛵する≉ᚩは࣎ 3 点ある。ձ፧ጻ㛵ಀを結び、፧ጻඛ

で 40 年間௨ୖ፧ጻ⏕άを⥆けても、死後は⏕物学ୖの∗方のᅵ地でᇙⴿすることを望み、

፧ጻඛでᇙⴿされることを望まない。ղ፧ጻ㛵ಀを結ࡪことなくシングル࣐ザーで子ども

を養育したዪᛶのሙ合、∗方の実家が死後のᒃሙ所となる。ճ若くして病Ẽなどで⏺し

てしまったዪᛶの死後のᒃሙ所は∗方の実家がᒃሙ所となる。ᙼዪたちが死後の世⏺を考

えるとき、⮬分を育ててくれた⏕物学ୖの୧ぶと∗たち（ࢪ࢜）を回し、⮬分の死後、

ᙼらとඹにᖹにኳ国でᬽらしているീをしている。また、⾑⦕㛵ಀのある子Ꮮがに

訪れてくれば、⮬分をᑛんでくれるとㄒり、ࠕ⾑ࠖの㛵ಀを㔜どしている。  
農⪔民♫には、∗⣔⾑⦕㞟ᅋ組⧊をᣢっている ࢻワーࢻ࢚) 1968、⡿ᒣ 1990)点がある。

しかし、ዪᛶが፧ጻ㛵ಀを結べば所ᒓඛが፧ጻඛに⛣ືすることが前ᥦである。死後の࣎

ンデイዪᛶの所ᒓඛの⛣ືには、፧ጻ㛵ಀを長年結んでもࠕ家᪘ࠖとしてㄆめられないと

いうዪᛶの♫的⨨࡙けが⾲れていると考えられる。  
 

⾲ .C Ặ᪘(タン࢞州  ム࣊ザ県(M)村)の地  

 ᇶ数  
（⥲計 54） 

᐀ᩍ  
≉ᚩ  

キリストᩍ  イスラーム  
M 家（長⏨子Ꮮ） 24 19 4 ⾑᪘のみ  

K 家（分家）  21 10 11 ⾑᪘のみ  
その分家  9 0 9 ⾑᪘のみ  

㸨54 のの内、᎑いできた᎑のは一ᇶもない。  
ཧ考ᩥ⊩  
ࢻワーࢻ࢚ .㹆・ウンター ,1968,ࠗ“月のᒣ”のᙼ方 アフリカ一ኵ多ጔのグ㘓࠘ ,ᐑᕝ᭩ᡣ .  
クローࢻ・レࣦ=ストロースࠗぶ᪘のᇶ本ᵓ造࠘ ,⚟⨾（ヂ） ,㟷ᘪ♫  
⡿ᒣಇ┤ ,1990,ࠗアフリカ農⪔民の世⏺ほ࠘ ,ᘯᩥᇽ .  
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スクールマネジメントを担う子どもたち  

―タンザニア、キゴマ州における M 小学校を事例に―  

 

髙村（井上）満衣（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Children who are Responsible for School Management 

: A Case Study on M Primary School of Kigoma Reigion,Tanzania 

 

TAKAMURA(INOUE)Mai (Kyoto University) 

 
アフリカ諸国において、学校・学級運営についての議論は、これまでに多くなされてい

るが、それらは主として行政、教師や保護者といった大人の関わり方に限られている。タ

ンザニアでは、地域や教師を取り巻く環境に注目した「学校文化（School  Culture）」が論

じられ、教師による学校運営の改善について研究がされている（Niek,  2011）。このように

アフリカにおける教育は、大人の視点から論じられることが多く、子どもたちの視点から

語られることが少ないため、子どもたちの実態が明らかになっていない。学校・学級運営

（以下、スクールマネジメント）についても例外ではなく、子どもたちに焦点を当てた研

究は少ない。報告者は行なったフィールド調査において、教師不在時、子どもたちがスク

ールマネジメントを担う姿が観察された。本発表では、学校において教師ではなく、子ど

もたちがスクールマネジメントにどのように関わっているのか明らかにすることを目的と

する。  
� 報告者は、タンザニア西部に位置するキゴマ州 M 地区の M 小学校を対象に、2016 年 10
月～12 月、2017 年 3 月～7 月の間、調査を行った。2016 年度の M 小学校の全校児童数は、

745 人の大規模校であり、教師は 23 人在籍していた。調査期間中は M 小学校に通い、2016
年は小学 5 年生、2017 年は持ち上がりの小学 6 年生を中心に参与観察を行った。調査対象

の子どもたちは、小学 5 年生時には 104 人（男子 49 人、女子 55 人）、小学 6 年生時には転

校生が加わり 107 人（男子 52 人、女子 56 人）の一クラスであった。タンザニアの初等教

育は 7 年制をとっている。小学４年生で進級試験、小学 7 年生で卒業試験が行われる。進

級試験に落ちると、留年することになるが、その他の学年での留年は認められていない。

しかし、実際は学力不足への懸念や家庭の経済状況を考慮し、保護者や教師が意図的に子

どもたちを 4 年生以外でも留年されていることが確認された。そのため、一クラスは異年

齢集団になっている。  
� 調査の結果、以下 2 点の制度が観察された。①学校代表集団である「ヴィオンゴージ

（Viongozi）」。彼らは、小学 3 年生から 7 年生までの子どもが立候補し、教師によって任

命され、教師の仕事を補佐し、教師不在時には権威的な教師像を「再生産」していた。ま

た、教師の意向はヴィオンゴージを通じて子どもたちへ伝えられ、子どもたちは、それに

従順する。②学級代表である「モニター（Monita:男子が担当）、モニタレス（Monita les:
女子が担当）」。彼／彼女はクラスメイトから推薦され、投票により決定され、子どもの意

向を教師に伝える。彼らは教室の雑用を行ない、また教室内で静寂を保つようにクラスメ

イトたちを監視する。同時に、教師が授業時間にきちんと授業をしているかを記録し、校

長に報告をする。このように、モニター／モニタレスは教師と子どもの双方を監視する役

割を担っていた。以上、教師だけでなく、子どもたちもスクールマネジメントにおいて重

要な役割を担い、制度化されていることが明らかとなった。  
 

【参考文献】  
Niek Van Der  Steen ．2011.  School improvement in  Tanzania:  school cu lture and the 
management of  change .  Diss.  Inst i tute  of Educat ion,  Universi ty o f London 
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マラウイの農村部における児童の進級阻害要因  

～留年・転校・退学に着目して～  

谷口� 京子（名古屋大学・日本学術振興会特別研究員）  

 
 Factor Obstructing Student Grade Promotion in Rural Malawi 

Focusing on Grade Repetition, Transfer and Dropout  

 

Kyoko Taniguchi  (Nagoya University, JSPS Research Fellow) 

 
多くの開発途上国において、初等教育の修了率の向上が大きな課題である。初等教育の修

了率が低い要因として、留年や転校、退学が挙げられる。  
本研究の対象国であるマラウイの初等教育修了率は、52%であり、初等教育へ入学した児

童の約半分しか初等教育を修了していない (MoEST, 2014)。一方、留年率は 19.1%、退学率

は 14.6%と非常に高い(MoEST, 2014)。転校は、教育省の統計によると、3.6%と低い割合

であったが、Taniguchi(2017)では、約 15％と非常に高かった。よって、本研究は、マラウ

イの農村部において、児童の留年・転校・退学の実態を明らかにし、進級と比較して、留年、

転校、退学には、どのような要因が影響しているのかを実証的に検証した。  
調査対象地域は、マラウイのドウワ県、ムジンバ県、ンカタベイ県の 3 県であった。この

3 県は主要民族が全て異なっている。また、初等教育修了試験の合格率が異なっている。研

究の対象は、公立小学校 28 校(ドウワ県 10 校、ムジンバ県 10 校、ンカタベイ県 8 校 )にお

ける 5 年生と 7 年生であった。現地調査は、2016 年 9 月～11 月 (第一次調査 )と 2017 年 9
月～11 月 (第二次調査 )に実施した。第一次調査から第二次調査までの 1 年間に留年、転校、

退学する児童を追った。第一次調査では、5 年生 2091 名、7 年生 1547 名に学力試験と質問

紙調査を実施した。第二次調査では、これらの児童が進級、留年、転校、退学したかどうか

について追跡した。結果、5 年生では、進級 1115 名(53.7%)、留年 562 名 (27.1%)、転校 319
名(15.4%)、退学 81 名 (3 .9%)、その他 14 名 (4 年生へ留年 2 名、死亡 1 名、不明 11 名 )、7
年生では、進級 792 名 (51.7%)、留年 331 名(21.6%)、転校 288 名(18.8%)、退学 121 名 (7 .9%)、
その他 15 名 (中等学校へ進学 4 名、6 年生へ留年 3 名、死亡 2 名、不明 6 名)であった。学

力テストと質問紙調査から、変数を作成し、不変変数と可変変数に分類した。可変変数は、

更に、個人要因変数、家族要因変数、教室要因変数に分類した。分析は、多項ロジステック

回帰分析を用い、進級を基準とした。分析モデルは、4 つ作成し、モデル 1 は不変変数のみ、

モデル 2 は不変変数と可変変数の個人要因と、モデル 3 は不変変数と可変変数の個人・家族

要因、モデル 4 は不変変数と可変変数の個人・家族・教室要因とした。  
本稿には、モデル 4 の最終結果を示す。5 年生において、留年の要因は、公用語以外の言

語を家庭で話している、学力が低い、教育願望が低い、他の児童との関係が悪い、病気療養

中の人が家庭にいる、補習授業に参加していることであり、転校の要因は、転校回数が多い、

公用語以外の言語を家庭で話している、学力が低いことであり、退学の要因は、小学校入学

時の年齢が高い、転校回数が多いことであった。一方、7 年生では、留年の要因は、小学校

入学時の年齢が高い、公用語以外の言語を家庭で使用している、学力が低い、留年回数が多

い、嫌がらせを受けたことが多いことであり、転校の要因は、転校回数が多い、学力が低い、

保護者と暮らしていない、病気療養中の人が家庭にいることであり、退学の要因は、小学校

入学時の年齢が高い、転校回数が多い、学力が低い、留年回数が多いことであった。本研究

の結果は、マラウイの初等教育の修了率の向上に貢献することができるであろう。  
Malawi Ministry o f Education Science and Technology (MoEST).  (2014) .  Educational 

Management Information System (EMIS).  Educational Statist ics 2013.  Li longwe: MoEST.  
Taniguchi,  K.  (2017) .  Determinants of Student Mobil i ty in Pr imary School in Rural  Malawi :  

An Event His tory Analysis.  World Journal  of Education,  7(2),  19 -30.   
�
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ケニアのึ中等ᩍ⫱・カリ࢟ュラムᨵ㠉の内容と㐍ᤖ状ἣ 

 

 

⃝ᮧಙⱥ（大㜰大Ꮫ） 

 

 
The  Progres s  o f  Curr icu lum Reforms  in  Kenyan Pr imary  and Secondary  Educat ion  

N o b u h i de  Sa w a m ur a  ( Os a k a  U n i v e r s i t y )  
 

本発⾲では、ケニアにおけるึ等・中等ᩍ⫱のカリ࢟ュラムᨵ㠉の内容と㐍ᤖ状ἣ、課

題等について報࿌する。  
このカリ࢟ュラムᨵ㠉は、ᚑ来の▱識೫㔜、試験中心であったᩍ⫱に対する反┬から、

Ꮫ⩦者中心、活動に基♏を⨨いた、コンࣆテンス基┙ᆺカリ࢟ュラム（Competence-Based 
Curr iculum: CBC）とするとこࢁに特ᚩがある。ケニアカリ࢟ュラム開発◊✲所（Kenya 
Inst i tute of  Curr iculum Development:  KICD）が 2017 年に発⾲したࠗ基♏ᩍ⫱カリ࢟ュラ

ムᯟ組み（Basic Education Curriculum Framework）࠘ によれば、ᅇのᨵ㠉のミッシࣙン

は、「ྛᏛ⩦者の࣏テンシャルをᾰ㣴（nurture）する」とされ、「ㄡࡦとり基♏ᩍ⫱ಟ時

にⴠ➨者（fai lure）と呼ばれないことをಖドする」とグされている。  
制ᗘとしては、ᚑ来の 8-4-4 制（1985 年にࡑれまでの 7-4-2-3 制から変᭦）から 6-3-3

制への変᭦である。2 年㛫のᑵᏛ๓（Pre-Primary）ᩍ⫱にጞまり、ୗ⣭ึ等ᩍ⫱（Lower 
Primary）3 年、上⣭ึ等ᩍ⫱（Upper Primary）3 年、๓期中等ᩍ⫱（Junior School）3 年、

ᚋ期中等ᩍ⫱（Senior  School）3 年とするィ⏬である。たࡔし、ᨵ㠉ᚋの๓期中等ᩍ⫱の

➨ 3 Ꮫ年を現在のึ等Ꮫᰯにタするのか、あるいは中等Ꮫᰯにするのかは、いまࡔ定ま

っていない。さらに、ᚋ期中等ᩍ⫱では、3 つのコース（Pathway）、すなわࡕⱁ⾡・ス࣏

ーࢶ⣔（Arts & Sports）、社会⛉Ꮫ⣔（Social  Sciences）、理工Ꮫ⣔（STEM）に分け、高

等ᩍ⫱との接⥆を意識し、ࡑれࡒれのᏛ⩦者の合を 15㸣、25㸣、60㸣とすることまで規

定している。  
現在の㐍ᤖ状ἣは、2018 年 1 ᭶から、まࡎᑵᏛ๓ 1㹼2 年（PP 1 & 2）およびୗ⣭ึ等 1

㹼3 年（Grade 1㹼3）で開ጞされている。ࡑのᚋ、2019 年に上⣭ึ等 4㹼6 年および๓期中

等 1 年（現在のึ等 7 年）、2020 年に๓期中等 2 年、2021 年にྠ 3 年、2022 年にᚋ期中等

1 年、2023 年にྠ 2 年、2024 年にྠ 3 年にᑟ入され、する見㎸みである。たࡔし、ึ

等ᩍ⫱ẁ㝵では必ࡎしも年次㐍行しておら2018、ࡎ 年のึ等Ꮫᰯ 3 年生は、1㹼2 年次には

ᪧカリ࢟ュラムでᏛ⩦しているなど、理ゎしにくい㠃もある。  
このようなᩍ⫱制ᗘの変᭦にຍえ、ᩍ⛉内容も「活動」を基┙とするものにᨵゞされて

いる。ึ等ᩍ⫱の主要⛉目（8 年ಟ時の KCPE 受験⛉目）は、ⱥㄒ、ス࣡ࣄリㄒ、数Ꮫ、

⛉Ꮫ、社会・᐀ᩍの 5 ᩍ⛉であるが（KCPE 自体は、現 4 年生が受験する 2022 年までは⥅

⥆される）、すでに新カリ࢟ュラムがᑟ入されているୗ⣭ึ等Ꮫᰯでは、ᩍ⛉のྡ⛠、分㢮

が次のようになっている。すわなࡕ、リテラシー活動（Literacy Activit ies）、ス࣡ࣄリㄒ活

動（ Kiswahil i  Activit ies ）、ⱥㄒ活動（ English Activit ies ）、数Ꮫ活動（ Mathematics  
Activit ies）、⎔ቃ活動（Environmental  Activit ies）、⾨生・ᰤ㣴活動（Hygiene and Nutr i t ion 
Activit ies）、᐀ᩍᩍ⫱活動（Religious Education Activit ies）、運動・స活動（Movement 
and Creative Activit ies）である。᭱ᚋの運動・స活動は、ᩍ⛉で᭱大の㐌 8 時限（全 36
時限のうࡕ）と定められているのも特ᚩ的である。  

して、Ꮫ⩦者を評価する᪉法として、試験の代わりにᑟ入されるのが、ᩍဨによるᖹࡑ

ᖖ点評価（Continuous Assessment）である。このような評価᪉法により、生ᚐのᏛ⩦到達

ᗘをබṇに評価できるかは、ㄡしもが問を持つことかもしれない。ࡑのの点としては、

ICT がすての㡿域におけるᏛ⩦ࢶールであることが上グ「ᯟ組み」の中で᫂グされ、ᩍᮦ

のࢹジࢱル化を㐍行させようとしていることがᣲࡆられる。  
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汎用性のある研修アプローチ  
ルワンダ草の根・算数教員の指導力向上プロジェクト  

廣瀬桂子（NPO法人ルワンダの教育を考える会）  

 
Versatile Approach to Training: 

JICA Grassroot Project to Strengthen Primary School Math Teachers ’  
Teaching Abilities in Rwanda  

 
Keiko HIROSE （NPO: Think about Education in Rwanda）  
 

ルワンダの初等教育の就学率は 97.7％（ルワンダ教育省 2016）に達したが、卒業率は 65.2％
に留まり、教員の指導力など教育の質に課題が残る。「 IT 立国」を目指すルワンダにとって、
特に理数科教育の向上は重要課題である。ルワンダに対し、近年、JICA は中等理数科教育
強化や教員研修の基盤を校内現職教員研修とするアプローチをとってきた。しかしながら、

カスケード式研修では、下位レベルの学校まで研修内容が届きにくく、現場の課題解決に

つながる適切な内容ではないこともある。また、校内教員研修経験のない現場では、実際

に何をしてよいかの分からず、校内研修を実施していない学校が多かった（発表者のキガ

リ校外での調査から）。  
発表者は、算数教育コンサルタントとして NPO 法人「ルワンダの教育を考える会」が実施
する「キミロンコ地区（キガリ市）算数教員の指導能力向上プロジェクト（JICA 草の根・
支援型、2016 年 11 月－2019 年 1 月実施）」に携わってきた。「草の根プロジェクト」は、
文字通り、草の根レベルのきめ細やかな協力を行うもので、大きなプロジェクトの活動が

届きにくい現場での活動も期待されている。本プロジェクトは、そうした現場での観察や

活動から算数以外の教科にも通用する現場のニーズに合う汎用性のある研修モデルの開発

に努めた。  
本発表では、ターゲット校での教員観察から明らかになった問題点を示すとともに、開発

したアプローチの事例を紹介する。  
 
事例 誤答分析  
ターゲット校の算数教員の授業や算数の問題の解き方、テスト実施後の処理方法などから、

教員の論理性に問題が感じられ、その対策として、プロジェクトでは研修に、教員による

誤答分析を導入した。分析の手順をパターン化したことで作業の流れがはっきりしており、

分析の経験がない教員も作業の流れについて行くことが出来た。また、誤答に焦点を当て

ることで、教員は同僚との共同作業を楽しむことが出来た。地区の教育行政官にも、この

方法は高く評価された。この背景には、ルワンダの教員がこれまでテスト実施後、テスト

の得点のみを取り上げ、生徒の答案、特に誤答に注目して問題解決をするといった処理を

していなかったことに気付いたことがある。調査では、研修後に他教科への応用、会合で

の議論や個人の問題の解決にもこの分析方法を応用しているとの回答があった。教員の授

業にも変化が出ている。  
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Linking formal education to decent work in the rural area of Madagascar 
an investigation of  the aspiration and the decision process of secondary school 

students 
Fanantenana Rianasoa Andriariniaina (Osaka University) 

 
This study aims at  investigat ing the way Malagasy rural  secondary school students  plan 
the ir  transit ion from formal  education to  employment .  School to  work transit ion is  defined 
as the  part icular ly long and peri lous route from schooling to  employment.  I t  is  known as a  
single but complex process that  involves a  range of  issues inc luding school ,  training,  wages,  
labor market and  employment.  However,  recent s tudies,  especia lly quanti ta t ive  ones seem to 
address this "process" in  a  more sta t ic  way.  I t is  of ten s impli fied using the number  of years 
since graduation,  the f irs t  meaningful job,  or  the average durat ion of transit ion as  
ind icators .  On the pol i t i cal  and economic level ,  the adequacy of vocational or  academic 
education in contras t  wi th the ir  return on investment has been a t  the  center  of debates since  
the  1960s af ter  the independence  of many Afr ican countr ies.  Neverthe less,  tackling such 
complex phenomenon as transit ion to  work needs more attention to  details .  In this s tudy,  the 
focus is  put on the  asp ira tion and the decision process  of the part icipants  to  understand  how 
they move from formal education to  work.  
Millennium Development Goal (MDG) 2,  "achieve Universa l  Primary Education (UPE)",  
brought tremendous advances in educat ion access across  the  globe,  especially in the 
sub-Saharan Afr ican region.  Madagascar, desp ite  not having fully achieved UPE, is  amo ng 
those countr ies  where a neat  evolut ion could  be observed in  enrol lment  at  the pr imary level .  
Although far  in ferior  to  enrol lment  at  pr imary school,  compared  to  ten years ago,  secondary 
school level  also shows better  enrollment .  However,  this improvement of  access came wi th 
a pr ice,  a  high number  of  dropout and the  deter ioration of education qua li ty.  Under the new 
Sustainable Development  Goal  (SDG) 4 ,  "Ensure inclusive and  equi tab le quali ty education 
and promote l i fe long learning opportuni t ies for  al l" ,  quali ty is  chal lenged along a clear  
statement on the  l ink to  employment  through ski l ls ,  decent work,  entrepreneurship,  stated 
among the ten targets of the goal.  In 2017, the  Malagasy government ,  through three  
ministr ies in charge of education,  training and employment,  committed  to SDG 4,  through 
the  establi shment of a  new Educat ion Sector  P lan.  Among the  changes brought by this new 
pol icy,  the  l ink between education and employment is  highlighted.  Most s tudies on thi s  
field ,  especia lly in the Malagasy context ,  work sole ly on the policy level .  This study tr ies  
to  inves tigate the transit ion to  work from the  perspect ive of  the chi ldren.   
A fieldwork was conducted in March 2018 for  a total  period of  four  weeks in  the rural  a rea 
of Madagascar.  A total  of 213 students from one vocational and technical  upper  secondary 
school and  one  general  upper  secondary school were given questionna ires  wi th mostly  
open-ended questions.  The students were asked to look back at  the ir  experience to see  how 
their  aspiration changed  over  t ime,  then asked  to  look into the future to  ref lect  on the 
ci rcumstances and decision they wil l  make.  The data was analyzed using thematic  analysis.   
Pre liminary findings suggest  that  the  majori ty of the children decide themselves about the ir  
future based the ir  preference,  somet imes with some he lp from their  parents  and very l i t t le  
help from the teachers.  Apar t  from their  own good,  their  decis ions  are based on their  
wil l ingness to  help  socie ty.  Some of them decide their  future based on obligations.  
Never theless ,  a  large proportion of the children are s t i l l  unsure about their  future.  The 
inadequacy between the i r  choice for  the future ,  their  academic abi l i ty and the  t rack they 
chose are among the  di ff icul ty they encounter.  Moreover,  even i f  they succeed at  the ir  
baccalaureate,  they are  concerned  about   the d ifficulty to  leave the  rural  area for higher  
education and work due to  the  lack of  means.  
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㌟体的「Ḟᦆ」への制ᗘ的意味࡙けの変㑄  
ⱥ㡿ࢱン࢞ニーカおよびࢱンࢨニア大㝣㒊の「㞀ᐖ者」の事例から  

௰ᑿ ㈗ᜨ（ᅜ立Ẹ᪘Ꮫ༤物㤋）  
 

A Change of social meaning of “impaired” body 
A case study of “the disabled people” in British Tanganyika and Tanzania 

Mainland 
Yukie NAKAO (National Museum of Ethnology) 

 
日のࢱンࢨニア㐃合ඹᅜでは、“disabil i ty”、あるいはࡑのス࣡ࣄリㄒヂㄒとしての  

“ulemavu”という「カテࢦリー」ないし「ㄒ」ないし「ᴫᛕ」は、少なくともබ的ゝㄝ✵㛫

においては広く普及している。とこࢁが、このカテࢦリー̺ㄒ̺ᴫᛕがいかなるṔྐ的経

⦋の中でᙧ成されてきたのかについては༑分に᫂らかにされてこなかった。  
日、ୡ⏺中で広く用いられている  “disabil i ty”（かに“handicap”や  “ impairments”等

のㄒが用いられることもある。以ୗでは「㞀ᐖ」とヂす）のᵓ⠏性については、㞀ᐖᏛㄌ

生ᚋ、特に欧米社会についての政治Ꮫ的・社会Ꮫ的・ṔྐᏛ的アࣉローチを᥇る㞀ᐖ◊✲

によって᫂らかにされてきた（例えばスティケール 2005=1999）。このほ点を㋃まえてアフ

リカ地域（のしばしば小規模社会）においてほᐹされる事㇟にὀ目した人㢮Ꮫ的◊✲から

は、「㞀ᐖ」というᴫᛕが西ὒ⏤来であることや、ࡑれとは␗なるᙧとして現地でほᐹされ

る「ローカルなࠑ㞀ᐖࠒᯟ組み」についての報࿌がなされてきた（Devlieger  2006; Ingstad  
and Whyte 2007 など）。しかしながら、「㞀ᐖ」が西ὒ⏤来ࡔとして、ල体的にいかなるṔ

ྐ的経⦋を経て、日のようなᙧで現地社会で受容されるに至ったのか、あるいは、「ロー

カルなࠑ㞀ᐖࠒᯟ組み」として日ゝ及されるような、ᅜ㝿社会的「㞀ᐖ」ᴫᛕからの㐓

⬺としてᤊえられるようなᴫᛕ的ᕪ␗があるならば、ࡑれはල体的にどのようなṔྐ的経

⦋の中で生ࡌてきたのか（あるいはಖ存されてきたのか）といった課題については、経験

的᥈✲のవ地はまࡔ大きくṧされている。  
本発⾲では、ࢱンࢨニア大㝣㒊におけるබ的制ᗘないしサービスの内容のṔྐ的変㑄に

着目し、ᅄ⫥上に㢧在的「Ḟᦆ」や「変ᙧ」がㄆめられる㌟体、ࡑしてࡑのような㌟体を

もつ人ࠎが、いかに社会的に意味࡙けられてきたかを報࿌する。事例の㑅定理⏤は、報࿌

者のこれまでの◊✲対㇟が、ࢲルエスサラームの日ᖖ的ୡ⏺でᆺ的に「࣡レマࣦ

walemavu」と⛠される人ࠎ、つまりᅄ⫥にḞᦆや変ᙧがあり、⿵ຓჾලなしではしばしば

⛣動に㞀ᐖをもつ人ࠎであるためである。  
1981 年のᅜ㝿㞀ᐖ者年は、࿘▱のとおり㞀ᐖ者の人ᶒ・⚟♴へのᅜ㝿的ὀ目の高まりを

Ṕྐに้んࡔ。これ以㝆の時代についての㞀ᐖ関㐃資料へのアクࢭスは比較的容᫆であり、

先行◊✲もある。ࡑこで本発⾲は、先行◊✲ではさどὀ目されてこなかったものの、ᅄ

⫥のḞᦆ・変ᙧの社会的意味けが大きく㌿した㔜要な時期として、➨次大戦ᚋから

1960 年代までをあつかう。「㞀ᐖ」は、大戦期まではⱥᖇᅜ行政ୗにある㌷人への⿵ൾᯟ組

みにおけるᣦᶆの意味合いがᙉかったが、᐀主ᅜの㞀ᐖ者⚟♴にかんする社会変化、さら

に在ࢱン࢞ニーカ・࢟リストᩍ⣔組⧊の活動によって、1950 年代以㝆はᅄ⫥Ḟᦆ者はリハ

ビリテーシࣙンやᩍ⫱の対㇟へと変化していった。これらは、1960 年代以㝆の当事者組⧊

ᙧ成にもつながっていく。  
 
Devl ieger,  P.  2006.  “Exper ience of  Disabi l i ty :  Sub-Saharan Afr ica” ,  693-6 ,  G.  Albrecht  (ed)  ,  

Encyclopedia  o f  Disabi l i ty .  SAGE Publ ica t ion .  
Ingstad ,  W. ,  and S.  Whyte  (eds) .  2007.  Disabi l i ty  in  Local  and Global  Worlds .  Univers i ty  of  

Cal i forn ia  Press .  
スティケール㸪H-J.（田ගᫀヂ）.  2005=2010.  「㞀ᐖのある㌟体の新しいᤊえ᪉」,  327-49,  A.  コ

ルバン・J-J .  クルティーࢾ・G. ࣦィ࢞レロ┘ಟࠗ㌟体のṔྐ I I࠘⸨原᭩店 .  
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脳性麻痺児への排泄介助の工夫  

ケニアの障害者支援施設の事例から  

 

善積実希（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科／日本学術振興会）  

 
Caregiving to Children with Cerebral Palsy  through Potty Training 

Case Studies of  an Organization Supporting  Children with Disabilities in Kenya 

 

Miki Yoshizumi 

(Graduate School of  Asian and African Area Studies, Kyoto University/  JSPS ) 

 
日常生活動作において排泄動作に問題を抱える脳性麻痺児（以下、CP 児）は多く（山川

ほか，1993）、その介助をおこなう家族も、特に排便介助で苦労を抱えるといわれている（長

谷川，1993）。介助者が苦労を感じやすい介助動作に着目した研究は、介助者の負担軽減と

CP 児の日常生活におけるストレス軽減を目指した改善策を考えるにあたって一助になるも

のと考えられる（長谷川，1993）。そこで本発表では、CP 児の排泄介助の場面におけるケ

アの様相について着目する。  
発表者は、2018 年の 7 月から 9 月にかけて、ケニア共和国サンブル県にある障害をもつ

子どもを支援する施設でフィールドワークをおこなった。調査手法はインタビューと参与

観察である。具体的には、発表者自身が子どものケアに携わりながら、介助現場における

ケアの様相を、特に子ども同士や子どもと介助者（以下、スタッフ）の社会関係に焦点を

あてて調査した。本発表では、特にスタッフが CP 児におこなう排泄介助に着目し、介助者

の視点から介助する上での工夫について考察することを目的とする。本調査からは以下の

三点が明らかになった。  
一点目は、スタッフが CP 児の介助に必要な道具を製作したことである。施設は海外から

資金や物資の支援を受けている。しかし、障害をもつ子どもに対して十分なケアをするた

めには多くの課題があったため、CP 児が必要とするオムツとおまるを入手できずにいた。

また、調査当時は雨季であったことから洗濯物を乾かすための時間が長くかかり、着替え

に間に合わないこともあった。スタッフは CP 児が排泄を終えるたびに洗濯と着替えをおこ

なっており、スタッフが抱える負担は大きかった。そこでスタッフは、施設にあった木製

のいすをおまるへとリノベーションする工夫をした。二点目にスタッフは、新しく作った

おまるを使って CP 児の排泄介助をし、彼らの反応をみながらおまるを改良した。この背景

には、日頃からスタッフが CP 児の障害の程度や行動を詳細に観察していたという事実があ

る。スタッフは介助に関する知識や技術習得の講習を受けたことはないが、個々の CP 児の

特徴をよく理解していた。排泄前にみせる CP 児の反応や、彼らの排泄パターンを把握して

いるスタッフは、その知識を活かしながら各 CP 児の排泄介助をおこなっていた。三点目は、

導入したおまるの継続使用をとおして、CP 児がその使用に慣れ、自ら排泄の意思を示すよ

うになったことである。スタッフは、こうした CP 児の排泄のサインを読み取っていた。  
以上から、スタッフは個々の CP 児の状態をよく理解し、工夫をこらして排泄介助を実践

していることが明らかになった。理学療法の観点から排便介助の指導法を提案している山

川ら（1993）は、CP 児による便意のサインを読み取ることをとおして介助者の負担を少な

くすることの重要性を論じている。本調査が明らかにしたスタッフの創意工夫によるケア

の実践の質は、理学療法の観点からも評価できるとおもわれる。  
 
長谷川弘一 (1993)「脳性麻痺児の生活指導―食事と排便を中心に」『理学療法ジャーナル』

27(3):  174-176 
山川友康・新井睦美・馬場先俊仁・森知子 (1993)「脳性麻痺児の排便指導」『理学療法ジャ

ーナル』27(12):  815-821 
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蒸留酒と鱗翅目幼虫の経済的ポテンシャル  

コンゴ民主共和国熱帯林における地域特産品の商品化と流通をめぐって  

 

山口亮太（日本学術振興会）・松浦直毅（静岡県立大学）  

 
Economic Potential of Local liquors and Edible Caterpillars 

Commercialization and Distribution of Local Specialt ies in African Tropical 

Forest , DR-Congo 

Ryota YAMAGUCHI (JSPS), Naoki Matsuura (University of Sizuoka) 

 
コンゴ民主共和国（DRC）の旧赤道州ワンバ地域は、90 年代～00 年代の内戦により、物

流と経済活動を担っていた外国籍企業が撤退してしまい、物流が停止し現金獲得手段も失

うという苦境に陥った。これに対して地域住民である農耕民ボンガンドは、大都市との間

で往復 500km にも及ぶ長距離徒歩交易を行うことで対処してきた（Kimura  et  a l .  2012）。
また、生物多様性保全を掲げる国際 NGO や研究組織の働きかけと援助により、有志による

住民組織が中心となって生活向上の道を模索してきた（Matsuura 2015）。  
このような住民の自助努力によって細々と維持されてきたワンバ周辺地域の物流に、近

年になって大きな変化が訪れている。この地域を流れるコンゴ川の支流を利用した水運が

再び活況を呈しはじめたためである。下流約 800km に位置する大都市バンダカとの間を結

ぶこの水運は、戦前には外国籍企業や水運会社の所有する大型の貨物船が担っていたが、

近年のものはコンゴ人商人による個人的で小規模な舟が担っている点が大きく異なる。商

人らはこの地域の村々に拠点を持ち、長期滞在しながら商品の買い付けと乗船客の募集を

行い、年に数回、バンダカとの間を舟で往復している。この商人たちが集中して買い付け

を行っているのが、蒸留酒と鱗翅目の幼虫である。発表者らが 2017 年に行った実験的な水

上輸送プロジェクトにおいても、この二つの産品は都市部での需要が非常に高く、ワンバ

周辺地域の特産品と見なされていることが明らかになっている（山口・松浦  2018）。本発

表では、この二つの地域特産品が生産・収集される過程について報告を行う。  
蒸留酒は、ワンバ周辺地域ではキャッサバとトウモロコシから造られる。武田（1987）

によると、1970 年代にもこの二つの材料で蒸留酒が製造されており、発芽させたトウモロ

コシが用いられていた。しかし、現在はトウモロコシを発芽させるのではなく、茹でたあ

と黒っぽいカビがついたものが用いられる。これは、安渓（1987）の報告にある生の籾に

カビをつけて、カビの糖化力でキャッサバのデンプンを糖化し、アルコール発酵させる方

法に酷似しているが、ワンバ周辺地域の場合は、カビをつけるのはトウモロコシである点、

カビつきのトウモロコシは粉にせずにそのままの形で用いられ、繰り返し利用される点が

異なる。このカビを利用した蒸留酒の製法は、1990 年代にこの地域に伝わり、従来の発芽

トウモロコシを用いた製法よりもアルコール度数の高い蒸留酒を造ることが可能であるた

め、瞬く間に地域全体に広まったようである。  
鱗翅目の幼虫は、ボンガンドが好んで食する食用昆虫のレパートリーであるが、その中

でも商品価値が高いのは、地元でバンゴンジュと呼ばれるヤママユガ科の幼虫である。こ

の幼虫は 7 月から 8 月頃に集中的に発生し、人びとは家族単位で森のキャンプに滞在して

集中的に採集を行う。他の大量発生する鱗翅目の幼虫の場合、女性と子どもが主に採集を

行うが、本種の場合は男性が積極的に採集を行うことが特徴的である。また、あまり採集

できなかった場合に備えて、順番にキャンプのメンバー全員から決まった量を受け取るこ

とで、キャンプ内での収穫量の格差とそこから発生する不平等感を低減する仕組みが存在

していることがわかった。  
� 蒸留酒と鱗翅目幼虫は主に商人が買い付けを行っているが、2018 年の調査では蒸留酒の

買い付けに参入する住民組織が確認された。このように、今後もこれらの地域特産品の商

品としての需要が高まることが予想される状況であり、蒸留酒の増産が森林環境に与える

負荷や、鱗翅目幼虫の資源としての持続性などについて引き続き検討を行う予定である。  

�
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高度幅 1500m のモロコシ栽培、その多様性と変容  

—エチオピア西南部の山地農耕民マロの事例—  

 

藤本武（富山大学）  

 
Diversity and Transformation of Sorghum Cultivation  

with the Elevational Range of 1,500 Meters  

A Case Study of Malo Mountain Farmers in Southwestern Ethiopia  

 

Takeshi Fujimoto (University of Toyama) 

 
 モロコシ（Sorghum bicolor）はアフリカ原産のイネ科の一年生作物である。古くにアジ
アに伝わり、日本でもタカキビなどの名で知られてきた。現在アフリカを中心に世界の熱

帯・亜熱帯地域で栽培され（アフリカでの栽培が約 2/3 を占める）、世界 5 番目の生産量で
あるが（FAOSTAT）、利用は食用から家畜飼料やエタノール原料へと移行しつつある。  
エチオピアにはモロコシの多様な変異が存在するため、かつて起源中心地と考えられた

（Vavilov 1951）。モロコシには大きく 5 系統が区別され、うち 4 つがエチオピアにも分布
する。バイカラー（bicolor）は原初的な系統とされ、エチオピアでは、モロコシの重要性
の低い北部に分布する。乾燥に強いデュッラ（durra）はアラビア半島からもたらされ、主
に東部に分布する。東西アフリカに点在するギニア（guinea）は南部のコンソなどで栽培
される。ナイル系の人たちが開発したカウダートゥム（caudatum）は西南部低地の氾濫原
などで栽培されている。さらに外来のデュッラと在来のバイカラーが交雑して成立したデ

ュッラ・バイカラー（durra-bicolor）が西南部高地の湿潤地帯で栽培される（Stemler  et  al .  
1977）。近年はエチオピアの民族社会におけるモロコシの多様な品種の維持などその動態に
関する研究がさかんで（e.g.  宮脇 1991, Teshome et  al .  1997, McGuire 2000,  Benor  & Sisay 
2003）、その消失リスクなどについても議論されるようになっている（Tunstal l  et  al .  2001, 
McGuire 2007 , Mekbib 2008）。本研究は、高度幅 1500 メートル（高度 1000～2500 メート
ル）にわたってモロコシを栽培利用するマロの事例にもとづいて検討を行う。  
 マロの領域は高度約 600～3400 メートルの範囲に及ぶが、このうち今日人びとが居住す
るのは高度約 1000～3000 メートルの範囲である。この領域は高度にしたがい人びとにより
3 つに区分される。すなわち高度約 1500 メートル以下の「低地」、同 1500〜2300 メートル
の「中間地」、および同 2300 メートル以上の「高地」である。モロコシはこの 3 つの高度
帯のいずれにも分布しているが、その栽培利用の状況には大きな違いが見られる。  
人口密度が高く短期休閑型の土地利用が中心の「高地」ではモロコシは複数の作物から

なる輪作体系に組み込まれて栽培される。赤い種子をつける品種が 10 カ月ほどかけて栽培
される。他方で、中間地ではトウモロコシが栽培可能なため、今日モロコシは庭畑に少量

維持される程度である。さらに人口密度の低い低地では長期休閑型の土地利用で家の周り

でトウモロコシ、外畑でテフが栽培されており、モロコシを見ることはまれである。ただ、

古老たちに聞くと 40 年ほど前まではモロコシがもっとも重要だったとされる。これらの多
くは長期休閑型の土地利用の下で 4，5 カ月の短期間で育て収穫するものだった。今日その
品種はごく残存的にあるだけであったり、あるいはすでに絶えてしまったとみられるもの

もある。つまり、栽培やその変容に関して、高地、中間地、低地では状況は一様でない。  
利用は甘味を求めて茎をしがむ以外はほぼ種子の食用利用である。マロでは粉に挽いて

無発酵パンにしたりビール原料などにする以外に、種子を粒のままゆでたりする粒食もさ

かんである。低地では白いモロコシを粉に挽いて粥にすることが多かったが、今日はまれ

である。高地・低地とも赤い品種はビール原料に用いられてきたが、マロで活発となった

ミッションのキリスト教がアルコール飲用を禁止し、ビール醸造も減少しつつある。  
マロではミッションのキリスト教普及によるビール需要の減少、商品経済の浸透に伴う

高収量のトウモロコシの台頭などが関係し、モロコシは、特に低地で重要性を失い、主に

カウダートゥム系統の品種が失われつつある（他方、高地で温帯作物と輪作されるデュッ

ラ・バイカラー系統のモロコシ品種は一定の重要性を維持している）。衰退傾向は否めない

が、トウモロコシへの単純な置き換わりとしてとらえるのは適切ではないと考えられる。  
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日本のナイジ࢙リア人コミュニティとἈ⦖のࣖムイࣔの適合性  
 
 

ᕝ田 ⸅（立㤋大Ꮫ生存Ꮫ◊✲ࢭンࢱー客ဨ◊✲ဨ）  
 

Adaptation of Okinawa Water Yam to Nigerian community in Japan  
 

Kaoru KAWADA 
(Research Center for Ars Vivendi at Ritsumeikan University) 

 
 
 
 
本発⾲では、日本でᬽらすアフリカ出㌟者は 1980 年代༙ばから出✌ࡂを目的に来日

し、在ఫ 30 年以上になる者もおり、ぶである➨ 1 ୡ代から日本で生まれたᏊ供たࡕの

➨ 2 ୡ代が現在活㌍しጞめている。ナイジ࢙リア人の在ఫṔは㛗くなっており日本ㄒを

ヰし、日本の⩦័にも通ࡌているが、食生活は伝統的なナイジ࢙リア料理を好んで食

る傾向がある。関東㏆㑹のナイジ࢙リア人経営の食ᮦ店やエスニック食ᮦ店にて、ẕᅜ

の調味料や日本ではᡭに入らない∵⫗の㒊位やࣖࢠ⫗などを買い求めている。  
ナイジ࢙リア人の主食は、ࣖムイࣔ、࢟ャッサバなどである。日本では、粉ᮎにした

ࣖム（࢘ࣃンࢹッドࣖム）や࢟ャッサバ（࢞リ）が販売されており、粉ᮎにおぜ混を

て㣰状にこࡡてスーࣉとඹに食る。粉ᮎのࣖムは、ナイジ࢙リア⏘であり、1 袋 1 

で 2000 、生のࣖムイࣔの代᭰として日ᖖ的に用されている。  
ナイジ࢙リア出㌟の中で主にイボ人と呼ばれる南東㒊出㌟のイボẸ᪘が日本に᭱も

多い。イボ人の食文化で代⾲的な主食は、ࣖムイࣔである。通⛠ࣖムと呼ばれるࢠニア

ࣖムは、イボ人において⚄⪷な食物として、9 ᭶にイリジ Iri-Ji フ࢙スティバル（ࣖ

ムイࣔ✭⚍）として年のࣖムイࣔの出来ල合を確ㄆし、✭を⚃う大事な食物であ

る。  
生のࣖムイࣔは、ナイジ࢙リアや࢞ーナから✵㍺し、一本 3000 ⛬ᗘでナイジ࢙リ

ア人経営の食ᮦ店にて販売をしている。値ẁが高価なため、ナイジ࢙リア人にとっても

㈗㔜な食物である。ẕᅜでは、9 ᭶の✭された新しいࣖムはⲗでてスーࣉと食たり、

おやつにࣃーム࢜イルと塩で食たりする。ྂくなったࣖムは、ᯂでついて㣰状にして

食るなど、イボ人にとって日ࠎの食事にはḞかせないイࣔである。  
ナイジ࢙リアと日本は地理的に㐲いため、在ఫナイジ࢙リア人はナイジ࢙リア⏘のࣖ

ムはᡭ㍍に食ることができない現状がある。ࡑこで、ள⇕ᖏ気ೃのἈ⦖で᱂ᇵされて

いる伝統なస物であるࢲイジࣙ（大⸉）、現地では通ᖖやまいもと呼ばれる、がナイジ

ニアࣖムの代᭰として受容されるかྰかの実ド的な試みを行うこととしࢠリア人に࢙

た。  
いては消費増ࡦ、イジࣙの適合性の᳨ドࢲ⦕るアフリカ出㌟者のἈニアࣖムを食ࢠ 

大につなࡆることで、ࢲイジࣙ生⏘がῶ少している㎰ᐙのࣔチベーシࣙンの向上に資す

る実ドとの位⨨࡙けである。  
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エボラ出血熱をめぐる人々の経験  

－シエラレオネ・フリータウンを事例に―  

 

岡野英之（立命館大学）  

 
Daily Lives of Workers against the Ebola Crisis  

Experiences of the People in Freetown and the Suburban Areas,  Sierra Leone  

 

Hideyuki OKANO (Ritsumeikan University) 

 
本発表ではシエラレオネでエボラ出血熱が流行した際、その対策に関わった市井の人々

がいかなる経験をしたのかを明らかにする。2013 年から 2016 年にかけて西アフリカでは

エボラ出血熱が蔓延した。エボラ出血熱とはウイルス性の感染症であり、その致死率は 50
から 90％にも達する。本流行はこれまでのエボラ出血熱の流行とは異なり、都市部へと波

及し、国境を越えた広がりを見せた。主な感染経路は、患者を看病した家族・親族への感

染と、葬儀の参列者への感染であった。本流行の中心となったのはギニア、シエラレオネ、

リベリアであり、この 3 国を中心に、約 28000 人が感染し、約 11000 人が死亡したといわ

れている。本研究の対象であるシエラレオネだけを見ると、感染者は約 14000 名と見積も

られ、死者は約 4000 名である。  
本流行に際して多くの緊急支援が寄せられ、被害国の政府も対策に乗り出すことになっ

た。多くの国際機関や医療援助機関、NGO が介入し、先進国を中心に他国からの緊急援助

も寄せられた。シエラレオネで発行された新聞を見ると国内外からの企業もシエラレオネ

政府に多くの寄付を寄せている。本発表が問題としたいのは、こうした支援によって雇用

されたシエラレオネの人々である。  
従来の研究では、エボラ出血熱の際に社会や制度がどのように機能し、いかに対策がな

されたのかが論じられてきた。その中には援助機関と政府の関係を論じるものもあれば

（Kanradt -Scot t  2016）、エボラ出血熱がコミュニティで蔓延した際、コミュニティのリー

ダーがいかに対応したのかを論じるものもある（Goguen and Bol ten 2017）。発表者もまた、

政府による対策にローカルな人々を動員する際に政治エリートの人脈が駆使されたことを

指摘した（岡野 2017）。  
本研究で注目したいのは、こうした様々なレベルでのエボラ出血熱の対策に動員された

市井の人々である。彼らは、どのようにエボラ出血熱対策に動員されることになり、どの

ような業務に従事し、いかなる生活を送っていたのか。従来の研究では、こうしたことに

ついては十分に記述されているとは言い難い。  
� 発表者は 2016 年と 17 年にそれぞれ 1 カ月ほどシエラレオネでフィールドワークを実施

し、エボラ出血熱の対策に人々がどのように動員されたのかを調査した。本調査では聞き

取り調査を実施した。本発表で取り上げるのは、その一部である救急車の運転手、埋葬チ

ームのボランティア、治療センターで業務にあたった医療補助者による語りである。エボ

ラ出血熱が発生する前、彼らは医療に関わっていたわけではない。救急車の運転手となっ

たのはポダポダ（乗り合いバン）の運転手であり、埋葬チームに参加したのは仕立て屋で

あった。また、治療センターで医療補助者をしたのは小さな市民社会団体 (CSO)の長である。 
こうした人々は思いがけずにエボラ出血熱に動員されたことになる。彼らの経験が物語

るのは、いかに行政や政治、医療とかかわりのない人々がエボラ出血熱対策に参加したの

かである。本発表から見えてくるのは、エボラ出血熱対策の一部に過ぎない。しかし、市

井の人々の経験を見ることでマクロな分析からは見えてこない細部を明らかにすることに

つながるはずである。  
 
 

�
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Abstract: 

Although EVD has become one of notorious tropical diseases with high mortality in humans 

and no approved vaccines. Very few studies assess the relationships between the disease 

outbreak and the quality of life of affected individuals, their families and communities after the 

outbreak. The 2014-2016 Ebola outbreak in West Africa had enormous social and economic 

impacts on rural communities. This research was carried out in Guinea, one of the most affected 

countries of the West African Ebola outbreak; where according to (CDC), 2,544 patients 

succumbed to the disease.  

The main objective of this research is to evaluate the socio-economic impacts of Ebola 

disease outbreak in rural Guinea. This study seeks to highlight the current situations amongst 

the Ebola affected rural communities through a showcase of Tana and Meliandou village.     

This research was carried out for approximately six months in the western and south-eastern 

Guinea. Data collection methods included community observation through careful participations 

in the daily routines of these communities, which implies staying in the main study village, 

familiarizing with the local people and socializing with the local people. Moreover, semi-

structured interviews, case studies, and informal discussions during which participants 

discussed the consequences of Ebola disease outbreak on their community were initiated. 

Findings revealed that the social stigma suffered by the communities during and after the 

Ebola epidemic has rendered the communities poorer than ever before. Tana market which used 

to be an important place for interactive social and economic activities between Tana village 

people and the surrounding populations has not yet returned to its former glory since the market 

was closed for sanitary reasons during the outbreak. The quarantine imposed to control the 

spread of the disease which occurred in the rainy season also meant that many people were not 

able to carry out the necessary subsistence farming, resulting into food scarcity after the 

outbreak. In addition, the repetitive quarantines resulting from the recurring cases over the two 

years imposed serious limitations on mobility making it difficult to carry on activities their 

livelihood depend on and to return to them when the outbreak was over. 
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フォーラム：進行する「自然保護という名の土地収奪(green grab)」①  
せめぎあう境界線 : タンザニア・セレンゲティ国立公園の事例  

 
岩井雪乃（早稲田大学）  

 
Forum: Expansion of Green Grabbing (1) 

Contesting the Border on the Serengeti National Park in Tanzania 
 

Yukino IWAI (Waseda University)  
 
	アフリカの自然保護政策は 1980 年代まで、地域住民を「自然保護の敵」とみなし暴力的
に排除する「要塞型自然保護」（ for t ress  conservat ion）が主流であった。当時は、地域社会
から強制的に接収した土地に国立公園などの保護区が設立されてきた。それが 1990年代に
なると変化し、民主化や住民参加の潮流を背景に「住民主体の自然保護」（community-based 
conservat ion）が推進されるようになった。これ以降、自然保護からの便益（主に観光収入）
や資源への権利を住民に保証するプログラムが、多くの国で実施されてきている。  
		しかし近年、この「住民主体の自然保護」が、実は「自然保護という名の土地収奪（green 
grab）」になっていると指摘されている（Fairhead e t  a l .2012）。「住民主体」を掲げる中央
政府や国際環境 NGO が、十分な説明をせずに住民の土地を保護区としてĀ記・Ā録するこ
とで、従来の生業活動（農耕・牧畜・狩猟採集）が行えなくなる事例が続ÿしているので

ある。期間や地域、または対象者を限定すれば、こうしたプログラムによって住民の収入

が向上している面も確かにある。しかし、「自然保護という名の土地収奪」で問題視されて

いるのは、「住民主体」を掲げながらその内実は、生活・生業の基盤である土地を住民が奪

われる結果につながっている点である。  
	 また、近年の「自然保護という名の土地収奪」は、過去の要塞型自然保護とは異なる特

徴があることも指摘されている。保護した自然の商業的利用（neol ibera l  conservat ion）が
目的となっている場合が多く、そこに関わるアクターには、従来の政府機関や国際環境 NGO
に加えて、観光企業や投資家も関わってきている。これは、商業用農地を大規模に開ÿす

る、いわゆる「土地収奪（ land grab）」と共通する潮流といえる。  
	 以上をふまえて本フォーラムの報告者たちは、アフリカ各地で多様に展開している「自

然保護という名の土地収奪」を比較考察することを目的として研究会を立ち上げた（科研

費基盤 B「アフリカの『自然保護という名の土地収奪』をめぐる重層的ポリティクス」代表・
岩井雪乃）。本フォーラムでは、中間報告として 3 つの事例を検討する（タンザニア・岩井、
ケニア・中村、ボツワナ・丸山）。  
	 第一報告は、タンザニアのセレンゲティ国立公園に隣接するセレンゲティ県の事例であ

る。この地域は野生動物が豊かであるがゆえに、自然保護区が次々と設定され拡大してき

た歴史をもつ。まず、要塞型保全の時代には、セレンゲティ国立公園（1951 年設立）、イコ
ロンゴ・グルメッティ猟獣保護区（1994 年設立）といった人間を排除した保護区が設立さ
れ、住民の強制的な移住が暴力的におこなわれた。その後も、観光産業の拡大を背景にし

て、米国系企業が大規模な土地を中央政府から取得してホテル開ÿを進めている。また、「住

民主体の自然保護」政策にもとづいて制定された、住民が運営する新しい保護区「ワイル

ドライフ・マネジメントエリア」（2007 年設立）も作られた。そして、最新の 2018 年の調
査では、保護区と村落の境界線から村落側 500m をバッファゾーン（人工物の建設・農耕が
禁止）にする土地計画が県政府からÿ表されている。そして、この境界線上では、保護区

から村に侵入してくるアフリカゾウと、それを追い払う農民との攻防戦がくりひろげられ

ている。  
	 これらはすべて、自然保護の名のもとに住民が土地を奪われてきた事象である。ÿ表で

は、これらの施策の背景となる政策や関わるアクターがどのように変容してきたか、住民

の対応はどのように変化してきたか、を整理し考察する。  
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フォーラム：進行する「自然保護という名の土地収奪(green grab)」②  
「コミュニティ・コンサーバンシー」の設置がもたらすコミュニティの

分断：	
ケニア牧畜社会の事例	

中村香子（東洋大学）	

 
Forum: Expansion of Green Grabbing (2) 

Community Breakdown Brought by “Community Conservancy”:  
A Case of Kenyan Pastoral Community 

Kyoko Nakamura (Toyo University)  
	
ケニア北部の半乾燥地域に居住する人びとの多くは牧畜を主たる生業としている。本研

究の調査地であるサンブル郡（カウンティ）では、土地は一部（森林域、野生動物保護区、

市街地）をのぞき、クランを基盤として形成されたグループが所有し、「グループ・ラン

チ」となっている。多くの人びとは自分が所属するグループの土地に居住しているが、様々

な事情から異なるグループの土地に住む人もいるし、ランチの境界を越えて家畜を放牧す

ることは常に行われてきた。牧畜民にとっては、高い移動性を確保しつつ、多様な植生を

含む広範な土地を、状況に応じて柔軟に利用することは、きわめて重要な生存戦略である。

人びとはこれまで幾多の干ばつをそのようにして生き抜いてきた。  
サンブル郡の土地は、大地溝帯を境界として以下のふたつの地域に分けられる。すなわ

ち、標高 1800～2000 メートルの「高地」と 500～700 メートルの「低地」であり、両者
は生態学的に異なる特性をもつ。年間降水量は、高地では 500～700 ミリメートル、低地
では 200～250 ミリメートルである。高地では、定住的な牧畜を営むことができるし、一
部では農耕も可能である。これに対して、より乾燥した低地に住む人びとは農耕とは無縁

で、移動性の高い牧畜をおこなっている。高地はサンブル全土の 20％にすぎないが、人
口の約半分が集中している。さまざまな開発プロジェクトも高地に集中する傾向があり、

学校教育の普及やインフラ整備なども、高地でより進行している。  
低地では、2000 年以降、ある国際 NGO の主導により「コミュニティ・コンサーバン

シー」の設置が急速に進行した。低地の人びとはこれまでどおりの場所に居住し、従来と

あまり変わらない牧畜生活を続けているが、その土地は、国際 NGO とグループ・ランチ
の代表者によって管理されるようになった。国際 NGO は、野生動物の保全と牧畜民の生
業の維持の両立を謳い、コンサーバンシーの警備員や観光ロッジの使用人といった雇用を

創出し、また、優秀な学生への学費支援やコミュニティへの車両提供などを行った。コン

サーバンシーとなった土地の一部は、放牧地として利用できないように囲われた。こうし

た動きに対して人びとは、一部のグループ・ランチの代表者が雇用や学費を独占している

ことに不満を表明したものの、コンサーバンシー自体に反対する行動はとらなかった。  
国際 NGO は低地に続いて、高地にもコンサーバンシーを設置しようとしたが、高地の

コミュニティ Y の人びとは、断固としてこれに反対してきた。彼らは、自分たちの土地
に隣接し、低地と高地の境界域に位置するコミュニティ Z で、4 分の 1 の人が強く拒絶し
たにもかかわらず、2009 年にコンサーバンシーが設置されたのを間近で見てきた。コミ
ュニティ Y の人びとは「コンサーバンシーがコミュニティ Z にもたらしたのは、人びと
の諍いと放牧地の無駄だけだ」と結論し、「自分たちは断固反対する」と気持ちをひとつ

にしてきた。彼らは、人口密度の低い低地では、コンサーバンシーが設置されて以降も比

較的高い移動性を維持しながら牧畜を続けることが可能だったが、高地では同様の結果に

ならないことは明らかだと考えてきた。  
ところが、こうした人びとの確固たる態度にもかかわらず、いつのまにかコミュニティ

Y の土地がコミュニティ Z のコンサーバンシーに併合された。NGO が発行する地図上で、
コンサーバンシーの境界線を勝手に変更されたのである。本発表では、住民の強く明確な

反対の意志にもかかわらず、境界線の変更がいかなるプロセスでおこなわれたのかを追い

ながら、この問題をめぐって地域社会のいかなるアクター間にどのような対立が生じてい

るのかを明らかにする。  
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フォーラム：進行する「自然保護という名の土地収奪(green grab)」③  
「自然保護」が生みだす土地格差：  

ボツワナ西部におけるサンと野生動物保護・家畜管理をめぐる諸問題  

丸山淳子（津田塾大学）  

 
Forum: Expansion of Green Grabbing (3) 

Land Inequality Created by Conservation：	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
San, Wildlife  Conservation,  and Livestock Management in Western Botswana  

Junko Maruyama (Tsuda University)  
 
ボツワナにおける自然保護は、野生動物と家畜を分離し、そのそれぞれが優先的に保護・

管理される区域を設定することによって、進められてきた。野生動物を保護する区域は、

国土の 4 割弱を占め、そのなかでも国立公園やゲームリザーブに指定された区域では、人
の居住や家畜の放牧は禁止されている。一方、家畜が優先される区域は、国土の 6 割弱を
占める。ここでは、疫病コントロールのために地区ごとに家畜の出入りが管理され、また

過放牧を防止するために様々な対策がとられている。これらの自然保護を目的とした土地

政策は、同時に、この国の国家産業である観光業と畜産業の振興に直接的に貢献するモノ

でもある。  
ボツワナの少数民族であるサンは、古くより南部アフリカ一帯で狩猟採集を営んできた

が、こうした自然保護政策は、彼らの生活の場にも大きな影響をおよぼしてきた。とくに

野生動物保護と畜産業推進が同時進行することによって、彼らが狩猟採集に使える土地は

激減してきた。それが端的に現れているボツワナ西部のセントラル・カラハリ地域に焦点

をあて、本発表では、野生動物保護と家畜管理に関する諸政策・制度が、サンの土地のア

クセスのあり方に生じさせた変化を追うことによって、アフリカにおける「green grab」に
ついて考察することを目的とする。  
研究対象地域では、1990 年代後半に、ゲームリザーブに住んでいたサンを、自然保護の

名のもとで、その外部へと移転させる政策が実施された。これに対しては、グローバルな

先住民運動と連帯した抵抗運動が繰り広げられ、長年にわたる法廷闘争の結果、住民移転

を違憲とする判決を得ている。一方、移転先では住民に家畜が支給され、生業の基盤を、

狩猟採集から牧畜へと転換させることが推奨された。さらに近年では、過放牧防止を目的

として、移転先の周辺地域において、小家畜のための牧場エリアの設定や、家畜用の水場

採掘の支援なども進んでいる。  
本発表では、2000 年から続けている現地調査に基づいて、この一連のプロセスにおいて、

サンが狩猟採集に使える土地が限られていくばかりではなく、サンのあいだで土地のアク

セスに格差が生じていることに着目したい。ゲームリザーブへ帰還が許されたのは、法廷

闘争に加わった者に限られ、さらに実際にそれを可能にしたのは、水や移動手段などを自

分で調達できるだけの財力がある者だけであった。また小家畜のための牧場や、水場採掘

についても、その仕組みを理解し、牧場を囲うフェンスや水場のポンプなどを購入できる

者にのみ利があり、移転先でも、一部の者だけが土地や水場を登記できるという結果がう

まれた。かつてサンの土地利用は「誰もがどこでも利用できる」というオープンなもので

あることが、その特徴であったが、その根幹が大きく変化することとなったのである。  
このような状況において、サンどうしのあいだで、どのような関係性が築かれているの

か、またそれによって、土地のアクセスにみられる格差の解消がどのようになされている

のかを、本発表では論じたい。それを通じて、green grab がアフリカの地域社会に産みだ
す問題の複雑さと、それに対して地域の少数民族社会がいかに対応できるか /できないかに
ついての議論を深めることを目指したい。  
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Who betrayed whom in the ProSavana  
South-South/Triangular cooperation program? 

 

Pedro Miguel Amakasu Raposo de Medeiros Carvalho  
ペドロ ・ミゲル・アマカス・ラポウズ・デ・メダイルス・カルバユー	  

経済学部、関西大学 
 

The rising land rush to Mozambique where ProSavana is taking place is 

not new, and does not end in the Corridor of Nacala as this South-South 

Triangular cooperation agricultural development programme intersects 

with other economic and development interests in the region. It is assumed 

that ProSavana, is partly a response to reemerging global concerns about 

food insecurity, and partly a complement of a broader integrated economic 

and development strategy agreed between Brazilian and Japanese private 

and public investors. The goal is to endow Mozambique with export-

oriented infrastructures, which are crucial for economic growth and 

development. It argues that Brazil has betrayed the principles for which 

South-South cooperation stands for; that the government of Mozambique 

in the name of the foreign capital has renounced political ownership, and 

as a result its responsibilities to respect the will of the people; that JICA 

was naïve because did not realize that large-scale farming in Mozambique 

has historical and legal obstacles; as a result, JICA was accused of 

violating the small-farmers suzerain rights. Unexpectedly, the small-

farmers have had at JICA her biggest ally to request the Mozambican 

government for a more inclusive participation in the process. Through 

examining the different perspectives of each of the stakeholders involved 

in the process, it finds that underlying the reemergence of SSC, this 

modality is no better than North-South cooperation as Brazil SSC has 

contours of “imperialist” corporate power within the private agribusiness 

sector; that ProSavana economic interests and development connections 

are beyond the project itself; that ProSavana is not an imposition of JICA. 

Finally, despite evidence that the small-farmer strategy would benefit 

much more the vast majority of the population of this economic sector, the 

Mozambican government opted for the large-scale farming type, which 

show that the government option was a conscious though limited 

powerless choice.  
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フォーラム  
在来知と生態学的手法の統合による革新的な森林資源マネジメントの共創  

Co-creation of innovative forest resources management combining   
ecological methods and indigenous knowledge 

 
【趣旨】コンゴ盆地を中心とする中部アフリカには、世界第二の規模をもつ熱帯雨林が広

がっている。その保全は、生物多様性や希少な野生動植物種の減少という地球規模課題へ

の取組みにおいて最重要項目の１つであるが、一方で、熱帯雨林は、森林の産出する多様

な資源を多くの人々が利用しながら生活している場でもある。元来、家畜飼養に適さない

中部アフリカの熱帯雨林では、アンテロープ類を主とする野生動物の肉、いわゆるブッシ

ュミートが人々のタンパク源となってきた。ところが、近年、狩猟圧の高まりとともに、

その持続性が疑問視されるようになり、ブッシュミート・クライシスとして国際的な関心

を集めている。  
	このような背景のもとで、京都大学アフリカ地域研究資料センターは、2018 年から 2023
年までの５年間、カメルーン東南部の森林地域において SATREPS プロジェクト「在来知
と生態学的手法の統合による革新的な森林資源マネジメントの共創」（研究代表者：安岡宏

和）を実施する。プロジェクトの目的は、住民自身による住民自身のための森林資源マネ

ジメントを構想することである。それは森林資源をめぐる諸アクターにたいするアカウン

タビリティの根拠となるものであり、同時に、住民自身が日々の生活のなかで運用できる

よう工夫を凝らしたものでなければならないだろう。  
	 本フォーラムでは、これまでの成果の一端を報告するとともに、革新的な森林資源マネ

ジメントとはどのようなものであるかについて議論する。第１報告（本郷ほか）と第２報

告（Kamgaing ほか）において、科学的根拠をもち同時に地域住民がみずから運用できる野
生動物のモニタリング方法を考案するための研究を報告する。第３報告（四方ほか）では、

狩猟圧の調整による減収を代替するとともにモニタリング活動の運営基盤ともなる現金収

入源として、非木材林産物の生産・流通体制を確立するための研究を報告する。第４報告

（塩谷ほか）では、参加型ワークショップを事例に、地域住民の主体的参画にもとづく森

林管理を実現するための方策を検討する。  
 
■プロジェクトのウェブサイト：ht tps : / /s i tes .google .com/view/proje t -comeca/  
 
 
プログラム  
 
趣旨説明：安岡宏和（京都大学）  
 
報告１：本郷  峻ほか「自動撮影カメラを用いた狩猟対象動物の密度・分布推定：在来知と

の統合に向けた課題」  
 
報告２：Kamgaing,  T .O.W.ほか  “Est imat ing the  popula t ion  densi ty  of  fores t  duikers  

(Philantomba mont icola  and Cephlaophus  spp.)  us ing camera  t rapping in  
Southeast  Cameroon”  

 
報告３：四方  篝ほか「カメルーン東南部における非木材林産物（NTFPs）の流通」  
 
報告４：塩谷暁代ほか「森林管理の合意形成における『翻訳』の重要性と可能性―地域住

民と協同するワークショップ運営の事例から―」  
 
総合討論  
	

	

	

E5-8



184

自動撮影カメラを用いた狩猟対象動物の密度・分布推定  
在来知との統合に向けた課題  

本郷  峻（京都大学）șZeun's CB Dzefack (Projet  Coméca)ș  
Latar N Vernyuy（vウンa第一大学）ș南  ¤ǩ（京都大学）ș  

中ā  Øǅ（日本大学）șChamplain Djiéto-Lordon（vウンa第一大学）ș  
安岡  宏和（京都大学）  

 
Density and distribution of game animals 

How will  camera-trap data be combined with indigenous knowledge? 
 

Shun Hongo (Kyoto Univ.) ,  Zeun's CB Dzefack (Projet  Coméca),  
Latar N Vernyuy, (Yaoundé I  Univ.) ,  Sosuke Minami (Kyoto Univ.) ,  

Yoshihiro Nakashima (Nihon Univ.) ,   
Champlain Djiéto-Lordon (Yaoundé I  Univ.) ,  Hirokazu Yasuoka (Kyoto Univ.)   

 
	 野生動物の持続的利用マネジメントの構Ɲのためには、対象種の分布と密度をƟ確に推

定するためのモaルがĘ要であり、近年、自動撮影カメラによるĺ«aータを用いたモa

ルがそのł¾な¦ǆとしてƹ®をŦ2ている。�方、資源のモニタリングを定ń的かつ持

続的に実ǀするためには地域住民の主体的な参画が�可Şである。したがってマネジメン

トに利用されるモaルは、Ēら在来の人々の知ǜ体ƠにȓŐみ、かつ科学的なǄ�けがĕ

られるようなものでなくてはならない。さらにモニタリングの手法も、自動撮影カメラĺ

«の統ǌǊŌのような高¢なǏ©と科学知のみにž来するĤǁをĘ要とするものではな

く、最ƥ的には地域住民が生Řの中で実施できるような手法を考案するĘ要がある。  
 
	 Ǝたちはこのような問題意ǜのもと、プロジェクトサイト（カメルーン東南部熱帯林）

の主な狩猟対象動物である]イカー類の¥体İ密度およ2Ô�類Ʈ集の多様性を自動撮影

カメラaータから推定し、それをもとに、�Ǯしたようなマネジメントに適したモaルと

モニタリング手法を考案することを目的とした研究をǀっている。  
 
	 本ƃ表ではșカメラ調őによる�©的なƨ果をĬƍし、狩猟や�ĪをÏめた人間活動が

狩猟対象動物の密度やÔ�類Ʈ集に��る影ȋについて議論する。さらにこれらのƨ果を

もとに、ł¾なモaルの¦ǆについてĬƍする。  
 
	 そのう�で、自動撮影カメラによる密度・分布推定という、あたかも一ƻÂをĩ向する

科学知に基づいているようにみ�る生態学的手法にも、いかに現場での実ǧとǑǀǿǕに

基づく在来知的¨ȉがÏまれているかをĬƍする。そして、生態学的手法と在来知がいか

に統合あるいは協¾して、よりŃましいマネジメントを構Ɲできるか議論したい。  
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Estimating the population density of forest duikers (Philantomba 
monticola  and Cephlaophus  spp.) using camera trapping in Southeast 

Cameroon 
 

Kamgaing, T.O.W. (Kyoto University), Nakashima, Y. (Nihon University) 
and Yasuoka, H. (Kyoto University) 

 
 
	 In  th is  s tudy,  we used auto- t r iggered cameras  to  evaluate  the  spat ia l  d is t r ibut ion,  group 

s ize ,  d ie l  pat terns  and densi ty  of  b lue  duikers  (Philantomba mont icola )  and red  duikers  

(Cephalophus  spp.)  in  Southeast  Cameroon.  We mounted ninety  cameras  in  three  s i tes  

previously  used for  d iurnal  d i rect  surveys ,  d iurnal  indirect  surveys  and nocturnal  d irect  

surveys .  We also  compared the  effect iveness  of  the  three  previous  survey methods  to  that  

of  camera  t rapping.  Densi ty  es t imates  der ived f rom camera  t rapping were  consis tent  with  

those  f rom nocturnal  surveys ,  but  not  wi th  those  f rom diurnal  d i rec t  surveys  nor  with  those  

f rom diurnal  indirect  surveys .  We wil l  d iscuss  the  implicat ion of  these  f indings  for  

sus ta inable  management  of  Afr ican ra infores ts .  

 
Key words :  camera  t raps ,  densi ty ,  d iurnal  surveys ,  duikers ,  nocturnal  surveys  
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カメルーン東南部における非木材林産物（NTFPs）の流通  
 

四方  篝 1șĢŽƭ�ð 2ș塩谷暁代 1șĉ�ü± 1  
1京都大学ș 2�Ľ大学  

 
Trading of Non Timber Forest Products (NTFPs) 

in southeastern Cameroon 
 

Kagari Shikata-Yasuoka 1 ,  Mikako Toda2,  Akiyo Shioya1 and Masaaki Hirai1  
1  Kyoto University,  2  Sophia University  

 
	 コンゴ盆地に広がる熱帯雨林地域では、近年、野生果実Ƙの非木材林産物（Non-Timber  
Fores t  Products、�� NTFPs）のêǢが住民とÖ人とのあいだで活ƃÂしている。NTFPs
のÖÓÂは、森林保全と地域住民の生ǌ向�の�立を実現する_ールとしてńēされてい

るが、そのoテンシuルを活かすための体制はいまだ�Ã分である。  
	 本ƃ表の対象であるカメルーン東南部の熱帯雨林地域では、地域住民（gントHƠǪƳ

民とjグミーƠ狩猟Ī集民）による NTFPs 利用とその生産・生態にかCする調őがおこな
われてきたȢHirai  2014;  Hira i  e t  a l .  2014ȣ。これまでの調őから、住民は主Ȑの一部（野
生vム）や¼Ȑ、ǵ³のƢ材、ƽなどの大部分を NTFPs に¡ñしており、家ǌへのǠŶに
ついては、ǪƳ民で全収入の 22Ȗ、狩猟Ī集民で 95Ȗが NTFPs にž来していることが明
らかになった。  
	 また、NTFPs の生産ǽは、年ë動やòƛë動が大きいものの、住民がĪ集のためにアク
セスするƜÜ（360km 2）においてȟ¬ CFA フラン（ơ 1 ¬ 8000 �´）にƈďするƧũ¢
§をもつと推定された。その一方で、クYウコン科植物、ƾƿ、果実類、イモ類などの NTFPs
は、現ñǽにたいして収ƒǽがýさくĥ�られており、ÖŘÂされているもので生産ǽの 1
3Ȗ、自家ŧǣされる分をÏめてもİȖにす�ず、ÖŘÂのoテンシuルが大きいことが
わかっている。  
	 NTFPs のÖÓÂを住民生活の向�につな�るためには、適¸な生産体制の構Ɲと流通Ƨ
Ǧなら2にą場の確保がĘȍのŉ�となる。本ƃ表では、Ĕ者のŉ�すなわち NTFPs の流
通構ǱにƉ目し、その実態とŲĖをあきらかにする。³体的には、カメルーン東南部の中

心都ąyカcHマの NTFPs Ö人、なら2にǂǵŢいのňƼにÿ住するǪƳ民（ȡNTFPs
生産者）と定住Ö人を対象とした調őaータをもとに、現在、ÖÓとして流通している

NTFPs 種のÓ目、用ǯ、ǽ、¢œ、ǡêƧǦƘをあきらかにする。現在、カメルーン東南
部では、ブッシュ・マンゴー（ Irv ingia  gabonensis）、ジuンサン（Ricinodendron heudelot i i）
Ƙのå果類やアフリカショウN（Aframomum  spp.）の果実をは�め、およそ 10 種20 種
の NTFPs がÖÓとして流通しているが、これまでに収集したaータから、ËňƼで取Ďさ
れる NTFPs 種のÓ目やǡêƧǦは一様ではなく、地域ĄのあることがƍÕされた。このよ
うな地域Ąが生�る要Ûについて、NTFPs の生産・分布に関わる生態学的なŲĖやą場へ
のアクセス、Ö人のネットワークƘにƉ目しながら考úしたい。  
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森林管理の合意形成における「翻訳」の重要性と可能性  
―地域住民と協同するワークショップ運営の事例から―  

塩谷暁代 ,  ĉ�ü± ,  Kamgaing, T.O.W. 
（京都大学）  

 
Importance and Possibility of “Translation” in consensus building  

for forest management 
A case study of workshop management cooperating with local  people 

 
Akiyo Shioya, Masaaki Hirai ,  Kamgaing, T.O.W. 

(Kyoto University)  
 
ステークnル]ー間の合意形成にもとづく森林管理の重要性は、カメルーン熱帯雨林地

域においてもくりǭしĩĭされてきた。しかし、森林資源を利用するì部ステークnル]

ーの多様Âや森林保全į策により、地域住民の立ち�ƬはÑǫÂのƐ度をéしているのが

現ųである。狩猟をȄけば住民によるğƯ的な森林利用は法的にǓめられているものの、

意Ěš定プロセスにおけるĒらの参加のŝ�とƃǋのÀ¾はřめてȃ定的であるといって

よい。住民による生活利用を»Ĭとした、持続的な資源利用と森林管理のあり方の模ƣと

ともに、ステークnル]ー間の合意形成において、いかに地域住民が主体的に参画できる

かが課題となっている。  
地域住民の主体的参画にもとづく森林管理を実現するためには、森林資源の利用をめぐ

る多様なステークnル]ーとの対ǒによる合意形成がĘ要となる。その際、住民には、資

源のŏŨをĠęするì部のLー[リティや�のステークnル]ーにたいして、持続的資源

利用のアカウンタビリティをĦうことがŠめられる。では、多様なステークnル]ーとの

対ǒは、どのような「ことば」によって可能になるのだろうか。ことに、住民自身がその

Ŀȕ的な知ǜやğƯ的なNgdンスのあり方をǋǔÂし、科学的根拠にもとづくアカウン

タビリティにつな�るには、どのようなĤǁ・プロセスがĘ要になるだろうか。  
本ƃ表では、このような課題にたいする取り組みの一つとして、住民との協同によるワ

ークショップ運営を事例に、住民と研究者間の対ǒにおける「翻訳」のプロセスをƤ�す

る。³体的には、カメルーン東南部のプロジェクトサイトにおいてǀわれた、在来フーc

システムプロフDイリング（��、 IFS 1：FAO 主ª）のŬ©から実施までのǴƐにŮŭを
あてる。プロジェクトでは IFS 実施に向け、ワークショップのÊ�・ǲǀ・議論の活性Â
をĦうフDシリテーター、cOュメンテーションをĦďするƗǎ者、�ǔと現地ǔのコミ

ュニRーションをĦう通訳者のƵ成を意ÝしたǛƯを住民と研究者の対ǒ形čでおこなっ

た。ǛƯの成果は、 IFS の参加型ワークショップの場で実ǧされた。  
フDシリテーションの学Ưから実ǧのǴƐにおいては、ワークショップの運営方法だけ

でなく、IFS aィスカッションに用いられる用ǔのǊǺを住民間あるいは住民と研究者間で
共łするための対ǒがくりǭされた。それは、森林保全į策やȀƃの場でも用いられる「持

続的な資源利用」「Ngdンス」といった用ǔを住民のĲƸにůらして理Ǌ可能なことばに

「翻訳」するプロセスだったとい�る。このような「翻訳」のĘ要性は、多様なステーク

nル]ー間で森林管理の合意形成をめ�す際、さらに重要になると考�られる。  
	 本ƃ表では、住民のアカウンタビリティ向�をÝる一つのǑみとして事例をƤ�しなが

ら、その方法論的łÀ性を検討し、いかに多様なステークnル]ー間の対ǒを可能にしĕ

るかについて議論したい。  
 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
1 A  par t ic ipa to ry  approach  to  charac te r ize  and  assess  res i l i ence  o f  ind igenous  food  sys tems  to  
s t reng then  loca l  capac i t ies  and  in form g loba l  deba tes  on  sus ta inab i l i ty  
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タンザニア、ジョザニ・チュワカ湾国立公園における  
ザンジバルアカコロブス (Procolobus kirkii)の採食行動について  
野田健太郎（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）  

 
Feeding Behavior of Zanzibar Red Colobus (Procolobus kirkii)  

 in Jozani Chwaka Bay National Park, Tanzania  
 

Kentaro Noda  (Kyoto University ASAFAS) 
 
現地名で“Kima Punju”直訳すると“毒ザル”“呪いザル”。  
ザンジバルアカコロブス(Procolobus k irk ii )は、「木を枯らす」と現地では不気味な逸話

が残るサルだが、1000 年以上も人間の歴史があるザンジバル島で、暮らしてきた固有種で
ある。葉食性のアカコロブスは、アフリカ大陸の熱帯林に 18 種が生息し、11 種が絶滅危惧
種とされ、1994 年、IUCN(国際自然保護連合)によって、ザンジバルアカコロブスも絶滅危
惧種に指定された。そして、2004 年、ジョザニ・チュワカ湾国立公園は、ザンジバルアカ
コロブスの保護を一つの目的として、制定された。  

 
Chapman (2013)は、葉食性のコロブスは、採食行動によって森林生態系を劇的に変化さ

せる“生態系エンジニア“と位置付け、森林生態系への影響を調べることが重要課題であ

るとしているが、このような調査は十年から数十年の期間が必要となり、研究は少ない。

本調査地では、1999 年の調査でザンジバルアカコロブスが特定樹種を食べ尽くす食害が指
摘されている(Siex,  2003)が、経年的な比較は行われてこなかった。本研究では、2018 年
のコロブスの群れの追跡調査と植生調査、そして、1999 年の比較の中で、コロブスの森林
生態系への影響を考察する。  

 
2018 年に行なった現地調査では、国立公園入口付近を行動範囲とするコロブスの群れ１

群を対象に追跡調査した。GPS で群れの位置情報を記録するとともに、5 分ごとのスキャ
ンサンプリング法で行動を「移動」「休息」「採食」「その他」で記録し、利用している樹種

についても記録した。すると、多くの時間を外来性の樹種で過ごしていることが分かった。 
また、同時に行なった植生調査では、調査地の森林を６類型に分類し、それぞれの類型

を 50x50m のコドラートに区切って毎木調査を行った。記録したのは樹種、樹高、胸高直

径、健康状態など。コロブスが行動する範囲では、特定の樹種が枯死していることが明ら

かになった。  
さらに、これらのデータを 1999 年の採食行動のデータ、植生調査のデータと比較した。

採食行動データから、マンゴーやモモタマナなどかつて、集中的に食べられていた樹種が

食べられなくなり、採食項目が大幅に変わっていること。植生データから、これらの樹種

が、群れの行動範囲からそもそもなくなっていることや、マンゴーやモモタマナの白骨木

が多く発見されていることを知ることができた。これら複数の要素を総合し、コロブスの

採食行動によって枯死していることが示唆された。  
	 霊長類学者が生態系エンジニアと呼んだザンジバルアカコロブス。  
そして、地域の人々が「木が枯らす」として、“毒ザル”と呼んだザンジバルアカコロブス。

追跡調査、植生調査、19 年間の比較からその採食行動の影響を考察した。  
 

E9



189

Pan ᒓにおける࣓スの㛢⤒について

㹼野生࣎ノ࣎とチンパンジーにおける⪁㱋࣓スの性࣍ルモン動ែ㹼

○ᶫ本༓⤮、ẟᜨᏊ、➉ඖ༤ᖾ、古ᕷ๛史（京大・㟋長研）

Does menopause occur in Pan?
㹼Sex hormonal dynamics in old female bonobos and chimpanzees㹼

○Chie Hashimoto, Keiko Mouri, Hiroyuki Takemoto, Takeshi Furuichi
(Primate Research Institute,  Kyoto University)

トの࣓スは⣙ࣄ、ங類では、࣓スは死ぬ間㝿まで⦾Ṫし続けるがどのࢇと 50 ṓで㛢⤒

し、それから 30 年近く生き続ける。⦾Ṫを⤊したᚋにも長く生Ꮡするという「㛢⤒」は、

これまでࣄトとࢦンドウクジラでのみ☜ㄆされているᙧ㉁で、ᬑ㏻に⪃えれば、⦾Ṫしな

いಶ体が長く生きるという、進化しにくいᙧ㉁であると⪃えられる。そして、ࣄトに最も

系⤫的に近いチンパンジーや࣎ノ࣎では、「㛢⤒」があるかどうか、ᮍだにỴ╔がついてい

ない。㣫⫱チンパンジーの࣓スの性࣍ルモン動ែをㄪべた研究では、50 ṓ前ᚋで⦾Ṫ⬟ຊ

をኻったಶ体が☜ㄆされた。また、野生チンパンジーの年㱋による出⏘パターンをㄪべた

研究によれば、チンパンジーでもࣄトと同じように 50 ṓ㡭には⦾Ṫ⬟ຊがなくなるྍ⬟性

が高い。しかし、野生チンパンジーは 50 ṓ前ᚋで死ࢇでしまうために、そもそも最ᚋの出

⏘とᑑの期が近く、ᑑが⤊わる前に⦾Ṫ⬟ຊがᐇ㝿になくなるのかどうか、わかっ

ていない。

 本研究では、コンࢦ民ඹᅜワンバ地༊の野生࣎ノ࣎とウガンダඹᅜカリンズ᳃ᯘ

ಖㆤ༊の野生チンパンジーをᑐ㇟に、⪁㱋࣓スの性࣍ルモン動ែをㄪべることによって、

Pan ᒓにおいて、ࣄトの࣓スと同じように㛢⤒につながるような加㱋による性生⌮のኚ化が

㉳こっているのかどうかをㄪべる。࣍ルモンヨᩱとしては、㠀く的に採ྲྀされたᒀヨᩱ

を用い、༸⬊࣍ルモンと㯤体࣍ルモンの動ែをㄪべる。これまでணഛ的にᚓられた⤖果で

は、50 ṓ前ᚋの࣎ノ࣎の࣓スでは、᪤に᭶⤒サイクルがṆまったಶ体と、ṇᖖに動いてい

るಶ体が☜ㄆされた。さらに、各ಶ体の出⏘パターンを分ᯒし、Pan ᒓにおいて、出⏘パタ

ーンには年㱋によるኚ化など㛢⤒につながるഴྥがあるかどうか、また、㛢⤒があるとし

たらᏊどもの㣴⫱にどのようなᙳ㡪があるかどうかについて⪃ᐹする。
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ᆅᇦ♫の㐍のゎ᫂ࡿࡅ࠾⛉ࢺࣄ

㢮ே⊷の㞟ᅋ㛫㛵ಀのኚ␗のศᯒࡽ

ྂᕷ๛ྐ（ி都大学㟋㛗㢮◊✲ᡤ）

Study on evolution of the local community in hominid
From the analyses of intergroup relationships in great apes

Takeshi Furuichi (Primate Research Institute, Kyoto University)

ᆅᇦ࡚ࡋᜥ⏕࡚ࡗࡲࡲࡀの㞟ᅋࡘࡃ࠸、ࡾ࠶ࡀഴྥࡿࡍ㞟୰ศᕸ⯡୍ࡣஙື物 

ಶయ⩌ࢆᙧᡂࡀࡇࡿ࠸࡚ࡋከࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋ࠸、㞟ᅋෆの♫ᵓ㐀㛵ࡣ࡚ࡋከࡃの◊

ࠋࡓࡗ࡞ࡇ࡚ࢀࡉ✲◊ࡾࡲ࠶ࡣ࡚࠸ࡘᆅᇦಶయ⩌యの♫ᵓ㐀、ࡀࡓࡁ࡚ࢀࡉ࡞ࡀ✲

ᆅ、ࢀࡽ࠼⪄ࡿ࠶ⓗ・ᩛᑐⓗ࡛ྜ➇ẚ㍑ⓗ୍ᵝࡣのື物✀࡛㞟ᅋ㛫㛵ಀࡃከ、ࡣࢀࡇ

ᇦಶయ⩌の୰㞟ᅋの⤌࡚ࡗࡼࡏࢃྜࡳ㛵ಀ࡞࠺ࡼࡿ࡞␗ࡀᵓ㐀ࡣࡿ࠶ࡀᐃࢀࡉ

࠼⪄ᅉ୍ࡀࡇࡓࡗ࡞ࡇ࡚ࢀࡽࡅྥࡀ㛵ᚰၥ㢟ࡓࡗ࠸ᆅᇦಶయ⩌の♫ᵓ㐀、ࡎ

ࠋࡿࢀࡽ

ࡤ࠼ࡓ、ࡣ࡛ࢺࣄࡋࡋ 

⊁⊟᥇㞟Ẹࡣバンࢻࢀࡤ

ࡘࡃ࠸ࡀ༑ே⛬ᗘの㞟ᅋᩘࡿ

ᙧᡂࢆ⩌ᆅᇦಶయ࡚ࡗࡲ㞟

㏆ࡀの㞟ᅋࠎಶ、ࡀࡿ࠸࡚ࡋ

㞄のの㞟ᅋ⛬ᗘの␗ࡿ࡞

ಶูのᩛᑐⓗࡣࡓࡲぶⓗ࡞

㛵ಀࡑ、ࡾ࠾࡚ࡗࡶࢆのࢵࢿ

ࡀᆅᇦ♫ࡿࡃࡘࡀࢡー࣡ࢺ

㞟ᅋ㛫࡛の物の࡞⊟⊀ࡸ

༠ຊ、㞟ᅋ㛫の⣮ࡿࡅ࠾

தのゎỴ࡞大࡞ࡁᙺࢆ

ᢸࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ㏆ᖺ、∗⣔

♫ࢺࣄࡿࡃࡘࢆள⛉の㢮ே

࠸ࡘ⩌のᆅᇦಶయࡘࡃ࠸の（シゴࣜラ࢞ࣄ、シゴࣜラࢽ、࣎ࣀ࣎、ンジーࣃンࢳ）⊶

バࣜエ࡛ࡲのࡶ࡞ぶⓗࡽのࡶ࡞ᑐⓗᩛࡀ㞟ᅋ㛫㛵ಀ࡚ࡗࡼࡏࢃྜࡳ⤌㞟ᅋの、ࡶ࡚

ーシࣙンࠋࡓࡁ࡚ࡗࢃࡀࡇࡍ♧ࢆᚑࢺࣄ、࡚ࡗள⛉のྛ✀୍ࡣᵝ࡛࠸࡞㞟ᅋ㛫㛵ಀ

ࠋࡿ࠶ࡀᛶ⬟ྍࡿ࠶ࡀのᆅᇦ♫のⴌⱆࢺࣄࡇࡑ、ࡾ࠶ࡀࢡー࣡ࢺࢵࢿࡿࢀࡤ⤖࡚ࡗࡼ

 㢮ே⊷の㞟ᅋ㛫㛵ಀࡣ、ᵝ࣋ࣞ࡞ࠎルのኚ␗ࡀぢࡎࡲࠋࡿࢀࡽ✀㛫࡛ࡣ、㞟ᅋ㛫のᨷ

ᧁᛶࡸ⦖ᙇࡾの᭷↓࡞ከࡃのኚ␗ࡀぢ୍ࠋࡿࢀࡽ᪉、ྠࡌ✀の␗ࡿ࡞ᆅᇦಶయ⩌㛫࡛ࡣ、

㞟ᅋ㛫㛵ಀのഴྥࢇ㐪ࡀ࠸ぢࡎࢀࡽ、㞟ᅋ㛫㛵ಀのࡾ࠶᪉ࢀࡒࢀࡑࡀの✀の㑇ఏ

ⓗ≉ᛶ࡚ࡋỴྍࡿ࠸࡚ࡗࡲ⬟ᛶࡀࢁࡇࠋࡿ࠶ࡀᆅᇦಶయ⩌の୰ࢆぢࡿ、㞟ᅋの⤌ྜ

、の♫ⓗせᅉの࡞ࢬ㞟ᅋサ、ࡣࢀࡇࠋࡿ࠶ࡀ␗のኚࡾ࡞㞟ᅋ㛫㛵ಀࡈࡏ

㑇ఏⓗ㊥㞳、2ࡸの㞟ᅋ㛫の࣓スの⛣⡠の㢖ᗘࢀࡒࢀࡑ の㞟ᅋの⾜ືᇦの㔜」㒊ศの㣗物ࡘ

㈨※ࡀ࡞ᙳ㡪ࢆཬྍࡿ࠸࡚ࡋࡰ⬟ᛶࠋࡿ࠶ࡀ本Ⓨ⾲࡛࡛ࡲࢀࡇ、ࡣの◊✲ࡌྠࡽᆅᇦ

ಶయ⩌ෆの㞟ᅋ㛫㛵ಀᙳ㡪ࡽࢀࡇࡿࢀࡽ࠼⪄ࡍࡰࡼ࠾ࢆㅖせᅉ᳨࡚࠸ࡘウࡋ、㢮ே

ࡓ࠼⪄ࢆのࡿ࠺ࡾࡀ࡞ࡘ࠺のᆅᇦ♫の㐍ࢺࣄࡀ␗㞟ᅋ㛫㛵ಀのኚࡿࢀࡽぢ⊶

ࠋ࠸
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エチオピア南部ガモ高地における新作物ライコムギの受容  
下山  花（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究科アフリカ地域研究専攻）  

 

Acceptance of an introduced crop, Triticale, by local farmers  
in Gamo highlands of southern Ethiopia 

Hana SHIMOYAMA 
 (Graduate School of  Asian and African Area Studies Kyoto University) 

 

エチオピアの作物生産はここ �� 年間で大きく成長したが、食料安全保障を示す指数はい

まだに低い�［WFP�����］�。エチオピア南部ガモ高地において積極的に取り入れられてき

たライコムギ�×�Trit icosecale  Wittmack�の栽培・利用の経験を検討しておくことは、新

しい作物がそれまで栽培されていなかった地域に導入される際に、地域の人びとや行政が

直面する課題をあらかじめ想定するうえで参考となるだろう。�

� ライコムギは �� 世紀の後半にライムギとコムギから人工的に作出された属間雑種であり

［Wolff�����］、優れた高収量性と乾燥や寒さに対する耐性をもっている［Walker�����］。

エチオピアには ���� 年代に CIMMYT によってはじめて導入された［Pinto�����］。ガモ

高地の冷涼な気候と、古くからおこなわれてきたオオムギとコムギ栽培にうまく適合した

ライコムギは、現在まで栽培が続けられてきた>Getaneh�����@。�

本研究は、なぜガモ高地においてライコムギが栽培され続けているのか、という問いに

答えるために、その栽培と利用の実態を把握することを目的としている。ライコムギの植

物体測定（無作為に �� 穂抽出）や収量調査（１�㎡×４区画の坪刈り）の結果をオオムギ

やコムギと比較し、作物学的特徴を検討した。調査地域の全 ��� 世帯から無作為に抽出し

た �� 世帯を対象に世帯調査をおこなった。その内農業をおこなっている �� 世帯の � 割に

あたる �� 世帯がライコムギを栽培していた。ライコムギ栽培世帯に対して、ライコムギの

栽培や利用に関する聞き取り調査をおこなった。�

� 調査地域は標高が �����P あり、夜間の気温は ���℃を下回ることもある。主な農作物と

して、外畑ではオオムギ、コムギ、ライコムギ、屋敷畑ではケールやエンセーテなどが栽

培されている。ライコムギの栽培と利用に関して、以下の点が明らかになった。��１�ライ

コムギはガモ語でバシュカラと呼ばれており、２品種を確認できた。形態的に有芒と無芒

に分類でき、有芒品種はガモ語でカルンツォ、無芒品種はブルソと呼ばれていた。カルン

ツォ品種は ���� 年代、ブルソ品種は ���� 年代から栽培が始められた。（２）収量調査の結

果、ライコムギの収量はオオムギに対して有意に高かった。コムギに対して有意差は認め

られなかったが、比較するとライコムギ、コムギ、オオムギの順に収量が高かった。�３��ラ

イコムギ栽培世帯の現金収入源は、農作物以外にも多岐にわたっていた。（４）農作業を女

性の労働力に大きく依存しているのは、世帯内に男性のいない寡婦世帯や、農業以外の職

にも従事している男性や出稼ぎに出ている男性のいる世帯だった。��５�ライコムギ栽培世

帯のうち、�� 世帯に対してライコムギの作付面積に関する聞き取り調査をおこなったとこ

ろ、家族内において耕起のための労働力が十分に確保できている場合、賃金労働に頼って

いる場合と比べて、全耕作面積に比例して、ライコムギの作付面積も大きくなることが示

唆された。�

ガモ高地におけるライコムギ栽培世帯の特徴として、農地がやせており、農業以外の収

入源も重要であること、男性の出稼ぎや寡婦世帯が多いこと、農業に投入できる世帯内の

男性労働力が少ないことが見出された。限られた労働力を用いて、冷涼な環境で栽培をお

こなった場合においても、ライコムギの収量がこれまで栽培してきたオオムギやコムギよ

り高かったことは、人びとによって高く評価されていた。ライコムギが調査地域で受容さ

れた要因として、高地の冷涼乾燥した環境に適合していたことだけでなく、このような社

会条件にも適合的であったことが考えられる。�

 

�
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ドイツ領東アフリカに導入されたセンダン科樹木の分布と利用  
 

伊谷樹一（京都大学）、神田靖範（CDC インターナショナル）  
 
Distribution and Utilization of Meliaceae Trees Introduced into German 
East Africa 

 
Juichi Itani (Kyoto University),  Yasunori Kanda (CDC International)  

 
タンザニアの林業自給を支えているのは、1 世紀ほど前に導入された外来樹である。そう

した外来樹は、生態と社会の選抜を受けながらタンザニア社会にゆっくりと浸透してきた。 
地方都市を中心に住宅地が拡大し、それにともなう住宅の建設ラッシュが木工家具の需

要を高めている。従来、ベッドやソファなどの家具には天然の硬質材が使われてきたが、

自然林の減少によって家具に使えるハードウッドは希少化している。高級な家具にはマメ

科の樹木が使われるが、タンザニア国内では大木がことごとく切り尽くされ、今はその多

くをザンビアやモザンビークからの輸入に頼っている。最近では、ユーカリのほか、マン

ゴーやジャックフルーツなどの果樹までが木材として使われるようになっている。そうし

たなか、タンザニアでは局所的ではあるが、植民地時代に導入されたセンダン科の樹木が

家具材として使われている。この発表では、センダン科の外来樹木に注目し、分布と利用

について解説しながら、その将来的な可能性について考えてみたい。  
1902 年、ドイツ政府はタンザニア北東部の東ウサンバラ山脈の東斜面にアマニ生物・農

業研究所を設立した。そこでは、世界各地から集めた 1,000 種近い熱帯や温帯の植物を試験
的に育て環境適応性を調べていた。高所には、日本のクスノキやヒノキの林も見ることが

できる。そのなかにセンダン科 Cedrela 属の樹木 C. odorata と C. toona も含まれていた。
前者は中南米の標高 1,200m 以下の地域に分布し、後者（1960 年に Toona ci l iata と改名さ
れる）は南アジアに自生していた樹木である。いずれも生長が早く、湿潤な地域では 6～10
年で木材を収穫することができる。成木は、製材後に心材部分が褐変して美しい赤色を呈

する。環孔材で、比重が軽く切削などの加工が容易であり、家具としても十分な強度があ

る。根系が発達するので、アマニでは急斜面の路肩に植えられて道路を守ってきた。また、

アマニ周辺の農村では、この 2 種を畑の所々に植えてときどき木材市場に出荷もしている。 
かつてタンザニアには、アフリカ・マホガニーと呼ばれるセンダン科の樹木（Khaya 

anthotheca）が自生していたが、これも高級家具材として国内外の需要が高く、今はほぼ切
り尽くされてしまった。T. ci l iata の材はこれによく似ていて、木工職人や消費者のあいだ
でも評判がよい。ただ、その分布はきわめて限定的である。タンザニア北東部のタンガ州

には国立森林研究所（Tanzania  Forest  Research Inst i tute）  の支所があり、そこが所管する
植物標本館には、1950 年代以降に全国で採取された植物標本が状態よく保管されている。
そのなかに各地に植えられた T.  ci l iata の標本がいくつかあり、いずれもが全国のカトリッ
ク教会の敷地から採集されたものであった。ムベヤ州のチマラ教会を訪ねると、敷地内に

T. ci l iata の大樹がみごとな並木をつくっていた。教会の職員によると、この木は教会を建
てるときにドイツ人宣教師がもってきたのだという。現存する大木は 2 代目で、初代の木
は礼拝堂の建材として、また教会の机や椅子として今も使われていた。  
 センダン科の植物は果実が完熟すると裂開し翼のついた種子が風で飛散してしまうので、

種子採集には、完熟前に果実を収穫しなければならない。また、樹木種子の採集と販売を

業務とするタンザニア樹木種子協会の研究者によると、C. odorata と T.  ci l iata はすぐに発
芽率が低下し、1 年後には 10％くらいにまで落ちるという。たまたま発芽した種子がうま
く生育したとしても、乾季に放し飼いされるヤギやウシが葉を食べて枯らしてしまう。C. 
odorata と T.  ci l iata の樹木資源は、こうした障害を克服するための手間を惜しまなかった
地域だけで細々と継承されてきたのである。組織的に管理して供給の体制を整えれば、天

然ハードウッドの代替材として、タンザニア国内の需要はさらに高まると考えている。  

E13



193

フォーラム：サハラ以南アフリカにおける  
サニテーションの未来をデザインする  

 

［代表者］山内  太郎（総合地球環境学研究所・北海道大学）・  
林  � 耕次（総合地球環境学研究所）  

 

Design the Future of Sanitation in Sub -Saharan Africa 
 

Taro YAMAUCHI 
(Research Institute for Humanity and Nature (RIHN) /  Hokkaido University) 

& Koji HAYASHI (RIHN) 
 

サニテーションとは、ヒトの尿や糞便、生活用水などを安全に処理するための設備やサー

ビスの提供を指し、ごみ収集や下水処理を含めた衛生状態の維持や環境・生態系管理に加え

て、資源問題を左右する重要な要素である。サニテーションの普及と質に関してはグローバ

ルに格差が大きく、サハラ以南アフリカは普及率が低い地域（30%）として知られている。  

昨年に引き続きサニテーション・フォーラムでは、発表者ごとに異なる国と地域において、

人類学、経済学、環境工学、衛生工学、保健科学の立場からサハラ以南アフリカにおけるサ

ニテーションの現状と課題を報告し、現在の世代の人々ばかりでなく、将来の人々も幸せに

なるサニテーションのデザインを皆さんと一緒に考えたい。  

 

趣旨説明� 山内�太郎（総合地球環境学研究所・北海道大学）�
�
報告 �� 林�耕次（総合地球環境学研究所）・中尾�世治（総合地球環境学研究所）・山内�太郎

（総合地球環境学研究所・北海道大学）「定住した狩猟採集民にみるサニテーション
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ᐃఫした⊁⊟᥇集Ẹにみるサニテーションの現状とኚᐜ  
カ࣓ルーン⇕ᖏのより  

 
林� 耕次（総合地球環境学研究所）  
୰ᑿ  世（総合地球環境学研究所）  

山内  太郎（総合地球環境学研究所・北海道大学）  
 

The present condition and transformation  
of sanitation among settled hunter-gatherers  

From a case study of the tropical forest in  Cameroon 
 

Koji  Hayashi  
(Research Institute for Humanity and Nature (RIHN)) 

Seiji  Nakao (RIHN) 
Taro Yamauchi (RIHN / Hokkaido University) 

 

本研究では、カ࣓ルーン南ᮾ部の⇕ᖏ㞵林にᒃఫするࣆグ࣑ー系⊁⊟᥇集Ẹバカ（Baka）

の人々をᑐ㇟として、現在のサニテーションの状ἣにࡘいて᳨ドする。バカは、1950 年代以

㝆に㎰耕活ືをకうᐃఫ生活がᾐ㏱したが、᳃での⊁⊟᥇集活ືを┠ⓗとした⛣ື生活も㢖

⦾におࡇなࡗている。いࡎれのライフスࢱイルにおいても、ᙼらのከくは≉ᐃのトイࣞ設備

を持たࡎ、✚ᴟⓗに用するࡇとがない。本発表では、ᐃఫした⊁⊟᥇集Ẹであるバカの᪥

ᖖ生活からトイࣞやサニテーションに関ࢃる現状を㋃ࡲえてのᩥⓗ⫼ᬒや、それらの要素

に関ࢃる価値ほが維持される♫環境における要ᅉを᥈り、現在㉳ࡇりࡘࡘあるኚᐜととも

にᚋの課題にࡘいて考ᐹする。  

2005 年から 2010 年にかけて N ᮧ地域にてバカをᑐ㇟としたಶయ㏣㊧ἲによるㄪᰝでは、

Ꮨ⠇（ᮇ /㞵ᮇ）やほᐹ地域（ᐃఫ集ⴠ /᳃林ࣕ࢟ンプ）といࡗた᮲௳の㐪いを⫼ᬒとして、

ᘏ 64 ྡの成人⏨ዪの活ືをグ㘓した。ㄪᰝ㛫はᮅの 6 からᬌの 18 ࡲでの᪥୰ 12

㛫に㝈られたが、とくにἥのグ㘓にࡘいては便ពをもよおした㝿にྛ活ື場所から人┠

にࡘかない⬥道をᑡしධࡗた場所に⾜き、ᩘศ⛬ᗘで用をたしていた。ἥのᅇᩘは 0-3 ᅇ

⛬ᗘと㢖⦾ではなかࡗたが、ࡇの⤖果にࡘいてはኪ㛫のグ㘓がされなかࡗたⅬと、ほᐹによ

るᙳ㡪にࡘいて考៖すきであࢁう。いࡎれのㄪᰝ実୰でも、≉ᐃのトイࣞをほᐹするࡇ

とはなかࡗたが、ᐃఫ集ⴠにおいては㞄᥋した地域にᬽらすẸ᪘の㎰耕Ẹやၟ人は、ఫᒃ

のᡭなどに✰を᥀り、㊊場にᯈをΏした⡆᫆トイࣞを設Ⴀしている。たࡔし、ከくのバカ

の人々はそれをᶍೌしない。2016 年にูの G ᮧでバカの⏨ᛶに理⏤をᑜࡡた㝿には、ࠕở≀

を一カ所に集めるのは₩ࠖࡔというኌがあࡗた。᪉で、2018 年に地᪉㒔ᕷ L ᮧ㏆㑹にᬽ

らすバカの集ⴠをゼれてㄪᰝをおࡇなࡗた㝿には、のみであࡗたがバカの集ⴠ内にトイ

ࣞをみるࡇとができた。ࡦとࡘは学ᰯᩍ⫱をᢅう⾜ᨻのᑟでࡘくられたという地୰ࢥンク

リート〇の㔝እトイࣞである。ࡇれは集ⴠ୰ኸ部の⸭に年ど๓にࡘくられたようで、ࢥ

ンクリートの地表にカ所の✰があけられたものであࡗた。たࡔし、バカのఫẸが㢖⦾に

用されているᵝᏊではなかࡗた。もうࡦとࡘは、バカの⏨ᛶがఫᒃのᡭ 20 ࣓ートルどの

⨨に水ᾎࡧ場とే設してࡘくられた⡆᫆トイࣞで、バカㄒでࠕ bu na yando  (=hole of 

latr ine)ࠖとよばれていた。ࡇれはいࡺࢃる㎰耕Ẹᘧの、地㠃に✰を᥀り㊊場にᯈをΏしたࡔ

けのものであࡗたが、✰はとんどᇙࡗࡲている状態であࡗた。ేせて L ᮧ࿘㎶のバカに

ἥ⾜ື・環境の現状にࡘいてインࢱビࣗーをヨみたが、᳃でのἥにకう₩さやኪ㛫の

ἥの༴㝤ᛶなどを៧៖するኌが⏨ዪからあがࡗた。しかし、そうしたࠕ≉ᐃのトイࣞࠖのᚲ

要ᛶをッえながらも、༢⣧な工⛬で設Ⴀできるはࡎのトイࣞを✚ᴟⓗに㐀るࡇとは⛥のよう

である。以ୖのように、᳃での㐟ື生活がὶであࡗた⊁⊟᥇集Ẹが、ᐃఫ、集ఫによ

サニテーションをᕠるព㆑や価値ࡴて⾜ືᙧ態や生活ᵝᘧがኚするなかで、トイࣞを含ࡗ

ほのኚᐜに関して、状ἣにᛂࡌた㐺ษなᑐ⟇を⥅続ⓗにㅮࡌるきであࢁう。  
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水衛生環境がもたらす地域࣑ࣗࢥニテのᙳ㡪  
ル㎰ᮧをに࢞ࢿࢭ  

 
ụぢ  ┿⏤（ᮐᖠ国㝿大学）  

 

Impacts of water and sanitation condition 
on local community 

A case study of  rural Senegal  

Mayu Ikemi (Sapporo International University ) 
 

本研究は、࢞ࢿࢭル㎰ᮧ部における水衛生や水インフラ（ᡞ、ඹྠ水道、ᐙᗞ内水道、

⤥水ሪ、㈍ί水など）の環境のኚが、地域ఫẸの経済活ືや࣑ࣗࢥニテ活ືにどう

いࡗたᙳ㡪を及ࡰしているのかを᳨ドする。࢞ࢿࢭル国フテࢵクᕞ及ࡧカ࢜ラࢵクᕞ

の㎰ᮧ地ᖏに⨨する 6 ᮧⴠをᑐ㇟に、2017 年 3 ᭶及ࡧ 2018 年 10 ᭶に現地ㄪᰝを実し

た。なㄪᰝ内ᐜは、1)  ྛ✀水インフラの世ᖏ、ᮧ、ᮧⴠඹྠయに設⨨されたᮇおよࡧ

経⦋、2)  㐣ཤᩘ年の水インフラの維持管理・用状ἣ、3)  経済活ື・収ධ状ἣ、4)  水道ᩱ

㔠を含ࡴᐙィᨭฟ状ἣ、5)  水インフラの設⨨๓ᚋ、用๓ᚋのẚ㍑による᪥ᖖ生活や経済

活ື、ఫẸ⤌⧊・࣑ࣗࢥニテ活ືでのኚ、6)  ᮧのఫẸࡲたは࣑ࣗࢥニテにとࡗての

価値（大なࡇと、ඃඛされるきࡇと）、7)  その、ᮧがᢪえる問題Ⅼや課題、などであ

る。現地ㄪᰝの⤖果、ࡎࡲ水道に関しては水質の問題が῝้で、フࢵ素⃰ᗘが㧗い水道水

を㣧み続けると㢌③や㦵・⓶の③みなど人యのᝏᙳ㡪がฟているࡇとがどのᮧでも☜

ㄆされた。ࡇのためフルࢱーί水を㉎ධしている一部のఫẸ以እ、経済ⓗにవ⿱のない

ṤどのఫẸは（衛生ⓗに問題がないとはゝえない）ᡞ水を㣧ᩱ用水にしている。水道水

は㎰ᴗ用水にも㐺さないため、したがࡗて国ᐙの㛤発ᨻ⟇┠ᶆとは⭡に、ᐙᗞから㞳れ

た場所にあるᡞから重たい水をỮみ・㐠ࡪという水Ữみປാ㈇ᢸも౫↛としてゎᾘされ

ていない。しかしながら、水ᾎࡧやὙ℆などの生活用水はᐙᗞ内に設⨨された水道水が

用できるため、そのศ水Ữみປാが㍍ῶされたというഃ㠃もྰᐃできない。≉にࠕ㛫の

⠇⣙ࠖがఫẸにとࡗての大きなኚであり、᭷り㞴いຠ果であࡗた。水Ữみປാに㈝やし

ていた㛫を、ではูのᐙや㎰సᴗ、の経済活ືやዪᛶグループの活ືにてられ

ているという࣏ジテࣈなពぢがከᩘであࡗた。ࡲた、㎰ᴗ用水に㐺した水はあるものの、

その水をᡞからỮみୖࡆるᡭẁとປຊがஈしいがᨾに‶㊊に㎰ᴗがฟ来ないᮧもあࡗ

た。それがཎᅉでᮧを㞳れるఫẸもฟてきている⛬であるが、ࡇうしたࠕ水㊊ࠖではな

くࠕ水のアクࢭス㊊ࠖという環境がᨵၿされないࡲࡲఱ年も続いている状ἣであࡗた。

一᪉、水インフラがẚ㍑ⓗᩚࡗているᮧでは、⤥水ሪの設⨨ᚋ、水管理⤌合がఫẸによࡗ

て⤌⧊され、管理㐠Ⴀを࣑ࣗࢥニテが⾜い、水道ᩱ㔠のᚩ収やフルࢱーί水の㈍に

よる資㔠のᣑ大や、ఫẸయによるࢿ࣐ジ࣓ント⬟ຊのྥୖをもたらしていた。ᮧの人ཱྀ

にᑐしてᡞの水㔞がஈしいという課題をᢪえるᮧでは、ఫẸྠኈでヰし合ࡗてルールを

ᐃめ、水Ữみ㛫をỴめたり、それ以እの㛫ᖏはᡞに㘄をして管理したり、῝้な

水㊊のᮇには 1 世ᖏにࡘきバࢶࢣ 1 ᮼศとỴめるなど、⮬ຓດຊによࡗてᑐᛂしてい

た。ࡇうしたྲྀり⤌みを㏻ࡌて࣑ࣗࢥニテの⤖᮰ຊが㧗ࡲり、እ部からのຓに㢗らࡎ

⮬ศたࡕで問題をゎỴするຊも㌟にࡘけていࡗた。さらに、ᮧのఫẸࡲたは࣑ࣗࢥニテ

にとࡗての価値にࡘいてはࠕⱝ者のࠖとࠕᏊ供のᩍ⫱ࠖがᣲࡆられ、水や衛生といࡗ

たサニテーションに関するពぢはṤどฟされなかࡗた。ࠕサニテーション価値連鎖ࠖの提案

における一௬ㄝࠕఫẸは地域≉᭷のᩥや価値、生活環境や♫経済᮲௳の୰でᬽらして

いるが、現状のサニテーションの問題は、ఫẸやその集ᅋの価値とサニテーションが提供

する価値のゎ㞳にあるࠖというほⅬから、ୖ㏙した水衛生環境でᬽらすఫẸの価値を理ゎ・

考៖し、それをサニテーションにうࡲく⤖ࡘࡧけながら、࣑ࣗࢥニテの୰でࡲた᪂たな

価値をり、ぢࡘけฟし、ࡘなࡄという将来ⓗなᵓᅗをᥥくࡇとがồめられるであࢁう。  
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し尿ศ㞳ᆺࢻライトイࣞの㛗ᮇⓗཷᐜᛶとその課題   
イにおける࢘ラ࣐  

ཎ⏣  ⱥ（ி㒔大学）㸪Doris A. Mchwampaka（ி㒔大学）㸪⸨  ✑（ி㒔大学） 
 

Long-term acceptability of urine diversion toilet  
A case study in Malawi 

 
Hidenori Harada (Kyoto Univ.) ,  Doris A. Mchwampaka (Kyoto Univ.) ,   

Shigeo Fujii  (Kyoto Univ.)  
 

として㸪し尿を㎰ࡘるアフリカ㎰ᮧ部の将来のサニテーションの一ࢃトラトリンにኚࢵࣆ

ᴗ用ྍ⬟なし尿ศ㞳ࢻライトイࣞ（UDDTs）がᑟධされࡘࡘある。しかし㸪そのཷᐜᛶ

には課題が指されてきた。本研究では㸪࣐ラ࢘イにおいて㐣ཤに大つᶍにᑟධされた

UDDTs の㏣㊧ㄪᰝをඖに㸪そのཷᐜᛶをホ価するとともに㸪ཷᐜᛶにᙳ㡪をえる要ᅉを

用者の健ᗣ㸪㎰ᴗ㸪およࡧ水の安全ᛶの関ᚰのほⅬから᳨ウした。  

ㄪᰝは 2017 年 10 ᭶から 11 ᭶に実した。ㄪᰝᑐ㇟は㸪᪥本国㝿Ẹ㛫༠ຊ（NICCO）

が 2008-2012 年に࣐ラ࢘イでᑟධした 1,052 ᇶの UDDTs の内㸪Nkhotakota 管༊ TA 

Malengachanj i 地༊およࡧ Dowa 管༊ TA Kayembe 地༊にᑟධした 277 ᇶの UDDTs とした。

れらは㸪ᑟධᚋࡇ 5ࠥ9 年ᚋのトイࣞにᙜたる。ᙜヱトイࣞは㸪し尿ศ㞳ᆺ便ჾにて大便を

尿とศ㞳し㸪大便はトイࣞᗋ下の 2 ᵴの便ᵴにⴠ下させ㸪⅊をᩓᕸしてཎ๎ 6 ࣨ᭶以ୖ

⇱状態で㈓␃㸪そのᚋ㎰ᴗ用する。ศ㞳した尿はトイࣞ⫼部のᐜჾ（尿ࢱンク）にて一

次㈓␃㸪ᕼ㔘してᾮ⫧として㎰ᴗ用するࡇとをཎ๎とするトイࣞである。ᵓ㐀インࢱ

ビࣗーおよࡧ UDDTs の┠どにより㸪下グの 6 㡯┠にࡘいてㄪᰝを⾜なࡗた：1）世ᖏのᒓ

ᛶ報㸪2）トイࣞの≀理ⓗᦆയと⥅続用の᭷↓㸪3）大便およࡧ尿の㎰ᴗ用実態㸪4）

トイࣞᑟධ๓およࡧ現在における大便・尿の用による㎰ᴗຠ果のㄆ㆑（5 ẁ㝵）㸪5）トイ

ࣞᑟධ๓およࡧ現在における UDDTs 用による下⑩の㢖ᗘῶᑡのㄆ㆑（5 ẁ㝵）㸪およࡧ 6）

水の安全ᛶのᠱᛕの᭷↓。合ࢃせて㸪ㄪᰝのྛ UDDT の管理状ἣにࡘいて㸪ᗋΎᤲの

᭷↓㸪便⮯の᭷↓㸪尿⮯の᭷↓㸪⅊バࢶࢣの᭷↓㸪ᡭὙい水の᭷↓など 10 Ⅼの管理㡯┠に

。いて㸪┠どㄪᰝにᇶ࡙きṇㄗをホ価したࡘ  

ㄪᰝの⤖果㸪ㄪᰝ世ᖏの内㸪221 世ᖏ（80㸣）が UDDTs を⥅続用しており㸪うࡕ 8 

以ୖの世ᖏが 10 Ⅼの管理㡯┠のうࡕ 8 Ⅼ以ୖを㐺ṇに用していた。ࡇれより㸪UDDTs

⮬యの用はᑐ㇟地域でẚ㍑ⓗ㧗くཷけධれられていると考えられた。一᪉で㸪全యの 13㸣

の UDDTs が用できないどにᦆയしており㸪そのከくは㞵Ꮨの㝆㞵にకいᇶ♏部ศがὶ

ኻするࡇとに㉳ᅉしていた。≀理ⓗなᦆയは UDDTs 用Ṇの要な要ᅉであࡗた。  

UDDTs ⮬యを⥅続用していた 221 世ᖏのうࡕ㸪216 世ᖏ（98㸣）が大便を㎰ᴗに⥅続

用しており㸪大便の㎰ᴗ用はᗈくཷᐜされていた。UDDTs の用๓とᑟධで㸪大便

の㎰ᴗ価値のㄆ㆑は㸪5 ẁ㝵で୰ኸ値 3 から 5 と᭷ពにୖ᪼しており（p<0.001）㸪大便の

㎰ᴗ価値の㧗いㄆ㆑は大便の㎰ᴗ用がᗈくཷᐜされた要な要ᅉと考えられた。一᪉㸪

尿の㎰ᴗ用は 79 世ᖏ（ྠ 36㸣）に␃ࡲり㸪大便よりもᰤ㣴ሷ類を㇏ᐩに含ࡴ尿の㎰ᴗ

用はᗈくཷᐜされなかࡗた。尿の㎰ᴗ価値のㄆ㆑（ㄪᰝの୰ኸ値で 2）は大便の㎰ᴗ価値

のㄆ㆑とẚ᭷ពに低く（p<0.001）㸪用がཷᐜされなかࡗた要ᅉの一ࡘと考えられた。

さらに㸪尿の用の᭷↓にᙳ㡪をえうる 7 クศࢵの₯在ⓗな要ᅉを用いてロジステࡘ

ᯒを⾜なࡗたとࢁࡇ㸪尿の用価値のㄆ㆑はṇに（p<0.01）㸪㣧ᩱ水の安全ᛶの現状ㄆ㆑

はṇに（p<0.01）㸪UDDTs の用を㏻ࡌた下⑩低ῶのㄆ㆑は㈇に（p<0.01）ᙳ㡪をえて

いた。ࡇの⤖果は㸪尿の⫧ᩱ価値のㄆ㆑が尿の用に重要であるとともに㸪現状の安全ᛶ

に‶㊊せࡎ下⑩低ῶの関ᚰが㧗い世ᖏど尿をࢃないഴྥを♧၀しており㸪尿の⫧ᩱ

価値およࡧ尿用の健ᗣリスクの理ゎが尿の用実現に重要であると考えられた。  
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ルサカᕷ内㒔ᕷ࿘㎶域におけるサニテーションシステムの⥅続ⓗな㐠Ⴀ  
 

ఀ⸨  ❳生（北海道大学工学研究㝔）  
 

Sustainable operation of sanitation system for peri-urban area in Lusaka 
 

Ryusei Ito (Faculty of Engineering, Hokkaido University)  
 

ザンビア国ルサカᕷは㞵Ꮨにはࣞࢥラのὶ⾜が㢖⦾に発生しており、2017 年㹼2018 年に

かけて⣙ 4000 ௳の発とそのうࡕ 82 ௳のṚஸが報告されている 1 のような状ἣをᨵࡇ。(

ၿするため、ルサカᕷは Lusaka Sanitat ion Program と⛠して、衛生ᨵၿの 5 か年ィ⏬を実

している 2 ⚾トラトリンなどのࢵࣆ、ンクࢱクࢵプテࢭ、のィ⏬の┠ᶆは、下水道ࡇ。(

設衛生設備やබ⾗トイࣞの設⨨、ởἾのỮみྲྀりサービスの実、ỮみྲྀりởἾ処理設

のቑ設などであるが、ィ⏬㛤ጞから 1 年経㐣した 2019 年現在、බ⾗トイࣞの設⨨のみが㐍

んでおり、の┠ᶆはとんど㐍んでいない。し尿は一⯡にᤞてて処ศされるきものと

してみなされおり、生活✵㛫から㐺ษにし尿を㝖するためのサニテーションシステムを

ᵓ⠏し、㈝用をかけてし尿のᅇ収や処理が⾜ࢃれている。ルサカにおいてもᅇ収されたし

尿は᎘Ẽᛶᾘ処理により࣓ࢱン࢞スをᅇ収し、㣧用水⤥水のための࣏ンプのືຊ用㟁ຊ

に用いており、⏘≀のᾘởἾは水処理場とᗫᲠされている。ࡇれらの㈝用はルサ

カᕷとし尿をฟするఫẸがࡲかなࡗており、ఫẸが 1 ᗘのỮみྲྀりにᨭᡶう㈝用は一⯡

ⓗな⤥の༙᭶㹼一᭶ศに┦ᙜする。ࡇの状ἣではẚ㍑ⓗ⤥の㧗いᐙᗞのみがࡇのサー

ビスをཷけるࡇとができ、SDGs の┠ᶆの一ࡘであるすての人が➼しく衛生環境持ࡇࡘと

を㐩成するࡇとが㞴しい。そのため、発表者はし尿から価値のあるものを生⏘し、その㈍

ᑐ価をもࡗて㐠Ⴀ㈝用を㈥う⮬立経Ⴀのできるサニテーションシステムを提案する。本

提案では、ྛᐙᗞにあるࢵࣆトラトリンやࢭプテࢵクࢱンクからᅇ収されたし尿からࢥ

ン࣏ストを生⏘する。そのࢥン࣏ストを用いて㔠స≀を生⏘し、㈍する。ࡇのように、

し尿をᅇ収し、収ධをᚓるとࡲࢁࡇでを一ࡘのయが⾜うࡇとにより、⥅続ⓗなサニテー

ションシステムの㐠Ⴀがྍ⬟となる。収ධを᭱大するためには、༢し尿あたりの収ධ

を᭱大するస≀を㑅ࡪᚲ要があり、し尿の᭱大の価値である⫧ᩱ成ศを᭷ຠにうよう

㓄៖されなければならない。ザンビアではトࣔ࢘ロࢥシ、ヒ࣐࣡リ、サト࢟࢘ビ、ᑠ㯏、

大㇋などが᱂ᇵされており、㐣ཤには⥥ⰼも᱂ᇵされていた 3 れらから᭷用なస≀を㑅ࡇ。(

ฟする。一᪉、し尿のᅇ収にはປാ者の衛生環境をᏲるためにᶵᲔするࡇとがᮃࡲしい

が、ᅇ収ࢥストのቑ大をᣍくため、収ධにᛂࡌたᶵᲔを㐺ษに㑅ࡪᚲ要がある。  

ࢱクࢭでのようなබඹࡲれࡇ、とによりࡇのようにẸ㛫による経Ⴀᡭἲをྲྀりධれるࡇ

ーࡔけでは㐠Ⴀが㞴しかࡗたサニテーションシステムが⥅続ⓗに㐠Ⴀできるようになると

ᮇᚅできる。  

 

1)  Nathan Kapata ,  Nyambe Sinyange ,  Mazyanga Lucy et .  a l . ,  A Mult i sectoral  Emergency 

Response Approach to a  Cholera Outbreak in Zambia:  October 2017 –February 2018,  The 

Journal  o f Infectious Diseases,  Volume 218,  Issue suppl_3,  S181 –S183,  2018,  

ht tps: / /doi .org/10.1093/infdis/ j iy490  

2)  http: / /www.lwsc.com.zm/lsp/  

3)  ⊂立⾜ᨻἲ人国㝿༠ຊᶵᵓ㎰ᮧ㛤発部、ザンビアඹ国 を୰ᚰとしたస≀ከᵝ࣓ࢥ 

᥎㐍プロジェクトヲ⣽ィ⏬⟇ᐃㄪᰝ報告᭩ (2012)  
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Socio-demographic factors determining household Water, Sanitation and 
Hygiene in peri-urban Lusaka, Zambia  

 
Sikopo Nyambe (Hokkaido University),  Joseph Zulu (University of Zambia),  

Taro Yamauchi (Hokkaido University  /  RIHN)�  
 

The Joint  Moni tor ing Programme (JMP) between UNICEF and WHO outl ines defini t ions 

and guidelines on Water  (dr inking water  supply) ,  Sanitat ion ( toi lets  and fecal  management)  

and Hygiene (handwashing)  for  the sake of internation al  benchmarks and comparisons  

(UNICEF & WHO, 2017) . The present  study used these standards to assess  135 households 

in a  per i -urban (slum) se t t lement in Lusaka,  Zambia.  The ci ty of Lusaka has 37 per i -urban 

set t lements,  with 70% of i ts  populat ion being per i -urban residents (Nyambe et .al ,  2018; 

Zambia Central  Stat ist ical  Office,  2012) .  Poor  water,  sanitat ion and hygiene (WASH) has 

been l inked to  year ly outbreaks o f waterborne disease within the ci ty,  predominantly found 

to  be or iginating from peri -urban se t t lements (Sinyanga et .al ,  2018) .   

On s i te  household assessments were therefore conducted to  identi fy the present  si tuation 

in Lusaka slums.  Demographic data (economic s tatus,  education level ,  mari tal  status,  e tc . )  

and household WASH data relat ing to  the abov e mentioned service levels  were paired for  

analysis.  Sanitat ion leve ls were also compared against  each other  to  ver ify co -influence 

among the ta rgeted demographic.  Collected data was then analysed using descr ipt ive 

stat ist ical  methods (chi  square)  to check  for  differences.  

Results  by service level  indicated that  54%, 41% and 48% of households had l imited 

sanitat ion,  no handwashing facil i ty present  and l imited access to  dr inking water  

respectively.  A signi ficant  difference was found among the three service l evels,  

highlighting a l ink between a household’s water  service level  and their  subsequent service  
level  for  sanita t ion and handwashing.  Results  fur ther  indicated a l ink between dr inking 

water  service level  and ir regular  income flow of the household head.  O ther  

socio-demographic factors such as mari tal  status,  age and education were found to  be 

insignif icant .   

From the results ,  we can conclude that  l imited access to  water  has an impact  on the toi let  

and handwashing levels  within the household.  Addit ionally,  i r regular  income of the  

household head has an impact  on household water  service leve ls.  With these result s ,  we can 

recommend a more holist ic  approach encompassing al l  3  factors for  improved WASH in 

per i-urban set t lements.   

 

 

 

CSO (Central  Stat ist ical  Offic e)  2012. Zambia 2010 Census of Populat ion and Housing:  

National  Analytical  Report .  Central  Stat i st ical  Office (Zambia) ,  Lusaka  

Sinyange,  N. ,  Brunkard, J .  M.,  Kapata,  N. ,  Mazaba, M. L. ,  Musonda,  K. G. ,  Hamoonga,  R. ,  

Mukonka,  V.  M. (2018) .  Cholera Epidemic —  Lusaka,  Zambia,  October  2017 –May 2018. 

MMWR. Morbidity and Mortal i ty Weekly Report ,  67(19) ,  556 –559.  DOI: 

ht tps: / /doi .org/10.15585/mmwr.mm6719a5  

Nyambe,  S. ,  Hayashi ,  K. ,  Zulu,  J . ,  & Yamauchi ,  T. (2018 ) Water,  Sanitat ion,  Hygiene,  

Health and Civic Par t icipation of Children and Youth in Per i -Urban Communit ies:  An 

Overview of Lusaka,  Zambia,  Field  Research Report  2016.  Sanitat ion Value Chain,  Vol.  

2 (1).  DOI:  ht tp: / /doi .org/10.20568/00002640  
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The Social Dilemma of Solid Waste: 

The Perception of Sanitation Workers' in Addis Ababa, Ethiopia  

Haregewoin Bekele (Graduate School of Asian and African Area Studies,  Kyoto 
University) 

 
Background :  In  Ethiopia 's  capital  ci ty Addis Ababa,  municipal  solid  waste management  is  
gett ing at tention for improvement these days.  The house to  house waste collection service 
is  provided by sanitat ion workers share enterprises,  formerly under the auspices of  micro 
and small  enterprises.  The ci ty 's  waste collection service is  delivered by around 6,000 
sanitat ion workers on the basis  of  contractual  agreement with Addis Ababa cleaning 
management  off ice at  the Wereda  level .   
Objective :  The aim of this  s tudy is to understand the sanitat ion workers perception and their  
l ived experiences in relat ion to solid waste .  And i ts  socioeconomic implication has been the 
objective for analysis .  
Methods :  Relevant data was collected from sanitat ion workers (N=19) and other  
s takeholders  using semi-structured interviews,  focus group discussions and observation in  
Wereda (Distr ict)  09,  Bole sub-city,  Addis Ababa,  Ethiopia.  The f ieldwork took place for  a  
total  of  nine months in  2017 and 2018.  
Results :  Sanitat ion workers '  perception towards solid waste s ignif ies  s ix  main dimensions  
as ref lection of  their  service delivery.  The dominant discourse is  the economic value of  
waste in  contr ibuting to their  l ives as  their  means of  l ivelihood has been l inked to  other  
important  aspects  of  their  l ives  too.  Moreover,  market-oriented segregation of  recyclables 
from the mixed solid  waste is  contr ibuting in earning addit ional  income for  sanitat ion 
workers  and benefi ts  many others  in  the marketing chain of  recyclables such as wholesalers  
of recyclables ( local  name Diza Bet)  and i t inerant junk buyers ( local  name Koraliyo) .  As the 
result ,  their  l iving standard and waste collect ion service is  progressively improving.  
Sanitat ion workers are fully aware of  the government employment creation init iat ives and 
the af terward reforms.  The other  s ignif icant  ref lection is in relat ion to  the potential  harm to  
the immediate environment and f inal  dumping si te  as  ref lected in  the case of  segregation,  
l i t ter ing etc.  They also show their  concern on the occupational health hazards which is  
inherent  to the sector and public health challenges.  The social  dimension has been a 
bit tersweet for  sanitat ion workers.  The posit ive side l inked to the opportunity created to  
part icipate in local  informal socioeconomic associat ions which valued most in  Ethiopia 
across cultures.  However,  proper waste handling is not considered as obligation of the  
residents and rather perceived as the results of emphatic feeling. Moreover,  as indicated in  
their  verbatim the issue of  dignity and social ly depriving si tuations makes sanitat ion  
workers skeptical on their  s tatus within  the community.  These complex scenarios also  
highlighted the power relat ions in  the daily waste collection service.   
Conclusion :  The perception of  sanitat ion workers  towards waste has several  meaning layers  
beyond the economic merits  of  waste as a l ivelihood option.  The insights of  sanitat ion 
workers as a  public service provider  and their  narrat ives indicated the demerits  in  relat ion 
to their  l ived experiences that  their  human and democratic  r ights  are violated.  

 

E19



200

Food Consumption Habits in Uganda 
Role in the Changing Dimension of  Malnutrition in Mukono, Central Uganda   

 
Seera Georgina 

 (Graduate School of  Asian and African Area Studies, Kyoto University) 
 

          Food consumpt ion habits  are closely associated with the nutr i t ion and health status  

of a  populat ion.  In the 1960s,  the  food consumpt ion habits  of the Ganda ethnic group that  

dominates the Central  region  of Uganda are said  to have been character ized  by three eat ing 

occasions i .e .  the morning,  midday and evening mea ls.  The morning meal  usually comprised 

“ le ft -over  food from the night  before ”  while  the midday and evening meals  usually  

comprised “one  staple ( i .e .  matoke or  other  types  of bananas,  sweet  potato,  cassava,  maize 

or  yams)  and one or  more sauc es made from ga thered insects,  f i sh,  meat ,  beans,  sesame,  

groundnuts or  wild  vegetables”.   
          Although the long-term malnutr i t ion problem in Uganda has  been chi ldhood 

undernutr i t ion  which i s  st i l l  observable in some par ts  o f Uganda ,  a  new problem 

character ized by excess ive body fat  accumulat ion ‘obesity’ in women is  increasingly 

occurr ing in urban areas as well  as in some rural  areas of the Central  and Western region s.  

To examine the role of food consumption habits  in this phenomenon,  a  24 -hour  dietary recall  

was conducted  in the households of 600 women in a  rural  vi l lage and in the households of  

556 women in an urban vil lage of  Mukono distr ict  in  Central  Uganda.  The weight  and height  

of the women was also measured,  and the ir  body size classi fied  using the WHO 

classi ficat ion based on t he Body Mass Index (BMI) .   

          The total  prevalence of  obesi ty in  the  rura l  vi l lage was 7 . 2% while  that  in  the  urban 

vil lage was 20.9%. In the urban vil lage,  269 (48.4%) of the households had 3 meals a  day,  

179 (32.2%) had 2 meals a  day and 108 (19.4 %) had one meal  a  day.  In the rural  vi l lage,  547 

(91.2%) of the households had 3 meals a day,  42  (7 .0%) had 2 meals  a day and 11 (1 .8%) had 

one meal  a  day.   The morning ‘ekyenkya ’ food i tems could be categorized into;  the dr inks  

‘ebyokunywa ’ and the eats ‘escort ’ or  ‘ekyokunywela ko ’ .  The commonest  dr ink i tem in both 
the urban and rural  vi l lage was t ea  with sugar.  The eats group could fur ther  be categorized 

into  the snacks,  ‘ebyokulya ’ such as bread, fr ied chapati  and deep-fr ied samosa ;  the food,  

‘emmere ’ such as sweet  potatoes,  cassava,  and matooke ;  and the frui t  or  vegetable such as 

mango or  vegetab le .  ‘Ebyokulya’ was  the most  commonly used escort  in the urban area, 

while ‘emmere ’ (comprised predominantly o f food left  over  from the  previous night  
‘amawolu ’) ,  was the commonest  escort  in the rural  vi l lage.  The lunch ‘ekyemisana’  and 

dinner  ‘ekyegulo’  food i tems could be categorized into  the food ‘emmere ’ ,  the sauce ‘enva ’ ,  
the frui t  or  vegetable and the ‘breakfast  l ike’ al ternatives to  a  meal ,  i .e .  tea and 

escort /snack.  The commonest  emmere  in the urban vil lage were r ice,  matooke and posho ;  

while  the co mmonest  in the rura l  vi l lage were sweet  potatoes and posho .  The commonest  

enva  in both the urban and rural  vi l lage were beans.  Fruit s  were a common occurrence a t  

‘ekyemisana’  in the rural  vi l lage  while  ‘b reakfast  l ike ’ food i tems were commonly 

consumed as a  meal  replacement for  ‘ekyegulo”  in the  urban vil lage .   

          Observed food consumption habits  that  may be contr ibuting to  higher prevalence of  

obesi ty in urban areas are 1)  Fewer eat ing occasions in a  day  i .e .  only 48.4% had the typical  

3  meals a  day 2)  Morning meals  dominated by bread and fr ie d snacks and 3)  a  signi ficant  

contr ibution of fr ied snacks in the evening meal .  Food consumption habits  that  appear  to  

protect  the rural  popula t ion aga inst  obesi ty are 1)  3  eat ing occasions  per  day  91.2% 2)  

Morning meals dominated  by food left  over  f rom the previous night  3)  Signi ficant  

contr ibution of frui ts  to  the  afternoon meal .  Changing food consumption habits  are  p laying 

a signif icant  role  in the changing dimension of malnutr i t ion in  Uganda today.  
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持⥆可能な開発目ᶆからみたスーࢲン文化㈈  
 

関広ᑦୡ（බ㈈ ி㒔市ᇙⶶ文化㈈◊✲所）  
 

The Study of Cultural Properties in Sudan Based on SDGs 
 

Naoyo SEKIHIRO (Kyoto City Archaeological Research Institute) 
 
 

2017 年は、ᅜ㐃が定めた「開発のための持⥆可能なほගのᅜ㝿年」であった。いまや、

文化㈈の価値や意義も持⥆可能な開発目ᶆ（以ୗ、SDG㹱）というほ点からㄽࡌられる時

代である。  
 
本◊✲の対㇟としたのは、主として 1960 年代のアス࣡ン・ハイ・ࢲム造成にకうࢾビア

㑇㊧⩌ᩆ済࢟ャン࣌ーンで出ᅵした鉄製品である。ྂ代スーࢲンでは鉄が物質文化の主要

なフクࢱーを༨めていたが、࢟ャン࣌ーン⤊ᚋ、これらの資料は、多くの◊✲者のグ

᠈からⷧれた状態でⶶされているのが現状である。  
 
◊✲ィ⏬当ึは、現在の主要ほග地となっている㑇㊧出ᅵ資料が対㇟にྵまれているこ

とから、㐣ཤの調ᰝで出ᅵした資料の活用をಁすことで、上グのようなᅜ㝿的な目ᶆ達成

にも㈉⊩できるようなࣔࢹルケース࡙くりを目的としていた。  
 

もࡑもࡑ SDG㹱の๓㌟には、ࠗ ミレニアム開発目ᶆ（MDG㹱）࠘ がある。15 年㛫での達

成目ᶆの⠇目となる 2015 年、MDG㹱の成果と課題を㚷み「人㛫、地⌫および⦾ᰤのため

の行動ィ⏬」として、ࠗ ᡃࠎのୡ⏺を変㠉する：持⥆可能な開発のための 2030 アジ࢙ン࠘ࢲ

がᅜ㐃全会一⮴で᥇ᢥされた。ࡑしてこのアジ࢙ンࢲにᥖࡆられたのが、17 の目ᶆと 169
のࢱーࢤットからなる SDG㹱である。  
 このうࡕ目ᶆ 11.4 に文化㑇⏘ᅜ㝿༠力の㡯目がある。ࡑれは 2006 年に日本で行され

た文化㑇⏘ᅜ㝿༠力᥎㐍法とも関㐃࡙けられている。途上ᅜにおいて、存⥆の༴機にℜす

る文化㑇⏘のಖㆤをユネスコ等と༠力しつつ、必要なಟ事業の実や人ᮦ⫱成等のᨭ

を行うというものである。  
 

᪉、◊✲が㐍ᒎするにᚑい、スーࢲンではこの目ᶆ 11.4 けでは༑分にカバーしきれࡔ

ないという現実に直㠃することとなった。また、ほගというほ点からのㄝ᫂でも༑分にㄝ

᫂しきれないというのが現状である。ࡑれは、スーࢲン文化㈈を取りᕳく⎔ቃや、これま

での調ᰝ◊✲の背景、ࡦいてはスーࢲンの社会ࡑのものがᢪえる特有の問題に対しても㓄

慮が必要なためであると考えられる。  
 
 本発⾲では、関㐃性があると考えられるの目ᶆやࢱーࢤットについてもゝ及し、SDG
㹱というᴫᛕが、ᖜ広い意味でスーࢲン文化㈈のᚋに㈉⊩しうるᴫᛕであることを♧し

たい。  
 
 
ͤ  本◊✲は JSPS ⛉◊費（18H00024）ࠗ 持⥆可能な開発目ᶆに基࡙くスーࢲンᅜ立༤物㤋

所ⶶ資料の◊✲࠘に基࡙くものである。  
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くらしのなかのᩥ化㑇⏘

物㉁ᩥ化研究と༤物㤋ά動、そしてᩥ化継ᢎᨭを⤫合するヨࡳ

㣤⏣༟（ᅜ❧Ẹ᪘学༤物㤋）

Cultural Heritage in the Everyday Life
Integrating Study of  Material  Culture, Museum 

Activities,  and Support in Cultural Transmission
Taku Iida (National Museum of Ethnology, Japan)

 いわࡺるᩥ化の継ᢎに༤物㤋が大きなᙺをはたしてきたことは、᪥本の（たとえࡤ

ዉⰋᅜ❧༤物㤋）からもᐜ᫆にീでき、この分野におけるά動はすでに᪥本社会で認▱

をཷけている。しかし、᪥本での考えかたをアフリカにᙜてはめることはࡎࡴかしい。ᩥ

化㈈保護のไ度が᪥本どᩚっているᅜが少ないことも⌮由のひとつࡔが、᪥本における

化ᩥࠕ アンスをᖏびていることも大きな⌮由のひとつࣗࢽ化㈈ࠖのᴫᛕがࣟーカルなᩥࠕࠖ

である（Ḣ⡿のᩥ化ᴫᛕがࣗࢽーࣛࢺルでないことも、ここではゝしておく）。こうした

なか、じっさいのᩥ化⾜ᨻᐇົで㏻用している考えかたのなかで、もっともᗈくཷけ入れ

られやすいᩥ化ᴫᛕの手がかりをᥦ౪してくれるのは、2003 年にࣘネスࢥ⥲会で᥇ᢥされ

た↓ᙧᩥ化㑇⏘保護᮲約（発ຠは 2006 年）である。たࡔし、その考えかたの㠀について

は、なお意ぢが分かれよう。本発表では、᮲約にグされている↓ᙧᩥ化㑇⏘の考えかたを

有ᙧのᩥ化㑇⏘にも㐺用する意義を確認したうえで、物㉁ᩥ化研究の学⾡的࣭社会的意義

を考察する。

 ↓ᙧᩥ化㑇⏘保護᮲約では、↓ᙧᩥ化㑇⏘を‶たす᮲௳して、ձࠕ社会、集団ཬびሙ合

によっては個ேが⮬ᕫのᩥ化㑇⏘の一部として認めるࠖこと、ղࠕᙜヱ社会ཬび集団に同

一性ཬび継続性の認識をえることにより、ᩥ化の多ᵝ性ཬびே類の㐀性にᑐするᑛ重

をຓ長するࠖこと、ճࠕୡ代からୡ代へとఏᢎされ、社会ཬび集団が⮬ᕫの⎔ቃ、⮬↛と

の相స用ཬびṔྐにᑐᛂして絶えࡎ⌧㹙する㹛ࠖ ことなどがあࡆられている。ձおよび

ղの๓半は、↓ᙧᩥ化㑇⏘のᴫᛕが 19 ୡ⣖後半のドイツࣟマン主義や 20 ୡ⣖๓半のᩥ化

相ᑐ主義のᩥ化ᴫᛕをࡩまえていることを示しており、ղの後半は、そうした⾜動ᵝᘧ࣭

生άᵝᘧとしてのᩥ化が⌧代社会で積ᴟ的な౯್をᣢちうるとᐉゝしている。ճはその要

約ࡔが、↓ᙧᩥ化㑇⏘が᫇ながらのかたちをかならࡎしもཝᐦな意でఏえてはおらࡎ、

さまࡊまな᮲௳に㡰ᛂしつつ㐀的౯್を⥔ᣢしてきた（していくべき）ことを示してい

る。

 われわれが生άのなかでなにࡆなく用いている社会的しくࡳや㐨ලなども、ᩥ化の多ᵝ

性やே類の㐀性を示すためのリࢯースであり、その意において౯್をもつ。ここで重

要なのは、こうしたしくࡳや㐨ලが生άの利౽にᛂじて᪥ࠎ᭦᪂されていることࡔが、ࡔ

からといって、⌧ᅾのかたちが最大のຠ用をᥦ౪するとはかࡂらない。⌧代的᮲௳ではຠ

用が小さい㐣ཤのしくࡳや㐨ලも、時代が変われࡤຠ用をᅇしうる。物㉁ᩥ化研究はこ

のことをࡩまえながら、いࡎれは変わりࡺく㐨ලや生ά㈈⎔ቃをグ㘓するのであり、༤物

㤋の資ᩱ集も同ᵝの意義をもっている。ここにおいて、物㉁ᩥ化研究とᩥ化継ᢎのᨭ

は、分かちがたく㐃ᦠしていく可能性が高いといえる。

 なお、ᅜ❧Ẹ᪘学༤物㤋が進めるフ࢛ー࣒ࣛᆺ情報࣑ࣗーࢪアࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣒アフリ

カ資ᩱの多ゝㄒ方ྥࢹータベースの構⠏ࠖでは、すでに集した資ᩱが集ᙜ時（多く

は 1970 年代および 1980 年代）に有していた意義、ならびに⌧ᅾᣢつ意義をあらためて調

査している。これは、物㉁ᩥ化研究とᩥ化継ᢎᨭの㐃ᦠに、༤物㤋ά動も関わらࡏよう

という目ㄽぢにもとづいている。このヨࡳが成ຌするため以上に、アフリカྛ地域のᩥ化

がே類全体のᮍ᮶に㈉⊩するようಁしていくために、学会ဨㅖẶのࡈ意ぢを௮ࡂたい。
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Utilizing Coffee and Tourism in Ethiopia : 
An Empirical Approach for Coffee  Tourism 

Ohsoon Yun (Asia Center, Seoul National University ) 

 

Keywords: coffee culture, coffee expedition, coffee tour, coffee tourism,   
Ethiopia 

 

Abstract:  
This paper  examines how coffee and tourism could be uti l ized in  Ethiopia  from an 

empir ical  approach.  Within academia,  coffee tourism is general ly  underdeveloped.  Coffee 

tourism is not  a widely used term as in the case of  wine tourism. However,  there exist  forms 

of coffee tourism although i t  has  di fferent  names such as tourism with coffee,  coffee -related 

tourism,  tourism related to  coffee,  coffee niche market ,  and coffee ecotourism.  

As the bir thplace of  Arabica coffee,  Ethiopia has  abundant coffee  tourism  

resources.  Ethiopia produces high quali ty f ine Arabica coffee in di fferent  areas such as  

Kaffa,  Yirgacheffe,  Harar,  Sidama,  J imma,  and Nekempt.  Ethiopia has unique coffee -related 

stor ies,  with the story of Kaldi being  one of the most  famous of them.  Despite  i ts  r ich 

resources for  coffee  tour ism, their  practical i t ies a re not  yet  act iva ted.  In this paper,  I  would  

l ike to  introduce several  coffee tourism init iat ives currently exist ing in  Ethiopia.  

Furthermore,  I  would l ike to  explore potential  opportunit ies and  challenges to  conduct  

coffee tourism based on those ini t iat ives.  This paper  makes use of data I  collected from my 

field  research in Ethiopia alongside  secondary data sources.  

�
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Local agency in tourism in pursuit of livelihood:  
A case study in South Omo Zone, Ethiopia 

 

Azeb Girmai 
Graduate School of Asian and African Area Studies  

Kyoto University 
 

This presentation focuses on a research outcome conducted in Mursiland, one of the two of my research units, in 

the Lower Omo Vally of Southwest Ethiopia. A qualitative case study methodology, through in-depth interview, 

informal conversation, participatory observation and focus group discussions, is employed to see how local people 

are making creative moves to take opportunity in tourism to overcome constraints in their livelihood. 

 

The tourism sector in Ethiopia considered as one potential economic driver at national level is gaining prominence, 

as in many African countries.  However, it is not clear to what extent the sector addresses the socio- economic 

needs of local people in destinations, in particular those that draw tourist interest and are directly engaged in the 

sector. The people in South Omo Zone (SOZ) located in the Lower Omo Valley, southwest are predominantly 

engaged in small-scale farming and agro-pastoralism for their livelihood. The zone which is a host to 16 diverse 

ethnic groups with distinct cultures and traditions is also a major attraction to international tourists interested in 

Ethnic tourism. As a result, six out of the Zone’s eight woredas (districts) are major tourist destinations at national 

level.  

 

Tourism in Mursiland is a daily activity for local people, for those residing close to the road intersecting the Mago 

National Park from the zonal town towards the Omo River (east to west) which is a major tourist route in the area. 

Those that live far also come to encounter with tourist from further villages on a daily basis. The tourist encounter 

engages a number of mediators for about 30 minutes, at the most an hour, for a tourist gaze and a “photo for Cash” 
exchange for every photo taken by tourists.  The Mursi known for their women’s lip cuts and clay plates inserted 

in their cut lips, are proud to display to tourists as their cultural heritage and tradition.  A young girl at 15 undergoes 

lip cutting as a symbol of coming off age. Not long ago, it has also been a symbol by which a wise-and -obedient 

women is measured by her husband and the society in Mursi.  

 

Today, new shifts are observed with young girls standing strong totally opposite to such social norm. This decision 

is not only a personal decision but also a decision that change a course of a livelihood of the group that those young 

girls belong to, for the international tourism influx is said to depend on the very cultural practice.  This means a 

huge responsibility on the young girls, however the girls are very clear and determined that such culture does not 

have any meaning to them, but they still continue to have tourist encounter in their own terms.  They decorate and 

make themselves ready every day to meet tourists.  Adorning objects are put as decoration and face painting used 

to alternatively attract tourists and earn money from photo shoots. This trend happens in total agreement within 

their wider social group.  However, local guides in the area attempt to mobilize and organize new faces that strictly 

follow the “Mursi tradition – where girls cut their lips” claiming that as a tourists’ demand. At this point, the girls 

and the local ethnic group are in a new move towards cultural/behavioral transformation which may be at a cost 

of a livelihood option. Still, they are standing strong to face the challenge to maintain their livelihood as well as 

their girls follow their choice of tradition. 

 

Key words: Livelihood, Local Agency, Ethnic Tourism, behavioral/cultural transformation 
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小規模エコロッジによる地域貢献の可能性――タンザニア、モザンビークを事例に――�

中嶋 真美 
玉川大学文学部 

Local Contribution of Small-scale Ecolodges: Case studies in Tanzania and Mozambique 
Mami NAKAJIMA 

College of Humanities, Tamagawa University 
 
１� はじめに(背景・目的・手法) 
国際観光の潮流としてアフリカ地域への渡航者数は年々増加傾向にあり観光効果への期待が大きい。中でも

豊かな自然環境や野生生物を主な観光資源とし様々な形で展開されるエコツーリズム(以下、ET)が注目されて

久しく、その宿泊形態としてエコロッジ(Ecolodge:以下、EL)も1980年代以降、急速な発展を遂げてきた

(Sanders&Halpenny, 2001)。特に経済的側面への影響評価や消費者行動に関する事例研究は複数見られる

(Salama,2004; Sumanapala et al,2015)が、本研究では社会開発の視点からアフリカにおける小規模ELの存在

が地域社会にもたらす効果や影響を明らかにすることを目的とする。 
調査対象はタンザニア連合共和国(以下、TZ)およびモザンビーク共和国(以下、MZ)から抽出した。TZでは

Pangani県[事例1]、MZではInhambane県[事例2]のELを対象とした。研究手法は文献研究及び事業運営者と

関係者へのインタビュー調査、現地で実践される各施設付帯プログラムへの参与観察によるものである。現地

調査期間はTZにおいては2017年8月13日～17日(計5日間)、MZにおいては2018年8月3日～7日(計5日間)である。 
２� エコロッジ(EL)の定義 
� Hawkins et al.(1995)によれば、ELという語は持続可能な観光の原則に則っている。Osland and 
Mackoy(2004)によれば、ELはエコツーリストの訪れる自然地域の中あるいはその近隣で提供される宿泊施設

及びサービスのことを指す。Kwan et al.(2010)はELについて、1)自然地域内あるいは近隣に位置すること、2)
地域住民への雇用機会を提供すること、3)解説付きプログラムやネイチャー・ツアーやカルチュラル・ツアー

等の教育的な要素を提供すること、の3条件を示した。Salama(2004)によれば、ELは当該地域で産出または再

利用された建材により建設され、太陽光発電や代替エネルギー、廃棄物や排水の再利用、食材の地産地消をそ

の特徴として挙げた。また周囲の環境に調和した小規模施設であり当該地域の自然や文化を訪問者に提供する

ものを指す、としている。�  
3� 地域への効果と「よそ者」の役割 
途上国におけるEL運営は多くの場合、地域住民が中心的事業運営者となって展開されるケースは少なく、あ

ったとしてもその規模は小さい。外部者によるEL運営がそれまで観光産業に関与した経験のない地域内で行

われる場合には、地域に雇用と収入を生み出す仕組みとして機能する場合もある。その規模は大資本によるエ

コリゾートから個人経営レベルまで多種多様であるが、地域社会外のいわゆる「よそ者(外部者)」の外国人経営

者や国際NGOによるものであることで、地域住民にとっては自らの先行投資を必要とせず、その運営に関与す

ることも多い。その結果、雇用創出以外の利益享受の機会となることもあり得る。他方、途上国の観光産業に

おける外部者の関与についてはリーケッジ(利益漏出)の問題もしばしば指摘される。 
ELは滞在施設の核となるものであるが、ゲストと地域住民との接点はロッジごとに様相が異なる。事例１の

場合、EL運営の主眼は周囲の貴重な自然資源の保護に置かれ、極めて小規模な家族経営であるため、地域住民

の雇用はあるものの地域全体への利益の敷衍は難しい。ただし、小規模ゆえに雇用者と被雇用者間の信頼や信

用といった社会関係資本の醸成が見られ、継続的な雇用機会の創出が読み取れた。他方、事例2の場合は、導入

時から地域社会全体への裨益を目指し、地域住民の技術や知識を生かす形でロッジ建設を実施している。当初

の建設メンバーの多くが現在のロッジスタッフとして雇用され、顧客との共通言語(英語)を学びながら収入を

得るようになっていることから人材育成の側面でも効果があると考えられる。また、「よそ者」が当該地域をEL
適地として発掘することで、地元の自然資源の価値の大きさが追認され、地域住民の誇りと環境保全意識の醸

成にも繋がっていることがインタビュー結果から明らかとなった。 
４� 結論 
規模の大小や地域社会との関与の程度に差はあるものの、自然資源を従来の活用方法とは違った形で活用す

る契機を作り、地域住民に対して経済的利益の創出がなされているという点、また事例によっては被雇用者で

ある地域住民自身のエンパワメントに繋がる可能性を持つという点から、ELの有益性が認められる。ELの建

設、運営にあたっては、地域住民の持つ伝統的な知と「よそ者」のもたらす視点や知識、技術が重要な意味を

持つ場合が多いが、「よそ者」がELを媒介しコーディネートすることで、小規模ゆえのアクター同士の顔の見

える関係性が生み出されている。それにより、地域住民や旅行者という単体では為し得ない地域貢献の機会を

生み、その利益・効果に持続性を担保できるという意味においてELならではの地域貢献の可能性がある、と考

えられる。 
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ダム開発を発端とする周辺住民の経験  
－ガーナ・ポン・ダム開発に対するポン都市住民の語りから－  

 
友久  保彦（一橋大学大学院  社会学研究科）  

 
Experiences of Residents originating from Dam Development: 

From the Telling of Urban Residents on Kpong Dam Development in Ghana 
 

Yasuhiko Tomohisa 
 (Doctoral Candidate, Hitotsubashi University) 

 
今から約 40 年前、ガーナ南東部で行われたポン・ダム開発（Kpong Dam Developme nt）

の過程でヴォルタ川（Volta River）に面した当時のポン市街（Kpong）はほぼ水没し、多

くの住民は西ポン再定住地区（West Kpong Rese t t lement�Area）への移転を余儀なくされ

た。ポンは、その後水没を免れた旧市街の北西辺縁部から幹線沿いに拡大し、2010 年には

1 万 5 千人を擁するクロボ地域（Krobo）の主要な地方都市の１つとなっている。ポン住民

は、1980 年前後のダム開発とその後の都市変容をどのような経験として認識しているのか、

また住民にとってダム開発の意味は何だったのか、これらの問いについて、地域の歴史的

文脈を踏まえて理解することが本研究の問題関心である。  
ガーナ共和国では、独立後、ヴォルタ川開発（Volta River  Development）として、1966

年にアコソンボ・ダム（Akosombo Dam）が、1982 年にポン・ダム（Kpong Dam）が建設

された。電力供給網の整備がガーナの近代化に一定の貢献をしてきた一方、両ダム開発の

過程で約９万人の住民がヴォルタ川開発公社（Volta River  Authori ty）により再定住地区に

移転させられた。これまでの研究では、再定住地区やヴォルタ湖沿岸、ヴォルタ川下流域

における住民の生計が慢性的に窮乏していることや、再定住地区では移住民向けに収用さ

れた土地の補償をめぐって不満をもつ土地所有者（ホスト住民）と移住民（再定住民）の

間に、土地侵入や土地紛争が発生していることが指摘されている。  
ヴォルタ川開発に伴う住民移転はそのほとんどが農村間によるものであったが、本発表

では都市部の移転を経験した地方都市ポンに注目し、対象地域を再定住地区に限定せずに、

19 世紀以降今日のマニャ・クロボ伝統地域（Manya Krobo Tradit ional  Area）の領域全域

に広げて検討する。ポンは、ヴォルタ川交易の中継地として非クロボの移住民が流入しな

がら発展してきた。植民地期以前の歴史的文脈も考慮しながら、ポン・ダム開発を発端と

する地方都市ポンの変容を理解する。  
本発表では、2014 年以降継続しているポン都市住民に対するインタビュー記録、入手可

能なヴォルタ川開発公社の年報、土地や裁判に関する公的記録を分析する（注）。インタビ

ュー記録は、ダム建設前後の諸変化を実際に経験しているポン都市住民、ポン市内の地区

ヘッドマンやチーフの親族など、雪だるま式に機会を得ることができたクロボ人や異なる

エスニック集団に属する移住民である、約 40 名の中高年男女を対象とした半構造的な調査

票により得られたものである。  
ヴォルタ川開発公社の年報における記載とインタビューにおけるポン住民の経験や認識

に関する語りについて、両者の差異にも留意しながら、ダム開発のもたらした出来事や変

化に対する住民による是非の認識について把握する。さらに、ポンにおける土地取引や土

地侵入、チーフの長期不在、クロボ地域としての領域性に関する、住民自身による具体的

な経験や認識を分析したうえで、地方都市ポンの変容として土地取引やチーフ制、領域性

に関する争点を明らかにする。争点における当事者間の認識のズレや複雑な関係性から、

これらの争点がなぜ・どのように生じたのか、あるいはどのように認識されているのか、

またなぜ今日まで争点として継続しているのかについて考察する。  
 

（注）本調査研究の一部は、松下幸之助記念財団 2016 年度研究助成による成果である。  
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アフリカ旅行を手掛けて41 年。
これまで、培った幅広いネットワークと情報量、

そして経験豊かなスタッフが、

皆様のアフリカ渡航をサポートします。

航空券～ビザ～現地手配まで、アフリカ54カ国すべてお任せください！

x航空券のお鵬り
お客様のご希望に沿ってお見積

もりをさせていただきます。 航

空会社やアライアンス指定、経由地指定、

複数都市訪問もお任せください。 創業40

年で積み重ねた経験で、無理や無駄のない

スケジュールを組み立てつつ、安値見積も

りを心がけます。アフリ力行以外の航空券、

海外発日本行の航空券（招聴者用等）、世界

一周航空券も取り扱い可能です。

緩議航空券の予約＆発券
隆弘ダ弊社はIATA （国際航空運送協会）

の公認代理店です。 航空券のほ

とんどは自社予約・自社発券です。 急なス

ケジュール変更やフライトキャンセルにも

迅速に対応いたします。ネット予約と違っ

て、その際はお客様に代わって航空会社と

交渉いたします。また、希望時間帯や希望

航空会社に空席がない場合は、キャンセル

待ちをすることも可能です。

l=l 航空券のお支払い

｜＝毘回航空券発券後に、 航空券と旅費精

一一 算に必要な書類（旅程表、 見積書、

請求書、納品書、領収書など）などをお送り

いたします。 その際に、出発案内や乗り継

ぎ空港のマップをお付けいたします。 お支

払い方法ですが、現金でも、お振込みでも、

大学からの直接払いでもお受けいたしま

す。 お支払い方法はご相談ください。

ダ今Q 査証（ビザ）
も九♂アフリカへの渡航では査証（ピザ）がつきものです。 申請
ー－ 書類の作成から大使館への申請・受領まで、弊社にて代行
いたします。 固により必要書類が異なりますので、渡航目的に合わ

せてご案内します。 査鉦のみでも承りますが、 航空券や現地手配と

のセッ トがお得です。 アフリカ以外で査証が必要な国も取り扱い

が可能です。詳細はお問い合わせください。

a開・ガー手配
空港送迎、現地での移動手段、通訳やガイドなど、 ご

渡航目的に合わせて最善の現地手配を承ります。 40

年間に培ったネッ トワークと経験を活かし、ご渡航をスムースにこ

なせるよう信頼できるスタッフを手配。車両のみ、 ガイドのみでも、

フレキシブルに対応いたします。 アフリカ以外の渡航国や経由地

での宿泊手配なども可能な限りお手伝いいたします。

| 視察・研修旅行の手配も自由自在
ゼミやサークル、研究調査など、こんな手配を過去承りました！

、博物館関係者 ｜ 、大学主催の ｜、ゴリラの生態 ｜ 、ビクトリア湖の
による視察調査 海外調査 現在と過去 水産業を視察

博物館館長主催によるガー タンザニアのザンジパル島 ウガンダのブウィ ンディ国 ケニアのビクトリア湖に面

ナの古アシャンテイ王国の にて世界遺産の島に滞在し、 立公園では、 レンジャーと研 した港町であるキスムにて
伝統的建築群見学実情調査 スパイス農園での経営状況 究者が共同でゴリラの生態 ナイルパーチの水揚げから

及び王宮勧問とワーク を視察したり、貿易で栄えた を守っています。 現在のよ 輸出に至るアウトソーシン

ショ ップ開催。 オールドタウンの歴史研究。 うな保護体制を敷かれた経 グを視察。

緯を視察。
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a 
・東京本社
干 141-0031 東京都品川区西五反田7・24-4 KU ピル 7階（営業時間 9:30 ～ 18:30、日曜・祝日休業）

フリーコール： 0120・184・922 a弘 司織E
携帯電話・PHSか!3 03-6431-8322 e-mail 吋D@dososhin.com 思京 直面



書名: Southern African Liberation Struggles 1960-1994 
          : Contemporaneous Documents,  9 Vols
著者: Edited by Arnold J. Temu and Joel das Neves Tembe
出版: Mkuki na Nyota Publishers, Tanzania
ISBN: 978-9987-753-28-4       5394 pages 
価格: $800/£500 

I ア雪認響力
第I巻

紛争をおさめる文化
不完全性とプリコラージュの実践

松田素ニ・平野（野田美佐鋼

⑨京都大学総長山極書一氏推薦

ほろ酔いの村 篠原徹著
超過密社会の不平等と平等 2800 円
主食はビール ！エチオピアの山上の村、 人類学者が出会った
のは、ほろ酔いで勤勉で、とってもケチな人々一一。
貧富の差が生まれる近代社会以前の姿をとどめる、コンソ民族
誌の集大成。

3900 円
第 2巻

武力紛争を越える
せめぎ合う制度と戦略のなかで

3800 円連藤買編

舗

で
峨

土
品
ブ

さ
樹
争
A由
る

湿

側
一三
間

生
駒

共
偲

L
』
喝

巻
発
出

制
開
聞

【全3巻】

6000 円

6400 円

4800 円

掛谷誠著作集
I. 人と自然の生態学
2. 呪医と精霊の世界

3. 実践への問いかけ 3900 円
第 4巻

争わないための生業実践
生態資源と人びとの関わり

重田異義・伊谷樹ー緬
アフリカ文化探検

3800 円
第 5巻

自然は誰のものか
住民参加型保全の逆説を乗り越える

山越言・目黒紀夫・佐藤哲 編
ものの人類学 2

3700 円

606-8315 京都市左京区吉田近衛町 69 京都大学吉田南構内 〈価格は税別〉
TEL 075-761-6182 FAX 075-761-6190 URL http://www.kyoto-up.o「jp犠京都大学学術出版会

FUJII BOOKS 問eetsAfRICA! 
藤井洋書はアフリカの文学・芸術・政治・経済・歴史まで幅広く網羅

大手出版社から小規模出版社の書籍まで、
お客様の細かなニーズにお応えいたします

・・・・・lr'E翠m-軍電車軍司・・・・・

世界中の出版社との取引が可能

新刊から古書まd師、能
小規模だからとそ出来る細やかな対応

みなさまが必要とする本をきっと見つけます

【お知らせ】

本学会では小古なブースを設けおります。 ブースでは、
全ての書籍を学会特別価格にでご提供させて頂きます。
是非お立ち寄り下さいますようお願いいたします。

干550-0004

大阪市西区靭本町 1-9-18 うつぼビ、lレ2F Tel: 06-6443引36 Fax: 06-6147-8004 
Email: info@fujiibooks.com URL: http://www.fujiibooks.com 

＊見積りのご依頼やお探しの書籍ございましたらいつでもお気軽にお問合せ下さい。

Fujii ~ Books Ltd. 

有限会社藤井洋書



航空券
ホテル
レンタカー
登山
ゲームドライブ
ビザ
そしてオルタナティブツアー（ＡＴ）

アフリカのことなら
私たちにおまかせください

㈱マイチケットTEL：06-4869-3444　FAX：06-4869-5777
E-mail：info@myticket.jpwww.myticket.jp

農村滞在と民族音楽
タンザニアの

双方向の旅 タンザニアの人々を日本に招く
「行ったり来たりの交流」の旅です。参加すると現地滞在費の１％を「AT交流
基金」に積み立てます。「基金」は、タンザニアで私たちを迎えてくれる人々
を日本に招くことに役立ちます。

持続可能な旅 村の事情に沿って訪問する
村の人々には普段の暮らしがあります。私たちを受け入れることが仕事では
ありません。だから、訪問の人数、期間などは村の都合で決まります。私た
ちは、村の事情に心を配る良き訪問者でありたいと心がけています。

村での滞在 暮らしに触れる・言葉を届ける
訪問の準備から「村の体験」は始まっています。案内資料やオリエンテー
ションは村の事情を知る大切な機会です。村での滞在中は、人々の暮らしに
触れてゆっくりとした時間を過ごします。帰国後には、感想やお礼の気持ちの
言葉を届けてください。あなたの言葉を届けることで、村への旅が終ります。

タンザニア現地手配 ： JATA TOURS ジャタツアーズ（http://jatatours.intafrica.com） 



〒814-0001 福岡市早良区百道浜3-8-34 九州大学産学官連携イノベーションプラザ305
TEL： 092-833-9150  FAX: 092-833-9160  www.kup.or.jp   《価格税別》

ア
フ
リ
カ
の
老
人

老
い
の
制
度
と
力
を
め
ぐ
る
民
族
誌

ア
フ
リ
カ
で
は
人
々
は
い
か
に
老
い
て
ゆ
く
の
か
。

ア
フ
リ
カ
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
文
化
人
類
学
者

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
で
老
人
た

ち
の
多
様
な
姿
を
描
き
出
す
比
較
民
族
誌
。地
球

規
模
の
高
齢
化
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
、老
い
る
こ

と
の
価
値
と
目
標
を
問
い
直
す
。
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・
花
渕
馨
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「
エ
・
ク
ウ
ォ
ス（
そ
れ
は
予
言
の
成
就
で
あ
る
）」。

民
族
紛
争
に
揺
れ
る
南
ス
ー
ダ
ン
の
ヌ
エ
ル
族
の

社
会
に
お
い
て
、植
民
地
時
代
か
ら
信
じ
ら
れ
て
き

た
大
預
言
者
に
よ
る
予
言
の
信
仰
体
系
を
探
る
。

第
14
回 

国
際
宗
教
研
究
所
賞
受
賞

エ
・
ク
ウ
ォ
ス

南
スー
ダン・ヌエ
ル
社
会
に
お
け
る
予
言
と
受
難
の
民
族
誌

憑依と語り アフロアマゾニアン宗教の憑依文化
古谷嘉章　                                                              A5判・390頁・5,800円
アフロアマゾニアン宗教、すなわち黒人奴隷制と天然ゴムブームがブ
ラジル・アマゾンで生み出した、著しく混淆的なアフリカ系憑依文化の
エスノグラフィー。 憑依文化の人類学的分析の新たな可能性を拓く。 

ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国
の
ヘ
レ
ロ
族
は
、ド
イ
ツ
の
植
民
地

支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
も
、「
敵
」で
あ
っ
た
筈
の

ド
イ
ツ
人
入
植
者
に
由
来
す
る
衣
服
を
着
用
し
続
け

て
き
た
。西
洋
風
の
衣
装
を
取
り
入
れ
、さ
ま
ざ
ま
な

人
々
と
の
接
触
を
経
な
が
ら
、独
自
に
進
化
さ
せ
て
い

く
過
程
を
描
く
。カ
ラ
ー
写
真
多
数
を
収
録
。

ふ
る
ま
い
の
創
造

ナ
ミ
ビ
ア・へレ
ロ
人
に
お
け
る
植
民
地
経
験
と
美
の
諸
相

〈
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信念の呪縛 
浜本 満    　                                                              A5判・544頁・8,800円
30年に及ぶフィールド調査により、「未開」社会に特有と思われていた
「妖術」の信仰体系を、他の社会にもインストール可能なプログラムと
捉え、特異な信念が人びとを束縛しつづける過程を解明する。著者は
本著を含む一連の業績について第10回日本文化人類学会賞を受賞。

ケニア海岸地方ドゥルマ社会
における妖術の民族誌

株式会社業務渡航センター
京都府知事登録旅行業第３種���号�日本旅行業協会�-$7$�正会員

京都本社�京都市中京区錦小路通室町東入占出山町���ヤマチュウビル�)
京都☎ ������������ 東京☎ ������������
KWWS���ZZZ�JWFHQWHU�FR�MS�������� ✉ JW#JWFHQWHU�FR�MS

海外からの招へいや国際会議の運営もお任せください
弊社担当者が招へい研究者様と直接連絡を取ることで、
スムーズな手配が可能です。また旅行会社ならではの手配力で
「事前参加登録システム、要旨集印刷、エクスカーション、
当日の進行」など国際会議や国際シンポジウムの運営を
きめ細やかにサポートいたします。
まずはお気軽にお問い合わせください。

✉ FVV#JWFHQWHU�FR�MS GTιϱνʖࡏࠅճ٠

学術渡航専門の旅行会社です



【本社】〒350-1172 埼玉県川越市増形 3-2 Tel:049-241-9186 Fax:049-248-5480 mail:saitama@african-sq.co.jp

www.african-sq.co.jp

アフリカを思う一日のはじまりは

一杯のミルクティーから

ケニア山の紅茶

アフリカの食品で

もっとおいしく、もっと生き生きと

アフリカンテーブル

【東京ショールーム】〒141-0031 東京都品川区西五反田 7-22-17 TOC ビル９F57 号 Tel:03-3494-8801 Fax:03-3493-5106



　

  



（表示価格は税別です）

エ
イ
サ
ー
物
語
　
移
動
す
る
人
、
伝
播
す
る
芸
能

「
大
切
な
こ
と
は
生
き
て
い
る
と
実
感
で
き
る
瞬
間
で
あ
り
、
そ
れ
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
エ
イ
サ
ー
な
の
だ
」
―
沖
縄
の
盆
踊
り
で

あ
っ
た
エ
イ
サ
ー
が
、
い
ま
や
日
本
全
土
、
世
界
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
芸
能
伝
播
の
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
エ
イ
サ
ー
を

踊
り
、
歌
い
、
伝
え
た
人
々
の
物
語
。

塚
田
健
一 

２
８
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０
円

知
的
所
有
権
の
人
類
学
　 

現
代
イ
ン
ド
の
生
物
資
源
を
め
ぐ
る
科
学
と
在
来
知

知
識
は
誰
の
も
の
か
？
豊
富
な
薬
草
資
源
を
も
つ
イ
ン
ド
に
「
知
的
所
有
権
」
と
い
う
概
念
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
き
、
現
地
で
何
が
起
こ

る
の
か
。
緻
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
き
解
明
。
過
去
の
労
働
へ
の
対
価
で
は
な
く
、
未
来
へ
の
責
任
と
し
て
の
所
有
と
い
う

概
念
を
提
示
す
る
、
異
色
の
所
有
論
。
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空 

萌 
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住
ま
い
が
つ
た
え
る
世
界
の
く
ら
し
　
今
日
の
居
住
文
化
誌

さ
ま
ざ
ま
な
「
く
ら
し
」
／
多
様
な
「
生
活
の
カ
タ
チ
」 

―
そ
の
土
地
の
気
候
風
土
や
つ
く
ら
れ
る
住
居
、習
俗
習
慣
、生
業
、信
仰
な
ど
、

人
々
の
生
活
そ
の
も
の
が
形
づ
く
る
居
住
文
化
の
多
様
性
を
学
び
理
解
し
、
自
ら
の
居
住
文
化
と
比
較
・
考
察
す
る
き
っ
か
け
を
示
す
。
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仕
事
の
人
類
学

労
働
中
心
主
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こ
う
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中
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妙
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ア
フ
リ
カ
音
楽
学
の
挑
戦

伝
統
と
変
容
の
音
楽
民
族
誌
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ア
フ
リ
カ
社
会
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

松
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素
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所
有
と
分
配
の
人
類
学 

（
電
子
書
籍
）

エ
チ
オ
ピ
ア
農
村
社
会
の
土
地
と
富
を
め
ぐ
る
力
学

松
村
圭
一
郎 

著 ―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

４
６
０
０
円

誘
惑
す
る
文
化
人
類
学

コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
の
世
界
へ

田
中
雅
一 ―
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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恋
す
る
文
化
人
類
学
者

結
婚
を
通
し
て
異
文
化
を
理
解
す
る

鈴
木
裕
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

２
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ス
ト
リ
ー
ト
の
精
霊
た
ち

人
類
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
た
め
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ゴ
ン
ダ
ー
ル
に
居
着
い
た
著
者
。
そ
こ

は
、物
売
り
や
物
乞
い
、芸
能
者
た
ち
が
息
づ
く
奥
深
い
空
間
だ
っ
た
。
著
者
と
彼
ら
〝
ス
ト
リ
ー

ト
の
精
霊
た
ち
〞
と
の
密
な
交
流
か
ら
雑
踏
の
交
響
詩
が
聞
こ
え
て
く
る
。
坂
本
龍
一
氏
推
薦
!

川
瀬 

慈 

１
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円

文
化
人
類
学
の
思
考
法

「
文
化
人
類
学
は
『
こ
れ
ま
で
の
あ
た
り
ま
え
』
の
外
へ
と
出
て
い
く
た
め
の
『
思
考
の
ギ
ア
（
装

備
）』だ
。
本
書
は
そ
の
最
先
端
の
道
具
が
一
式
詰
ま
っ
た
心
強
い『
道
具
箱
』だ
。
こ
ん
な
に『
使

え
る
』
本
は
滅
多
に
な
い
」
若
林
恵
氏
推
薦
。
尾
原
史
和
氏
に
よ
る
常
識
を
覆
す
カ
バ
ー
付
。

松
村
圭
一
郎
・
中
川 
理
・
石
井
美
保 

編 
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シリーズ〈地誌トピック〉全3巻
．各 85 判・約 152 頁
各定価（本体 3,200 円＋税）

1 .グローパリゼーション縮小する世界
矢ケ崎典隆・山下清海・加賀美雅弘 C(16881-5) 

2. ローカりゼーション一地婦へのこだわり一
矢ケ崎興隆・’陣地俊夫・丸山浩明綱引鈎82-2)

3. サステイナビリティ 地球と人類の課題
矢ケ崎典隆 ・ 藤島済・横山智編（16883凶｝

東部正南部アフリカ
（ベラン世界地理大系 10)

末松鳶・野津秀樹編訳
.84変型判・パートカラー・ 232 頁
定価（本体 15,000 円＋税） (16740-5) 

〔内容〕東部アフリカ（エチオピア・
エリ卜リア／スーダン／ウガンダ／ル
ワンダ・ブルンディ／ケニア／他）／
爾部アフリカ（南アフリカ共和国／ボ
ツワナ・レソ卜 ・ スワジランド／ジン

パブエ／他） ／インド洋南西部（マダ
ガスカル／他）

I好評既刊I

西部・中部アフリカ

アフリカ（跡地誌シリーズ 8)
島田周平・上田元編

・85 事lj 1下＇6 頁
定価（本体3,400 円＋税） (16928-7) 

〔内容〕自然的多様性・民族的多様性
／気候・植生／生業と環境利用（焼畑・

牧畜・ブドウ栽培）／都市と農村／都
市環境問題／地織紛争／グローパル化
とフォーマル経済／開発援助・協力／
大衆文化／日本との関係

随j］＇霊ヨiiffあ豆諸；司l:'.a：菖I－＂書面畠：＇Uh謂.. 私書z；.~.品F,I＇.車通管i骨量産ヨ~ll!・

観光の事典
白坂蕃・稲垣勉・小沢健市・

古賀学・山下晋司編
eAs 事iJ 464 頁
定価｛本体 10,000 円＋税） (16357・5)

観光に関する知見を全 197項目で網羅。
観光学を学ぶ学生や研究者，観光行政・
観光産業に携わる人へ。〔章構成〕 1 . 観光
の基本概念／ 2. 観光の行政と施策／ 3. 観
光と経済／ 4. 観光産業と施設／ 5. 観光計
画／ 6. 観光と地域／ 7. 観光とスポーツ／
8. 観光と文化／ 9. さまざまな観光実践

ペランt量界地理大系 10

東部・南部アフリカ

定価（本体 16000 円＋税） (16739』9)

明’R・店

白朝倉書店
干162-8707 東京都新宿区新小川町6-29 (ISBN｝は 97ι牛254ーを省略
電話営業部（03) 3260-7631 FAX ( 03) 3260-0180 
http://www.asakura.co.jp 
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イラクの女性たち
一一平和構築におけるラ工ンダ一一一
円城由美子著四六判 248頁本体 3,800円

イラク戦争から十数年．イラク女性は「解放」されたのだろうか．
様々な側面から女性を通して戦後イラクの実態を分析する．

自由への道
逃亡奴隷八リエット・タブマンの生涯

キャサリン・クリントン著 慶瀬典生訳 A5判 482頁本体 7,000円

逃亡奴隷でありながら奴隷の逃亡支援に尽力し，人種・
性の差別・隔離撤廃に生涯を捧げた黒人女性の伝記．

福祉国家論
一一所得分配と現代福祉国家論の課題一一
A. B. アトキンソン 著 丸谷冷史訳 A5判 414頁 本体 6,000円

福祉国家批判を経済学的観点から再検討し，新しい世紀の

福祉国家像の基礎を展開する．

貧困ガパナンス論
山本隆著 A5判 276頁本体 2.800円

貧困が深1純化する日英に着目し，その貧困対策の本質を
統制・合理化・抵抗のガバナンスの3要素から実証分析．

クィア・スタディーズをひらく（全3巻）
菊地夏野・場江有里・飯野白星手編集四六判 合近日刊行予定

第1巻・アイデンティティ，コミュニティ，スペース
第2巻・労働， 家族，結婚
第3巻．健康／病，障害（ディスアピリティ）， HIV／エイズ

日本と英国

※表示価格は税抜［京都本社］干615舟026 京都市右京区西院北矢掛町7 TEL 075-312-0788 FAX 075-312-7447 
［東京本社］干162圃0843 東京都新宿区市谷田町3-1 eisuピ／i,4F TEL 03-5227-1128 FAX 03-5227-1137 晃洋書房
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